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オーストラリアにみる

情報システムに関する若干問題

一 視 察 メ モ ー

米 花 稔

1． は じ め に

筆者の属する当研究所としての今後の研究関心のひとつであるオーストラリ

アに，昭和50年秋きわめて短期間，その一部の地域ながら，訪ねる機会があた

えられた。しかも筆者の今回の訪問目的を幅広くとったので，ここに主題とす

る分野についても，きわめて限られたものにとどまった。特にそのなかで，わ

が国の総合商社の本国本社の情報システムのコンピュタリゼーションにおける

海外現地事業所の場合の実態にふれることは，視察目的のひとつではあった。

なおこの機会に，オーストラリア政府の情報システムないしコンピュタリゼー

ションについての一部の資料にもふれることができた。

以上のような意味で，多目的のオーストラリア訪問における視察メモの一部

として，ここでは，情報システムの若干問題として，上記2の分野について，

今後の参考資料の一部という意味で，そのアウトラインを記すこととしたので

ある。

オーストラリアにおけるコンピュータの設置台数は，すこし古いが手元の資

料では，1972年6月末で，ミニ・コンピュータをふくめて，1,594台（1974年

には約2,500台といわれる）といわれる。当時のわが国は，その約10倍(1972

年3月末12 , 899台, 1973年3月末17,255台）にあたるのであるが，イギリス

7,441台，フランス7,605台，西ドイツ8,285台などと比較すると，単純に人口割
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でみると，1,300万人口のオーストラリアとしては，そこそこの普及率といえ

る。もっとも，オーストラリアの場合，そのうちミニ・コンピュータ，小型コ

ンピュータがあわせて1,100台と7割を占めている。しかしおなじ南半球の人

口1億のブラジルの設置台数1,219台と比較すると，やはり単純に量的にみる

かぎり，オーストラリアは西欧諸国なみといえるようである。現に筆者の訪ね

たメルボルン大学でも, CDCのTSSを設置,20数端末を学部，研究所など

において研究上の利用に供せられている如きにみることができる。連邦政府，

州政府，大学研究機関から，金融機関，製造業，販売業など，各分野に一応設

置せられ，計算業務サービス業などもみられるようである。

なお同国のコンピュータは，首都キャンベラに政府援助のインフォメーショ

ン・エレクトロニクス社のようなメーカーもあるようであるが，主としてはや

はりアメリカのIBM をはじめとするメーカーによるもの，ならびにイギリス

のICL (International Computers Limited) ,さらに一部は西ドイツのニック

スドルフ社，イタリーのオリベッティ社などかなり多様に入っているといわれ

る。わが国からも一部に入っている。

しかしながら，今回の筆者の現地視察においては，コンピュータ関連の実態

にふれる機会をほとんどもつ余裕がなかったので，そのアウトラインさえここ

に示すことはできない。上記の諸事情は，主として手元のわが国のコンピュー

タ白書ならびに日本電子計算機株式会社その他の資料などの参照によるもので

ある。

ここでは，さきにふれたように，前半において，オーストラリア連邦政府に

おける政府のデータ・システムの統合についての委員会の報告，ならびに法律

データのコンピュタリゼーションについての委員会の報告が，いずれも1974年

に発表せられているので，これを通じて，情報システムについての情況の一部

をかいまみることとする。後半においては，わが国の総合商社の一部のオース

トラリア現地会社訪問によって，そのコンピュータリゼーションの一部にふれ

ることを得たので，これらを通じての実情と今後の問題などについて考えてみ

たいと思うのである。



オーストラリアにみる情報システムに関する若干問題 3

以上のように，本小論においては，文字通り，同国の情報システムにかかわ

る若干問題について，まとまりのないまま多少とも考察するにとどまらざるを

得ない。他日，より広く，同国のこの分野のアウトラインを把握できればと思

っている。

2． オーストラリア政府の情報システム

（1）開 題

ここにとりあげようとするのは，主として次の二つの報告書をよりどころと

するものである。

(a) Committee on lntegration of Data Systems

-Report, April l974

(b) Committee on Computerization of Legal Data

-Report, March l974

ともにオーストラリア政府の発表出版にかかるものである。

既に知られているように，1975年10月に，ホイットラム首相のもとでの労働

党政府は辞任し，1975年12月の総選挙で，フレーザ一首相のもとでの自由党・

地方党連立政権にかわっている。その結果，内外政策にわたって多少とも変更

が加えられようとしている。ここにとりあげた資料は，いうまでもなく前政権

時代のものである。従ってここでとりあげている分野についても，その報告の

あつかい方に，若干の変更があるかも知れない。しかしながら，また，ことが

らが情報システムに関するものであるので，直接の影響はすぐないかも知れな

い。このことは，後にまた考えてみたい。ここではまず，政府のデータ・シス

テムの統合についての報告書をとりあげ，ついで法律データのコンピュータリ

ゼーションについての報告書をみることとする。

､一'2）政府におけるデータ・システムの統合

連邦政府のデータ．システムの統合(integration)についての委員会報告
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は，はじめ1973年12月，首相からの諮問に対して，1974年3月にまとめて提出

せられたものである。これを通覧すると，この国のその問題点と実態をあるて

いど推測できるように思う。

首相の諮問の要旨は，経済政策と社会政策をうまく組合せて，総合的な経済

開発を進めることに重点をおく政府として，個人生活をそこなうことなく，コ

ミュニティの福祉を促進するように，税制，人材再訓練，教育開発，地域開

発，産業立地，さらには物価問題などの分野にわたる諸政策を総合するのに多

くの困難に当面しており，その克服のためには，なによりインフォメーション

の整備が欠くことのできない前提となるとしているのである。そのために，政

策に役立つ総合的なデータ・システム(integrated data systems)の開発のた

めのガイドラインを求めたのである。

このような諮問に対する委員会報告のあらましをここに紹介することとす

る。後にもふれるように，これは当然に今日のEDPシステムを前提とし，特

にその提案は，これまでの機械設備を更新して，より記憶容量の大きい，多数

の端末をもつオンラインシステムを前提としている。報告書は次の6章（111

頁）から成る。

1． 問題の背景

2． 現行システムの主な欠点

3． 政府の目的に適合する公的統計システムの特徴

4． 現行統計サービスの改善

5． 政府の責任

6． 結論の要約

その主要な論点をみてゆくこととする。

l. 問題の背景

ここでは，諮問の主旨をとりあげ，政府の政策決定，行政の質ならびに整合

性のために，また社会がそれらを評価できるようにするためには，公的なデー

タ・システムが，相互に矛盾しないものであることが，欠くことのできないも
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のであることをまず指摘している。

2． 現行システムの主な欠点

オーストラリア連邦政府の現行の公的なデータ・システムにおける主要な欠

点として，委員会は，次の三点を指摘している。

（1）データ相互のコーディネートが十分でない。

（2）統計の作成者とその利用者とのコミュニケーションのあり方が十分とと

のえられていない。

（3）作成されたデータの多くに対して，本来接触して利用できることを必要

とする機関なり人々に対して，十分に利用できるような準備がされてい

ない。

(1)まずコーディネートの不十分さという点についてみてみよう。現行のデー

タ・システムは，各省が連絡を十分せずに別々に進めてきているので，一方に

は，分類，定義，範囲などの考え方についてのコーディネート(conceptual co-

ordination)が欠け，他方には収集処理についてのコーディネート(physical

coordination)にも欠けている。そのために，公私の利用に多くの制約がある

のみでなく，個人ならびに事業体にもすぐなくない負担をもたらし，データ・

システムが公私にわたるコスト上昇の因となっている。これらは，各省間，ま

た連邦政府と州との間などにわたり，コーディネートを担当する責任ある中枢

機関が欠けていることにもとづくとしている。政策樹立上の問題点の例示とし

て，農村なり，商業以外の三次産業なりに，まとまったデータが欠けていた

り，環境保全省で環境に関するデータ・バンクを設けることによる情報検索を

はかるにも，多くの関係機関相互のコーディネートが欠けていることにともな

う障害などがあげられている。

(2) つぎにコミュニケーションの問題点についてみてみよう。データの主たる

作成者である統計局と，利用者としての政府各機関との間に，公的な協議なり

コミュニケーションのあり方が未整備のために，いくつかの問題が指摘されて

いる。データについての多くのニーズに対する優先性が明確でなかったり，各
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機関における政策変更にともなうデータのニーズでの変化に統計局が十分でき

なかったり，そのために統計整備の権限の分散化をとなえる政府機関もでてく

るなどの諸点があげられているのである。

(3)収集せられたデータが，本来利用されるべきものからの接触可能性を欠い

ているという点である。その一つの原因は，センサスの秘密保持の規定の不必

要にきびしすぎることが，その利用を求める政府機関の接触を困難にしている

としている。その2は，現在のテープをベースにしたコンピュータ．システム

では，う。ログラムの関係から，一寸した資料要求に対して，非常なコストを要

したり，時間をかけたりしなければならないという欠点，すなわち，システム

にフレキシビリティに欠けているという点である。報告では，統計局のいま設

置しているコンピュータでは，止むを得ないことを認めた。

(4)以上の主要な3の欠点のほかに，それらにつぐ若干の問題点を，さらに指

摘している。

⑦ 現行のデータ・システムの地域分類が，地方自治体など地域レベルの利

用に不適当になってきている問題である。今日の社会開発，都市計画など

に必要な情報は，現在の統計の地域区分では不十分で，基本的に地域コー

ドの再編成の検討が必要になっている。

① 同様に現行職業分類も不適当になってきているという。国際分類には適

合しているが，より詳細な分類が，マンパワーの問題の分析，労働配分，

再訓練など雇用政策のために必要となっている。

⑥ また今日の統計資料には，価格，労働生産性，社会福祉関係，都市計画

分野などにおいて欠けるところが多いとしている。

④ 統計局の資料以外の各部門行政上からの諸データ，たとえば税金関係記

録なども，適当にインテク・レートできれば，行政上役立つが，必要以上の

規制が，その活用を困難にしている。

これらを通じて，政策の検討，樹立と，統計作業との間の緊密な連けいの必要

性が指摘せられている。
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3． 政府の目的に適合する公的統計システムの特徴

統計の収集，処理についてのコーディネーションのためには，統計組織の分

権化より集権化が，より望ましいと結論した。これは経済性，人材の効率，そ

して特に規模の大きいコンピュータ・システムの利用などから必要とせられ

た。これはオーストラリア政府各機関の大部分ならびに民間産業界からも支持

された。

それは，さらに第1に各省から独立し，政策の中立性が維持でき，第2に統

計作業の優先順位が維持でき，第3に情報の秘密保持についても一般に信頼が

得やすいなどが，利点とされた。

しかしながら，集中化は，利用側とはなれやすいこと，従って現実のニーズ

に適合しにくくなるおそれ，さらにニーズに応じる機動性にかけることなどの

欠点も指摘されるとしているのである。その意味から，統計の分野によって

は，分権的に処理される必要のあることも，また委員会は認めている。それに

ついて次の4の分野をあげている。

⑦ 行政上あるいは取締の必要な仕事を監視するのに必要で，かつその業務

遂行にともなって得られる統計資料で，他部門の関連のすぐないもの。

④ 特定部門の政策なり行政についての特定の問題のために迅速に処理を必

要とする統計。

⑥ 中央統計機構の管理下のより小規模の詳細な調査を，特定部門がその政

策上必要とするもの。

④ 高度に専門的，科学技術的な知識に関する統計資料で，他部門と関係の

すぐないもの。

以上のような構成の中央統計局ともいうべきものは，従ってユーザー・オリ

ェンテッドで，ダイナミックで，政府諸機関のニーズのみでなく，社会にも役

立つことが必要であることはいうまでもなく，その内容は，経済的，社会的各

分野にバランスがとれ，かつ短期，中期，長期的視点についても，そのニーズ

に適合することが必要である。

しかしながら，このような集中的なデータ・システムにのみ依存することは
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現実的でないので，各州，各地方自治体もデータのニーズが多いので，それぞ

れサブシステムとしての内部的データ・ベースをみずから開発することを望ま

しいとする。

これらのデータ・システムにおいて，社会の目的の達成への統計的貢献を最

大にし，しかもう。ライパシーに対する不安を最小にするようなルールを設ける

ことが必要である。これには法規的規制が必要なことはもちろん，コンピュー

タ・データ・ベースのシステムのなかで，アクセス・コード，セキュリティ・

ロックなど技術的な手法による秘密保持が確立されねばならない。さらに次の

諸点をルールとすることが望ましい。

⑦ 個人レベルの記録の必要でない限り，データ・ベースへのインフ。ツト

は，合計数字を用い，個人の必要な場合も姓名を明らかにしないようすべ

きである。

④ 個人なり事業体よりの個々の統計報告は，処理の完了後廃棄または返却

し，またその事実を定期に公表すること。

＠ 国の統計諮問委員会を設置し，そのなかには統計業務の経験のある人

で，人権問題関係の組織からの代表をも，委員に加えること。

④ 議会への年次報告には，データ・ベースの詳細についての説明を含める

こと。

以上のようにして，政府あるいは民間活動における意思決定に公的統計の利

用が増大するにともなって，特にそれらの統計が，データ・システムの統合，

データ・ベースの開発をすすめるに従って，統計サービスの公的監査がますま

す必要になる。それには諮問委員会とか専門委員会の設置など，いろいろの方

法が検討されて準備される必要があるとしている。

4． 現行統計サービスの改善

現行統計サービスの諸欠点をあげ，これからの統計サービスのもたねばなら

ぬ諸点を考察したあと，ここで現行制度の改善を委員会は提示するのである。

第1は，公的なデータ・システムのコーディネーションとインテグレーショ
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ンのためには，なにより，権限のある統計局の位置づけが必要である。それは

統計に関する集中的権限をあたえること，行政的に自主性のあたえられている

こと，などが要件となる。

第2に，このような統計局の統計政策を遂行しやすいように，諮問委員会

(National Statistics Advisory Council-NSAC)を設置すること。その委員に

は，連邦政府，州政府，地方自治体，産業界，労働組合，消費者団体，社会福

祉団体，学界，研究機関など，公的統計の主要な利用者の代表をもってあてる

ことをあげている。しかし統計の問題には，より機動的な対応を必要とするこ

とが多いので，そのNSAC内に運営委員会を設置して，その処理にあたるべ

きことなどが指摘せられている。

第3は，これまで一般行政業務から発生するデータで，統計局の接触し得な

いでいる分野がすぐなくないので，これらの行政における原票に統計局担当者

が直接に接し得るようにすることの必要性を指摘している。その中心は，所得

税関係資料のことである。税務当局の納税者からの信頼性を理由とする強硬な

反対に対して，委員会は統計当局のこれまでの秘密保持信頼性からの，この提

案をこれからの統計制度に欠くことのできない点のひとつとしている。そのた

めにアメリカの1954年からの雇用者をもたない小零細小売業者の場合の所得税

資料の転用によるセンサスの省略などの効用を例示している。

第4は，センサス・統計法の秘密規制の問題である。現行法が秘密規制をあ

まりに包括的にしているために，その利用を著しく妨げているので，個人ある

いは個々の事業体の情報の秘密保持を完全にする限り，統計の十分な利用を可

能にするよう委員会は改正を勧告している。

第5に，統計に関して各省と統計局，連邦政府と各州政府間にわたって，コ

ンサルテーションの必要性を指摘している。

第6には，統計局のサービス改善についての指摘がある。データ・システム

について，分類，定義などの標準化を中心に，その相互適合性をはかること。

統計活用についての普及ないしマーケティング活動の必要なこと。システムの

フレキシビリティと統計のタイミングをはかること。統計の質と有効性，デー
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タ・プロセシングの研究開発の重要性，とりわけそのために10％の局内の専門

家をあてること，などの指摘がされている。

このサービスの改善について，その前提となる計算機械設備の拡充に言及さ

れている。現行の電子計算機システムを新しい設備とおきかえて，大記憶容量

でオンライン・アクセスを可能にする端末ネットワークをもつものであること

を必要としている。中央処理装置とサテライトコンピュータ・システムをも

ち，多重処理を必要とするものである。とりわけ予算の優先的位置づけをし

て，1975～6年の実施を望んでいる。

第7に，このように統計局の強化と責任の増大にともなって，その公的な監

査の必要なことが指摘される。統計局は，国会に対する年次報告として，業務

の全般作業のプログラム，データ・ベースの運営と保護策にわたって報告する

こと，これはNSACも同様とし，さらに一般に対する広報活動をもすすめて

いる。

以上のような諸改善案の提案につづけて，これらの実施に必要な予算なりコ

ストの見積りを示しているが，その詳論はここでは省略する。ただここでのコ

ンピュータ・システムの新設備について，600～900万オーストラリアドル(24

～36億円）のコストを見積っていることを付言する。

5． 政府の責任

委員会は，以上のような勧告を実現するについて，統計局の統轄部門につい

て，大蔵省(Treasury Department)がもっとも適するとしている。首相は，

高度に政策レベルの仕事を中心としており，かつ多忙であることなどから統計

局を担当するのを不適当とし，大蔵省の長官は，内閣で首相の次の地位をも

ち，かつその仕事の性質上，経済的，社会的に，また州ならびに地方自治体の

レベルの問題にまで，関係が深いという包括性から，統計局の業務にふさわし

いというのである。

以上が政府におけるデータ・システムの統合に関する諮問をうけた委員会

の，改善案を中心とする報告の概要である。
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経済から社会にわたる広汎な政策を矛盾なく樹立するための基本的前提条件

としてのデータ・システムの確立，そして現段階のコンピュータ・システムの

もっている機能にもとづくその再編成など，先進工業国共通の問題をうかがう

ことができる。その際，人口1,300万という国の規模が，このような答申のひ

とつの前提になっていることも，わが国の規模なり，あり方と対比して，推測

できるように思う。

（3）法律データのコンピュータリゼーション

法律データのコンピュタリゼーションについての報告書は，1973年1月オー
ストラリア政府の法務長官によって設置せられたこの問題の委員会によって，

欧米の実情視察ならびに国内関係者よりの意見聴取のうえ討議検討してまとめ
られて，1974年3月に，法務長官に提出せられたものである。

この報告書は，次の8部と付録とより構成せられている。

1． 報告の範囲

2． 勧告

3．コンピュータによるIR－一般論

4． 法律に関するIRのコンピュータ利用

5． 法律立案のコンピュータ利用

6． 法令刊行のコンピュータ利用

7． オーストラリアのシステムについての勧告詳論

8． 具体化についての手続的，時間的，財政的勧告

以上のなかで，特に第4部では，欧米各国におけるこの分野でのコンピュー

タ化の実情を参照している。この点はあとでふれる。以下，簡単にその要旨を
みることとする。

1． 報告書の範囲

この報告書は，法律に関する情報，とりわけオーストラリア議会の成文法に

関しての，コンピュタリゼーションの具体的な提案を目指したものである。そ
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の際において，第1に，立法，行政，司法にわたり，政府に役立つこと，第2

に，法律の実践，法律についての教育，法律改善，法令図書館，その他個人の

ための法的援助について役立つこと，第3に，法令の刊行，普及に役立つこ

と，などを主たる目標として考盧したとしている。

2． 勧告

法律に関する情報の蓄積と検索のためのコンピュータによるシステムを設定

することを，法務長官に勧告をする。

その第1ステップ。として，首都キャンベラのオーストラリア法務省に暫定シ

ステム(interim system)を設定すること，その場合のデータ・ベースとし

て，憲法，オーストラリア議会による成文法，首都特別地域(Australian Ca-

pital Territory) ,ならびに北部特別地域(Northern Territory)の法令，以上

に関する判例などをその内容とすること，などを指摘する。

この暫定システムは，将来の完成システム(full system)への展開を配慮し

ておくこと，その完成システムとしては，連邦政府ならびに州政府にわたる法

令，判例などの法的原始資料をふくみ，国内すべての関係機関，個人に利用で

きるものを構想している。このような完成システム検討の委員会の発足を勧告

している。

ここでの主題である当面の暫定システムについては，さらに第1のステージ

と第2のステージを分けて進めることを述べている。

第1のステージは，1974年末を目指して，キャンベラの法務省ならびに議会

事務局のための情報検索(information retrieval-IR)ならびに刊行の便のた

めに，磁気テープ｡によるシステムとする。

第2のステージは，1976年末を目指して，さきに述べた暫定システムとして

のデータ・ベースを完成して，キャンベラでのサービスのみでなく，少数なが

ら端末の設定によって，シドニー，メルボルンでも，政府ならびに法律家によ

る利用に供することとしている。

これらの詳論は，さらに後に示されるのでここでは，その結論的な部分にと
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どめる。

3．コンピュータによるIR－一般論

ここでは，法律に関するIRの前提としてのコンピュータによるIRの一般

的解説がされている。コンピュータ本体，周辺機器，インプット，アウトフ･ツ

トなどの解説から，データ・ベース，シソーラス等々の解説におよんでいる。

ここで注意せられるのは，報告書の付録のなかで，コンピュータに関連する専

門用語の解説を加えて，報告書を読むコンピュータ専門外の人々に対する配慮

が十分なされている点である。

なおオーストラリアの場合，多数のターミナルをもつリアルタイム・システ

ムを前提とすること，またIRには現在のところ言語による検索(word-ori-

ented search strategy)を中心とするが，アメリカで構文による検索として開

発されているSMARTなどの発展にも十分関心をもつことの重要性を指摘し

ている。

4． 法律に関するIRのコンピュータ利用

現行の法律に関する情報システムをみると，刊行物のインデックスの不適当

なこと，刊行物間のインデックス，分類の不一致，それらが最新の法令なり法

的概念などの変化への不適応性，原始資料の刊行のおくれ，など問題点がすぐ

なくないとする。そのうえ，法律が増加し，判例法もふえ，かつ複雑になった

うえ，変化もはげしい。その内容も，社会福祉，健康，都市計画，取引上の問

題，割賦販売，消費者保護，環境管理と保護など，きわめて多岐である。しか

も連邦政府，州政府の2段階があり，またイギリス法の継承もあって，一層複

雑である。その意味で今日のオーストラリアとして，リアルタイムのコンピュ

ータ化の役割は大きいのである。

成文法についてのコンピュータによる検索システムの効果は，きわめて明ら

かである。しかし判例法の場合は，判決の環境条件が多様であることから，す

ぐなくない困難がある。しかしながら，高等法院あるいは上級裁判所の近年の

判決のうち，約3分の1は，成文法の解釈，運用とかかわり，また3分の1
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は，成文法と慣習法の両方にまたがり，残りが慣習法のみの場合であるので，

判例の場合もかなり役立つはずである。さらに，法律に関する二次資料，すな

わち法律に関する諸文献の検索も，ここでは詳しくは検討されていないが，医

学文献検索におけるMEDIARSシステムにもみられるように，望ましい一方

向としている｡

このようなコンピュータによる法律に関する情報検索は，これを利用側から

みるとき，一般的には，すぐうけいれられない傾向がある。その効果のいかん

にかかわらず，変化を好まない人々があるからである。他の分野の経験である

が，新しいテクニックの導入の程度は，そのテクニックの訓練を受けた人々が

その分野に増加する程度によるとみられる。その意味で，委員会としては，こ

のような新しい人々の増加のために，ターミナルの設置が重要としている。ユ

ーザーのオフィスないしその近くのターミナルの利用ができるコンピュータ・

サービスが欠くことができないのである。さらに当然のことであるがコンピュ

ータ・システムが，必要な結果を提供できること，法律関係の利用者の大部分

の利用できるような価格水準を設定することが，前提となることはいうまでも

ない。

要するにコンピュータ・システムは，成文法に関する限りその成果は明らか

であるが，判例法においては，なお当面このシステムと従来の伝統的な方法と

の併用になるが，今後の検討改善もあり，かつ判例の激増が結局コンピュータ

化によらざるを得ないことにするであろう。

5．法律立案のコンピュータ利用

コンピュータは，法律案作成者にとっては，一般の法律家の場合以上に，役

立つ用具となる。しかも作成者は少数で一カ所で作業することから，より利用

しやすい。

法律案の作成者は，理想的には，当該問題についてこれまでの関連法律か

ら，各州法律にいたるまですべてに通じていることが望まれるが，現実には困

難なことである。コンピュータ・システムはこれをかなり援助することとな
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る。つぎに作成作業中は，なんども修正しつつ進めるので，複写，う。リントな

ど機械的な多くの作業があり，そのコンピュータによる援助も大きい。その最

終案の印刷にも役立つことはいうまでもない。

ただ法律案作成過程は，秘密保持を必要とすることが多いので，ここでの検

索システムについては，このことへの設計上の特別の配慮が必要とされる。

6． 法令刊行のコンピュータ利用

法令に関するオリジナル，ならびにその後の改正，最新の現行部分などすべ

てをテープ。にとっておくこと，そしてコンピュータ制御のphototypesetの設

備を利用することによって，法令についての必要に応じたプリント，パンフレ

ット作成，主題別インデックス作成などに，コンピュータ利用は役立つ。この

ことを委員会も指摘している。

7． オーストラリアのシステムの勧告詳論

委員会の勧告は，ここでは暫定システム(interim system)として，キャン

ベラの法務省に，憲法，オーストラリア議会の諸法律，オーストラリア首都特

別地域(ACT) ,北部特別地域(NT)の諸法令，ならびにこれらに関連する

諸判例よりなるデータ・ベースをもつコンピュータによる法律情報検索システ

ムを設置することを指摘しているのである。

その暫定システムは，さきに述べたように，2のステージにわける。第1ス

テージは，1974年末をめざして，サービス・ビューローの設備を利用して，

1901～1973年のオーストラリア議会の諸法律についてのデータ・ベースを整備

することである。第2のステージとして，法務省にコンピュータを設置して，

うえにあげた範囲のすべての法律についてのデータ・ベースを整備することと

する。これらが，さらに完成システム(full system)を目指していることは，

さきに2の勧告の要約に述べたとおりである。

法律に関する情報検索システムのためのコンピュータ関係設備の設置，暫定

システムの実施は，法務省が責任をもって実行すること，そしてターミナルに

よる情報検索，法案準備のための利用，法令に関する刊行などのためのシステ
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ム・デザインを行うことが勧告されている。また判例法についても，ある程度

はこの暫定システムにおいても適用するとしても，技術的経済的理由から，全

般におよぶことは賢明でないとしている。イギリスの場合，オーストラリアの

高等法院，上級裁判所の判例にあたるものの4割ていどに適用されていること

を指摘している。また法律に関する二次資料としての文献については，記憶容

量の関係から，暫定システムの第2ステージのレベルでは，データ・ベース

は，内容のインデックスの程度にとどめることを勧告している。

8． 具体化についての手続的，時間的，財政的勧告

これについて，暫定システムとしての，第1，第2ステージにわけて，デー

タ・ベース，ソフトウェア，ハードウェアなどについて，勧告している。

(1)第1ステージの場合

暫定システムの第1ステージとしては，データ・ベースとしては，法務省な

らびに議会事務局のために，憲法と議会による諸法律（1901～1973年）をマグ

ネティック・テープ化する。ハードウェアとしては，なるべく早く利用すると

いう観点から，民間のサービス・ビューローのコンピュータ設備を利用するこ

とを望ましいとし，端末機を法務省ならびに議会事務局に差当り3～4を設置

して，必要に応じて増加する。ソフトウェアとしては，現存のソフトウェア・

パッケージとして，一方には他で使用されている法的データのIRシステム，

他方にはコンピュータ会社の提供する汎用IRパッケージ・システムが考えら

れるが，前者は交渉に時間を要するうえに，適用のために修正を必要とするこ

とから，一層おくれるおそれがある。後者としては，オーストラリアでは，

IBM のSTAIRSというIR パッケージがあって，むしろすぐ利用できる点

でこれを推している。 そのためには首都キャンベラにあるIBM の System

Development lnstituteのIBM 360-67が利用できるとしている。このST-

AIRS利用には，若干の作業を要するけれども，法務省内でこなせるていどの

ことであるという。1974年末には，これらによる実用サービスはできるとして

いる。
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(2)第2ステージの場合

第2ステージでは，検索のみでなく，法律案作成，あるいは法律の刊行など

サービス範囲を拡大し，かつその利用もひろく法律家をも対象にしなければな

らない。そのデータ・ベースの内容も，成文法から判例にも拡大される。ここ

では，なによりデータ・ベースが著しく拡大されねばならないので，これまで

のキーパンチとともに，第2のステージでは，原資料からの機械読取り(ma-

chine scanning)を利用することが必要である。しかしこのような法律データ

の場合，機械読取りがまだ一般に利用せられていないので，試行的に進め，か

つエラーのチェックを十分することが必要であるとしている。

ソフトウェアについては，第1ステージのような時間的制約はやや低いの

で，そのままここでの目的に役立つようなソフトウェアはないので，法務省が

みずからのプログラムを開発することも考えられる。しかしそれは相当の手数

とコストを要することとなるので，結局現在のソフトウェアを目的にあうよう

改良することが早道ということになるとする。そのためにコンピュータのメー

カーないしサプライヤー，ならびにIRソフトウェアを開発した事業体と十分

な協議が望ましいとしている。

ハードウェアとしては，第2ステージでは，法務省にみずからのコンピュー

タを設置し，ターミナルのサービスを主体に，かねて法務省の諸事務処理にも

利用するものとしている。そのために，さきにあげたデータ・ベース，ソフト

ウェアのこなせるようなコンピュータ・システムとすることとしている。差当

りターミナルは20,そのうち15は法務省ならびに議会用，そのあとは，キャン

ベラでの利用にあてる。さらに第2ステージのうちに，シドニー，メルボルン

のターミナルをも各4個追加する。これらをささえるためのコンピュータ，4

億キャラクターのディスク，磁気テープユニット2，フ･リンター，カードリー

ダー，コミュニケーション・コントローラーなどの構成をあげている。設備費

用1,185千ドル（オーストラリア）と見積っている。一般にレンタルによる耐

用年数よりも長期に利用する傾向のあることから，レンタルより購入をよいと

するが，事情によって，レンタルと購入の併用をもよいとしている。
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以上のような第1，第2ステージの暫定段階をへて，将来のフル・システム

をも予想していることはさきにふれたとおりである。

（付）欧米の実情について

第4部ならびに付録のなかで，同報告作成の準備過程で同委員会が視察した

（1973年）欧米諸国の法律データのIRの実情を述べているので，ここでは，

きわめて簡単に付言的に示しておくこととする。

(1) イギリス

イギリス政府としては，現在のところ法律関係のコンピュータによるIRシ

ステムの設置の意向はないようである。数年前に提案されたこともあるが，と

りあげられなかったという。

しかし原子力エネルギー関係法律についての，小さな，よく考えられたシス

テム(STATUS)のデータ・ベースの試みがある。

またスコットランドの法律家の自主団体であるScottish Legal Computer

Research Trustは, 1972年に検討の結果をリポートして，全文のインプット

・アウトフ｡シ卜のリアルタイムのIRシステムが望ましいとしながらも，スコ

ットランドのみでの法律関係者のすぐないことなどから，ここのみでのコンピ

ュータ化は困難として，全国レベルの必要性を指摘している。

(2) カナダ

ここでは，法律IRシステムとして2の事例が示されている。その1は，連

邦法と判例と州法にわたるクィーンズ大学の開発したQUIC/LAW で，その

実施は QL System lnc.という法人によって担当されているが，この場合，

経済上の理由で，判例まではふくまれていない。その2は，判例を中心とした

DATUM システムで，モントリオール大学で開発され，その非営利サービス

組織によって提供せられているという。

さきのQUIC/LAWは，当初はクィーンズ大学とIBMの協力に，政府の

支援ではじめられ，その後，大学の資金削減, IBM の支援中止，政府の支援
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の減少などから，さきのように関係者による企業の設立によって，継続してい

るという。現在主たる顧客として，国立科学図耆館，環境省，法務省などの政

府機関がふくまれている。

またDATUM は, CDC 74のコンピュータで，オンラインとバッチのター

ミナル・システムで，費用の3分の1は問合せ利用料金で，3分の2は政府か

らでまかなわれている。データ・ベースはケベック州の1945年以来の判例を中

心としているという。

(3)アメリカ合衆国

アメリカ政府では，法務省のJURIS,国防省のLITEの2のシステムをも

っておって，法律，判例にわたり，引続き拡大されている。しかしこれは政府

費用で，民間向けサービスは全く行なわれていない。法務省のJURISは，

IBM 370/155 2セットと12～15ターミナルで，将来全米の94法務地区に設置

することとなっている。

民間サービスとして商業ベースの最大なのは, Meed Data Centralの1 .FXIS

である。これはオハイオ州，ニューヨーク州の法律と判例ならびに連邦税関な

どをデータ・ベースにもっているが，全国システムを目ざして設計していると

いう。IBM 370/155を中心に，ニューヨーク，オハイオを中心に35～40ター

ミナルを設置している。

そのほか各州で，主として法令中心のIRシステムの試みがはじめられてお

り，ワシントン州では判例などをふくめるシステムとしているという。

(4)イタリ－

ここでは，1971年大審院ではじめられた80ターミナルをもち，将来200まで

計画しているUNIVAC 1106のシステムが印象的であるとし，各ターミナル

は，法律とコンピュータ・システムの知識をもった人を配置しているという。

(5) フランス

フランス政府としての法律IRは, 1973年から始められた法務省と内閣官房

共同でのう。ロジェクトとしてのCEDIJがある。さしあたりはIBM パッケー
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ジDPS (Document Processing System)で，バッチ方式であるが，計画とし

ては, IBM のSTAIRパッケージでオンラインを目指しているという。

また民間としては，フランスの公証人団体が，もともと伝統的なマニュアル

方式での法律IRサービ､スをはじめていたところから，そのコンピュータ化を

試みているもので, CRIDONというシステムとしている。サービスの法律の

範囲を広くするより，同団体関係者の関係深い分野に限定して，内容の深度化

をはかるとし，オーストラリア視察団の訪問時は，グルノーブル大学のIBM

360/40で開発したものを, CD 6600にコンサルタントに依頼して変換を試み

ていたという。従ってなお試験段階で，コンピュータと伝統的方法とを併用し

ているようである。

(6) ベルギー

ベルギーでは，ベルギー法律家連盟の設立による非営利団体が, CREDOC

システムを開発している｡ GE 115を使用し，バッチ・う。ロセスで，全般的な

法律IRのデータ・ベースをすすめ，いまその一部を実現している。費用の4

分の1を政府が助成し，1973年当時でベルギーの法律家の15％がこれを利用

し，銀行など私企業も一部利用していて，次第に利用者を増加しつつあるとい

う。2年以内に規模の大きい法律事務所，政府などにターミナルを設置するこ

とを目指している。

(7) 西ドイツ

とこでは，ドイツ法務省によって，同省ならびにデータフ｡ロセシング企業，

コンサルティング会社などのメンバーからなるスタディ・グループの，1972年

にまとめられた法律インフォメーション・システムの報告書が紹介せられてい

る。コンピュータによる法律インフォメーション・システムに対する一般の需

要の増加に対応してとりあげられたものという。現在の実情から，これをすす

めるのには二つの段階を設定して，漸進的にとりくむこと，そして完全な新し

いプログラムの開発を待つより，既存のソフトウエア・パッケージを利用する

ことをすすめ，ここではさきにあげたアメリカのLEXISが役立つとしている。



オーストラリアにみる情報システムに関する若干問題 21

以上が報告書の本文ならびに付録として，欧米主要国の視察報告のきわめて

簡単な要約である。

（4）二つのオーストラリア政府の報告について

ここにとりあげたオーストラリア政府に関する情報システムの2の委員会報

告は，いずれも1974年春に提示せられたものである。同報告書によると，すで

にふれたように，その一部は直ちに着手して，1975～76年に実施すべきことも

指摘せられている。しかしこれがどのていど実施せられているかは，筆者は全

くつまびらかにしない。政府のいれかわりも影響があるかも知れない。しかし

ことがらが，コンピュータを中心とする事務レベルの試行錯誤に関することで

あるかぎり，多少とも前進していると思われるが，そのより高次のとりくみに

は，行政機構，組織運営にかかわることから，政治不安定のときには停滞せざ

るを得ないであろう。いずれにしても，今後の資料に期待したい。

それはとにかくとして，政府の統計システム全般，法律関係の情報検索とい

う二つの限られた分野ながら，オーストラリアにおける情報システムに関する

現在の段階を一応理解できるように思う。これは欧米諸国と共通のとりくみを

示すとともに，オーストラリアという比較的人口規模の小さい国の政府であ

り，連邦政府であるという特徴的な側面をも，情報システムの展開のなかにあ

るていどその特徴を示しているように思われる。わが国における情報システム

の場合とも，その意味における対照的な側面のあることも気付かれるように思

つ○

3． オーストラリアにみるわが国の総合商社の

情報システムの特徴的側面

（1）開題

わが国の主要な総合商社における情報システムは，第3．5世代のコンピュー

タ時代になって，相当高度に展開していることは，既によく知られているとこ

ろである。そして，そのコンピュータを中心とする情報システムは，いまそれ
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らの海外事業所である現地会社のEDPS化を展開しつつあり，さらに進んで

やがてそれらのネットワーク化も目指されつつある段階とみることができる。

テレックスによる通信上のネットワークはもちろん既に形成せられているけれ

ども, EDPSそのものは，これからの課題として，逐次検討から，前進への段

階といえそうである。

このわが国の総合商社の海外事業所のEDPS化の事例研究ともいう意味

で，オーストラリアの場合をここにとりあげようというのである。その場合，

たまたまオーストラリアの現地会社の実態にふれたことで知ったことである

が，わが国の場合，オーストラリアの事業所の事例は，業態上の特別の意味が

あるように思うのである。

総合商社の海外でのEDPS化は，これまではニューヨークの海外の本拠と

しての現地会社でのコンピュータ化，あるいはその周辺あるいは国内でのオン

ライン化，またはヨーロッパ主要国での現地会社のなんらかの意味でのコンピ

ュータ利用などにとどまって，その他の地域での現地会社でのコンピュータ化

は，現在のところオーストラリアの場合を例外としているようである。しか

も，そのオーストラリアの場合を手がかりに，次第に情報システムの国際化を

より継続しようとしていることがうかがえるのである。

もっともオーストラリアの場合も，わが国の総合商社の現地会社のうち，既

にコンピュータ導入を実現しているもの2社，いま導入を決定して1976年中に

実現する予定のもの1社にとどまる。他にも計画があるかとも思われるけれど

も，それ以外は現地で訪問しなかったので詳かにしない。ここでは仮りに，既

に導入している2社をA社,B社とし，導入決定しているものをC社として，

その事例を通じて, EDPS化の問題を考えることとする。これら3社が共通

のとりくみをみせている部分，ならびにそれぞれ特徴的な部分をみせているこ

となどをふくめて，特徴的な経営問題をも示しているように思う。

（2）オーストラリア現地会社でのコンピュータ化の業態的特徴

総合商社の海外における現地会社のいくつかが，ニューヨークなど中心的事
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業所以外で，まずオーストラリアにおいてのみ，あいついでコンピュータ導入

が行なわれた特別の業態的特徴のあることに，まずふれておかねばならない。

結論的にいえば，総合商社のオーストラリア現地会社で，コンピュータ導入

をすすめた3社の具体的な日常業務の過半を占めるのは，羊毛取引にかかわる

事務処理であったということからである。

日豪の経済関係は，日常的には，日本からみると，動植物ならびに鉱産物な

ど資源の輸入，機械製品，金属製品など工業製品の輸出，そしてそのなかで

も，同国のわが国への資源供給が大きい比重を占めている。さらに長期的視点

からは，同国での資源開発，そのためのインフラストラクチャー整備など，資

源輸入の前提へのかかわりの長期的問題をもつ。そして総合商社は，これらの

日豪関係の全般にかかわりをもっていることはいうまでもない。これらの詳論

はここでは省略する。そのなかで，さきにふれたように，これら総合商社の代

表的な現地会社のいくつかにおいて，日常業務処理，事務処理において，羊毛

取引の占める比重が過半を占めるのである。

わが国のオーストラリアよりの輸入を，全体として金額でみると，金属材料

35％，食料品20%,そして羊毛など繊維原料10%というのが最近(1975年）の

比重である。取扱商社によって，重点の相異もあるが，ここでの代表的商社3

社は，現地での羊毛取引のなかでの主要メンバーであるけれども，それぞれの

商社としての金額での比重がとりわけ高いわけではない。しかも日常の業務，

事務の過半を羊毛取引によって占められているところに，ここでの特殊性があ

げられるのである。

羊毛が天然繊維であること，その取引は各地で定期に開催される競売をへる

こと，その需要がわが国メーカーの製品面からの品揃えについてかなり詳細の

指示のあること，船積の日時が決済との関係でも重要であることなどが，羊毛

取引の事務処理を大量化させているようである。より具体的にいうと，検品は

ロット（16俵）毎に全品検査，わが国の需要側からは1俵毎の指示まであるこ

と，などがその内容となっている。このような羊毛のオーストラリアよりの輸

出の約3分の1をわが国の商社が取扱っているのである。
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このような業態の特殊性が，人件費の増大とあいまって，羊毛取引の事務処

理のコンピュータ処理を促進したのである。

(1) A社は，まず1967年（昭和42年）に外部のICLセンターなどにコンピュ

ータ計算を委託した。しかし取引事情の変化に対応するう。口グラムのフレキ

シビリティなどに欠けたこと，コスト高などで，委託先を変更したりしたも

のの事情が改善されなかったという。1971年（昭和46年) IBM システム3

を導入して，みずからの処理に至ったという。

(2) B社は，当初A社からの共同委託の話がでたものの，検討のうえ結局みず

からの導入方針をきめ，1971年にIBM 360-20を設置，さらに1975年にIBM

370-115に変更して，今日に至っている。

(3) C社は，筆者の訪問時には未設置であったが，既に1976年に特定のサプラ

イヤのTSSに加入することを決定していた。もっとも，当面は羊毛取引業

務より，まず会計処理からはじめて，逐次拡大して，やがて羊毛に及ぼすと

いうことであった。

以上3社は，いずれも羊毛取引の事務処理が，コンピュータ導入のきっかけ

になっていることは共通している。しかしながら，ここでの簡単な説明でも明

らかなように，3社それぞれに，特徴的な機械化の展開を示しているのであ

る。事務処理の必要に応じて，逐次に機械化を拡大し，羊毛事務処理から，経

理事務の機械化をへて，本国本社との連結財務諸表作成のための統一化のため

の再編成などへと段階的に機械化を展開したもの，羊毛取引事務の機械化に当

面重点をおいて，その迅速化が取引高を増大させる原因となったもの，比較的

早く会計処理の海外事業所の統一化に重点をおいたものなど，多少とも企業そ

れぞれに特徴的な機械化を進めていることがうかがわれるのである。このこと

は，約10余年前，わが国の国内で主要総合商社が，相次いでコンピュータ導入

をはかった折，各社の機械化のビジョンがあるていど共通しつつも，その接近

の仕方にかなり特徴的であったことを，いままた国際面においてうかがえるよ

うに思う。

このことは，いまはじまろうとしている情報システムの国際的展開において
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も，みられるようである。わが国の主要な総合商社は，国内に関するかぎり，

いわゆる経済情報システムは，相当高度に展開しつつある。しかし国際的な現

地会社をネットする情報システムは，これからの課題のようである。通信のネ

ットワークは，テレックスを手がかりに既にいずれも整備せられている。なか

にはこのテレックスによるネットワークのコンピュータ管理も行なわれてい

る。しかしながら，情報システムとしては，アメリカ合衆国内でのニューヨー

クを中心とするオンライン化とか，ヨーロッパ諸国のなかでの現地会社の

TSS加入による展開などのほかは，磁気テープの郵送，カードの郵送，テレ

ックスの利用などがみられる段階である。しかしながら，海外事業所の会計制

度の統一化などの進展とともにに，国際的なTSSの利用などによる情報シス

テムのネットワーク化が部分的に意図されているようである。このような経営

情報システムの国際的展開に，オーストラリアの現地会社自体のコンピュータ

化が，すぐなくない促進的役割を果たしつつあるように思うのである。

4． あ と が き

きわめて短期間のオーストラリア訪問において，多目的な視察意図をもった

なかでの，そのひとつとしての情報システムないしコンピュータ利用に関する

部分のみを本小論に述べた。そのために，ここにとりあげたのも，資料と見聞

の便宜のあったものに限り，若干問題として，全体のまとまりのないまま，多

少の考察を加えた紹介にとどまらざるを得なかった。そのなかで，オーストラ

リアの政府における試み，それに関連する一部分については欧米諸国の現状に

もふれ，またわが国総合商社の現地企業の一部における機械化の現状と特徴に

およんだのである。このような部分的な紹介と考察も，多少とも，より一般的

なコンピュータを中心とする情報システムの問題の検討の一つの資料という意

味はもつであろう。またオーストラリアの実態の理解についても，その一側面

を知る手がかりにはなり得ると思う。これらをよりどころに，今後のこの分野

での検討に多少とも役立てたいと思っている。





STEPS FOILの 構 造

杉 浦 一 平

は じ め に

本稿は, STEPS FOILのシステム構造説明書と，システム保守のためのプ

ログラミング・マニュアルとを兼ねている。STEPS FOILは，設計の当初か

ら，う。ログラム・システム自体を広汎な研究者を対象に配布することを目的と

しており，システムの構造を出来る限り簡単化して設計し，初等的なプログラ

ムの知識があれば，十分に構造を理解して自分でシステムの保守ができるよう

に配慮されている。

システムの記述はすべてFORTRANによってなされ，中小型機，特に国

産機における FORTRAN の水準の差を考慮して，ほとんどの機種に適用可

能なよう，利用を認められるFORTRAN命令文の範囲を，低水準のFORT

RANに含まれるものに留めた。 具体的には, JIS 7000水準よりは低いレベ

ルのものに限定して，プログラミングが行なわれている。このため，機種の差

に伴う修正は，かなり容易に行なえるはずである。さらに，システムの編集

は，通常，オペレーティング・システムに組込まれているシステム編集機能だ

けを用いることとした。今日までに，かなり水準のちがう4種のオペレーティ

ング・システムによって編集が行なわれたが，いずれの場合もほとんど困難は

生じていない。システム編集を全面的にオペレーティング・システムに依存し

たことによって，利用者側で容易にシステムの保守を行なえるだけでなく，シ

ステムの内容を拡充して，自らの必要に適したアプリケーション言語システム

を，自分の手で構築してゆくことが可能である。さらにまた，システムに内蔵
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された機能を用いて，全く対象分野を異にする新しい言語システムをも，容易

に創出しうるように設計されている。

アプリケーション言語システムの基本的な設計思想として，われわれは次の

様な方針を採った。処理すべき対象や，相互に関連して一定の処理をプログラ

ム化するに必要且十分な命令文のセットとは独立に，一般的にアブ。リケーショ

ン言語を処理することを目的とするシステムが，まず作製可能である。このシ

ステムには，どのようなアブ°リケーション言語システムであっても，それがプ

ログラム言語システムである以上，当然に含んでいなければならない，一群の

命令文のセットをもつ。これらの命令文を除き，ある対象についての処理をう｡

ログラミングするための，諸命令文の翻訳と実行のためのルーティン群は，後

から，システムに付加される。処理対象に関する諸命令文間の相互の斉合性

は，システムの基本構造とは，ある程度，独立に考えることができるのであ

る。このようなオーフ。ン・システムをまず構築することによって，広汎な利用

可能性を確保することができる。

この方針を追求することによって，われわれはすでに，アブ｡リケーション言

語のための「汎用コンパイラ」を開発・実用化して, ASTRO FOILに組込ん

でいる。これは，単一ルーティンであるが，対象分野およびデータ構造を全く

異にする数百の命令文の翻訳を行うことができ，その上，命令文の追加・変更

および消去が，数行の命令文を書くことによって行なえる，優れた機能をも

つ。ただし，このシステムは，構造が複雑で，その保守のために高度のシステ

ム・エンジニアを必要とし，異機種間での仕様変更も困難である。十分なシス

テム・エンジニアのサポートを期待しにくい研究者向けに利用を公開して配布

してみても，複雑すぎ，危大すぎて，実用にはなるまいと思われる。

STEPS FOILは，中小型機用に, ASTRO FOIL のもつ機能を整理し簡

約化したもので，多目的に，アプリケーション言語を開発してゆくための基本

システムとなりうる様に設計した。汎用コンパイラの代りに，言語翻訳用サブ

ルーティンのパッケージを準備し，新しい命令文をシステムに追加するには，

このパッケージを用いて FORTRAN で翻訳ルーティンをプログラムして，
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システムに追加する方法をとっている。命令文ごとにプログラムを作製せねば

ならないので，汎用コンパイラに比べて繁雑ではあるが，今までの数年にわた

る使用実績から言えば，初等プログラマでも容易に構造が理解できて，取扱い

に困難を生じることはなかったと言える。

STEPS FOILは，もともと，財団法人関西情報センターのために設計した，

LSMPACKというシステムにおいて使用した技術を基礎とし，同センターの

ために，同じ技術によって，大小とりまぜて多数のアプリケーション・システ

ムを設計・開発した。神戸大学経済経営研究所，同志社大学，および和歌山大

学に，ほぼ同規模の中型機が設置されたのを機会に，これらの諸機関の連繋に

より，アブ｡リケーション言語を共同開発してゆくための，基礎システムとして

設計し直したものが, STEPS FOILである。

当初は，時系列データの加工および単一方程式推定のためのシステムである

GGWASP'',計量経済学的模型の連立方程式推定，線型モデル・シミュレーショ

ン，および，非線型モデル・シミュレーションを行うためのGGMODEL''を，

STEPS FOILに組込んで配布する準備を進めている。

本稿では，これらを含めて今後追加されるであろうあらゆるサブシステムを

通じて，基本的にプログラム制御命令文の部分を担当する6$BASIC''と，

c$WASP''とについて, STEPS FOILの構造を説明し，これに，各種手法を

組込んでゆく手続きを明らかにする。

現在, STEPS FOILは，次の各機種用のものが準備されている。

IBM 370/168

HITAC 8350, 8250

システム・コンフィギュレーションは，次の通りである。

記憶必要容量 128KB (WASP) 145KB (MODEL)

カード・リーダ 1台

ライン・プリンタ 1台

磁気テープ・ディック 2台

磁気ディスク 20シリンダﾞ(IBM 3330の場合）
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1．STEPS FOILの基本構造

1.1 システム構成

STEPS FOILは，簡易化されたアプリケーション言語システムである。こ

のシステムは，アプリケーション言語一般を対象とする汎用のものであって，

任意の分野を対象に設定された，自然言語に出来るだけ近い形に構成されてい

る命令文を読んで，その内容を翻訳し，実行して，論理的に一貫した処理を遂

行することを目的とする。処理形式としては，一命令文を読んで，その内容を

翻訳し，文法的な誤りがなければ直ちにそれを実行して，次の命令文に移る，

INTERPRETATIVEな形式を原則とする。 ただし，途中で文法的な誤りが

発見されれば，それから以後は翻訳のみを行なって，実行はしない。論理的に

一貫している筈のプログラムにおいて，途中で処理不可能な部分があれば，以

後の処理は論理的に不可能な場合が多いからである。

通常の言語処理システムは，まず，プログラム全体について翻訳を行い，文

法的な誤りがない場合，もしくは，システムが適当な補完を行なえば処理可能

と判定される場合に，全体の実行に移るという形式をとる。STEPS FOILの

とっている方式は，この通常の方式に比べて，かなり大きい欠点をもってい

る｡ FOIL ファミリーの上位システムたる ASTRO FOIL ･p COMPACT

FOIL等については，翻訳と実行とを分離して処理する形式をとっている。そ

れにも拘わらず，欠点の多い構造を敢てこのシステムで採用している理由は，

何よりも構造が簡単で理解し易く，一応, FORTRAN を理解しているものな

ら，命令文の追加や改良・修整が，容易に出来るという利点をもつからであ

る。

計量経済学向言語のように，利用者によって使用する手法の範囲に関する要

求が異なっており，中小型機で，あらゆる利用者の要求を考慮したシステムを

駆動することができない場合, STEPS FOILは，特定機械のユーザについ

て，要求を調整して必要でかつ十分な命令文のセットを定め，システムを編集

して最適化できる。この編集が，ユーザ側の手で容易に行えて，ユーザ・オリ
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エンテッドなシステムを構成しうることを目標に，このシステムは設計されて

いる。十分な保守スタッフを確保することが初めから不可能と考えた方がよい

研究者向けのシステムとしては，この方が実状に則したものと判断する。

この欠点を補うために, STEPS FOILには，次の二つの機能が組込まれて

いる。第1は，翻訳のみを独立に行なえる機能であり，第2は，数個乃至は数

十個の命令文の翻訳結果を一括して再入力し，実行処理を連続的に行ないうる

機能である。

第1の機能は偽似的なものであって, INTERPRETATIVE な処理が基本

的なものであるから，全命令文の翻訳によって文法チェックが完了した後，ふ

たたび先頭の命令文にかえって，翻訳と実行とを，一命令文ずつ繰返すことに

なる。しかし, STEPS FOILの翻訳は，かなり効率がよいので，翻訳を重複

して行なっても，実用上ほとんど支障はない。この機能は, START命令文

に，制御番号を付けるだけで利用することができる。

STEPS START #10,、PROGRAM EXAMPLEノ：

において，＃10が，偽似コンパイラ機能を作動させる指定となる。なお，制御

番号を#20とすれば，翻訳のみを行ない，実行は行なわない。

第2の機能はMAPPING機能と呼んでいる。コンパイラのもつ機能を，部

分的に利用しうるようにしたものである｡ $<WASP''サブ・システムにおいて

は，この機能は使われていない｡ :6MODEL''をはじめ，クロス・セクション

型のデータを対象とするシステムには，この機能が不可欠であるが，本稿では

説明を省略し，稿を更めて述べることとする。

STEPS FOILの翻訳処理対象は, FOIL言語で書かれたソース．プログラ

ムである｡ FOIL言語そのものは, ASTRO, COMPACT, STEPSを通じ，

特定の内容の命令文（例えば，最小自乗法）については，差異がないよう統一

をはかる方針であり，低位なシステムには，全体的に課せられる制限，たとえ

ば許される添数の最大次元，添数計算式の型の制限，等々，を除いて, UP-

WARD COMPATIRTFな言語体系に構成してゆくことを計画している。

翻訳のために, STEPS FOILは，完備した翻訳用サブルーティンを，パッ
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ケージ化して内蔵しており，これを利用して FORTRAN で簡単に翻訳ルー

ティンを作製できるようになっている。

1.2 システム構造

STEPS FOILは，第1．1図に示すような構造をしている。システムは独立

な二つの部分から成り，両者はジョブ・コントロール・ランゲージ(JCL)で

連結されている。第2の部分は，対象別に独立なサブ・システムを形成し，こ

れに6GBASIC''サブ・システムが，各サブ。システムに共通するサブ･シス

テムとして，組込まれる。以下，第2の部分は，サブ・システム名をもって呼

ぶこととし，本稿ではG6WASP''サブ・システムについて説明するので，この

部分のプログラム・システムを$dWASP''と呼ぶ。

）L§工窒
_一J

L WASP

－.’
その他の
サブ･システム

/古7---｢素司 十一厘
命令 文

分 解

離 訳

命令種類

判 別

lONLY
中間

結果 実 行

｜ 一

NO NO
END END

YESYE S

（ ） ( END)END

第1．1図
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第1の部分は, $<STEPS" (または<6STEPS CUT")と呼び, FOIL言語で

書かれたソース・プログラムを入力して，それをFOIL文法規約に基づいて

構成要素別に分解する。同時に，命令文が，どのサブ・システムに基づく，如

何なる命令文であるかを判別し，記録する。この処理結果は，中間出力として

ディスク・ファイルに出力される。

CGSTEPS''は，全サブ・システムの命令文を統一的に処理する。命令文の種

類判別に必要な情報は，全サブ・システムに関するものが，システム・ファイ

ルに一括登録されており，その保守ルーティンは，共通サブ・システムである

G6BASIC''に，命令文の形で含まれている。

第2の部分は，翻訳と実行とを担当する。G6STEPS''の出力が，この部分へ

の入力となり，判別された命令種類に関する情報によって，所要の翻訳および

実行用ルーティンが，システム・ライブラリからロードされる。翻訳が終る

と，処理中の命令文，および，既に処理した命令文において発生したエラーが

検討され，エラーがなければ実行に移るが，エラーが発生していれば，実行は

スキップされる。この過程が, END 命令文の検出されるまで繰返えされる。

分岐や繰返しによって，同一の命令文が復数回処理される場合でも，翻訳は

原則として，その都度行なわれる。ただし，エラーが発生しておれば分岐命令

であっても実行はしないので，翻訳はプログラムに書かれた順序に行なわれる

ことになる。

1.3 システムの保守

翻訳に関しては，組込まれている翻訳ルーティン・パッケージによって，翻

訳用の FORTRAN う｡ログラムを作製しなければならない。このプログラム

は，一命令文当り，通常十数ステップ｡，複雑な命令文でも100ステップを超え

ることは稀である。実行ルーティンには，多くの場合，既存のFORTRANサ

ブルーティンを，そのまま用いることが出来る。翻訳は，この手法のためのサ

ブルーティンの引数を，命令文の内容から判別して作製することに他ならな

い。
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システムは，あらかじめ，仮空のダミー・サブルーティンを用いて，完成し

た形に編集してあり，新しく手法を追加するには，本稿で説明する方式で組ま

れた，翻訳および実行プログラムのモジュールを，リンケージ・エディタを使

って，ダミー・モジュールと入れ替えればよい。この方式は，オペレーティン

グ・システムの差に対応して，少しづつ違っているので，機種別にマニュアル

を作製することとし，本槁では説明しないが，本システムに付属して提供され

る，システム編集のためのリーケージ・エディティング・う。ログラムの所要個

所のカードを差かえて，実行すればよい。

一つのサブ・システムは，共通サブ・システム$6BASIC''を含めて，論理的

に互いに斉合的な命令文からなる，一つの言語システムのみを含みうるものと

し，一つのサブ・システム当り, @6BASIC''を除いて,50命令を処理しうるよ

うに設計されている。システム自体は，木構造のオーバレイ方式によって編成

されており，各命令文は，その一つのセグメントに対応することを原則とする

が，複数個の命令文を一つのセグメントにまとめることにも，逆に，一つの命

令文が，複数個のセグメントを制御することも可能である。彪大なフ･ログラム

なら，さらにいくつかのサブ・セグメントに分割して格納すればよいし，複数

の命令文を所定の順序で書くことにより，数セグメントをつかって，一つの手

法を実行させるよう，設計することも出来る。FOILのシステム構成上の自由

度は，かなり高いもので，今まで，対象を異にする十数種のシステムが開発さ

れたが, FOILのシステム構造に基本的な変更を加えねばならなくなった例は

ない。

実際にどの程度の規模のシステムが組みうるかは，オペレーティング・シス

テムの性能に依存し，一般的には言えない。

2．STEPS CUTの構造

2.1 命令文の分解

FOILの翻訳方式の特色は，命令文の含む要素について，文法規約が定めら

れており，命令文は入力されると，この文法規約に従って構成要素に一般的に
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分解されることである。命令文の種類の判別は，この分解が行なわれた後でな

される。ここに, FOIL命令文の構成要素とは，単語，特殊記号，文字列，お

よび各種の定数，と，若干の特殊要素から成る。分解は，命令文を判別して，

文に書かれた順に8バイトの配列BUFに，要素別に順に格納する処理であ

る。各要素は，次の様な規約に従うものとする。

単 語 FOIL言語における単語とは，先頭の1字がアルファベットまたはカ

ナで，8字以内のアルファベット，カナ，数字のみから成る列である。ここ

に，アルファベットは,A～Z,および￥の27文字，カナは，アーンの48文字

および濁点〔．〕，半濁点〔。〕，数字とは,0, 1～9の10文字である。な

お，単語にアンダーライン〔－〕を文字と文字との間に入れて使うことができ

る。このアンダーラインは無視され，その前後はつながって他の要素と区分さ

れる〔オオサカーシ→オオサカシ〕･

単語が8字以上の文字列から成る場合，分解時において後から8字をとる。

STATISTI CS→ATISTICS, X 12562801→12562801 ;

8字より前の文字は切捨てられる。特に後者は分解後は数字が先頭に来るに拘

らず，単語として取扱われるから，注意せねばならない。

単語は，個々の命令文の文法規約によって，宣言または定義されて，各種の

変数名，キイワード，パスワード，その他に用いられる。

なお，単語のうち特定のものが「区切り語」として予約され，分解時に判別

されて，一般の単語としては用いることが出来ない。区切り語は，特殊記号の

〔％〕に翻訳分解される。区切り語としては，

IS ARE TO WITH THROUGH THRU FROMetc.

がある。

定 数 STEPS FOILに於ては，整定数および実定数のみが，基本的な定数

として認められている。分解ルーティンは，他に，倍長精度実定数，複素数，

倍長精度複素数，および，論理定数を処理するが，これらは特に必要でないか

ぎり, STEPS FOILでは使用しない。

整定数は，数字のみからなる，9文字以内の列である。
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0001 125 246 325 54762438

等は妥当な整定数である。分解時においては，〔十，一〕は整定数とは区別し

て，特殊記号として処理される。

実定数は，必ず小数点を1個含んだ数字のみの列であり，小数点より前後

に，各9桁以内の数字を書く。但し，小数点のいずれか一方の数字の記入を省

略してよい。

.001 24． 3526 10 ． 1 23456789．098765

0.0432

等は妥当な実定数である。但し，全桁数の如何に拘わらず，単精度の実数に変

換される。符号については整数の場合と同様である。

実定数には指数部をつけることができる。指数部はEのあとに，符号つき，

または符号なしの60以下の整数をつけて示される。

実定数はその間にブランク〔△〕を入れてはならない[FORTRANに慣れ

たユーザーは特に注意を要する〕。

.1EO5 0 ．05E-01 251． E2 3628． 03E-7

等は妥当な実定数である。

124EO3 0.05 E-2 23． 57E 3

等は，実数としては誤った書き方である。

特殊記号 特殊記号はすべて，文字および数字とは独立に，原則として一つの

特殊記号が一つの要素とみなされて文中の区切り要素となる。これらのうち次

のものは，文法規約上特殊な取扱いをするので，他の目的には使用しない方が

よい。

〔＜ ＞〕不等号 2種の不等号で囲まれた内容が，実定数である場合は，複

素定数として分解ルーティンで処理される。その他の場合は添数とみなし

て翻訳ルーティンが処理する。添数規約に合わない場合はエラーとなる。

〔：，；〕コロン 命令文の終了記号とみなされる。分解ルーティンはこのい

ずれかを見出した点で，一つの命令文の分解を終了し，以下を次の命令文

とみなす。：と；との処理内容の差については，次の命令文の標準構成を

参照されたい。
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〔、′〕ダッシュ 二つのダッシュで囲まれた部分は，文字列とみなされ，分

解されない。文字列の字数は任意であり, STEPSによってカウントされ

るが, STEPSにおいては，原則として64字以内としている。

〔蝋〃〕引用符 二つの引用符によって囲まれた部分は，システムによって

は，アルファ表示カナとみなされて処理される。この機能はオフ。ションで

ある。この機能をもつシステムでは，引用符で囲った部分は，所定の表記

法にしたがって，アルファベットの文字列が，カナの文字列に変換され

る。

〔＊〕スター スターが2個連続している場合は，その2個を1個の特殊記号

〔＊＊〕とみなす。

2.2 STEPS CUTの機能

STEPS CUTのフローを第2．1図に示す。STEPSフ･ログラムが実行され

ると，まず，パラメータの初期化が行なわれ，システム用ファイルから，基本

サブシステムG4BASIC''の命令一覧表が入力される。以後, STEPSの処理ル

ーフ｡がはじまる。

エラー処理 それ以上の処理続行が困難な性質のエラーが発見されたときは，

エラー・レジスタであるERRSW の内容が10000にセットされ，主ループに

帰る規約とする。主ルーフ･の先頭でERRSW が調べられ, 10000以上なら直

ちに処理は中断される。次いで先行する命令文でのエラー発生状況が調べら

れ，エラー・レベルが100以上であれば，次の命令文をこの命令文と異種の命

令文として処理するよう，前命令文の終了記号が〔：〕であったとみなし，

ENDSW = 0とする。

命令文分解 次いで分解に入る。STEPS FOILでは,1行に複数の命令文を

書いてもよい規約であり，ソース・ステートメント・カードの読込みは分解ル

ーティンによって制御されている。分解結果は，配列BUFに入れられる。も

し，先頭の要素が〔＊〕であれば，カードのそれ以後の記入事項は，すべて註

とみなされ無視され，直ちにルーティンの先頭に帰る。その他の場合，分解
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は，終了記号〔：；〕を検出するまでつづけられる。終了記号が複数のカード

を処理した後に検出されてもよい。それまでの間が一命令文とみなされる。

レーベル定義 まず，命令文にレーベルが付されているか否かが調べられる。

レーベルは，単語または整定数（命令文番号）の形で文の先頭につけ，命令文

の他の部分との間には特殊記号〔／〕を書いて区別される。従って，分解され

た第2要素が〔／〕であれば，第1要素はレーベルであるとみなす。レーベル

が付されている場合は，レーベルの定義が行なわれる。そのレーベル名または
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文番号と，その命令文の番号(CUTNO)とをレーベル定義表に登録する。第

2要素が〔／〕でなければ，この部分はスキップ｡される。

命令判別 命令部の判別に当って，前の命令文が〔；〕で終っているとき

は，命令部の記入が省略される規約である。この場合は, ENDSWキOにセッ

トされているので，先行する命令文の命令部翻訳結果をそのまま複写する。

ENDSW =0のとき，命令部の判別は，分解結果の先頭部分に単語が続く間を

命令部とみなし，それを命令表と比較する。一致するものがあれば，命令表に

与えられている情報によってコマンドを設定する。もし, COMPILE命令文

であったときは，直ちに，命令文に指定されたサブ・システム用の命令表が入

力される。サブ・システムに属する命令文は，この処理が行なわれない限り処

理できないので，もし, COMPILE命令文の記入がプログラムの最初になさ

れていなければ，エラーが多発することになる。

制御番号翻訳 命令部の次が特殊記号〔＃〕のときは，次に整定数で制御番号

が与えられているとみなす。〔＃〕の次の要素が整定数であるか否かを調べ

て，そうであれば制御番号が設定される。STARTおよびEND 命令文の場

合は，制御番号について特殊な処理が行なわれる。

終了記号判別 STEPS翻訳処理は，制御番号部までであり，以下，制御番号

部の次の要素が，配列BUFの何番目にあるか，その命令文が，どの終了記号

で終っているかを調べて一命令文について処理を完了する。処理結果はすべ

て，分解表に記入され，システム・ファイルに書出される。

この命令文がEND命令文でなければ，制御は主ルーフ･の先頭にもどり，次

の命令文の処理に移る。END命令文であるときは，翻訳中に得られた諸情報

を一括してシステム・ファイルに転送し, STEPSの処理を終了する。

命令文分解表は，一命令文につき，それに要したカード枚数にかかわらず一

表が作製され，システム・ファイルに出力される。これは，次の段階の入力と

なって，この分解に基づいて，翻訳および実行が行なわれる。

命令文分解表は，第2．2図のような構造をなしている。この表は1120バイト

の大きさをもち，いくつかの部分に区切られている。最初に4バイト4個を占
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めて，命令文に関するパラメータが入れられる。

CARDNO この命令文のカード番号，複数の場合は最終カードの番号

CU TNO この命令文の順番号，システム・ファイルから，この番号に

よって，ランダムに参照できる

NEXTSW 翻訳を開始すべき要素のBUF上の位置

CNT L 制御番号の値，書かれていない時はOとなる

次の8バイト3語には，コマンドが入る。最初の1語には，命令部の簡略名が

入る。命令部は後に説明する様に2通りの記述が可能で，3単語以内で命令文

の内容を明確に表現するものと，1単語で簡略に示すものと，いずれを書いて

もよい規約となっているが，エラー発生時等に参照しうる様，後者がこの位置

CUTBUF*8 に格納される。第2語には
(140)

フェーズ名が入る。フェー
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・システムの番号，第2に

はモジュール番号，第3に

は複数の命令文用ルーティ

ンが一つのモジュールにま

１
２
３
４
５

６

｜
簡 略 名

針

ト
リ
ざ

フ ェ ー ズ 名l

囲■！『：
特定し趣い

エントリ番号

（ENT）

モジュール番号

C A R D＊4

５
６

１
１

８
，
Ｊ

＊
Ｏ

Ｆ
Ｏ

Ｕ
１

Ｂ
／
Ｉ

サブ・システム番号

５
６

１
１

１
１

C O L NO＊2

(100)

第2．2図

命 令 文 分 解 表140

C M D＊8

（3）

C A R D NO

N E X T S W

C U T N O

C N T L



現代情報システムの研究42

とめられている場合のエントリ番号(ENT)が入る。

コマンド部分に続いて，この命令文に対応するソース・カードの内容が，4

バイト20語を占めて格納されている。一命令文が複数のカードに継続して書か

れているときは，最終カードの内容が入る。

命令文の分解結果, BUFには8バイト100語が準備されている。一命令文

の内容が，これより多くの要素を含むときはエラーとなる。なお各要素のカー

ド上の欄位置を示すため, COLNO, 2バイト100語が準備され，必要な場合

には参照しうる。

なお，分解表を収容するシステム・ファイルは, 700レコードのランダム・

ファイルで，参照番号は20である。STEPSによる分解結果について詳細内容

を知りたいときは, STEPS STARTの制御番号を9にすればよい。

STEPS START #9,、ANY TITLE':

2．3 命令文の標準構成

FOIL言語は，その対象とする言語システムに属すべき個々の命令文につい

て，命令文の文法規約を設定するとき，次の標準構成に従うことを要求する。

標準命令文は，次の五つの部分より成る。

1． 命令文レーベル

2． 命令部

3． 制御番号部

4． 命令内容記述部

5． 終了記号

命令文レーベル 命令文にはレーベルをつけて，他の命令文によって参照する

ことが出来る。この命令文レーベルには，単語または整定数のいずれかを用い

ることができる。

BACK LOOP 100 50

等はいずれも妥当な命令文レーベルである。ある一つの命令文にレーベルをつ

けるとき，レーベルは，その命令文の先頭に書かねばならず，且，レーベルの
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後には特殊記号スラッシュ〔／〕を書いて，命令文の他の部分と区別しなけれ

ばならない。レーベルに用いる単語は，区切り語を除き，どんな単語を用いて

もよい。

STOP/STOP :

において，最初のSTOPはレーベルとして処理され，後のSTOPは，実行停

止命令文とみなされ処理される。必要がなければ，レーベルは省略してよい。

命令部 1～3個の単語よりなり，実行すべき手法を指定する。例えば

LEAST SQUARES METHOD

DRAW GRAPH

等は妥当な命令部である。命令部は，システムのもつ命令表ファイルに登録さ

れて始めて有効になる。この詳細については，3．2命令部の登録と修整，を参

照されたい。

命令部の次には，必ず，特殊記号又は区切り語が書かれていなければならな

い。命令部に続いて，単語または定数が書かれているときは，文法エラーとし

て処理される。

制御番号部 命令部につづいて，特殊記号シャープ〔＃〕と，整定数を書き，

それを制御番号として，翻訳および実行時に，多様な目的に利用できる。この

制御番号は，必要がなければ，記入を省略してよく，その場合はOとみなされ

るo

STEPS START #10:

READ SERIAL #2,A,B,C:

等において，制御番号は，システムの制御や，手法の実行上，特殊な意味をも

っている。例えば, READ SERIAL命令文において，制御番号は，固定型式

で穿孔されたデータ・カードの読込みのための形式指定を意味している。個々

の命令文についての制御番号のもつ機能については，命令文の作製者が,0,

1～5までで自由に定めてよい。その用い方については，後の，手法プログラ

ムの作製例において説明する。6～9は，通常，プログラマーのデバッグ用の

中間打出しをコントロールするために用いるものと定める。
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システムに内蔵されている機能としては，次のものがある。

1． 翻訳プログラムのトレース 個々の命令文において，制御番号を10以上に

しておくと，その後1桁は，その命令文で定めた制御番号として機能し，前

の桁は，システムに対して制御指令を出し，その命令文のみについて，翻訳

過程をトレースしてプリントする。このトレースによって，命令文のどの要

素が如何に翻訳されたかを，簡単に確認することができる。命令文を新しく

システムに追加した場合，その翻訳プログラムのデバッグは，この機能を用

いて行なう。

2. STEPS START 命令文の制御番号 STEPS FOILのプログラムは必

ず, STEPS START命令文を最初に書く規約であるが，この命令文に制御

番号を付けることによって，システム機能をコントロールする。

＃1のとき, STEPS FOILのう。pグラムをリストしない。

＃9のとき，各命令文を要素別に分解した結果を出力する。各命令文につ

いては，デバッグ用の詳細情報を，すべて出力する。

#10のとき，システムは，コンパイラー・システム（偽似）として機能す

る。すなわち，まず，各命令文について翻訳のみを行ない，翻訳過程

にエラーが発見されなければ，実行に移る。

#20のとき, STEPS FOILのプログラムについて文法チェックのみを行

なう。翻訳が完了し，エラーが発見されなくても，実行には移らな

い。

3. STEPS END命令文の制御番号

＃5 のとき，命令文の翻訳プログラムのトレーシングを行ない，う｡リント

する｡このトレーシングは簡易化したもので，特殊記号についてはト

レースしないで，他の要素の翻訳のみについて処理過程を示す。通常

は，これだけでデバッグ用には十分である。

＃9 のとき，最も詳細なデバッグ用情報を出力する。

STARTとENDとにおける,#5以上の制御番号の機能の差は, START

命令文に付されたときは, STEPSの実行時におけるデバッグ用情報も出力す
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るが, END 命令文に付されたときは, STEPSには効力を及ぼさない点にあ

る。STEPSは，既に十分チェックされたう。ログラムであるから，これの処理

内容についてデバッグする必要は通常ないので, #10, #20のみが，ユーザに

とって必要な機能である。個々の命令文についても，チェック済の各命令文に

ついて，大量のトレース・リストを取る必要はない筈で，自己の作製した命令

文についてのみ，必要なトレースを行なえばよい。

命令内容記述部 この部分の書き方については，命令文ごとにその規約を定め

るものとする。

終了記号 一つの命令文の終りには，必ず，終了記号として，コロン又はセミ

コロン〔：，；〕を書かねばならない。同一行に，この後に続けて，次の命令

文を書いて差支えない。終了記号がセミコロン〔；〕であるときは，次の命令

文は，同一手法についての命令文であって，その命令部の記入は省略されてい

るものとみなされる。

WRITE SERIAL,A,B,C;X,Y,Z:

と言う命令文は，

WRITE SERIAL,A,B,C:

WRITE SERIAL,X,Y,Z:

と書いたに等しい。

DRAW GRAPH,A;B;C;X;X,Y;X,Z:

と言う命令文は，6枚のグラフを出力する。

セミコロンで終る命令文の次の命令文に，命令文レーベルをつけてもよい。

この場合，レーベルの区切り記号〔／〕につづいて，制御番号部，又は直接，

命令内容記述部を書くものとする。

セミコロンで終った命令文の次の命令文に，制御番号部が書かれないときに

は，制御番号はOとみなされず，前の命令文の制御番号と同じとみなされる。

したがって，制御番号をOにしたいときは,#Oを書かねばならない。

READ SERIAL #1,A,B,C;X,Y,Z:

において，＃1は，固定型式による読込みを指定しているが,A, B, Cも，
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X,Y, Zも，共に第1型式でよみこまれる。#OのときはFREE FORMAT

読込みになるが,X,Y, Zを，第0型式でよみたいときは

READ SERIAL#1,A,B,C;#0,X,Y,Z:

と書かねばならない。

2．4 スカラ演算代入式

STEPS FOILの場合，算術代入式は，他のプログラミング言語の場合と違

って，スカラのみを対象にするものとは限らない。たとえば，

COMPUTE SERIAL,ENGEL=FOODC/Y:

において, ENGEL, FOODCおよびYが，共に時系列名であるとき，この命

令文によって，時系列の全体にわたって, FOODCとYとの相対応する位置

にある要素間に割算が行なわれ，答はENGELの対応する位置に入れられ

る。いま60期間が指定されているとすれば,60回，以上の処理がくりかえされ
る。

したがって, STEPS FOILにおいては，原則として，演算代入文について

も命令部を害かなければならない。

例外として，スカラ演算についてはSTEPSで判別して，命令部を書かなく

てもよい規約となっている。この命令部はCOMPUTESCALARであるが，

この記入を省略してもよい。また，スカラ演算が連続して書かれる場合，各命

令文の終了記号を〔：〕としても〔；〕としても結果は同じである。いうまで

もなく，最終のスカラ演算命令文は〔：〕で終らねばならない。

以上を総括して，表2．1に，簡単なSTEPS FOILう｡ロク．ラムと，構成要素
別に区分した対照表を示した。特徴のあるものについてだけ説明をくりかえし
ておく。

BY, IS, TO等は, STEPSに登録された区切り語として機能している。た

とえば, GOTO文の場合，命令部はGOである。レーベルはこの例では必

ず行の先頭に書いているが，1行に二つの命令文を書くとき，文の先頭に書け
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ばよいのであって，それが行の中途であってもかまわない。

READ SERIAL文は，この例では2回つかわれている。2回目は，命令部

の記入が省略されているのである。この例では，第1のREADと，第2のも

のとで，データ・カードの穿孔型式がちがい，制御番号を変更したい。第2の

場合,#Oの指定は，原則としては書かなくてもよいのだが，同一命令の連続

によって，制御番号部の書かれないときは，制御番号は前命令と同じとみなし

てしまうので，この場合は特に＃0を指定しなければならない。

同様に, LEAST SQUARES METHOD命令文の場合,3命令文が連続し

て書かれているが，最後のものには制御番号がない。このときは，先行する命

令文の制御番号＃2が，第3の命令文に付けられる。

I=4 という命令文は，スカラ演算である。特例によってこの場合には命

令部の記入は省略される。

IF文については，命令部と内容記述部との間に区切り記号がない。これは

命令部の終りが，特殊記号〔（〕によって判別されるからである。区切り語や

特殊記号〔，〕で命令部または制御番号部の終りが判別されるときは，区切り

の次の要素から，命令内容記述部となるものとみなすが，〔，〕以外の特殊記

号の場合は，一旦それを区切りとして判別して後，その特殊記号自体を，命令

内容記述部の最初の構成要素とみなして処理が行なわれる。

STEPS FOILでは，出来る丈，予約語をつくることを避け，区切り語のみ

に止めた。したがって同じ単語でも，命令文上の位置によって，ちがう内容の

ものとみなされて処理される。最後の命令文において，初めのENDはこの文

につけたレーベルであり，〔／〕の後のENDは, STEPS END命令文の簡

略名である。なお，命令部の省略された場合に，その命令文にレーベルを付け

た例を書いていないが，自由にレーベルを付けて差支えない。

第2．1表

STEPS START,､PROGRAM EXAMPLEノ：

COMPILE BY WASP:

BAS1CDATING IS YEAR FROM 1961 TO 1975:

DECLARE SERIAL,A(3):

READ SERIAL#2,X,Y,Z;
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り

制
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番
号
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了
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号

レーベル

《叩

令 部 内 容 記 述 部

S T E P S

C O M P l

B A S l C

S T A R T

L E

D A T I N G

､PROGRAM EXAMPLEノ
WA S P

YEAR FROM 1961

T○ 1 975

A(3)
X,Y,Z

A<0, 1>,A<0,2>,
A<0 , 3>
｜＝4

(I=I-1.EQ.0)
E N D

AA=A<0,1>

B Y

lS

DECLARE SERIAL

READ SERIAL #2

#o

ヲ

LOOP/IF
GO

COMPUTE SER

T○

｜A L

L S M #3, EST1

#2, EST2

E S T3

TO L OOP

ｊ
ｊ
ｊ

Ａ
Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

く
く
く

Ｘ
Ｙ

Ｚ

,

GO

END /END

3． 命令文の翻訳と実行

3.1 システム・モニタ

STEPS FOILの翻訳と実行は，システム・モニタ[SYSTEM MONITOR1

によって制御される。システム・モニタは，図3．1に示すような構造をなして

おり, STEPS FOILの各種サブシステムを通じ，同じものが使われている。

STEPSによる前処理が終ると，制御は自動的にシステム・モニタに渡る。

ここでまず，初期処理が行なわれる。基本共通領域[blank COMMON],お

よびサブシステム共通領域[labeled COMMON,以下，副共通領域と言う〕

の初期化が，その内容であって，それぞれサブルーティン化されている。基本
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共通領域の初期化の際に, STEPSの処理時におけるエラー発生状況，命令文

レーベルの定義表，その他若干の情報が，ディスクを介してシステム・モニ

タへと転送される。もし, STEPSの実行中に， シビア・エラー[SEVERE

ERROR]が発生していれば，システム・モニタはこの段階で処理を中断する。

以後，システム・モニタは主ルーフ･に入り，同一パターンの処理を繰返すこ

とになる。最初に, ERR=

0,とする。ERRは，処理

中の命令文のみについて

の，エラー状況指示スイッ

チである。次に，今まで処

理して来た各命令文で発生

したエラー状況が検査され

る。致命的エラーが発生し

ていたり，シビア・エラー

があまり数多く発生してい

て，これ以上の継続が無意

味であると判定される場合

は，処理を中断する。さら

に，進行状態制御スイッチ

[MODE]の状態が調べら

れる｡ STOP :または，

END :命令文によって，

MODE (4)に1がセット

されるが，モニタが，これ

を検出すれば，すべての処

理を終了する処置をとる。

これらの諸条件がなけれ

ば，命令順位カウンタ

く豆A且ｴｰ）

拳固
EEE三2」

(F20,CMDNO）

一一T一一－－－~~~・

BASlC2 SYS YA SYS YB
‘

●“
'' '|NN ''

ＣＳ

ｌ
Ａ
ｌ

Ｂ

<､4SYSNN

,， 〒｢r1」
’’

第3．1図 システム・モニターの構造
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[CMDNO)の内容に1が加えられSTEPSの出力である「命令文分解表」

[CUTBUF]ファイルの第CMDN0番目のレコードが，基本共通領域に読込

まれる。モニタは命令文分解表の内容から，この命令文の翻訳・実行ルーティ

ンが，どのサブシステムの何番目のモジュールにあるかを調べ，その指定によ

って必要なモジュールをロードして，それに制御を引渡す。命令文分解表ファ

イルは参照番号（#20）が割当てられている。一つの命令文についてのすべて

の処理が終ると，制御はふたたびモニタに移り，主ルーフ。の先頭に帰って，以

下同様の過程が繰返えされる。

各命令文についての翻訳・実行ルーティンは，独立のプログラム・セグメン

トとしてフ･ログラミングされ，システムに組込まれる。このためのう。ログラミ

ングは，原則として FORTRAN SUBROUTINE の形に作製される。その

加除・修整は，モジュール毎に独立に行なうことができる。システムの編集は

リンケージ・エディタの機能を用いて行なわれ，システム生成時に DUMMY

SUBROUTINE を用いてシステムが完成した状態に編集されてしまっている

ので，システム保守責任者の保管するシステム木構造のリンケージ・エディテ

ィング・う。ログラムの，変更命令文の部分を修正し，変更されたモジュールの

プログラムと一緒に流すだけで，手続きは完了する。

3.2 命令部の登録と修整

命令文は，その命令部によって識別される。命令部の一覧表は，システム・

ファイル（#21）に，各サブシステム毎に分けて格納されている。これらに新

しい命令文用の命令部を追加したり，内容を変更したりするには，ここに説明

するT JRRARIAN命令文を用いる。LIBRARIAN 命令文は，基本サブシス

テムに入れられており, STEPS FOILの他の命令文と同様に用いればよい。

一つの命令文の命令部は，命令表(COMMAND TABLE, CMDTBL)の

内部では，四つの部分，命令名称，命令簡略名称（簡略名)，フェーズ名，コ

マンドよりなっている。

1． 命令名称 1語8字以下，3語以内で定める。
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FIT TREND

LSM WITHOUT CONSTANT

l F

8字以内の1語で定める。命令名称が1語の場合は同一名称

を用いる。なるべく簡略名だけで命令の内容がわかるように

する。

TREND

2．簡 略名

Z L S M

I F

3． フェーズ名 フェーズ名がオーバーレイのため必要な場合，登録する。

4．コマンド 整数4個より成り，前から順に，サブシステム番号，モジュ

ール番号，翻訳時エントリ，実行時エントリ，となってい

る。

（4.1）サブシステム番号 原則として変更してはならない。

（4.2）モジュール番号 フェーズ名と関連しており，変更する場合は，

フェーズ名と一緒に変更しなければならない。

（4.3）エントリ番号 一つのセグメントに複数の命令用プログラムを

組み込むときに用いる。必要に応じ，翻訳用と

実行用を区分する。

LIBRARIAN 命令文は，次の3種からなる。

LIBRARIAN START,SUBSYSTEM-NAME:

REGISTER STATEMENT(SHORT)

FULL NAME,PHASE(COMMAND):

LIBRARIAN END #N:

まず，各命令文の機能を説明して後，全体的な使用法の説明に移る。

命令表保守開始 L B S T AR T

LIBRARIAN START #N,SYSNAME:
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命令表の保守を行なうときは，はじめにこの命令文を書かねばならない。

#N 書かなくてもよい。書かない場合，何もリストしない。

Nは必ず整定数を書く。NキOなら，次の SYSNAME で指定され

たサブシステムの命令表をリストする。

sYsNAME STEPSFOIL システムに登録されているサブシステムの

名称を書く。これによって指定されたサブシステムについて，以下の

命令文によって，命令表の加除・修整が行なわれる。

〔例) LIBRARIAN START #1,WASP:

命令修整 L B R E G

REGISTER STATEMENT #N,

(SHORT)FULL NAME[,PHASE]
[(COMMAND) ] :

命令表に新規追加，削除，または変更を行なう。

N=0 のとき，または#Nを書かなかったとき，新命令の追加

＝1 のとき，既登録命令の修整・変更

＝2 のとき，既登録命令の削除

SHOR T 必ず()で囲って簡略名を8字以内で書く。

FULL NAME 3語以内で命令名称を書く。1語は8字以内。8字以

上になってもよいが，その場合は後から8字が有効

で，前の余分な文字は消去される。

(STATISTICS→ATISTICS)

SHORTとFULL NAMEとは，記入を省略できない。

PHAS E フェーズ名を書く。変更したい場合を除き，記入を省略する。

COMMAND 2桁以内の数字4個を[,]で区切り,()で囲む。必

ず4個の数字を与えねばならない。新規追加，および，コマ

ンド部分を修整したいときにのみ記入し，必要のない場合は

省略できる。各数字は，前から順に，

サブシステム番号，モジュール番号，
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翻訳時エントリ番号，実行時エントリ番号

である。サブシステム番号は原則として変更してはならな

い。〔モジュール番号を変更したときは，同時にフェーズ名

を変更しなければならない〕

新規追加の場合: SHORT, FULL NAME 共，既登録のものがあってはな

らない。

修整・変更の場合: SHORT [又はFULL NAME]が既登録であって，

FULL NAME [又はSHORT]が未登録なら，後者が変更される。同一命令

として，両者とも登録されているときは, PHASE and/or COMMANDが修

整・変更される。SHORTおよびFULL NAMEが，ちがう命令として，そ

れぞれ登録されているときはエラーとなる。

削除の場合: SHORTおよびFULL NAME共，同一命令として登録され

ていなければならない。削除が行なわれると, SHORTおよびFULL NAME

の欄は零消去され, PHASEおよびCOMMANDは，初期状態に帰る。削除

の直後に，新規追加を行なえば，同じ欄に追加したものが登録される。その他

のときは，前に削除された空欄を優先して埋めてゆく。

命令表保守終了 L B E N D

LIBRARIAN END #N:

命令表の保守を終了し，加除・修整された命令表で，システム・ファイルの

命令表を更新する。〔したがって，この命令文を書かなければ，主記憶上の命

令表は変更されているが，システム・ファイル上の命令表は旧状態のままなの

で，変更した命令について仮実験を行なうことができる｡〕

#N Nキ0 なら，変更された命令表をリストする。

N=0 のとき，又は,#Nを書かなかったときはリストしない。

3.3 命令表修整のプロク、ラム

いま，サブシステムWASPの命令表が，第3.1表のようになっているとし
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よう。この命令表に対して，次の三つの変更を加えるものとする。

1. FULL NAME @LSM'を@LEAST SQUARES METHOD'にかえ

る。

2. $LSM WITHOUT CONSTANT'は，上記6LSM'と同一のう。ログ

ラムであり, ENTRYがちがう丈なので，翻訳エントリを2とし，

所要の変更を行なう。

3. :TANSOKAN'という命令が登録されているが，このFULL NAME

を5PEARSON CORRELATION'に, SHORTをCPEARSON'に

変更する。

第3．1表 WASP命 令 表

FULL NAME SHORT PHASE CONNAND

|#＃
XXX

XXX

XXX

XXX

XXX XXX

XXX

XXX

XXX

XX

XX

XX

XX

XX

XX

ＴＵＯＨＴＩＨ

Ｈ
Ｈ

Ｓ
Ｓ

Ｌ
Ｌ

Ｐ
Ｐ

２
３

１
１

Ｐ
Ｐ

Ｓ
Ｓ

Ａ
Ａ

Ｗ
Ｎ

Ｍ
Ｈ

Ｓ
Ｓ

Ｌ
ＬＺ

３
３

１
１

２
３

１
１

０
０

CONSTANT

XXX XXX

TANSOKAN

Ｘ
Ｐ

Ｘ
１

Ｘ
２ＰＳＡＷ

Ｘ
５

Ｘ
Ｏ

Ｘ
１ＰＸ

XX

3

XX XX

21 1

XX

O

L
／～一 －－砦’ ’一」＝

3番目の変更は同時にはできないので，まず，既登録のものを削除して，新規

登録するか，または，最初, SHORTをそのままにして, FULL NAMEを

修整し，次に修整された FULL NAMEを用いてSHORTを変更する。い

ずれにしても2命令文を必要とするが，ここでは前者の方法による。削除直後

に登録すれば，削除した欄に登録が行なわれるという性質を利用する。こうす

れば，翻訳実行用う。ログラムがシステムに登録済であっても, PHASEおよび

COMMAND はもとのままである。
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正しく修整が行なわれたか否かは，修整後のリストで検査することができる

が，変更完了後そのまま変更した命令によるプログラムを実行させれば，より

確実に検査を行なえる。例題のう。pグラムは，この方法で検査をしている。

STEPS START9 0 WASP COMMAND TABLE MAINTENANCE o :●

LIBRARIAN START #.』’MASP
REGISTER STATEMENT

#]j7( LSM )

＃｡』シ ( ZLSM )

LEAST SQUARES NETHOD

LSM WITHOUT CONSTANT

NASP1,2P ( 3,],2,2iO )

ｏ
９
雲

●
ロ

●
９
．

( XP]jO5

( PEARSON

＃1』：

＃2

#O

LIBRARIAN END

) TANSOKAN w

) PEARSDN CORRELATION

●
●

COMPILE BY HASP :

BASIC DATING IS YEAR FROM 1J TD．』0:

READ SERIALシX，Y7Z 8

Ｙ
Ｙ
Ｈ
Ｔ

二
芦
１Ｎ

弘
２
Ｔ
Ｔ
１

Ｓ
Ｓ
Ｚ

Ｅ
Ｅ

ｆ

Ｙ
Ｙ
Ｙ

ｆ

７
７
Ｘ

Ｄ
Ｔ
ｉ

Ｏ
Ｎ

Ｈ
Ａ

；
Ｔ
Ｔ

Ｅ
Ｓ
Ｚ

Ｎ
ＮＯ

７

Ｓ
Ｃ
Ｙ

ＥＲ
Ｔ

７

Ａ
Ｕ
Ｘ

Ｕ
Ｏ

Ｑ
Ｈ

７

Ｓ
Ｔ
Ｎ
Ｉ
Ｏ

Ｔ
Ｈ
Ｓ

Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ａ

Ｅ
Ｓ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
Ｐ

(X) 8

(Z) :

(YEST｡』？YEST2）＄

STEPS END

4. BASIC処理プログラム

4.1 BASIC サブシステム

BASICサブ・システムは，他のすべてのサブ。システムと協同して機能す

るサブ・システムで，主として, STEPS FOIL言語によって書かれるう。ログ

ラムのための，う。ログラム制御命令文，パラメータ設定のための命令文を含ん

でいる。システム保守のための命令文もまたこのサブ・システムに含まれる。

BASICサブ・システムの命令文については，その一覧表を第4.1表に示

す。この内容は今後改訂・拡充してゆくが, BASICについては原則として，

適宜に新しい版の配布を行なうので，この保守を利用者側で行なうことはない

と思われる。しかし, BASICサブ・システムで取扱われる諸要素は，他のサ
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ブ・システムに属する命令文にも必ず含まれるので，まず, BASICの命令文

の構造とその処理プログラムの作製について説明する。

システムを生成するとき, BASIC サブ・システム用として50個，他のサブ

・システム用として50個，計100個のダミー・サブルーティンが一定の名称を

付してシステムに組込まれ，システムの木構造が形成されている。これらのダ

ミー・サブルーティンを，命令文の翻訳・実行ルーティンに置きかえる。この

置きかえは, DOSの場合は, STEPS FOIL用のオブジェクト・モジュール

・ライブラリをつくり，ライブラリ保守ルーティンによって行なわれる。リン

ケージ・エディタ用のプログラムは，システムと共に提供されるので，それに

必要なサブルーティンに関するINCLUDE命令を追加挿入して，リンク・エ

ディットを実行すれば，追加の作業は完了する。

タ、ミー・サブルーティンには，サブ・システムごとに一定な4文字と，2桁

の数字（01～50)の計6文字から成る名前が付されている。BASIC サブ・シ

ステムの場合は, BSC1と数字2桁，

BSC105,BSC112,BSC127

等の名前がつけられ, WASPサブ・システムの場合は, WASPと数字2桁，

WASPO6,WASP15,WASP24

等の名前がつけられている。翻訳・実行ルーティンには，必ず，これらの名称

のいずれかを選んでつけなければならない。これらの名称をつけることによっ

て，新しく付加された命令文と，システムの既成部分との斉合性は自動的に確

保される。

どのサブルーティン名が利用可能かは，そのシステムの命令表について，未

使用のものを調べて，それを用いる。サブシステムの命令表は，次の命令文に

よって得られる。

LIBARIAN START #1,subsysfem-nqme:

命令自体の登録については〔3.2〕を参照されたい。



STEPS FOILの構造 57

第4．1表

STEPS FOIL NASP

STATEMENTS LIST ( MAY 1976 )

LABE L S TIME SERIES DATA NANE

PERIOD V 2－DINENSIONAL TIHE SERIES

DATA NANE

INTEGER CONSTANT F REAL CONSTANT

INTEGE､R NANE OR CONSTANT E REAL HANE OR CONSTANT

INTEGER ARRAY NAHE R REAL ARRAY NAHE

I F NOT NECESSARY THI S ELENENT HAY BE OHITTED

SUFFI X EXPRESSION BETWEEN THREE INTEGER I S POSSIBLE

Ｌ
Ｔ

Ｎ
Ｉ
Ｊ

「
Ｊ

ン

ｒ
Ｌ

く

Ｊ
Ｊ

Ｎ
Ｎ

く
く

ぅ
５

己
寺

ご
■

１
１

Ｊ
Ｒ

Ｏ
〃
〃

Ｓ
「
Ｊ

ｄ
「
』

◇
・

Ｅ
ｒ

ｌ
〃

・
・

Ｍ
Ｏ

Ｓ
。．

・
・

Ａ
Ｗ

ｒ
Ｎ

一
ｅ

〃
〃

一
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B A S I C STATENENTS

31

Ｔ
Ｔ

Ａ
Ａ

３
Ｍ

Ｍ
Ｌ

Ｐ
か

ｎ
Ｋ

・
ノ

〔
Ｋ

Ｏ
０

．．
．．

一
〃

Ｆ
Ｆ

２Ｌ
８

８
７

７
一

Ｉ
“
ｋ

Ｅ
く

Ｉ
Ｅ

－
，

７
７

１

Ｊ

か〆
Ｏ夕

一
■
■

■
■

①由
０１』

①●
早■

Ｊ

Ｇ
〉ｖ，

Ｄ
〉ｖ‐

●■
●

、
一

、．〃〆
、、ｊ三

、、，“
■

《屋〕
■

〔Ｈ〕
■

ひ
一

■Ⅱ且
ハノ」

局″冬
●
Ｆ
Ｉ
Ｊ
Ｌ
■
Ｆ
Ｉ
Ｉ
』

。
。

』
Ｉ

Ｅ
ａ

ａ
●

●

．
ｅ

一
〃

可
エ

「
土

。
ｎ

ヘ、ノ
。

・
一

、ノ
ｕ

ｕ
■。

・１
・

仁』
。

。
一

レフ
。

。
ｍ

ｍ
●

辱

．
・

一
１

９
ｇ

ｒ
ｒ

●
″

●
夕

。
。

－
Ｌ

『土
『上

○
○

一Ｉ，
守

り
一

争
●

か，ム
Ｐ‐▲

●
●

●
●

●
●

ＡＡ
●

●
一

Ｄ夕

．
Ｍ

ｙ
ｙ

■

″
ｏ

Ｒ
〃

〃
一

・
ａ

ａ
ａ

ｎ
ｎ

ロ
グ
。

２
．

２
．

０
１

１
－

・
１

１
１

ａ
ａ

ｌ
・

Ｅ
・

Ｆ
Ｉ

Ｅ
一

・
ｕ

ｕ
ｕ

。
ｍ

、
ｍ

〃
〃

〃
Ｊ

Ｎ
・

万
ｒ

ｒ
ｌ

１
１

１
Ａ

。
○

Ｏ
Ｏ

Ｉ
Ｉ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
。

ｆ
や△

ｆ
二

一一
千
Ｉ

〃
〃

一
．

Ｒ
Ｇ

Ｇ
一

・
ｙ

ｙ
ｙ

ｌ
Ｅ

″
〃

Ｆ
１
Ｊ

Ｆ
可
』

Ｏ
Ｎ

Ｎ
一

．
、

ｎ
ｎ

Ｎ
、
ノ

Ｎ
、／

Ｆ
＃

＃
一

ａ
ａ

ａ
〃

ノ
昌宙

『１Ｊ
出
所

「１Ｊ
〃

Ａ
Ａ

Ｒ
２

岬
娠

【ぽ恥
ｌ』

。，』
Ｆ』

』
申●

Ｃｅ
‐０』

Ｅ
〃

〃
く

Ｇ
１
Ｊ
「
』

Ｌ
Ｌ

Ｇ
Ｆ
Ｌ

ｒＬ
，

Ｅ
Ｌ

一
》？

〃
室

菫
Ａ

Ａ
Ｅ

１
Ｌ

１
Ｔ

Ａ
－

１
丈

丈
Ｔ

Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｎ

Ｅ
垣

Ｅ
Ｌ

Ｌ
１

２
Ｎ

く
Ｅ

く
Ｉ

Ｒ
一

Ｕ
く

Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｆ
Ｌ

Ｔ
一

Ｎ
Ｆ
Ｌ

ｒ
Ｌ

Ｔ
Ｔ

Ａ
Ｅ

Ｅ
一

Ｉ
０

０
Ｕ

Ｕ
Ｄ

Ｄ
Ｍ

Ｔ
Ｔ

一
丁

Ｔ
Ｔ

く
く

く
Ｐ

Ｐ
Ａ

Ａ
Ｒ

Ｉ
Ｉ

一
Ｎ

Ｍ
Ｈ

Ｅ
Ｅ

Ｏ
Ｒ

Ｒ
０

０
０

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｗ
Ｎ

Ｃ
Ｇ

Ｇ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ｃ
ｃ

）！］

32

、91
ヶ 』

３
４

５
１

２
３

４
３

３
３

４
４

４
４

45

’
#NF l FIXED FORMATTED READ ( 8110 ), ( 8F10．0 ）

O FREE FORMAT READ

DATA SET REFERENCE NUMBER

STATEMENT LABEL OF REFERED FORMAT

I F .NE、 O WILL BE PRINTED AFTER PAGE FEED

・GT． 、GE． 、EQ. .NE． 、LE． 、LT．
､AND. ､NOT. 、OR．

Ｇ

１
Ａ

Ｇ
９

Ｎ
Ｌ

Ｎ
１

Ⅲ
毎
舜
い

●

’



59STEPS FOILの構造

4.2 基本共通領域

システム全体の制御や, BASIC命令文によって与えられる情報を保存する

ために, blank COMMON がつくられている。これは，翻訳・実行ルーティ

ンを作製するとき，必ず，プログラムに付加しなければならない。カード・デ

ィックを複写して準備しておいて，必要に応じプログラムに挿入する（')。

BASIC 以外のサブシステムにも，それぞれ共通情報域が決定される。サブ・

システム用の翻訳・実行プログラムは, BASIC用のCOMMONとそのサブ

・システム用の個有のCOMMONとの二つの共通領域を前提にプログラミ

ングを行なうこととなる。BASIC 以外のサブ・システム用 COMMON は

labeled COMMONとし，その名前を必ず/ CMNTBL /とすることと規約

されている。

BASIC サブ・システム用の基本共通領域については，その詳細を表4．2に

示した。翻訳のためには，翻訳用サブルーティン・パッケージが準備されてい

るので，共通領域の詳細を利用者が熟知する必要は，あまりないと言えるが，

この知識を全く欠いては，システムの斉合性を保てない。

命令文は, STEPSによって分解され，一旦，システム・ファイルに格納さ

れる。翻訳時においては，システム・モニタが制御して，この分解表を基本共

通領域のCUTBUFに自動的に読みこむ。翻訳・実行プログラムは，この状

態で制御を引継ぐものとしてう。ログラミングを行なう。CUTBUFの内容の詳

細は，表4．2．1に示した。COMMON のカード・ディックには, EQUIVA

LENCE文によって，利用者に使い易いよう，各部分の名前がつけられてお

り，「名称」欄に示した名前を，そのまま使ってう。ログラミングを行なえばよ

い。

基本共通領域の情報をどういう様に利用し，また，命令文によって得られた

情報を，基本共通領域のどこへ，どのように格納するかは，サブルーティン・

パッケージについて説明するとき詳述することとするが，ここでは，表4．2．2

( 1 ) blank COMMONのカード・イメージは，本稿の終りに掲げたプログラム例につ
いている。WASP用のlabeled COMMONについても同様である。
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第4.2.1表 命令文分解表の構造

STEPS FOIL BASIC COMMON/ /NO.1 C U T B U F＊8

（140）位
置

名称｜型| 寸~法
１
２
３
４
５

６’

C A R D

１
１

２
２

３

=ZJ

16

B U F

6

16

116

C O L N O

11 6

’ ＊はEQUIVALENCEを示す

140

７
Ｊ

２
４

Ｋ
Ｋ

ｊ
ｊ

ｌ
３

く
く

C M D

C U T B U F

＊l C U T B F

＊」C U T B F

C A R D N O

C U T N○

N X T B S W

C N T L

C M D

４
２

，
Ｄ

Ｍ
Ｍ

（
し

（
し

＊
＊

C A R D

B U F

＊E B U F

＊l B U F

＊」B U F

C O L NO

E8

14

12

４
４

４
４

E8

I4

I2

12

８
４

４
２

Ｅ
Ｅ

12

２
４

２
２

２
２

４

140

14 0

140

1

1

1

1

３
３

３

40

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

１
１

100

命令文分解用バッファー

必要に応じて8，4，2

バイトに区分して使用

以下の内容を含む

(1)ソース・カード番号複

数のときは最終カード

番号

(2)ファイル(#20）上の分

解表のレコード番号

(3)翻訳時最初に参照すべ

き要素のBUF上の位

置

(4)命令文の制御番号

命令部に対応するコマン

ド

1簡略名 2フェーズ名

3S Y S N O，M O D L

N O，E N T R Y，－－－

ソース・カードの内容

複数にわたるときは最

カードの内容

命令文分解結果

単語の場合は8バイト

定数の場合は前4バイト

に値

後4バイトに識別記号
特殊記号の場合は後4バ

イトにその記号が入る

分解された要素に対応し
て

そのソース・カード上の

位置を欄番号で示す

機 能
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第4.2.2表 基本パラメータ登録表

STEPS FOIL BASIC COMMON/ /NO.2

名 称 ｜型｜寸 法 機

隅
巨
〕

ム
ロ
同

2 10 データ標準寸法，日付等の基本情報
4 10

2 120 時系列印字用 年，期データ

1 ENTRY番号（コマンド・パラメータ）

32 2 頭註用題字格納

4 システム制御用処理状態スイッチ

2 使用中のサブ・システム名

2 使用中のサブ・システム番号

， 処理中のサブ・システム番号

40 予備スイッチ・レジスタ領域

４
２

４
４

２

１
１

１
１

‐

B A SIC

＊B A S l C2

D A T E

E N T R Y

H E A D

M O D E

S Y S N M

S Y S N○

S Y S R G

S W

’4

E8

14

14

14

命令文分解表(BUF)中，現在処理中の
要素番号

処理中の命令文のレコード番号

翻訳時出力レベル制御カウンタ

ソース・カード上の現在処理中の欄番号

前命令文終了記号(:=0, ;=1)

処理中の命令文のエラー・レベル

既に発生したエラー・レベル累積値

印字行数制御カウンタ

複数の命令文をグルーピングするための制御用

MAPRGに先頭レコード番号, MAPSWに個数

印字頁数制御カウンタ

４
４

B U F S W

＊B S W

C M D N O

C N T L2

C O L

E N D S W

E R R

E R R S W

L l N E NO

M A P R G

M A P S W

P A G E

’
１
’
１

４
４

１
１

１
１

’4 I

４
４

４

１
１

’

’4

１
１

１
１

４
４

'’4
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第4.2.3表 レーベル・スカラ定義表

STEPS FOIL BASIC COMMON/ /NO.3

’名 称 ｜型 寸 法 機

淵］』〕
ム
ロ
ロ

登録された整数名の個数

整数名登録表 定数は原則として登録しないが，

登録の必要があるときは，前4バイトに値を，

後4バイトにICODEを入れる

整数値登録表INTNM に対応する値が入る

登録された実数名の個数

実数名登録表 定数は原則として登録しないが，

登録の必要があるときは，前4バイトに値を，

後4バイトにECODEを入れる

実数値登録表RALNM に対応する値が入る

l N T R G

l N T N M

＊l N T N M4

４
８

４

１
Ｅ

Ｉ

１
０

０

０
０

１
１２

I N T V L ll4 1 00

４

Ｇ
Ｍ

Ｍ

Ｒ
Ｎ

Ｎ

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ａ
Ａ

Ａ

Ｒ
Ｒ

Ｒ＊

１
０

０

０
０

３
３２

４
８

４

１
Ｅ

Ｅ

R A L V L lE41 1300

登録されたレーベルの個数

レーベル名登録表 命令文番号の場合は，前4

バイトに整数で文番号が，次2バイトに△Lが

後2バイトに2進00が入る

レーベル位置登録表，分解表の レコード番号

L B L R G l4

L B L N M E8

＊L B L N M4 14

1

０
０

５
５２

L B L L C ’14 50

第4.2.4表 基本文字定数表*＊

名称｜型 内 ’蓉…1"名…称…1ゞ童一内､容
cMMAl,4‐－‐ lKA㎡Ko2，』‐)--

＊＊ 00は2バイトの2進0，－－はブランクを示す。

C M M A

E COD E

E N D M K1

E N D M K2

G T C O D E

I COD E

K A K K O1

４
４

４
４

４
４

４

１
‐

Ｉ
１

１
１

１

,

０
’

一
一

０
’

０
一

一
一

０
－

Ｅ
・
・
・
、

ン
－
／
Ｉ

K A K KO2

L T COD E

S H A R P

S L A S H

S P C8

４
２

Ｃ
Ｃ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
Ｓ

＊
＊

４
４

４
４

８
４

２

１
‐

Ｉ
ｌ

Ｅ
１

１

１
〃
く

＃
／

｜
｜

内 容
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の先頭あるBASICレジスタについて述べておく。

STEPS FOILは，データを原則としてレコード単位で取扱う。例えば，時

系列データの場合，一つの時系列に一括して時系列名がつけられ，命令文は，

時系列の個々の要素ではなく，その時系列全体についての処理を指示する形と

なる。この場合，時系列の長さ，実行時において処理対象となる有効範囲等に

ついての情報を，統一的に制御するのがBASICレジスタである。

BASICレジスタは8バイト10語のレジスタで，そのうち上5語が時系列用

であり，下5語はクロス・セクショナルなデータ構造を基礎とするシステムの

ためのものである｡ :6WASP''では，下5語はデータ・ベース用にもちいる。

時系列の場合, BASICレジスタへの書き込みおよび修正は，次の2命令文

によって行なわれる。

BASIC DATING IS KEY FROM T1 TO T2:

ACTUAL DATING IS FROM T1 TO T2:

BASIC DATING命令文は， プログラム全体について時系列の性格および

寸法を規定する。取扱いうる時系列は，年次データ，半期データ，四半期デー

タ，および，月次データであり，

I TEM

YEAR ANNUALY

HALF BIANNUALY

QUART QUARTERLY

MONTH MONTHLY

BASIC*4(2,10) _.･'.

BASIC2*2(4,10)，壱・・ 1戸

2

3

4

1

5

第4．1図 BASICレジスタの構造

データ・ベース修正値 期 間 区 分

’

基準期間個数 実効期間個数

’

基 準 期 間 日 付

年 ’ 期 ’ 年 ’ 期

実 効 期 間 日 付

年 ’ 期 ’ 年 ’ 期

実 効 期 間 添 数

始 ’

’

I
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のいずれかのキイワードで指定する。これらのいずれにも属さない場合は，デ

ータに自然順序数を付して時系列たることを示すこととし，そのような属性を

l T E M

と呼ぶこととする。

T1およびT2には，年および期を書く｡ ITEM および年次データの場合，

0ZT1二T2<1 0000

の範囲で整定数で示す。たとえば，

FROM 1951 TO 1975:

その他の種類の時系列の場合，同じく6桁以内の整定数で示すが，このうち，

下2桁が期を，下から3桁目以上が年を示す。たとえば，51年第1期から，75

年第4期までは，

FROM 195101 TO 197504:

と書く。

この命令文が翻訳されると, BASICレジスタの各欄に書込みが行なわれ

る。いま，4半期データで，1951年1期から1975年4期まで分析するものとす

ると，

BASIC DATING IS QUART FROM 195101
TO 197504:

となるが，この命令文によって, BASIC レジスタの内容は，図4.2のように

なる。すなわち，期間区分欄には1年における期の数が入る。月次なら12が入

るし，年次またはITEM なら1が入る。他の欄は命令文と対比すれば，意味

801
第4．2図 第4．3図

00

100

1951

195‘｜Ⅲ｜｣97、
1

』｜』9751‘

4

100

100
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1975
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｜‘
4

1
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は明白であろう。

ACTUAL DATING命令文は，以上に指定された範囲内で，プログラム上

有効な範囲を指定する。例えば，データは全期間にわたっては存在せず, 1970

年4期までが確保でき，それ以後は外挿予測を行なうのが，う。ログラムの目的

であるとすれば，データを読む命令文に先立って，次の命令文によって有効範

囲を指定する。

ACTUAL DATING IS 195101 TO 197004:

この命令文によって, BASIC レジスタの内容は，図4.3のように変更され

る。注意深い読者は，この命令文で，前出の場合とちがって, FROM という

語が脱落しているのに気付かれたと思う。コンパイラは，いずれの場合も処理

するようになっている。

なお，データ・ベース修正値は，データ・ベースを規定している基準日付と

フ･ロク・ラムの基準日付との間の修正のために使用する。

4．3 翻訳用サブルーティン・パッケージ

命令文とは，文法的にシステムで取扱いうると認められている諸要素が，各

命令文ごとに規定された一定の順序で並んだものである，と言える。各要素に

は，その種類と機能とに応じて，一定の処理方法があり，それらはサブルーテ

ィンとして与えることができる。STEPS FOIL の翻訳用サブルーティン・パ

ッケージは，これらの，サブルーティン化された翻訳手順の集合である。

G@BASIC' 'の場合，翻訳ルーティンは，次の6種類の要素を処理する。

特殊記号 および 区切り語

レーハミノレ

整数名（スカラおよび定数） 整配列名

実数名（スカラおよび定数） 実配列名

この他に，取扱わねばならない要素として，キイワードおよび文字列がある

が，これらの処理はサブルーティン化していない。

翻訳対象が命令文文法規約に定められた要素かどうかの判別と，上記要素の
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翻訳に加えて，エラー発生時の処置およびエラー・メッセージのう｡リント，プ

リント用タイトル設定と印字行数および頁数制御，等の諸ルーティンが整備さ

れている。

GiBASIC''用翻訳ルーティンのほかに，各サブ・システム毎に，そのサブ・

システムで取扱うデータの型に対応して，特有の翻訳ルーティンおよび入出力

ルーティンが必要である。G@WASP''サブシステムの場合には，その取扱う対

象は時系列データであり，時系列データの翻訳，および，主記憶上の作業デー

タ領域と，データ・ファイルとの間の入出力ルーティンが，サブ・システム用

のルート・セグメントに組込まれている。

表4．3に翻訳ルーティンの一覧表を掲げた。便宜上, "WASP''サブ・シス

テム用の翻訳ルーティンも一緒にしておく。これらについては章を更めて説明

する。命令文ごとの翻訳プログラムの作製は，これらのサブルーティンを，命

令文について定められた要素配列の順序に従って，順番にCALLすることが

主内容となる。翻訳結果は通常，共通領域の所定の位置に格納され，実行ルー

ティンは，それらを適宜に利用することとなる。

既に説明したように，命令文は，一命令文ずつ区分されて，命令文分解表

BUFに格納されている。BUFの中では，要素ごとに1語を占める様に，分

解されているので，翻訳処理の対象は，常に，配列BUF上の1語ということ

になる。翻訳対象を指示するために，スイッチとしてBUFSW [又は, BSW]

が特定されており，表4．3に掲げた全サブルーティンは, TBLOOK を除い

て，すべて, BUF (BSW)の内容を翻訳対象とする。BSW の値は，システ

ム・モニタから翻訳プログラムに引渡された段階で，自動的に，最初に処理さ

れねばならない要素を示している。この規則は，命令部またはそれに続く制御

番号部の終りには必ず区切り語または特殊記号が来るが，区切り語またはコン

マ〔，〕で終っている時には，その次の要素位置を指示し，その他の特殊記号

のときは，その特殊記号位置を指示している。特殊記号の種類判別によって，

命令文の文法規約に大きな自由度を確保できる。BSW の値は，原則として自

動的に調整され，次に処理される対象位置を指示している〔但し, TBLOOK
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第4．3表 翻訳ルーティン・パッケージ

|頁方考
EJ

土
一目 的

要 素 種 類 判 別

レ ー ベ ル 翻 訳

分 岐 先 設 定

整 数 翻 訳

CALL SEP($CODE',&ERR)

８
９

０
０

６
６

７
７

１
２

７
７

整 配 列 翻 訳

整 配 列 格 納

実 数 翻 訳

実 配 列 翻 訳

実 配 列 格 納

エラー・メッセージ

エフー・スキップ

タ イ ト ル 設 定

印 字 行 数 制 御

テ ー ブ ル 走 査

４
５

７
７

76添 数 翻 訳

R EG(、Sノ,FUNC,I0,ARGLOC, 92

&ERR)

GET(IEXT) 94

PUT(IEXT) 94

時 系 列 名 翻 訳 C A L L

時 系 列 入 力

時 系 列 出 力

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ａ
Ａ

Ｃ
Ｃ

C A L L L B L D E F（L T B L O C，C MD LOC，

＆E R R）

C A L L LOC S E T（C MD L OC）

C A L L l N T D E F（l T B L OC，l V A L U E，

＆E R R）

C A L L I N T A R Y（N，I T B L O C，＆E R R）

C A L L l N T V A L（I T B LOC，FOR T N M，

N）

C A L L R A L D E F（E T B L O C，E V A L U E，

＆E R R）

C A L L A R R A Y（N，E T B L OC，＆E R R）

C A L L R A L V A L（E T B LOC，F O R T N M，

N）

W E R R O R

C A L L S E R R O R（＆R E T，$P R OGNA ME′，
F E R R O R

､ME S S A GE＠'）

C A L L E R S K l P（＆R E T）

C A L L H E A D E R（、T l T L E OR

P R○GR A M N A ME＠'）

C A L L L l N E（N）

C A L L T B LOO K（OBJE C T，T B L N M，

D I M，N）

C A L L S U F F I X（｜S U F，＆E R R）
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の場合は変化しない。SEPについては調整する場合としない場合とがある〕・

以下に, @GBASIC''の翻訳ルーティンについて，その使用法の説明と使用例

を示した。

要素種類判別

CALL SEP({CODE',&ERR)

命令文を構成要素別に分解した結果が，配列BUFに格納され，そのうち，

処理対象となる要素位置が, BUFSW [又はBSW]の内容によって指示され

ている。このルーティンは, BUF (BSW)にある要素が, @CODE'に示され

た内容のものであるか否かを判別し，指定された内容と一致すれば，次の命令

文に移り，違っていれば, &ERR で示す飛先に移る。違う場合の飛先が，例

えば文番号325の命令文であれば＆325とすればよい。

BSW の内容は，指示された要素とGCODE'で示されたものとが一致しな

い場合には，一般に変化しない。一致したときはsCODE'の種類によって異

なり，表4．4に示す結果となる。このルーティンは，エラー処理ルーティンは

含まず，判別を行なうだけである。

、COD E′ 表4.4の種類欄に示すコードを，英数字4文字で書く。

必ず〔、′〕で囲って4文字を書くものとする。

& E R R BUF (BSW)の内容が, @CODE'で指定した種類のもの

と一致しない場合の飛先命令文番号，＆につづいて文番号

を書く。
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第4．4表

* Oは数字0 一 はブランク

．．'…‘う|洲製’ 判 別 対 象

区切り記号

区 切 り 語

－－－－ 1を加える すべての特殊記号または区切り語

一％－－ 1を加える すべての区切り語，区切り語の内容は，

IBUF (1, BSW)にある

－，－－ 1を加える 特定の特殊記号（2字目にその記号，例で

は＠を書く）

特 殊 記 号

：または；であることを判別し，共通領域

に終了記号情報を与える。

整定数または実定数

整定数値はIBUF (1, BSW)にある

実定数値はEBUF (1, BSW)にある

単語または定数

単語（変数名，キイ・ワード，その他）

文字列，文字列はBUF (BSW+1)以下

に格納されている。文字数はl語8字で，

その計がIBUF (1, BSW)に与えられて

いる。

：

－－00 変化しない

-100 変化しない

-E OO 変化しない

-V一一 変化しない

-W一一 変化しない

-C－－ 変化しない

定 数

整 定 数

実 定 数

単語又は定数

単 語

文 字 列

レーベル翻訳

CALL LBLDEF(LTBLOC,CMDLOC,&ERR)

命令文レーベルは，レーベル名（8字以内の単語）または命令文番号（9桁

以下の整数）のいずれかである。レーベルがプログラム中に定義されてあれば

（いずれかの命令文の左端に1回かぎり書かれてあれば)， その命令文の分解

表のレコード番号がCMDLOCに入り，かつ，レーベル定義表上の位置（添

数）がLTBLOC に入る。未定義なら&ERRで示された文番号へ飛ぶ。
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正常終了の場合BUFSWの内容は，次に処理すべき要素位置を指す。エラ

ー終了時は旧のままである。

分岐先設定

CALL LOCSET(CMDLOC)

分岐命令文の場合（たとえばGO TO文),分岐先を指定するのに用いる。

分岐命令文の場合は，通常，文中に命令文レーベルが書かれ，それによって指

定された命令文へ分岐することになるので，そのレーベルの翻訳，例えば，

CALL LBLDEF(L,CMDLOC,&125)

によって得られた，分解表レコード番号CMDLOC を，そのままこのサブル

ーティンの引数に使えばよい。

スカラ翻訳

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ａ
Ａ

Ｃ
Ｃ

INTDEF(ITBLOC,IVALUE,&ERR)

RALDEF (ETBLOC,EVALUE,&ERR)

整スカラはINTDEFにより，実スカラはRALDEFにより，翻訳を行な

う。翻訳対象は，定数，変数，または，添数付変数のいずれであってもよい。

ただし，スカラの場合，添数はく ＞で囲まれた，1個の整定数，整変数，整

数算術式のみが許される。2次元以上の添数が付けられるときはエラーとな

る。

処理対象はBUF (BSW)にあるものと前提され，その整数定義表上の格納

位置をITBLOC,実数定義表上格納位置をETBLOCとし，処理時における

その値を，整数のときはIVALUE,実数のときはEVALUEとする。以下，

共通して, TBLOC, VALUEとよぶ。エラー時には &ERR に分岐する。

&ERRの書き方は，特殊記号[&]に続いて分岐先の文番号を言くものとす
る。

これらのルーティンが呼ばれると，対象が定数のときは, TBLOC = 0とな

り, VALUEに定数の値が入る。INTDEFのとき実定数が,または, RALDEF
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のとき整定数が書かれていたときは，型を変換してVALUEに入れる。既定

義の変数の場合は, TBLOCに定義表(INTNM, INTVL ; RALNM, RAL-

VL)上の位置（添数）が入り, VALUE に処理時点での値が入る。未定義の

場合，他に同一変数名が定義されていなければ，無条件に定義表に登録・定義

し, TBLOCにその位置が入り, VALUE =0とする。他の変数またはレーベ

ルとして既登録のときはエラーとなり, TBLOC = 0となる。 但し，実変数ま

たは整変数として既定義のときはエラーではあるが, VALUEには型変換され

た値が入る。

添数付の場合は，添数も含めて処理し, TBLOCの内容は添数で修正された

値となる。この場合，添数の値が宣言された大きさを超えているとき，およ

び，配列宣言されていない変数に添数が付けられているときはエラーとなる。

エラー・メッセージは，対象がレーベルとして既定義のとき，および，添数

にエラーがあったときは，ルーティンが出す。その他の場合にはエラー処理は

行なわない。

BUFSW は，エラー時には変化しない。正常終了の場合は，添数を含めて

修正され，次に翻訳対象となる要素の, BUF上の位置を指示して主ルーティ

ンにかえる。

配列翻訳

INTARY (N

ARRAY (N

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ａ
Ａ

Ｃ
Ｃ

I TBLOC,&ERR)

ETBLOC,&ERR)

翻訳対象が，ある配列に属するスカラであるときは，添字つき変数名として

I NTDEFまたはRALDEFを用いて処理するが，配列全体または，配列の部

分である配列のときは，このサブルーティンによって処理する。処理対象は必

ず，配列として宣言されていなければならず，添数付きであってもよい。整配

列の場合はINTARYを，実配列のときはARRAYを用いるものとする。

Nには，対象となる配列または部分配列の含む要素の個数を書く。これを入

力として，処理結果として, TBLOCに，定義表上の，配列の先頭位置を示し
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て，主ルーティンに帰る。

未定義のとき，および，宣言された大きさ以上にNが指定されたときには，

エラーとなって, &ERRで指定された分岐先に分岐する。エラー・メッセー

ジは，このルーティンで出力される。

配列格納

Ｊ
ｊ

Ｎ
Ｎ

Ｍ
Ｍ

Ｎ
Ｎ

Ｔ
Ｔ

Ｒ
Ｒ

○
○

Ｆ
Ｆ

INTVAL (ITBLOC

RALVAL (ETBLOC

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ａ
Ａ

Ｃ
Ｃ

実行プログラムにおいて，出力結果が整配列または実配列であるとき，これ

らのルーティンを用いる。整配列はINTVAL,実配列の場合はRALVALで

ある。

いま，ある実行プログラムにおいて，10個のパラメータが出力される予定と

し，そのパラメータは, FORTRAN プログラム上で，

REAL*4 X(10)

で定義された位置に格納されて，翻訳実行ルーティンに帰されるものとする。

STEPS FOILの他の命令文でこの結果を利用しうるようにするには，共通領

域に転送しておかねばならない。

翻訳時において，格納場所が確保されているかどうかが確認されなければな

らないが, ARRAYルーティンによって翻訳処理を行なうとき，定義表上の

位置が出力として与えられる。この情報を利用して, FORTRAN変数名で与

えられているパラメータの所在と，共通領域上の格納位置とを結びつけて，デ

ータの転送を行なう。ARRAYルーティンで出力に用いた引数を，そのまま

INTVALまたはRALVALの入力引数として用いればよい。用い方は，次の

プログラム例のようになる。

C －－－－－TRANSLATION－－－－－

CALL ARRAY(10,LOCE,&255)
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ｊＯ１
１

，

Ｘ

，

ＥＣ

Ｎ
○

○
Ｌく

Ｔ
Ｌ

ｌ
Ｕ

’
一
Ａ

ｌ
ｌ

ｌ
Ｃ

ｌ
－
Ｖ

ｌ
ｌ

ｌ
Ｅ

ｌ
ｌ
Ｌ

－
－

－
Ｘ

’
一
Ａ

一
一

一
Ｅ

ｌ
ｌ
Ｒ

－
－

ＬＬＡＣ

C

エラー処理

WE R ROR

SERROR (&RET,、P ROGNAME'
F ERROR

､ME SSAGE@')

CAL L

翻訳中にエラーとなる場合については，ここに掲げたルーティンのいずれか

をCALLする。このルーティンは，共通領域に対して，エラー発生に伴って

必要な処理を施すと共に，エラー・メッセージを出力する。機能の差は次表の

ごとくである。

｜種 類
エラー

レハミノレ
備 考

WORNING エラー・メッセージは出すが，一定の方

針による処理は継続して行なう。

SEVERE 現在翻訳中の命令文の処理は中断する。以

下の命令文について翻訳は行なうが，実行はしない。

FATAL 直ちにJOBを中断終了する。

W E R R O R 1

100S E R ROR

10000F E R ROR

ルーティン実行後の飛先，先頭に特殊記号〔＆〕を

つけて文番号を書く。FERROR, SERRORの場合

は, RETURN 文の文番号を書くものとする。

、′で囲った8字以内の英数字，エラー発生箇所を

示す。通常，その命令文の簡略名を書く。

、′で囲った64字以内の文でエラーメッセージを害

＆ R E T

､P ROGNAMEノ

､ME S SAGE@'
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く。文の終りに，必ず特殊記号〔＠〕を書かねばなら

ない。

エラー・メッセージは，上記の他にエラーの発生した命令文を再プリントし

て，エラー発生箇所を指示する。これらのルーティンは，次のERSKIPルー

ティンと連動する。

エラー・スキップ

CALL ERSKIP(&ERR)

&E RR 先頭に特殊記号[&]をつけて, RETURN文の文番号を書く。

翻訳プログラムを終って，実行プログラムに入る段階で，必ずこのルーティ

ンをCALLするものとする。既処理の命令文にSEVER ERRORが発生し

ているときは，このルーティンが作動して，実行は行なわれない。

このルーティンはまた, STEPS FOILの偽似コンパイラ機能のためにも，

実行をスキップする機能を果たしている。

タイトル設定

CALL HEADER(、TITLE & PROGRAM NAME@')

STEPS FOILの出力には，各頁ごとに一定形式の見出しがつけられる。こ

の見出しには，2行にわたって，出力内容についての説明が示される。第1行

は，プログラム全体についての作業課題，作製者名等であって，この行の内容

は, START命令文の後に文字列で与えることによって定まる。第2行には，

その頁の出力内容を書く。これは，実行ルーティンによって与える規約とし，

HEADERサブルーティンを用いて内容を言く。

引数は，、′で囲って，64字以内で任意の文を書き，最後に特殊記号〔＠〕

を書く。たとえば，

CALL HEADER

十 （、STEPS LEAST SQUARES METHOD @')

字数は64字以内なら任意であり，64字以上の場合は，残りを無視する。このル
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一ティンは字数を計算して，中央を求め，配置を修正して，頁の中央に偏りな

くプリントされるようにする。プリントは，次に説明する，

CALL LINE(0)

によって行なわれる。

印字行数制御

CALL LINE(N)

このサブルーティンは，出力時における印字行数の制御と，頁の見出しのプ

リントを行なう。

頁替を行なうには，原則としてこのサブルーティンを用い，

CALL LINE(0)

とする。これにより，一定形式の見出しが印刷され，頁数も制御される。

多量のプリントを行ない，2頁以上にわたる可能性があるときは，このルー

ティンによって，出力行数の制御を行なう。

例えばいま，行列の出力を行なうとして,M行,N行,L行の三つの行列を

う。リントするとしよう。プログラム作製時において，出力行数は代数的には計

算できるが，実際の値は，実行時に利用者のプログラムによって定まる。

行列印刷ルーティンを仮に MTXOUTとすると，実行ルーティンの作製時

に次のようにプログラミングを行なう。

CALL LINE(M)
CALL MTXOUT(M,…）
CALL LINE(N)
CALL MTXOUT(N,…）
CALL LINE(L)

CALL MTXOUT(L,…）

第1の行列の出力行数がM,第2のものがN,第3のものがLとしよう。いま

実行時に, M+N>50であれば，第1の行列と，第2行列との間で頁替が行な

われる。M+N≦50, M+N+L>50であれば，第2行列と第3行列との間で
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頁替が行なわれる。頁替の時は，見出しの印刷，頁数の変更が伴っている。

テーブル走査

CALL TBLOOK(OBJECT,TBLNM,DIM,LOC)

8バイトの表を走査して，特定の要素があるか否かを調べるルーティンであ

る。このルーティンは，他のサブルーティンの中でたびたび用いられている。

OBJECT R*8 1語 走査する対象

TBLNM R*8 1元配列 走査すべき表の名称

DIM I*4 TBLNM の次元

LOC I*4 TBLNM 上のOBJECTがあった位置

OBJECTに対応する要素が, TBLNM上になかったときはLOC=0となる。

添数翻訳

CALL SUFFIX(ISUF,&ERR)

このルーティンは, INTDEF, RALDEFをはじめ，変数名を翻訳するルー

ティンは，すべて用いているので，通常は，利用者側が翻訳プログラムを作製

するのに添数のことを考慮する必要はない。

このルーティンが呼ばれたとき, BUF (BSW)の内容が[<]でなければ，

直ちに主プログラムに帰る。〔＜〕であれば，不等号く ＞で囲まれた間を添

数であるとみなして処理を行なう。 〔＞〕を検出すると処理を終了し, BSW

に，その次の要素位置を入れて，主プログラムに帰る。

このルーティンでは2元までの添数が処理されるが, STEPS FOILでは，

変数の種類によっては1元配列のみが許される場合もある。 例えば, BASIC

サブ・システムにおける整数および実数がそうである。このチェックは利用者

側で行なうものとする。

添数は，処理する時点で直ちに計算され，その値がISUFに入る。添数の

害き方に，文法規約とちがうものがあれば, &ERRに示された文番号の命令

文に分岐する。添数は〔，〕で区切って2個まで書くことができる。各添数
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は，3個以内の整数（整数名または整定数）間の，加・減・乗・除・巾を用い

た任意の演算式を書くことができる。ただし，（）を用いてはならない。も

ちろん，整数1個であってもよい。

結果として，処理時点での添数の値が計算されて, ISUFの前2バイトに第

2添数が，後2バイトに第1添数が格納される。順序が逆になっていることに

注意されたい。添数が一つだけのときは，前2バイトはOになる。

なお, BUFの中で添数部分は，次のように修整される。A<M, N>とい

う変数が，たとえば, BUF (11)以下にあるとすると, BUFの内容は次図

のようになる。BUF (12)から添数が始まるが，添数要素の入れられている

BUF

(11）

(12）

(13）

(14）

(15）

(16）

Ａ
く

Ｍ |"鋤値I''△△’堂

､

：＞

』

0．0が入るＮ
ン

BUF (16)までの間には，すべてOが入り，添数の先頭BUF (12)は,2"､w

イトずつに区切って，それぞれ次のような内容となる。

第1の2バイト 第2添数の値（ないときは0）

第2の2バイト 第1添数の値

第3の2バイト 文字<SF'

第4の2バイト ブランク2字

第1番目の内容を取り出すには, JBUF (1, 12)とすればよい。

時系列データの場合，第1添数はタイム・ラグを意味するので，値が負にな

っても差支えない。第2添数は必ず正でなければならず，負の場合はエラーと

なる。第1添数の符号判別は利用者の責任とする。
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4.4 BASIC命令文の処理プログラム例

BASIC はすべてのサブ・システムに共通な命令文より成っているので，利

用者側ではこれに変更を加えないことが望ましく，是非共必要な改良や修正

は，作製者側で行なって全配布先について一斉に版を変えることを計画してい

る。ここでは，翻訳用サブルーティン・パッケージの使用法の説明に重点を置

いて, BASIC命令文の処理プログラム作製例を示しておく。

なお，現在STEPS FOILに収納されているルーティンをそのまま例示す

るものではなく，特に明示した場合を除いて，若干簡略化したものが例示され

ている。

EXAMPLE 1.

GO TO LABEL:

GO TO (L1,L2,…．……,L20),l:

翻訳実行ルーティンのプログラミング例として，まず, GOTO文を取り上

げよう。FORTRAN では, GOTO文は3種から成っている。UNCONDI-

TIONAL, COMPUTED,および, ASSIGNED GO TO文である。このうち

最後のASSIGNED は，少なくともわれわれの経験では，あまり使わないの

で, STEPS FOILには, UNCONDITIONALとCOMPUTEDだけを組込

んである。

文の始めに来るGO TOについて, FOILはTOを区切り語として処理す

るので，これらの文の命令部は,GOであるとみなされる。翻訳処理に制御が

渡った段階で, BUFSW の内容は,TOの次の要素の位置を示している。

さて，翻訳にあたって, UNCONDITIONALか, COMPUTEDかを判別し

なければならないが，文を一見すれば明らかなように，両者を区分するのは，

最初に来る要素が〔（〕かどうかということである。〔（〕であればCOMP-

UTED だし，そうでなければ一応 UNCONDITIONAL だということにな

る。

この判別は, SEPを用いて行なわれる。

CALL SEP(、(', &200)
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とすると, BUFSWによって位置を指定された要素が，特殊記号[(]でな

ければ，文番号200へ飛び，この場合はBUFSWの内容は変化しないで，同

じ要素位置を示している。〔（〕であれば，このCALL文の次の文，例では

文番号100(2)へ移る。この場合, BUFSWの内容には1が加えられ，次の要

素L1の位置を指す。文番号100以下にCOMPUTED GO TO文の，文番号

200以下にUNCONDITIONAL GO TO文の翻訳う。ログラムを書く。

COMPUTED GO TO文は, [(]の後に，レーベル名と特殊記号[,]

との組合わせが，何組か連続して現われる。STEPSの場合，レーベル名を20

個まで書けるものとしておく。特殊記号〔，〕が来ない場合は，〔）〕が来る

筈である。そこで20回の DO ループを考えて，その途中で [,]の代りに

〔）〕が来れば，処理を打切ることとすればよい。

レーベルの翻訳処理は, LBLDEF ルーティンによって行なわれる。このルー

ティンが呼ばれると, BUFSWの示す要素について，レーベル定義表を調べ，

その定義表上の位置，および，そのレーベルがつけられている命令文の位置を

出力する。定義表上の位置は今の所必要ではない。レーベルに対応する命令文

位置を，配列JUMPに，順次貯えておく。あるレーベル名が，何番目の命令

文に付けられたものであるかは，すなわち，レーベル名の定義は，すべて第1

段階のSTEPSによる処理で，解決済の筈であることに注意されたい。

一つのレーベル名の処理が終ると，次には特殊記号〔，〕が来る筈である。

CALL SEP(､,',&120)

によって，判別が行なわれ，〔，〕であれば，同じ処理の繰返しになる。もし

〔，〕でなければ，文番号120に飛んで〔）〕であるかどうかを調べる。これ

でDOルーフ。から抜け出す訳であるが，もし,20個のレーベル名を処理した

のに，まだ〔，〕が来る場合は，文法上の制御以上にレーベル名が害かれてい

ることになるので，文番号810に飛んで，エラー・メッセージを出す。

〔）〕が検出されると， 次にはまた〔，〕が来る筈である。この間, BUF-

（2）プログラム例では，説明の便宜上，フ。ログラミング上必要がない場合でも，文番号
を付ける。
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製版後，上記プログラムにバグを見出した。RETURN文に文番号900

がつく。
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）RETURN

第4．5図 GO TO命令文翻訳・実行ルーティン．フロー．チャート
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SWの内容は, LBLDEFおよびSEPルーティンが自動的に管理している。

〔）〕の次の〔，〕は，文の要素を判別し，文の意味を解釈してゆくのに，な

くても差支えのない要素である。FORTRANに慣れたユーザのためには，あ

った方がよいというに止まる。そこで，この判別は，もし〔，〕でなかった時

は，文番号130,すなわち，次の命令文に移るようにう。ログラムしてある。つ

まり，〔，〕であろうがなかろうが，次へ移り，ただ，〔，〕であったとき

は, BUFSW の内容に1が加わる点だけがちがうということになる。

次の要素は整数の筈である。この翻訳処理にはINTDEFルーティンを呼べ

ばよい。処理結果として，整数定義表上の位置と，この時点におけるその値と

が出力されるが，定義表上の位置はこの場合不要である。値をKとすると,K

はOまたは負であってはならず，また，書かれたレーベル名の個数以上であっ

てはならない。これらの場合には，文法規約で，このGO T0文の次の命令

文に移ることになるが，そのためには飛越処理をしないで，単に RETURN

文へ飛べばよい。条件を満たしているときは，配列JUMPに貯えてある飛先

のK番目のものを，この文の処理結果による飛先TRT .LOCとする。

最後の要素は終了記号〔：；〕の筈である。この判別は文番号300で行なわ

れている。終了記号が〔：〕であるか〔；〕であるかによって，次の命令文の

処理ルーティンに適切な情報を伝えなければならないが，それらを含めて，

CALL SEP(、:', &820)

によって，命令文の翻訳終了時の処理が行なわれる。最終要素が〔：；〕でな

いときは，まだ, GOTO文にとっては不要の要素が続いていることになり，

当然，エラーになる。

文番号200からは, UNCONDITIONAL GO TO文の処理が行なわれてい

る。この文の唯一の要素がレーベル名であるから, LBLDEFルーティンを呼

ぶだけで，その出力から飛先LBLLOCを得る。次いで文番号300の終了処理

に移ればよい。

翻訳結果を実行に移す前に，エラー発生状況を調べる必要がある。この命令

文でエラーが発生していれば勿論だが，これより前の命令文でシビア・エラー
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[SERROR ,以下, WERROR, FERROR等略称を用いる〕以上のエラーが

発生している場合には，翻訳だけが行なわれ，文法チェックがなされるが，実

行されない。この手続きは，文番号300の次のCALL文，

CALL ERSKIP(&900)

によってなされている。このルーティンの引数には, RETURN文につけられ

ている文番号〔前に〔＆〕をつける〕を書く｡ GOTO文翻訳実行ルーティン

の場合は文番号900である。

実行内容は，指定されたレーベルをもつ命令文が，この命令文の次に処理さ

れるよう，モニターに対して指示を与えることである。文番号400の，

CALL LOCSET(LBLLOC)

によって，モニター内の次実行命令指示スイッチがセットされ，指定された命

令文を次に処理できるよう準備される。

以上の処理を終れば，このルーティンが行なうべき処理はすべて終った訳

で，900の命令文で主プロク．ラムに帰ることになる。

エラーになるケースについては，適当な，わかり易いエラー・メッセージを

書いておく。STEPSでは，エラー・メッセージは，各発生場所で，その都度

書く規約にしている。提供するシステムでは一応英文で書いているが，カナ文

字を用いても差支えない。

EXAMPLE 2.

READ INTEGER,11,12,．．．．．．．．．．120:

READ REAL, E1,E2,．．．．．．．．．．E20：

もう一つの翻訳プロク．ラム作製例として，上記のような命令文を考えてみよ

3 (3)｡この命令文は,1枚のデータ・カードに穿孔されたいくつかの数値を，

各別々のスカラとして読みこむ命令文で，一命令文当り20個以内の整数名およ

び実数名を指定することができるものとする。この個数は，1枚のカードに穿

（3）ここに掲げた例は，現在STEPS FOIL に収容してあるスカラ入力命令文とはち
がい，理解し易いよう簡略化したものである。実際にはここで説明する自由穿孔型

式の他，固定型式およびFORMAT付入力が可能になっている。
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孔できる数値の個数によっても制約される。

この命令文に対応する実行用ルーティンとして，次の二つのサブルーティン

があり，これを利用するものとする。

数値自由型式入力ルーティン

CAL[ M:g(VALU:,LOCSTO,&ERROR)

VALUE *4 数値を格納すべき配列名, INTGET の場合は整

配列名, RALGETの場合は実配列名を書く。

LOCSTO I*4 整配列名，読まれた数値に対応して，それを

VALUE上のどの位置に格納すべきか，添数を入

れる。0のときは，それ以上格納すべき数値がな

いものとみなす。

&E RROR エラー時の飛先

このルーティンは，データ・カードを1枚よみ，それに穿孔された数値デー

タを，整定数の場合も実定数の場合も, INTGETの場合は整数に, RALGET

の場合は実数に変換する。1枚のカードにM (M=20)個のデータが穿孔され

ているとする。K= LOCSTO (1) ､I<M)とすると，読みこまれたデータの

第1番目のものを, VALUE (K)に格納する。0=LOCSTO (J), (IZJZM)

であれば, (J-1)個のデータは，配列 VALUE の指定の位置に格納され

るが，第J番目からM番目までの残るデータは無視される。反対に(I竺M竺

J)の場合には,M番目までのデータは格納されるが, (M+1)番目以下の

データは0とみなされ, VALUE (LOCSTO(M+1)) =0,…………となる。

データ・カードの数値穿孔型式は自由で, FOILの文法規約に定める整定数

(1-タイプ｡）または，実定数(F-タイプ。またはE-タイプ）を必要個数，自

由な型式で穿孔する。数値と数値との間は〔，〕および／または任意の個数の

ブランクを入れる。もし，データ・カード上に，整定数または実定数として認

められていない型のデータがあった場合はSERROR となって, &ERROR
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に示された命令文に飛ぶ。この場合，数値の格納は行なわれない。

このルーティンを用いて, READ INTEGER,および, READ REALの処

理プログラムを作製する。これらのSTEPS命令文において，先に，整配列ま

たは実配列として宣言されている変数名があって，その要素に入力したいとき

は，その変数名に添数を付けることができる。添数はく ＞で囲んで示し，1

元のみが許される。

二つの命令文は同じセグメントに含まれており，整数入力はエントリが1，

実数入力は2，とする。この点については，既述の命令文の登録についての説

明を参照されたい。命令文が適切に登録されている場合は，このエントリ番号

は，変数名 ENT の内容に，自動的に入れられている。

翻訳に先立って，配列LOCSTOに初期値Oを入れる。LOCSTOは20個あ

ればよいが, INTGET, RALGETルーティンが,0で個数を判別するので，

21個を確保する。

翻訳すべき命令文は，整数名または実数名と，記号〔，〕との組合わせが20

個以内連続している。したがって，整数翻訳ルーティンINTDEF,または実

数翻訳ルーティンRALDEFと，判別ルーティンSEPとの組合わせを,20

回以内繰返して呼べば，翻訳できることになる。整数か実数かの振分けには，

ENT をそのまま用いればよい。スカラ名の代りに，配列名に添数をつけて用

いる場合も, INTDEF, RALDEFは自動処理を行なうので，特別な処理は必

要ではない。いずれのルーティンも，指定された変数の，システム内での定義

表上の位置と，翻訳時におけるその値とを出力するが，今の場合，値はこれか

ら入力するのだから必要ではなく，定義表上の位置のみが必要である。これを

配列 LOCSTO に順次格納しうる様，引数を指定する。添数付の変数名がま

だ宣言されていなかったり，整数を書くべき所に，既に他の種類の変数名とし

て宣言されたり，使用された名前が書かれていた場合はエラーとなるが，エラ

ーメッセージ出力も，これらのルーティンには含まれているので，エラー時飛

先としては, RETURN命令文の番号（この例では900)を指定すればよい。
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製版後，上記のう｡pグラムにバグを見出した。RETURN文に文番号
900がつく。
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変数名の次に，記号〔，〕がない場合は，通常は命令文が終る場合である。

従って，終了記号〔：；〕がある筈で，そのいずれでもない場合はエラーとな

る｡ [,]が20個以上検出される場合もエラーである。

終了記号が検出されると翻訳は終了するが，ここでERSKIPルーティンを

用いて，エラー発生状況を調べねばならない。エラーが発生しておれば，この

ルーティンによって，実行はスキップされ，処理は終了する。

実行には，サブルーティンINTGETまたはRALGET を呼ぶ。システム

内での整数を保存する場所はINTVL,実数を保存する場所はRALVLと名

前がつけられており，これらの配列は基本共通領域に含まれているので，直接

この名前を使って，格納先を指定する。整数，実数の振分けにはENTの内容

を用いればよい。

以上で，スカラ入力命令文の処理ルーティンの説明を終るが，このモジュー

ルは，比較的小さいので，次の2命令文の処理ルーティンをも含ませることと

しよう。

WRITE INTEGER,11,12,．．．．．．．．．．,18:

WRITE REAL,#N,E1,E2,．．．．．．．．．.,E8 :

これらの命令文は，指定された整数または実数を8個以内，その名称ととも

にプリントする。#N は制御番号であり，書かれなかったときは, N=0とな

る。制御番号は，モニターで自動処理されるので。パラメータCNTLにその

内容が入っている。N=0のときは，改頁を行なわずにう｡リントし,NキOの

ときは，頁替を行なって後にう。リントする。

この二つの命令文を含めて四つの命令文を，一つのモジュールとして，処理

ルーティンの作製を試みられたい。

名前の取出しは，命令文分解表を直接参照してもよいが，整数名の場合は

INTNM,実数名の場合はRALNM に定義されている。INTDEF, RALDEF

ルーティンは，定義表上の位置を出力するので，それをKとすれば，

I NTNM(K)またはRALNM (K)

によって，変数名が得られる。INTNM, RALNM,共に8バイトの配列で，
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Ｅ
Ｌ
Ｅ
１

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

６
４
６
０
６
０

く
く
く

Ｒ
Ｌ
Ｒ

・
Ｔ

Ｓ
Ｉ
Ｉ

『
』
Ｒ

Ｌ
く

Ｌ
Ｍ
Ｌ
Ｕ
８

Ｌ
Ｍ
Ｌ
Ｕ
８

Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｉ

く
く
く
９
く
９

Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｏ

Ｕ
Ｒ
Ｒ

一
一
Ｅ

Ａ
Ｏ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｎ

Ｏ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ｎ
Ｈ
Ｌ

Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｓ
Ⅲ
Ｓ
Ⅶ

剛
０

Ｎ
Ｗ

一
一
Ｇ

Ｖ
Ｏ

１
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｏ

１
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｉ

Ｏ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
Ｅ

Ｏ
Ｅ
Ｏ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｕ
Ｒ

ｘ
－
Ｅ
Ｌ
Ｉ

Ｔ
１

Ｔ
Ｔ

２
Ｔ
Ｔ

Ｌ
く
Ｌ
Ｌ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｌ
Ｌ

Ｂ
一

一
Ｔ
Ａ
Ｕ

Ｎ
Ｎ

Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
１

Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｔ
Ｄ

Ｕ
認

一
Ｎ
Ｅ
（
ｕ

０
０

０
０

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ａ
Ｆ
Ａ
Ａ

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

０
０
０

Ａ
Ａ

Ｅ
Ｎ

Ｓ
一
Ｉ
Ｒ
Ｅ

Ｇ
Ｄ

Ｃ
Ｇ

Ｄ
Ｃ
Ｇ

Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ｗ
Ｇ
Ｎ
Ｇ
Ｎ

Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｃ
１
Ｃ
１

Ｒ
Ｅ

や
ハ

０
０

０
０

０
０

０
０

１
２

３
０

０
０

０
１

０
１

０
０

１
２

５
５
５

０
１

０
２

２
３

４
４

４
４
４
４

８
８

９
１

ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ
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基本共通領域内の配列名であるから，直接使用してよい。う°リントすべき数値

は，当然, INTDEF RALDEFの出力として得られる。

二つのWRITE命令文について独立のモジュールとした場合のう｡pグラム

例を，示しておいた。頁替の場合は，必ず，

CALL LINE(0)

によらなければならないことに，注意されたい。さらに頁替に先立って, HE-

ADERルーティンが呼ばれており， 見出しの変更が行なわれねばならない。

これらの点については後に示す例で詳述する。なお，スカラはフ･ログラム・デ

バックのために必要な場合が多いので，たとえ，前にエラーがあっても，強制

的に出力するようになっている。

5. WASP処理プログラムの作製

5.1 WASPサブシステムの共通情報領域

各サブシステムは基本共通領域の諸情報を利用する他，そのサブシステム特

有の共通領域をもっている。この共通領域は，レベルド･コモンで’各サブシ

ステムを通じて共通のレーベルをつける。このレーベル名は/ CMNTBL /と

定める。この処置によって，サブシステムが変わった時’記憶領域の重複なく

システムが稼動する。サブシステムの共通領域を，一時的に保存する必要があ

るときには，そのサブシステムに属する命令文を作製して，ユーザ側に保存．

回復を処理させるものとする(4) o

サブシステム用の共通領域を，基本共通領域に対して,副共通領域とよぶ。

WASPサブシステム用の副共通領域は’第5.1表に示すような内容をもつ。

WASPは，時系列データを処理するための手法群からなるサブシステムで

ある。副共通領域は，時系列データを取扱う場合，各手法を通じて必要になる

と考えられる共通情報を，取扱い易い形に整理し,配列したものである。その

内容は，変数名表，引数表，および，ワーキング・データ・領域の三者に大別

(4) WASP用共通領域のリストは，末尾のう○口グラム例を参照されたい。
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できる。

変数名表 WASPは実行に当って，ディスクに200系列までの時系列データ

を格納し，自動的に主記憶装置との間で転送しつつ分析を実施する。この他に

簡易データ・ベースをもち，標準的には600系列までの時系列データを常時利

用可能な状態に保存しうるようになっている。便宜上，実行時用の200系列分

のデータ・ファイルを，簡易データ・ベースと区別して，単に“データ・ファ

イル'，とよび，簡易データ・ベースも今後単に“データ・ベース”とよぶ。さ

らに，これら二つのファイルをまとめて“システム・データ・ファイル”とよ

ぶ。

データ・ファイルとデータ・ベースとは，プログラム構造的には同じ性質を

第5．1表 WASP COMMON /CMNTBL/

｜型名称および次元

FDNAME (608) E8

N F D A T A l 4

SNAME (200) E8

N D A T A l 4

機 能

データ・ベース上の時系列データ名

同上，登録個数

う。ログラムで定義された時系列データ名

同上，登録個数

命令文で使用の時系列データ情報

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ

Ｏ
０

０
０

０
０

０
Ｏ

Ｏ

２
２

２
２

２
２

２
２

２

〃
Ｉ
、

〃
１
１

／
Ｉ
、

／
Ｉ
、

／
Ｉ
、

Ｐ
Ｐ

か
り

０
０

０
０

２
２

２
２

１
１

１
１

く
く

く
く

時系列データ名

データ・ファイル上のレコード番号

データ・ファイルとの間の入出力指定

第1添数 タイム・ラグ指定

第2添数 2元配列の場合の列番号

実行用データ領域

同上，整時系列用

作業用データ領域（中間結果用）

同上，整時系列用

V N A M E E8

I4

I4

I4

I4

E4

l4

E4

V NO

l O R G

L A G

S U F

WO R K

＊l WO R K

D A T A

＊l D A T A ’4
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もっているが，主要な機能上の相異は，次の二点である。

1． データ・ファイルは1回のジョブ毎に，初期処理時に消去される。これに

対し，データ・ベースは，特別の命令によってでなければ消去されない。必

要な場合は，パスワードによって保護することができる。

2． データ・ファイルは, STEPS FOILの各命令文で，自由に，かつ自動的

に，データの取出し，書き込みができる。データ・ベースの場合，取り出し

はユーザが自由に行なうことができ，命令文の変数名の後に〔＠〕記号を書

くことにより，自由に参照しうるようになっている。これに対して，データ

・ベースへの書き込みは，データ・ベース命令文によらねば行なえないし，

必要な場合は，パスワードで保護することができる。

変数名表は，データ・ファイルおよびデータ・ベースに格納されている時系

列データの変数名を登録する領域[SNAME (200) , FDNAME (608) ] ,お

よび，そのおのおのに登録されている変数個数を示すレジスタ[NDATA ,

NFDATA]がある。SNAMEおよびFDNAMEの未登録部分はブランク消

去されており, FDNAME上で消去されたものは,0になっている。

引数表 STEPS FOILの命令文の翻訳とは，実行ルーティンに対する引数を

得ることを意味する。時系列データの変数名の翻訳は，後述するサブルーティ

ンREGによって行なわれるが，その翻訳結果は，ここに述べる引数表に格納

され，実行ルーティンに対しては，引数表の内容を引渡すことになる。命令文

に記載される変数名と引数表の各項目との関係は, REGの説明の際に詳述す

る。

ワーキング・データ領域 データ・ファイルおよびデータ・ベース上にあるデ

ータを，各実行ルーティンが直接参照するようになっていれば，実行ルーティ

ンが複雑になる上，既存のサブルーティンを組み込む場合に重要な障害になる

ことが予想される。WASPでは，データをファイルに格納することによっ

て，一つのジョブで，大量のデータを自由につかってフ･ログラミングを行なえ

る様にすると共に，各命令文に必要なデータは，ファイルから主記憶に自動転

送して，実行ルーティンに引渡すように設計されている。
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STEPS FOILの場合，時系列はすべて単精度で,1系列は120個までと

なっており，ワーキング・データ領域に20系列を格納できる。実数の系列は

WORK,整数の系列はIWORKというFORTRAN 変数名で参照できる。

さらに，中間結果用作業領域として, DATA(実数系列用), IDATA (整数系

列用）が取られている。

ファイルからワーキング．データ領域への転送は，サブルーティンGETに

より，引数表を参照して行なう。ワーキング・データ領域からデータ・ファイ

ルへの転送は，同じく引数表を参照して，サブルーティンPUTによってなさ

れる。

5．2 WASPサポート・パッケージ

WASPサブシステムにおける各命令文の翻訳実行を支援するサブルーティ

ンとして，次の三つのルーティンが，システムに組込まれている。

REG GET PUT

これらのルーティンと, BASICサポート・パッケージに含まれている各ルー

ティンとを利用して, WASP命令文の処理モジュールのう。ログラミングを行

なうものとする。REGは命令文にあらわれる時系列変数名の翻訳を行ない，

結果を引数表に出力する。GET, PUTは，引数表を参照しつつ，ワーキング

・データ領域とファイルとの間のデータ転送を分担する。

時系列変数名翻訳ルーティン

CALL REG(、S',FUNC,I0,ARGLOC,&ERROR)

このルーティンは, WASPサブシステムに属する命令文について，時系列

変数名の翻訳処理を行ない，結果を引数表に出力する。翻訳対象となる時系列

変数名は，基本共通領域の配例 BUFの，レジスタBUFSWで示される位

置，つまりBUF (BUFSW)以下に格納されているものと前提されている。

このルーティンによる処理終了後, BUFSWは，次に処理すべき要素のBUF

上の位置を指す。
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、S' l*4 ，′で囲んで文字Sを書く。

FUNC I*4 整定数で,0または1を書く。

IO I*4 整定数の0,1または2を書く。

ARGLOC I*4 翻訳結果を格納すべき引数表上の位置。

&E R ROR エラー発生時の飛先，文番号の前に[&]記号を

つけて示す。エラー･メッセージは内蔵している。

〔、s'] この部分には，指定の文字、S'を〔、′〕で囲んで書く。

[F UNC] 翻訳処理方法を指定する。整数Oまたは1のいずれかである。

=0 のとき，翻訳対象たる時系列名が既定義である〔既にこの命令文よ

り前の命令文で現われている〕とき以外はエラーとなる。翻訳対象

要素が定数または既定義のスカラーである場合には，次の引数IO

を調べて，その値が1または3のときは，全てがその値をとる系列

とみなす。IOの値が2のときはエラーとなる。

=I のとき，時系列名として既定義なら，そのまま翻訳処理を行なう。

定数または既定義のスカラー名の場合は,IOの値が,1または3

のときには，全てがそのスカラー値をとる時系列とみなして処理す

る｡2のときはエラーとなる。

未定義なら，次の引数IOの値が0または2のときは，その変数名

を新しく時系列名として登録・定義する。1または3のときはエラ

ーとなる。

[Io] 実行に必要なデータを一時的に格納するデータ領域 WORK と，

データ・ファイルまたはデータ・ベースとの間の入出力を指定。

=0 のとき, PUT/GETルーティンによる入出力は行なわない。

＝1 のとき, CALL GETによって，ファイルからWORK "､,デー

タが入力される。

＝2 のとき, CALL PUTによって, WORK にあるデータがファイル

へ出力される。

＝3 のとき, CALL GETによって入力が行なわれ, CALL PUTによ
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って出力が行なわれる。

時系列変数名には，添数を2元までつけることができる。いま，変数名を

X,第1添数をL,第2添数をMとすると，書き方には，次の3通りの場合が

あることになる。

X, X<L>, X<L,M>

添数は必ず，整数でなければならない。第1添数がタイム・ラグを示し，第2

添数が，2元の時系列データである場合の第2添数を示す。いま，上水道使用

量に関するデータが，大阪市23区に関して，23系列あり，その先頭には，大阪

全市の総使用量があるものとして，計24系列分のデータ全体にWATERとい

う名前をつけるとすると，命令文において，例えば，全市の総使用量について

のデータを使いたいときは，

WATER<0,1>

と書く。この際，第1添数のタイム・ラグの値の記入は，省略できない。

添数には，3個以内の整数間の，加減乗除巾を含む演算式を用いることがで

きる。ただし，（ ）は用いることができない。サブルーティンREGは，こ

れらの添数の翻訳処理をも含んでいる。

データ・ベース上にある変数名を参照したいときは，変数名の直後に〔＠〕

をつける。

X@, X@<L>, X@<L,M>

添数の規則は同じである。

データ・ベースに新しく変数名を定義したり，データを出力したりすること

は，特別の命令による以外は許されない。このため，変数名に〔＠〕記号がつ

けられているとき, FUNC=1および／または, 10=2, 3であればエラーと

なる。

実行用時系列データ入出力ルーティン

GET(IEXT)

PUT (IEXT)

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ａ
Ａ

Ｃ
Ｃ
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システム・データ・ファイルまたはデータ・ベース上のデータ領域と，内部

記憶上のデータ領域 WORK との間の，入出力を行なう。この二つのルーテ

ィンは，基本共通領域のBASIC表の情報と, WASP副共通領域の引数表と

の2種類の情報をつかって作動する。

GETルーティンが呼ばれると，引数表のIORGの値が調べられ，それが，

1または3のものについて，引数表上の位置に対応する WORK 上の列に対

して，ファイルから時系列データが転送される。転送されるデータ長は，基本

共通領域のBASIC表に記億されている有効日付[actual dating]による。こ

の値は, STEPS命令文の, BASIC DATINGおよびACTUAL DATING

によって定まる。WORK領域上の列に，先頭から，有効日付に対応する長さ

のデータが転送される。この際，第1添数の値によって，タイム・ラグの修正

が行なわれる。

引数表上のすべての変数について，この転送が実行される。

PUTルーティンが呼ばれたときは，同様にして, IORG欄が2または3で

あるすべての変数について, WORK領域からファイルへの，データ転送が行

なわれる。WORK領域には有効日付に対応するデータがあるので，これを基

準日付[basic dating]に対応する位置に変更し，基準日付中の有効日付外の

値と編集して後，ファイルへの転送が行なわれる。

GET, PUT ルーティンは，第1添数によるタイム．ラグ修正を行なうと

共に，延長〔外挿〕予測を行なう手法に対応して，有効日付より広い範囲のデ

ータを転送することができる。この延長個数はIEXTで与える。IEXTは0

または正の整数で，有効日付にこの延長個数を加えた値が基準日付を超えては

ならない。

命令文の中には，最大個数のきまった2群またはそれ以上のグループ化され

た時系列データ間に，ある種の処理を施す，といった性質のものがある。たと

えば，多数の系列相互間の単相関を一時に求めるための命令文，

PEARSON CORRELATION(S1,S2,－－－, S8)

WITH(S9,S10,－－－,S20) :
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について，フ･リントする場合，横に8個程度の数値を印字すると適当な間隔と

なるので，横8系列，縦12系列，合計20系列分相互間について，単相関係数を

求め，プリントするものと定める。この場合，8および12は最大個数であり，

常にこれだけの個数が要求されるとは限らない。

WORKには，前8系列，後12系列に，それぞれ命令文中WITHで区切ら

れた前後に指示される変数を入れるとする。

PEARSON CORRELATION(A,B,C)WITH

(X,Y,Z) :

という命令文があった場合，引数表の1～3列と9～11列とにわかれて，翻訳

結果を入れることになり，4～8列は空欄となる。

ここで特に注意すべきは, PUT, GETルーティンは, VNAME 欄がスペ

－スであることを判別すれば処理を終了する，ということである。このままで

は,A, B,Cに対応するデータは転送されるが,X,Y, Z,に対応するデ

ータは転送されない。この点を回避するため, VNAME (4)から VNAME

(8)までに,0を入れる処置をとらねばならない。

5.3 WASPサポート・パッケージの機能

WASP副共通領域における引数表は，第5.1図のようになっている。

1 2
20〃

V N A M E

V N O

l O R G

L A G

S U F

’’１
一

第5．1図 引 数 表 の 構 造

命令文の翻訳開始時に，引数表は自動的に初期化され, VNAME欄はすべ

てブランクが入れられ, SUFの欄は1が，その他の欄には0が入れられる。
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いま，命令文中に次のような文があるとしよう。この文中,X,Y, Zは，

すべて時系列変数名の来るべき位置に書かれているものとする。

....., X<-1>, Y@<0,3>, Z.…．
↑ ↑ ↑ ↑ ↑
① ② ③ ④ ⑤

BUFSW に，命令文中の処理すべき要素位置が指示されているが，これは現

在①を指しているものとする。なお,Yはデータ・ベースの第30番目のレコー

ドとして登録されており,Zはデータ・ファイルの第18番のレコードに登録さ

れているものとする。データ・ファイルには現在27系列が登録されているが，

その中にはXという名の系列はないと考える。

この状態で，次のようなプロク、ラムが実行されたとしよう。

CALL REG(、S',1,2,1,&900)

CALL REG(、S',0,1,2,&900)

CALL REG(、S',0,1,3,&900)

最初のREGルーティンで, FUNC=1であるから,Xがデータ・ファイル

に登録されているか－SNAME上にXという名前があるか，否かが走査さ

れ，この場合存在しないので，第28番目に登録される。IO=2で，この時系列

は，この手法の実行結果として，データ・ファイルに書き込まれる予定のもの

と判断される。このIO指示およびタイム・ラグ指定<-1>を含め, ARG-

LOC=1であるから，翻訳結果は引数表の第1列に入る。この処理が終ると，

BUFSWは次に処理すべき要素の位置②を指す。

②の要素〔，〕の処理〔これは通常, CALL SEP (、, ',*)である〕が行

なわれて, BUFSW が③の位置を指している状態で，次の REG が実行さ

れると，変数名の次の〔＠〕記号によって, FDNAME 上にYという名の変

数があるか走査される。それが見当ると，その番号30に200が加えられて，

VNO=230となる。

データ・ファイルとデータ・ベースとは，ディスク上で連続しており，同じ

データ・セットに属している。このファイルの最初の200レコードが，データ
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・ファイル用で, 201レコード以下がデータ・ベース用になる。タイム・ラ

グ，および第2添数が処理され，引数表への書き込みが終ると, BUFSW は

④の位置を指す，以下同様である。

こうして翻訳処理プログラムが処理を終った状態で，引数表の1，2，3列

の内容は，第5．2図に示す状態になっている。まず, VNAME 欄には変数名

がそのまま入り，実行時出力でこれをA8でリストすることにより，変数名

を，リストに使用して，結果をわかり易くできる。VNO には，対応する変

数の，システム・データ・ファイル上のレコード番号が入り, IORG には，

REGルーティンの引数に示されたIO 指定番号が入れられる。添数は，もし

演算式で与えられていれば，翻訳〔＝実行〕時における値が計算され, LAG

欄, SUF欄にそれぞれ入れられる。

1 2 3

X I Y Z

281,301」8

V N A M E Z

V N O

l O R G

L A G

S U F

２
１

止
叫

１
’
０

／

1'’31』
1

第5．2図

翻訳が終了し，この命令文にも，また既に処理されたどの命令文にもエラー

がなければ，実行に移る。

実行用のプログラムは, CALL GETで始める。これによってIORGの値

が1または3のもの，先の例では,YおよびZが，それぞれ，所要の修正を施

されて, WORKの第2列および第3列に入る。第5.3図に引数表とWORK

との対応関係を示した。

この次に，実行用のサブルーティンを呼び，所要の手法を実行する。出力す

べき時系列Xは, WORKの第1列に入れる。
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最後に, CALL PUT (IEXT)があって, WORK第1列が，システム・

データ・ファイルに転送され，命令文の処理は完了する。

’
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Ｒ
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Ｆ
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Ｎ
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Ｕ
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Ｖ
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Ｌ
Ｓ

二二'二二二

＝'二二
一一7

■■■ -- -

WO R K

～

第5．3図

5.4 WASP命令文の処理プログラム例

WASPサブシステムに属する命令文について，いくつかのフ･ログラム例を

示しておく。

WASPに属する命令文は，その構成要素中に必ず，時系列データ名を含む

が，同時に，パラメータその他として，整数または実数その他の, BASICサ

ブシステムで対象とした諸要素を含む場合が殆んどである。従って, BASIC

サポート・パッケージに含まれる諸ルーティンは, WASPサブシステムに属

する命令文の処理プログラムにおいても使用される。

EXAMPLE 3．

MOVING AVERAGE,S1=S2(1):

この命令文は，時系列S2にI期の移動平均を施し，平滑化された系列を，

S1に入れる。対応する実行ルーティンとして，次のサブルーティン MV が

あり，これを利用するものとする。

移動平均ルーティン
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CALL MV(N,X,Y,I)

N I*4 X,Yの観測個数

X R*4 原系列

Y R*4 平滑化系列

l*4 移動平均期間

このサブルーティンが呼ばれると,N個の観測値から成る時系列データXに

ついて,I期の移動平均が施され，その結果として得られる平滑化された系列

がYに入れられる。移動平均によって，時系列Xの両端から(I/2)個ずつ

の観測値が減少するが，この部分は順次，移動平均期間を短縮することによっ

て埋められ,YにもN個の観測値が入れられている。

システム・モニタの機能によって，命令部の終りの〔，〕までは自動的に処

理されているので，この命令の処理ルーティンとしては，第5．2表に示す七つ

の要素を処理すればよい。S1, S2には，添数やデータ・バンク記号が付さ

れている場合もありうるし,Iも配列の要素が取られていることがある。処理

ルーティンが呼び出された時点で, BUFSW の内容は，先頭の要素S1の先

頭位置を自動的に指示している。

まず，命令表を調べて，この処理ルーティンに割当てられているサブルーテ

ィン名を得る。これは一般に 第5．2表

WAS P××

となっている。××は，2桁の整数で示される。

つづいて, BASIC COMMON のデックと, WASP

COMMON のデックとを挿入して，う。ログラミングに

入る（節の終りに掲げたう。ログラムを参照されたい)。

第1要素 S1は，文番号1のステートメントで処理

される。REGルーティンの引数は, FUNC=1, 10=2,

ARGLOC = 1であるが，このS1は平滑化された結果

1

2

3

4

5

6

7

S1

＝E＝

S2

（

I

）
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を格納するのであるから，時系列名が未定義なら，新しく定義してもよく，か

つ，この時系列は，データ・ファイルに対して出力され，以後の命令文のため

に保存すべきものであり，引数表の第1列に翻訳結果を入れる，等々が，この

ステートメントで指定される。

第2要素 〔＝〕は，単に正しく記入されているか否かをチェックすればよ

い。第1要素の後に〔＝〕が書かれていなければ，何かの記入間違いがあった

とみなせばよい。

第3要素 S2は，文番号3のステートメントで処理する。S2は原系列で

あり，当然この命令文以前に，システム・データ・ファイルに入力されていな

ければならない。つまり，既定義でないときはエラーである。この命令文にと

って,S2は，システム・データ・ファイルから入力すべきデータであり，翻

訳結果は引数表の第2列に入れる。

第4要素 〔（〕も，第2要素〔＝〕と同じく，記入が正しくなされている

かをチェックすればよい。

第5要素 Iは，整数または整定数で与えられる。これを翻訳するには，

I NTDEF ルーティンを呼ぶ。その第1引数には定義表上の位置が与えられる

が，これは，この場合，必要ではない。第2引数に，この時点における値が得

られるので，これを実行時に移動平均期間として使用する。INTDEFは，整

数名が未定義であれば，自動的に定義してしまうが，この場合には値はOであ

り，文番号8のステートメントでチェックされるので差支えない。

第6要素〔）〕および第7要素 〔：〕すなわち文の終了記号をチェックし

て翻訳は終了する。最後に，2期や1期，または0期以下の移動平均はあり得

ないし，観測個数に等しいか，または，それ以上の期にわたる移動平均もあり

得ないので，この点をチェックしておく。

この命令文で翻訳過程に文法上のエラーが発見されれば，当然文番号800以

下のエラー・メッセージに飛び，実行はされない。しかし，この文の翻訳にエ

ラーが発見されなくても，先行する命令文ですでに何等かのエラーが出ていれ

ば，実行によって困った結果が生じるかも知れない。この場合は，翻訳だけ行
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なって，実行はスキップ･しなければならない。このため，翻訳終了時に，文番

号9のように, EPSKIPルーティンを呼んでおく。

MOVING AVERAGE,EST=X(12):

という命令文について, EST およびXという時系列名が，それぞれ，データ

・ファイルの7番目および15番目に登録されていたとすると，この命令文の翻

訳によって，引数表の内容は，第5．3表のようになる。

実行に移ると，最初にGETルーティ 第5.3表

ンが呼ばれる。これによりS2に対応
V N A M E

するデータが，データ・ファイルから
V N O

WORKの第2列目に転送されるo
I O R G

実行ルーティン MVの第1引数は観
L~A G

測個数であるが，これは基本共通領域の
S U F

中のNODATAに記憶されている。

WORKの第2列に転送してあるデータを用い,I｣

ESil X
7115

’’1’

←'二

WORKの第2列に転送してあるデータを用い,1期の移動平均を行なって，

結果をWORKの第1列に格納する。

最後にPUTルーティンを呼ぶ。延長の必要はない。これによって,WO

RKの第1列のデータが,S1に対応するデータ・ファイル上のレコードに転

送される。

適切なエラー・メッセージを準備して，プログラミングは完了する。

EXAMPLE 4.

COMPARE GRAPH(1)S1,S2,:

WASPサブ・システムの翻訳・実行プログラムの他の例としてこの命令文

を取りあげる。これは二つの時系列の値とグラフとを打出す命令文で，原系列

と，その理論値とを比較することを目的とする。2系列の単相関係数および残

差もフ･リントされる。出力範囲は，別の命令文ACTUAL DATING によっ

て指定されるが，時系列S1については，延長期間Iを指定してS2よりも長

い期間について出力できる。Iを省略するときは, I=0とみなされる。

対応する実行用ルーティンとして，次のサブルーティンがあるものとする。
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比較グラフ

CALL CMPARE(N,IEXT,DATE,Y,YNAME,

LAGY,SUFY,X,XNAME,LAGX,SUFX)

l*4 観測個数

l*4 延長個数(YはN + IEXT個を出力）

l*4 2元配列(2, *)前に年，後に期

R*4 理論値系列および原系列

R*8 XおよびYの変数名

l*4 XおよびYに付けられるタイム・ラクﾞ

l*4 XおよびYの添数

SUFはリスト用であって，データに影響しない）

N

l E X T

D A T E

Y,X

YNAME , XNAME

LAGY, LAGX

SUFY,SUFX

（但し, LAGおよび

この翻訳実行プログラムには, WASPサブ・システムの9番目のモジュー

ルが割当てられるものとし，サブルーティン名はWASPO9とする。BASIC

用COMMON,および, WASP用LABELD COMMONのカード・ディッ

クをプログラムの始めに挿入しなければならない。

翻訳に入る段階で, BUFSW は先頭要素である[(]か，または延長個数

の記入が省略されていれば,Slかを指しているはずである。まず

CALL SEP(、(', &200)

によって，最初の要素が〔（〕かどうかを調べる｡ [(]でなければ命令文番

号200へ飛んで，時系列変数名S1の翻訳に移るが, [(]であれば，次の要

素は整数の筈であり，

CALL INTDEF(L,IEXT,&210)

によって，その値を求める。 値はIEXTに入る。定義表上の位置Lは，今は

必要ではない。次に〔）〕が来るが，これは, SEPルーティンによって確認

される。

次いで，二つの時系列変数名がつづいている。

CALL REG(、S',0,1,L,&820)
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によって処理することができるが，これらの変数は既に与えられていなければ

グラフに出力できないのだから, FUNC=0,データ・ファイルから，入力さ

れねばならないのであるから, IO=1,そして翻訳結果は引数表の1番目およ

び2番目に入れられる。

以上で翻訳は終りで，命令文にはこれ以上の要素はない規約である。

CALL SEP(、:', &200)

によって命令文終了記号を調べておく。

これに続いて実行用プログラムが来るが，その前に，

CALL ERSKIP(&900)

によって，既にエラーが発生していた場合には，実行をスキップする処置をし

ておく。

実行には，必要なデータを作業領域に，データ・ファイルから転送せねばな

らない。これに必要な情報はREGによって得られており，

CALL GET

によって転送が行なわれる。適当な出力用の表題を定めて，頁替を行なうと，

後は，サブルーティンCMPAREをCALL すればよい。この場合，観測個

数Nは基本共通領域のBASIC ( 2, 2)に与えられており，延長個数がすでに

INTDEFによってIEXTに与えられている他は，必要な引数はすべてWASP

共通領域にある引数表を参照すればよい。

以上でプログラムは終り，文法エラーの検出された場合について，エラー・

メッセージをそれぞれ作製しておく。

E X A M P L E 5．

STATISTICS,S,KEY1 1N E1,．．．．．．．．．． ，

KEY10 IN E10:

この例では，キイ・ワードの処理，配列の処理等を例示する。この命令文は

データSについて，合計(SUM) ,平均(AVE) ,平均偏差(DEV) ,残差平方

和(SS) ,分散(VAR) ,標準偏差(SD) ,歪度(SKEW) ,尖度(KURT)と，

最大値(MAX) ,最小値(MIN)を求め，度数分布図と共にプリントする。こ
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れらの値を，後に続くう｡ログラム中で使用したいときは，

MAX IN A, MIN IN B:

のように，上記の（）内のキイ・ワードを使って，格納場所,A, B,を指

定すれば，その位置に格納する。すべての値，または，殆んどの値を後で使う

のなら，一括して，

PARAM IN C:

とする。PARAM はキイ・ワードであり,Cは，宣言された1次元実配列で

ある。

この命令文の実行ルーティンとして，次のサブルーティンがあるものとし，

統計値の計算，表示を行ない，度数分布図を適宣の級間隔を設定して，フ･リン

トするものとする。

初等統計

SUBROUTINE STATISTICS(N,X,XNAME,

LAG,SUF, PARAM)

N I*4 データ個数

X R*4 N個の1元配列，観測データ

xNAME R*8 Xの名称

LAG I*4 タイム・ラグ 出力用

SUF I*4 添 数 出力用

PARAM R*4 10個の1元配列，統計値が出力される

(LAG, SUFはプリント用であって，データには影響しない）

作業領域として, STAT (10), ISTO (10)を確保する。STATには計算さ

れた統計値が入り, ISTOには，命令文で指定された場合，統計値を格納すべ

き，実数定義表上の位置が登録される。これらにまず，初期値としてOを入れ

る。全パラメータの保存を指定された場合には, LOCに，その保存位置につ

いての情報が入る。指定されないときは, LOC=0である。キイ・ワードは

DATA文を用いて，プログラム中に準備する。
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STAT（1）＝ 0．0

ｺ』00 1STD（1）＝ 0

LDC ＝ O

CALL REG（0s1，09L9]』78810）

CALL SEP（09 9，8300）

D0コ』501＝｡』?｡』o

CALL SEP（U N Iザ6820）

IF（BUF（BSN）．EQ･KEYWD）GO TO200
DO。』1｣0 J＝.』7ｺ』O

IF (IBUF(29BSN)．EQ･KEY（J））GO T0コ』20
J｡』O CONTINUE

GO TD 830

1ZO B5H ＝、BSN＋]」

CALL SEP（0 路 078800）

CALL RALDEF (ISTO(J)7 V9 8840)
CALL SEP。（’ 7 Iヮ8300）

ユ50CONTINUE

GO TO 850

200BSN ＝ BSN＋1

CALL SEP（0 ％ 0ヮ8800）

CALL ARRAY（］OTLDC，8900）

300CALL SEP（0 ： D788001
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． 、．～.'
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C

C EXECUTION

C

CALL HEADER（OELENENTALY STATXSTICS a o）

CALL LINE《0））

CALL GET

C

CALL STATIS（BASIC（2ゥ2）ザ

。』 MORK(]j9]J)9VNAME(]｣)7LAG(1J)fSUF(I｣)7 STAT)
戸

し

IF（LOC･NE．O）GO TO350

C

DO320I＝]』，｡』O

IF（ISTO（1）．EQ．O）GO TO320

K ＝ ISTD（1）

RALVL（K）＝STAT（1）

320 CDNTINUE

GO TO 900

C

35C CALL RALVAL（LOCf STAT7Zo）

C

90c RETURN

C

C 一一一一一 ERRDRHESSACE 一一一---.一一一一一一一‘一一一一一一亀.‘－

C

80G CALL SERROR （6900p1STATISo．

］』 ’ ILLEAGAL SEPARATEn a d）

END

まず，対象となる系列データ名が, REG を用いて翻訳される。この次には

〔，〕が来るか，単に，統計値および度数分布図をプリントするだけで十分な

ら，終了記号が来ることになる。

CALL SEP(、,',&300)

によって，この判別が行なわれる。命令文300には終了記号の判別がある。

最大10個のキイ・ワードによって，統計値の保存が指定される場合がありう

るので，10回のルーフ･を準備し，終了記号が来れば，途中でループから脱け出

すよう，う｡ログラミングを行なう。

保存指定は，キイ・ワード，区切り語，実スカラ名の組合わせであり，キイ

・ワードが PARAM なら，実スカラ名の代りに，実配列名が害かれる。ま

ず，単語が組合わせの先頭にあるかどうかを調べ，単語なら，キイ・ワード表

を走査する。キイ・ワードがみつかれば，それがPARAMの場合は別処理と

し，その他の場合は, BUFSW が変化していないから，修正して後に，次に



現代情報システムの研究110

区切り語があるかどうかを調べる。あれば，その次の要素は実スカラ名の筈で

ある。

CALL RALDEF(ISTO(J),V,&840)

によって，実数定義表上の位置を求め, ISTOのキイ・ワードに対応する場所

に入れる。この場合には，処理時点における値は，不必要である。この繰返し

によって，保存指定の翻訳は，終了記号の来るまで続行される。このプログラ

ムでは，保存指定はどの順番で書いてもかまわない。

キイ・ワードがPARAMであった時は，文番号200に分岐して，配列名の

処理に移る。

CALL ARRAY(10,LOC,&900)

によって，書かれた配列名が10個の要素を含みうるかが渦くられ，その先頭位

置がLOCに記入される。

以上で，終了記号の検出に移り，翻訳は終了する。

実行に移ると，見出しの設定，頁替え，データ転送を行なって後，実行用の

サブルーティンが CATJ される。統計値は, STATに所定の順番で出力さ

れる。

キイ・ワードPARAM が指示されていなければ, LOC=0である。この

場合は, ISTO"Oでないか調べ,0でなければ，対応する値を, RALVLに

格納してゆく。指定されていないときはISTO=0によってスキップする。

PARAM が指定されているときは，

CALL RALVAL(LOC,STAT,10)

によって, STATに出力された10個の値が, RALVL (LOC)以降に転送さ

れることになる。

これで，翻訳および実行は終了し，以下，エラーの場合に対応して，それぞ

れ適切なエラー・メッセージを付けることとしてフ･ログラムは終了する。

EXAMPLE 6.

LEAST SQUARES METHOD,[(IEXT)]

S1=S2 (S3,S4,…．.,S20)[,COEF INR1]
[,TVAL IN R2][,PARAM IN R3]:



STEPS FOILの構造 111

複雑な処理ルーティンの作製例として，最小自乗法の命令文のう。pグラムに

ついて説明しておく。付録に全プログラムを掲げたので参照されたい。この命

令文は，定数項ないし最小自乗法の命令文と，翻訳ルーティン，実行ルーティ

ンとも共用しており，エントリ番号によって区別されている。さらに，最小自

乗法の計算に付随して，いくつかの付属機能があり，命令文に書くことによっ

てそれらを利用しうる。

この命令文では，説明変数が所要の期間存在する場合には，それと，推定結

果とを用いて，外挿予測ができるようになっている。その外挿期間をIEXT

とし，文のはじめに（）で囲んで示す。もし必要がなければ，この部分は省

略してよい。

S1には,S2以下によって推定された結果に基づくS2の理論値が入る。

S2は従属変数であり,S3以下の独立変数によって説明されるものとする。

独立変数は18個まで指定できる。指定の結果得られる統計値は，もし必要なら

ば保管して，以後のフ･ログラミングにおいて使用することができる。係数の推

定値，係数ごとのt-統計量，およびその他の統計量と分けて指定する。この

指定も必要がないなら書かなくてもよい。統計値はいずれも，1元の実配列に

なるので，格納すべき場所は，あらかじめ宣言されていなければならないもの

とする（現在登録されているう。ログラムでは，未定義の場合は適当な大きさの

実配列を定義するようになっている。この処理は，場合によっては混乱を生じ

る可能性があるので，翻訳ルーティン・パッケージには含めていない)。

さて，翻訳過程において，次のような命令文があったとしよう。

100/LEAST SQUARES METHOD,(5)

CEST=C(Y,L<-1>,)COEF IN CF:

この命令文は，分解されて第5．4表の様な形で, BUFに格納されている筈で

あり, BSW の値は,7となっている筈である。

最小自乗法の命令は，システム内では, WASP O6というセグメントに対応

するものと定める。プログラミングに当っては, BASIC用のコモン・カード

と, WASP用のコモン・カードとを準備しなければならないのは，前と同様
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である。

コモンの他に若干の作業領域を必要とする。STOREには，統計量保存の指

定がなされたとき，保存すべき場所が登録される。この場所は, RALVL 上

の位置を指している。係数とそのT-値，および，その他の統計量を，最小自

乗法のサブルーティンが受取って，一時的に格納する場所も必要で, COEF,

TVAL, PARAM が，各最大予定個数分の領域を確保される。どの統計量を

必要とするかの指定は，キイ・ワードでなされるので，それを判別するため，

キイ・ワードを3個, KEYに準備しておく。例のう｡pグラム中, ISUFにつ

いては若干の断わりを必要とする。保有している最小自乗法のルーティンは，

各変数毎の添数に関する情報を，引数として入力するよう作製されており，そ

の形も指定されている。STEPSにおいては，添数は2

次元までであるが，このルーティンを使用するため， 第5．4表

B S W B U F

ISUF は｣眺亜じ11-･の夫些式l〆附員れァぃスー ：-.--‘一 ．‐ISUFは必要以上の大きさに取られている。

翻訳に入って，独立変数の数N,および，外挿期間

IEXTは，最初0とする。パラメータの格納先STORE

も0である。この例題では，命令部の次にコンマ〔，〕

を書いておいたが，記述部の始めが特殊記号〔この場合

は（〕である時には，このコンマは書いても害かなくて

もよい。STEPSは，最初に処理すべき要素[(]の位

置をBSWに置く。

延長期間の記入はなくてもよい規約であるが，これは

最初の要素が〔（〕であるか否かできまる。〔（〕でな

ければ, IEXT=0のままで処理が進む。最初が[(]

であれば，（ ）で囲んで中に整数で延長期間が指定さ

れている。以上の処理が，次のう。ロク÷ラムで行なわれ，

文番号70から，理論値S1の翻訳に移る。2000番以後の

文番号をつけて，エラー・メッセージが書かれているも

のとする。RETURN命令文は，文番号5000がつけられ
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ている。

CALL SEP(、(', &70)

CALL INTDEF(L,IEXT,&2400)

CALL SEP(、) ',&2100)

例示した分解表において, BSWの内容は10となっている。CEST,および

その次に示される時系列C,[一般的にはS1およびS2]は，引数表の1番

目および2番目に翻訳結果を格納するものとする。この場合，理論値 CEST

はこれから計算される系列であるから，既定義でなくてもよいが，従属変数c

は，必ず，この命令文以前に，値が読みこまれていなければならない。

70 CALL REG(、S',1,2,1 ,&5000)

CALL SEP(!='&2000)

CALL REG(E',0,1,2,&5000)

二つの系列の間には〔＝〕が書かれていなければならない。

以上の過程を通じて, BSWの内容は，サブルーティン, SEP, INTDEF,

および REG によって自動的に修正されてゆくので，考盧する必要なしに，

常に次に処理する要素の位置が指示される。

独立変数の個数は，18個以内で定まってはいない。したがって処理中の命令

文に何個の独立変数が害かれていたかをカウントする要がある。これをNで行

なうこととする。独立変数を書き始める前に〔（〕を置く規約であり，これを

検査して，独立変数の処理をくりかえす。

CALL SEP(、(', &2100)

DO 100 I=3,20

cALL REG(、s',0,1,I,&5000)

N=N+ 1

CALL SEP(、,', &200)

100 CONTINUE

GO TO 2500

各独立変数の後には，必ず〔，〕がある筈で，それがなければ，独立変数の記

入が終り，〔）〕でくくられていなければならない。REGのルーティンは，

添数をも含めて処理するので，例示における

Y,L<－1>
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の二つの型の独立変数を，区別して取扱う必要はない。各独立変数の翻訳結果

は，引数表の3番目以降に，個数をカウントしつつ格納される。18個以上の独

立変数が指定された場合は，引数表の制限を超えるので，当然エラーとして処

理する。18個以内の場合は〔（〕でくくられていることを確かめて，以下の処

理に移る。

200 CALL SEP(、)', &2100)

CALL SEP(、,', &3000)

〔（〕の次に〔，〕があれば，命令文はまだ続いており，統計量の保存が指

定されているものとみなす。〔，〕がなければ，命令文は終りであり，文番号

300の終了記号の確認に移る。

統計量の保存指定は，必要なものだけ行なえばよく，また，どの順序で行な

ってもよい。このためには，

<KEYWORD><IN><LOCAT ION><,>

の形の要素の組合わせを，3回くりかえして，チェックすればよい。始めのキ

イ・ワードは単語であるから，まず単語であることを確かめ，それと同じ単語

が，キイ・ワード表[KEY (3) ]にあるかをさがす。あれば, STOREの該当

位置に格納するが，この間, BSW は調整されていない。文番号230におい

て, BSW の修整を行なってから，区切り語1Nを判別する。次いで，必要個

数の統計量を保存する場所が確保されているかどうか，翻訳ルーティン AR-

RAYを用いて確かめる。必要個数は, COEFおよびTVAL の場合は，定

数項の分を含め，独立変数の個数Nに1を加えたものである（定数項なしの場

合も，定数項に対応する先頭位置の値が0となり，この関係は変わらない)｡

その他の統計量の場合は,10個の統計量が所定の順序で格納されて，一括転送

されている。要素の組合わせの最後は〔，〕であり，コンマでなければ，それ

以上の記入はなされていない筈である。以上をプログラム化すると次のように

なる。

210 DO 250 I=1,3

CALL SEP(、W',&2600)

DO 220 K=1,3
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I F (BUF (BSW)．EQ.KEY(K) )GO

+ TO 230

220 CONTINUE

GO TO 2600

C

230 BSW=BSW+1

CALL SEP((、%', &21 00)

N N=N+ 1

I F(K・EQ.3) NN=10

C

CALL ARRAY(NN,STORE(K),&5000)

C

CALL SEP(、,', &300)

250 CONTINUE

以上で，後は終了記号をチェックすれば，翻訳は終了する。実行ルーティン

の結合は，示していないが，統計量を保存するための実行ルーティンだけを示

すと，次のようになる。

NN=N+ 1

1 F (STORE (1)．EQ．0)GO TO 610

CALL RALVAL(STORE(1),COEF,NN)

C

610 IF(STORE(2).EQ．0)GO TO 620

CALL RALVAL(STORE(2),TVAL,NN)

C

620 IF(STORE(3)．EQ．0)GO TO 5000

CALL RALVAL(STORE(3),PARAM,

+ 10)

GO TO 5000
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6． 付 録

APPENDIX 1 .および2.には，やや複雑なう。ロク．ラム例として，乱数発生

命令文，および最小自乗法命令文について，現在WASPに格納されているう｡

ロク＄ラムを掲げておいた。なお, COMMON カード・ディックについても，

この例を参照されたい。

APPENDIX 3 .には, WASPサブ・システムの命令文表の一部を掲げた。

この命令文表は，

LIBRARIAN START #1,WASP:

によって得られる。命令文を追加するときは，まずこの表を出力して，使用さ

れていないモジュールを調べねばならない。

APPENDIX 4 .には, HITAC 8250 NDOS, XLNKEDTによるシステム

編集プログラムを例示した。プログラムを追加するときは，前記の命令文表に

よって，追加するモジュールを決定し，このう。ログラムの該当箇所に，実行用

サブルーティンのためのINCLUDE文を追加する。翻訳・実行プログラム，

および，実行用サブルーティンをコンパイラによって翻訳し，ライブラリに登

録して後，このリンケージ・エディタのう。ログラムを実行すれば，システムは

編集される。DOSの場合は，オブジェクト・モジュール・ライブラリが，シ

ステム拡充のために提供される。

APPENDIX 5 .には, HITAC 8250 NDOS用の実行用ジョブ・制御プロ

グラムを示す。カタログしない場合は，これに準ずるカード・ディックを編成

しなければならない。

APPENDI X 6 .には, STEPS FOIL によるう。口グラム例を示した。命令

文の書き方は，融通性に富んでおり，多様に書き分けることができるが，この

特性が理解できるよう，プログラミングされている。
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APPENDIX 1.

ｃ
ｃ

Ｃ
に
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

SU8ROUTINE WA5P15

RANDAM NUMBFR6ENERATION

GENERATE NUMBER,KEYDRESULT( INY ppARA19PARA?) :

6FNERATE NUMBER(KEY)RESULT( INI 9PARA19PARA2) :

IMPLICI T INTEGER（A － T）
－ ■■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 － 一 一 一 ー 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■■ 一 一 一 ＝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

STEPS FOI L COHMON ／ / 《NpNITOR）
一 一 一 一 一 ■■ 一 一 一 ー 一 一 ＝ 一 一 一 一 一 ■■ ーq■■ 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ■■ 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

CnMMON ／ ／

8 CuTBUF. , INTNM , LRLNM D RALNM D sPC8
◆ p SYSNM

4 D BASTC 9 DATE 9 INTVL D LBLLC o MDDE

十 ， RALVL p Sw

2 ， HEAD

1 9 8UFSW , CMDNO , CNTL2 9 COL D ENDSM

+ 9 ERR 9 ERRSW , INTR6 9 LBLRG p LINENO

+ 7 MAPR6 9 MAPSN 9 PAGE D RALRG o SYSNO(2)
＋ D SYSRG

1 9 CMMA D ECODE , EDMRK1 1 EDMRK2 0 GTCoDE

+ , ICODE D KAKKO1 9 KAKKO2 , LTCDDE p SHARP
今 D SLASH
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REAL M8 BIIF(100), CUTRUF(140) 9 EMD（3）

1 , INTNM(100) , LBLNM(50) 9 RALNM(300)

？ p SPC8 ， SYSNM（2）

REAL #<4 FBUF(2,100), RALVL(300) , RA.LNM4(29300)

INTE6ERﾂｷ4 RASIC(2,10)9 CMD4(2,3) 9 DATE(29120)
1 9 1BUF（29100） 9，ICUT8F（？，140）p1NTNM4（2，100〉

2 , INTvL(100) , LBLNM4(2950) , LRLLC(50)

3 D MODE（4） 9 5N（40）
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？ ， （ICUTRF（1，1），CARDNC），（ICUTBF〈？、1）ヲCUTNO9CUTSN）
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9 9 （ENnSN9FNTRY），（BASIC（2，2）DNODATA），〈FNTRY2DCMD2（3
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〔

9 9 （ENnSN9FNTRY），（BASIC（2，2）DNODATA），〈FNTRY2DCMD2（393））
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CALB-.SEP (' ( '9 8110)

110CALL T8LOOK（BUF（BSN）， KEYNn96，N）

IF（N･EQo O) CALL SERROR (890009 IGENERATF 9 ,
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BSW＝BSN＋l

CALL SEP (0 ) '7 8115)
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APPENDIX 2．

SUBROUTINF MASPO6

F C I L LEAST SQUARES METHOD

IMPLICIT INTEGER (A - T)
－－－－4．．－－一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■■■一一一一■■一一■Ⅱ■－－■■一－一一一一ー~

STEPS FOIL COMMON ノ ノ (MONITOR)
一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■'一一■■■■一＝一■■－－－－一■■一一■■,－－－－一■■ーﾛ■■－■■｡■■－－■■■■ー一一ー

CnMMON / /

R CUTPUF D INTNM D LRLNM D RALNM D SPC8
＋ シ SYSNN

4 , BASIC 9 DATE 9 1NTVL , LRLLC D MODE
+ 9 RALVL ' SW

？ p HFAD

1 , BIJFsw ' CIwDNO , CNTL2 D COL D ENDsW
+ , ERR D ERRSN 9 1NTRG 9 LRLRG D LINENO
+ D MAPR6 9 MAPSN 9 PAGE p RALRG D SYSNO(2)
十 ， SYSR6

1 9 CMMA D E(BODE , EDMRK1 9 EDNRK2 9 6TEODE
＋ ，ICODE フ KAKKO1 , KAKKO2 9 LTCODE D SHARP
＋ ， SLASH

一一一一一一■■一＝一－一一■■－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■'一一一－一一一一一一一一.■■■I■←一

RFAL M8 8uF(100)D CuTRUF(140) , CND(3)
1 , INTNM(100) , LRLNM(50) D RALNM(3'00)
2 , 5pC8 9 SYSNM(2)

REAL x4 EBUF(2,100)9 RALVL(300) 9 RムLNM4(2,300 )

INTEGFR144 RASIC(2,10)9 CMD4(293) , DATF(2,120)
1－ シIRUF（？，100） D 1CUTBF（'7140）ゥINTNM4（29100）
？ ， INTVL（100） ， LRLNM4【2950） ， LBLLC（50）
3 , MODE(4) ' SW(40)

I MTEGFR1f2RASICP（4ヮ10），CARD（40） ， CMO2（4，3）
]. , CnLk'D(100) 9 HFAD(32,2) 9 JRUF(4,100)
2 , JCUTBF(49140) ' SPC2

EnUIVALFNCE (CUTBUF(1) D ICUTBF(1) D JCIJTRF(1) )
1 9 ((EUTBuF(16), RUF(1), EBUF(1), IRUF(1)9 JBUF(1))
2 9 (ICI_ITBF(191),CARDNO)9 (ICUTBF(291)9 CUTNOD CUTSN)
3 , (ICIJTRF(1'2), NXTBSW)' (ICUTBF(2,2), CNTL)
4 9 (CUTBIJF(3)D CMD(1)9 CIvID4(1)9 CMD2(1))
5 9 (JcuTRF(1,6), CARD(1))9 (JCI_ITRF(1,116)D COLNO(1))
A 9 (INTNM(1)D INTNM4(1))9 (RALNH(1)9 RALNH4(1))
7 , (LBLNM(1)D L_BLNM4(1))' (BASIC(1)D BASIC2(1))
R 9 (HUFSIAI, 6Sw), (SPC8, SPC4, SPC2)
9 ， （ENDSwfENTRY），（BASIC（2，2）DNOpATA），（ENTRY29CMD？（3

－－－ END OF MONITOR COMMON 一一一一一一一一一一一一一一一一一

Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

〆
」
戸
』
戸
」

ｃ
ｃ

C

C

（ENTRY29CMD？（3，3））

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

_ ー一一一■■一 一 一一一一一一一一一一■■一一■■一一一一一一一一一一一一－一一一■■＝■■ー－－ー1■■一一一■■■■一一一■■
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100CONTINUE

C

CALL SEPR（QLSM9し30ヲ

1 9TOO MANY INDEPENDENT VARIABLES1)

60 TO5000

C

2nO CALL sEP（0 ） 0，8 2200）

CALL SEp （’ 9 0ゥ8210）

亡

C 一一一一一 STAT1STICS KEEpIN6

C

210Dn 2151＝1，3

LnCsTD（1）＝0

215 NnKn（1）＝O

C

DOP501I＝1，3

CALL SEp（’ N Iサ＆300）

C

DQ 220I二1，3

1F（BUF（BSN〉．EQtKEYA（1））GO TD225

220CONTINUF

Gn TO 2500

C

2？5BSW二HSN＋1

亡ALL SEp （9 ％ 19 826no）

CALL SEp（v 1.J ↑，82700）

CALL TBLonK (RuF(RSIAj),RALNM9RALRG,EKO)

I F（EKO．f,IE． O）Gn TO 235

C

On2301＝1，10

1K＝PALRG＋10

230 RALNM(1K)=811F(BSW)

RALRG＝RムLPG＋10

CALLいIERR〔]R（8235，’LSMI，

1 ' LnCATIOﾍlTo STORE PARAMFTFRS I S uNDFFINED
C

235NNV＝N＋1

1F （1 1．En．3）NNV二R

CALL ARRAY （NNV9LOCSTO（11），82700）

NnKn（11）＝NNV

CALL SEp （0 9 01 8300）

［

250CONTINUF

C

C

300CALL SEP （ 0 ． ウ，82300）

C

310CALL ERSKI P （85000〉
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INCLUDE PnlNTQ

INCLUDE LEASTQ

INCLUDE PNRITEQ

INCLUDE CMPALTQ
INCLUDE RSDQ

INCLUDE LESQQ

INCLUDE HKD5Q

INCLUOE SIMnQ

OVERLAY wASpO76シN50

INCLUDE pnLYNnQ

OVERLAY WASpO77,N50

INCLUDE EXpn76Q

OVERLAY WASpO78，N50

INCLUnE AUTnRFQ

DVERLAY MASPO799N50

INCLUDE HYpFRQ

OVERLAY WASpORO，N50

1NCLUnE GRNTHQ

OVERLAY WASpO819N50
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OVERLAY WASpOR2，N50

INCLunE ExpnMQ
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INCLUDE LOGST(ZQ

OVERLAY WASpOR4，N4
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0VERLAY WASpOR5,N4
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INCLUDE AuTnCRQ
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INCLUDE WASP1弓Q
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OVERLAY WASpOR9，N4
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OVERLAY NASp㈱0↑NR
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INCLUDE POSSNQ

OVERLAY NASpO94，NR
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OVERLAY wASpO96，N4

I NCLUDE wASpl6Q

INCLUDE CRO9STQ

INCLUnE TABLSTQ

INCLUnE KIZAMSQ



STEPS FOILの構造 131

１
１

１
３

３

４
１

１
１

４
１

１
４

ム
４

４
４

４
４

．斗
４

４
４

４
４

年
４

４
４

４
４

４
４

４

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｍ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
９

９
９

七
？

９
，

９
９

う
り

９
９

９
９

＄
９

９
９

９
９

９
？

７
９

，
夕

７
３

９

７
Ｑ

Ｑ
８
Ｑ
９

Ｑ
Ｏ
Ｑ
１
Ｑ
２
Ｑ

３
”

４
９
５

Ｑ
６
０
７

Ｑ
Ｒ
｛
Ｑ
９
Ｑ
Ｏ
Ｑ
１
Ｑ
フ
Ｑ
３

Ｑ
４
Ｑ
５
Ｑ
６

Ｑ
７
Ｏ
８
Ｑ
９
Ｑ
０

０
１
Ｑ
２
Ｑ

３
Ｑ
４
Ｑ
５

９
７
Ｑ
Ｘ

９
Ｒ
９

ｐ
ｎ
０

Ｎ
０
Ｒ
Ｏ
Ｌ

ｎ
ｑ
０
９

ｎ
Ｏ
０
１
“
ｎ
ｊ
？
ｎ
、
可

０
４
１
５

１
ｆ
ｌ
７
１
Ｐ

１
９
１
ｎ
ｌ
ｌ
ｌ
？

１
ｚ
，
．
１

４
？
５
’
２
４

つ
７

フ
、
負
２
９

？

０
１
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｇ

Ｈ
１
Ｓ
１
１
１
１
１
Ｆ
１
１
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
３
１
３
１
３
１
３
１
３
１
３
１
３
１
３
１
３
１
３
１

ｐ
ｐ
ｌ

Ｍ
ｐ
Ｔ
ｐ

Ⅵ
ｐ
ｐ
Ｒ
ｐ
ｐ
ｐ
Ｆ
ｐ
Ｆ
ｐ
ｐ

ｐ
ｐ
ｐ

ｐ
Ｄ
ｐ
Ｐ
ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
ｐ
ｐ

ｐ
ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

ｐ
Ｐ
ｐ

Ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

Ｄ
ｐ

ｐ
ｐ

、
‐
ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

Ｓ
Ｓ
Ｔ

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
８
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ａ
Ａ
Ｕ
ｌ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｒ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ａ
Ａ

Ⅱ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｐ
Ｍ

Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｄ

Ｇ
Ｎ
Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｗ
Ｓ

Ｎ
Ｄ
Ｗ
Ｎ
Ｗ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ｗ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｗ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｗ
Ｎ
Ｗ
Ｎ
Ｗ
Ｗ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｗ

Ｎ
Ｗ
Ｎ

Ｗ
Ｎ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

Ｗ
Ｎ
Ｎ

Ｗ
Ｎ
‐
Ｗ
Ｗ

Ｎ

Ｙ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ

Ａ
ｎ
ｎ
ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ
ｎ

Ｏ
Ａ
Ｄ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
Ａ
ｎ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
Ａ
ｎ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
ｌ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
Ａ
ｎ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
Ａ

ｎ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
Ａ
ｎ
Ａ
ｎ
Ａ

Ｌ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
リ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ

Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ

Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ
Ｐ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｐ

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｐ

ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｑ
Ｌ
Ｒ

Ｅ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｖ
Ｎ
Ｖ

Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｖ
Ｎ
Ｖ

Ｎ
Ｖ

Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｖ
Ｎ
Ｖ

Ｎ
Ｖ

Ｎ
Ｖ

Ｎ
Ｖ

Ｏ
Ｉ
１
１
０
１
．
０
１
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
Ｉ
ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

９
夕

，
７

７
９

７
９

，
７

Ｑ
６
Ｑ
７
Ｑ
８
Ｑ
９
０
０
Ｑ
１
Ｑ
２

Ｑ
３
－
Ｑ
４
０
５
Ｑ

Ｏ
２
１
２
？
？
「
２
４
３
５
斗
６
３

７
３
Ｒ
‐
３
９
３

、
Ｔ

４
１
４
１
４
１
４
１
４
１
４
１
４
１
４
１
４
１
４
１
５
Ｄ

ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｐ
ｐ

ｐ
ｐ
ｐ

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
Ｐ
ｐ
Ｐ
ｐ

ｐ
Ｆ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｋ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｎ

Ｈ
Ｎ
・
Ｗ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ⅵ
Ｗ
Ｎ
Ｎ
Ｗ
Ｎ
Ｎ
ＬＸ

Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｙ
Ｅ

Ｄ
Ａ

ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ

ｎ
Ａ
ｎ
Ａ
ｎ
Ａ
ｎ
Ａ

ｎ
Ａ
Ｏ

Ａ
ｎ
Ａ
ｎ

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｘ

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ

Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ｖ
Ｎ

Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
１
０
１
０
１
ノ

ノ



現代情報システムの研究132

APPENDI X 5．

／／

／／

/／

／／

/／

／／

／／

／/

／／

ノノ

ノ／

/／

／／

／／

５７
４

２
９

９
９

９

ｌ
Ｌ

５
０

４
０

Ｃ
３

１
１

１

８
９

９
二

Ｅ
１

１
１

Ｔ
Ｔ

，
，

９

Ｓ
Ａ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｍ
Ｖ

９
３

９
９

７
１

９
４

９
上

１
４

９
〔
Ｋ

う
り

９

９
、
‐
レ
ヘ

レヘ
唾Ｋ

哩侭
７

９
ＭＷ

１
ⅡＷ

９
ＭＷ

Ｉ
町Ｗ

９
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｌ

く
）
勺
上

負
）
１
Ｌ

Ｑ
）
令
上

Ｐ
。

Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｏ

０
０

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｔ
１
０
Ｄ
１

０
１

０
１

ｎ
Ｓ
９
Ｆ
Ｎ
９

Ｎ
‐

Ｎ
９

Ｎ
Ｅ
Ｘ
０

９
Ｘ

９
Ｘ

夕
Ｘ

７
Ｒ

Ｔ
９
９
Ｂ

９
６

９
７

，
８
Ｌ

７
Ｂ
Ｌ
Ｌ
６
６
１
７
７
１
Ｒ
Ｒ
ｌ
１
Ｃ

Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
１
１
０
１
１
０
１
１
０

７
Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｕ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｐ

Ｉ
Ｙ
Ｓ
Ｓ

Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

６
５
Ｊ

Ｓ
Ｊ

Ｓ
Ｊ

Ｓ
Ｊ

Ｔ
ｊｌ

ｌ
Ｔ

Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｔ
Ｓ

Ｓ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
６
Ｌ
Ｅ
６
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
６
Ｌ
Ｅ
Ｃ

Ｂ
５
Ｂ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
Ｔ
Ｓ
８
Ｔ
Ｓ
Ｂ
Ｔ
Ｅ

ｎ
ｌ
Ｓ
Ｌ
Ｘ

Ｓ
Ｌ
Ｘ
Ｓ
Ｌ
Ｘ
Ｓ

Ｌ
Ｘ
Ｘ

Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｅ

／一・一

〆

／／

／／

〈/／
／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

/／

／／

／／

／／

０
５

５
７

４
２

９
，

う
り

８
５

０
４

５
３

１
１

７
８

９
９

１
１

１
１

９
９

１
９

０
０

０
０

１
，

，
９

９

１
」

１
４

■
１

母
上

１
４

戸
」

９
９

９
９

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
ｆ
Ｓ
Ｎ
９

Ｎ
り

Ｗ
１

Ⅵ
Ｉ

Ｗ
１
ｐ
Ｓ
１

Ｓ
１

Ｓ
１

Ｓ
１

Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｏ
Ｏ

０
０

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
１
Ｔ
Ｄ
１

０
１

０
１

Ｄ
１

、
‐
Ｓ
Ｎ
９

Ｎ
９

Ｎ
９

Ｎ
，

Ｎ
Ｘ

９
ｐ
Ｘ

，
Ｘ

７
Ｘ

９
Ｘ

，
７
９
８

？
７

９
６

９
７

，
８
Ｂ

Ｒ
Ｌ
Ｌ
７
７
０
６
６
１
７
７

１
Ｒ
Ｒ
ゞ
１
Ｌ

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
１
０
１
１
０
１
１
０
Ｃ

Ｅ
９

Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ｌ
Ｒ
０
Ｓ

Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

９
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｐ

Ｙ
Ｓ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｊ

Ｓ
Ｊ

５
Ｊ

５
Ｊ

Ｓ
Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｔ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
６
Ｌ
Ｆ

届
Ｌ
Ｅ

６
Ｌ
Ｆ
Ｇ
Ｌ
Ｆ
Ｃ

Ｓ
Ｂ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
Ｔ
５
Ｂ
Ｔ
Ｓ
８
Ｔ
Ｓ
Ｂ
Ｔ
Ｅ

Ｓ
Ｌ
Ｘ
Ｓ
Ｌ
Ｘ
Ｓ
Ｌ
Ｘ

Ｓ
Ｌ
Ｘ
Ｓ

Ｌ
Ｘ
Ｘ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｅ

一

門〆

DATA

〆

／＊

／8

STEPS FDI L SOURCE PROGRAN



１ＣＶ
Ｄ

一
１
２
２
３
３
４
５
６
６
７
８
８
９
０
１
２
３
４
５
７
９
９
０
１
１
３
４
４
５
５
６
７
７
８
０
２
３
４
５
う
７
９
１
１
２
３
３
５
７
８

Ｈ
’

１
１
１
１
１
１
１
１
１
？
？
２

２
２
２
？
？
２
２
２
２
３
’
３
可
－
３
３
●
．
弓
．
３
可
←
ム

ム
４
４

４
４

４
４

Ｌ
Ｏ

｜

Ｉ
こ

こ

０Ｆ

Ｄ
一
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

Ｔ
Ｒ

一
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
弓
－
３
３
３
３
４

４
４

ム
４

４
４
４

４
４
５

Ｃ
Ａ

一

Ａ
Ｃ

二

Ｐ州ＯＣ １ＥＧＡＰ

Ｏ
１
１

６
Ｒ

Ｔ
Ｌ
Ｅ

Ｇ
Ｎ

Ｌ
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｎ
Ｉ

Ｌ
Ａ

Ｅ
Ｇ

Ｏ
Ｃ
Ｕ

Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｉ

Ｇ
Ｅ
Ｌ

６
１
Ｐ

Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｍ

Ａ
Ｄ

Ｒ
Ｅ

Ｔ
Ａ

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｎ
Ｅ

Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｌ
Ｃ

Ｌ
Ｓ

Ｉ
Ｒ

Ｘ
Ｔ

く
く

Ｃ
Ａ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

１
０

Ｕ

Ｉ
Ｕ

Ｄ
Ｔ

Ｄ
Ｄ

Ｔ
Ｔ

Ｆ
Ｔ

Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｉ

Ａ
Ａ

１
１

Ｆ
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
Ｒ

Ｕ
Ｏ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

８
Ａ

Ｒ
Ｗ

Ｒ
Ｒ

Ｎ
Ｎ

Ｓ
６

・
Ｃ

１
１

掛
異

掛
糾

外
弧

粍
掛

畏
外

悌
掛

掛

一
■
凸

う
．

－
０
可
と

Ｉ
ＮＮ

Ｔ
ｌ

Ｈ
２

Ｎ

Ｓ
二

Ａ
．
．
‐
。

ジ
ン

舛
１

－
Ｒ

３
５

２
９

Ｌ
’

６
ジ
ン

く
く

１
５

－
０

３
５

Ｊ
Ｆ

く
ｐ
ｐ

－
Ｒ

く
く

Ｊ
Ｆ

Ｊ
Ｏ
Ｏ
ｐ

，
、、

一
ｐ

０
Ｊ
Ｆ

Ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

５

Ｔ
５

Ｊ
Ｆ

９
９

１
１

Ｌ
Ｌ
Ｏ

Ｌ

Ｎ
一

Ｔ
ｑ
‐
．

シ
シ

，
Ｌ

’
’
１

Ｌ

Ｅ
－

５
１

．
分

９
９

３
２

３
ン

Ｍ
Ｏ
Ｄ

Ｎ
Ｌ

Ｍ
一

Ｆ
１

９
ジ
ン

く
く

４
．
．
二

Ｔ
Ｔ
ｎ

Ｋ
Ｉ

Ｅ
ｌ

Ｔ
０
４

１
３

３
２

１
Ｅ

二
Ｉ

Ｎ
Ｔ

Ｋ
Ｆ

Ｏ
Ｔ

Ｓ
一

Ｔ
９

ｊ
ｊ

Ｋ
Ａ
．
，
，
’
９

く
く

Ｉ
Ｅ

く
０

ｎ
ｏ

Ｋ
Ｉ

Ｔ

Ａ
Ｔ

ｌ
１

０
０

ｌ
１
Ｅ

５
Ｊ

＃
ノ

Ｇ
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｎ

二
０

１
１

，
Ｐ
１
Ａ

・
・
・
・
Ｉ
Ｅ

９
０

１
Ｊ

３
６

，‐
Ｏ

Ｓ
Ｅ

一
Ｓ

２
０

Ｉ
く

Ｔ
Ｙ
Ｋ

０
３
３

１
．
．
Ｅ
Ｐ

０
６

Ｎ
一

９
Ｔ
・
・

Ｊ
Ｆ

Ｙ
，
Ｔ
６
Ｇ

Ｉ
Ｅ

。
ｐ

，
Ｕ
０

Ｔ
１

Ｅ
Ｅ

’
ｐ

：
１

Ｊ
Ｆ

，
，
Ｙ

。
，
。
，

ジ
ー

３
Ｎ
Ｏ

Ｃ
Ｔ

一
０
Ｊ

，
２
Ｔ

２
，

，
リ

ー
１
３

２
Ｅ
Ｉ
Ｌ

３
２

Ｏ
－

Ｒ
Ａ

一
Ｅ

Ｈ
２
０

９
，

Ｇ
Ｈ
Ｙ
９
２
１
１
３
３

２
２

１
く

Ｉ
Ｔ

１
１
１

：
６

：
Ｏ

Ｕ
Ｔ

一
０
９

１
ｊ
ｊ

２
９

Ｗ
Ｎ
Ｉ
Ｆ

Ｉ
Ｅ

一
Ｊ

９
Ｎ

Ｉ
Ｈ

，

０
Ｓ

一
Ｔ

Ｒ
１
ｆ

０
０

ゆ
り
９
Ｎ
’

２
Ｊ

，
２
０
。
？

，．
，

９
．
、
Ｎ

１
１

Ｓ
Ｆ

Ｓ
１
１

Ｔ
１
Ｇ

け
り

，
，

，
，

判
１

Ｅ
Ｃ

Ｍ
Ｈ

，
。
、
三
Ｅ
一

二
Ｓ

Ｍ
Ｓ

く
く

Ｗ
９
Ｈ
Ｃ
Ｃ
２
２

１
１

２
，

１
Ｍ

Ｈ
１

，
１

月
０

Ｉ
Ｅ

，
，
１
０

１
Ｆ

Ｉ
Ｅ

１
４

９
ノ
４

害
Ｍ

ｊ
Ｈ

Ｄ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
９
Ｔ
Ｎ
Ｒ

９
９

三
Ｉ

Ｄ
１
０

二
９

，
９

９
３

２
二

一
１

Ｅ
Ｆ

ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｔ

Ｐ
，

，
，

４
，

Ｅ
Ｏ
牌
．
．

Ｍ
，

ｐ
Ｅ
１

Ｉ
Ｙ

１
９

９
９

９
１
１

１
５

Ｒ
２

ｊ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

間
。

Ｅ

一
，

Ｓ
毎

，
Ｅ
ｐ

Ｓ
９
，
Ｉ
Ｆ

１
１

Ｆ
，

９
Ｍ

Ｎ
Ｆ
Ｅ
Ｅ

，
Ｅ
ｐ

分

０
－

０
Ｐ

Ｓ
Ｉ

Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ｙ

禅
９

Ｇ
６
Ｇ
Ｇ

Ｒ
０

Ｌ
Ａ
３

ｐ
Ｓ

Ｉ
Ｌ

Ｅ
１

、
，

，
Ｒ

，
Ｅ

Ｌ
Ｒ

，
，

Ｆ
》
Ｆ
Ｅ

Ａ
Ｐ

‘
Ｌ
Ｆ

ｐ

Ｆ
一

卿
Ａ

Ｇ
Ａ

Ｇ
＃

６
９

７
Ｒ

Ａ
Ｒ

Ｔ
Ａ
・
・
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｌ
Ｅ

Ａ
Ａ

Ｈ
Ｇ
Ｎ

Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ｌ
Ｎ

Ｌ
Ｐ

Ｆ
Ｌ
Ｆ

，．
Ｎ

Ｅ
Ｌ
Ｆ
？
←
．
．

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ａ
６

１
Ｃ

６
Ｌ

ｌ
Ｔ

Ｎ
Ｉ
Ｒ

Ｔ
Ａ

Ｌ
Ａ

Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｅ

Ｇ
Ａ

Ｃ
１
．
．

Ｒ
Ｋ
Ａ
Ｇ

１
１
１

Ｃ
Ｅ

十
Ｓ
Ｌ
Ａ

一
Ｒ

Ｙ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ａ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｉ
６

Ｆ
Ｌ

Ｃ
Ｅ

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｅ

，
』

Ｓ
Ｔ

Ｍ
Ａ

に
５

一
Ａ

Ｂ
Ｔ
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ｒ

Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｏ

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
二
Ｅ
Ｅ
Ｓ

一
Ｔ

Ａ
Ｄ

Ｒ
Ｅ

Ｄ
屑
Ｅ
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ｅ

Ｎ
１

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
←

Ｎ
１
Ｊ

Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｅ
Ｉ

Ｍ
，
Ｔ

Ｒ
Ｐ

一
ｓ

Ｅ
、

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｓ

Ｅ
Ｓ
Ｎ
Ｅ

Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｉ

１
２

１
Ｅ
Ｉ
Ｉ

１
１
１

Ｔ
く
Ｕ

Ｅ

Ｌ
Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
Ｌ
Ｓ

Ｉ
Ｒ

Ｔ
Ｒ

Ｒ
Ｏ
Ｔ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｕ
Ｅ

Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｔ

Ｅ
二

Ｓ
Ｉ

Ｃ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｕ
Ｅ

Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｅ
Ｏ
Ｄ

Ｎ
Ｗ
Ｎ

ｐ
Ｔ

Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｕ

－
Ｐ

ｐ
！
Ｕ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｄ
Ｔ

Ｕ
Ｄ
Ｔ

ｎ
Ｄ

Ｔ
Ｔ

ｐ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｍ
１

Ｏ
Ｉ
ｐ

Ｔ
ｌ

Ｅ
Ｎ

Ｓ
Ｔ
Ｃ

ｃ
ｃ

Ａ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ａ

１
１

Ｈ
１

Ｈ
１

Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｒ
Ｈ

－
Ｔ

Ｏ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｆ
Ｐ

Ｅ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｅ

Ｒ
Ｒ

ｎ
Ｒ

０
０

Ｏ
ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｏ

と
Ⅲ

Ｗ
ｎ
．

５
一

Ｓ
Ｃ

Ｂ
Ａ
、

Ｄ
、

Ｒ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｒ
Ｒ

Ｎ
Ｗ

Ｃ
Ｎ

Ｇ
／
６

／
Ｇ
Ｃ

Ｎ
６
Ｇ

ノ
ノ
ノ

ノ
Ｃ

ノ
ノ

ノ

Ｋ
０

１
２
Ｎ

Ｊ
Ｋ

Ｌ
Ｎ

Ｃ
Ｏ

Ｊ
Ｋ

Ｌ
Ｎ

Ａ
１

Ｊ
Ｋ

Ｌ
Ｎ

伊

掛
畏

掛
例

骨
掛

骨
受

一
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

曾
閃
勺
の
蜀
○
Ｐ
Ｓ
燕
彫

］
い
い



ｌＣＶ
、

一
０
１
１
２
３
３
３
３
３
３
４
５
６
６
７
８
９
９
２
５
６
７
８
８
９
１
２
２
５
６
７
７
７
７
８
９
１
５
６
７
８
８
０
２
４
５
６
７
７
８

Ｎ
一

５
月
．
５
５
弓
－
５
５
５
５
５
５
５
５
５
弓
←
５
弓
．
５

６
門
も

門
Ａ
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
ｇ
Ｒ
，
Ｒ
Ｒ
Ｒ
ｐ

９
Ｑ

ｏ
Ｑ
９
ｏ
９

９
Ｌ

０
－

１
Ｃ

一

０Ｆ

０
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

Ｔ
Ｒ

二
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
ｆ
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｑ
９
９

９
９
９
．

．
９
９

０
に

Ａ
・

１

Ａ
Ｃ

ｌ

ＰＭＯＣ

Ｄ
Ｄ

Ｆ
色
・

■
■
亨

夢
【
一
母
●

一
Ｆ
こ

４
９
宮
Ｇ
ｏ

・１〃
〃“．

一
Ⅱ
〕

、■〃
。■凸

要
も１口

写
ユＮ咽

、
■
夕
・
１
〃

、二Ｊ
戸、》

、ロヴ

ー
Ｔ凸

、４
７〃

ｑ↓
、〃

●●
●■

■
４

戸
Ｔ
Ⅱ

Ｑ
）
Ｑ
》

〃″”
■■＆

Ｄ
Ｂ

ロ
リ

ー
Ｎ

く
！

Ｉ
く

ｊ
シ
Ｉ

一
Ｏ

Ｇ
Ｔ

廿
３

Ｆ
Ｉ
Ｉ
シ
６
卦

二
仁

Ｏ
Ｒ

１
１

Ｆ
ジ
ン
ら
く
２

Ｌ
Ｑ

・・
１

５
１
３
く
Ｆ
畏

一
卦

Ａ
Ｓ

２
．７

く
く
Ｆ
Ｆ
外

骨
二

Ｆ
Ｆ
Ｆ

９
ｊ

ｌ

二
二

２
冊
０
．

ｌ
Ｆ

Ｆ
Ｉ
う
ｊ

骨
２

５
十

く
く
Ｔ
５
ｊ

５
８

廿
冊
２

１
１

Ｓ
Ｐ
Ｒ
く
１

Ｎ
一

Ｓ
Ｓ

１
判
骨

Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｑ
Ｆ
１

Ａ
－

１
１
偶

三
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｆ
シ

Ｒ
－

１
１
２

・
り

９
３

Ｇ
一

・
り
Ｉ

ｊ
Ｎ

料
り

ぅ
菫

二
二
少
く

０
《

Ｇ
今
例

２
１

ｌ
４
Ｅ

Ｔ
Ｒ

一
ｊ

く
シ
１

Ｎ
ｊ

く
う
シ
ア
く
Ｅ

５
Ｐ

－
３

Ｎ
１
１

２
Ｅ

２
４
６
Ｆ
Ｉ

Ｓ
２

１
－
Ｓ

◆
異

Ｅ
く
く
く
Ｆ
Ｎ

ＩＬ
Ｔ

一
く
擬

Ｓ
く

Ｈ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

ｊ
Ｉ

Ｓ
卓

Ｓ
料

く
Ｙ

室
１
Ｊ

．，
Ｆ
Ｆ
Ｆ
シ
Ｓ

Ｅ
一

。
。

０
６

Ｓ
Ｉ

Ｈ
２

う
ぐ

Ｔ
一

Ｃ
ｓ

Ｏ
Ｉ
２

Ｈ
１

－
０

；
；
；
く
Ｓ

Ｔ
００

．
り
ぅ

Ｃ
Ｔ
１

二
Ｆ
０

Ｎ
１

三
一
』
．
、
く

Ｒ
Ｓ

４
６

一
三

Ｊ
Ｆ
Ｃ
・
‐

Ｅ
Ｒ

一
少

う
ぐ

６
９

；
４

１
－

Ｐ
ｊ
少

り
く

Ｈ
Ｏ

Ａ
一

少
２

ｌ
Ｔ

４
７
８
０

Ｓ
１
１
Ｓ

一
Ｎ
ン

シ
２
２
シ
Ｇ
シ

Ｅ
４

Ｌ
－

１
９

寺
５
Ｓ
Ｓ
Ｌ

く
。
９
０

５
Ｗ

，
一

Ｃ
ｌ

３
く
饗
２
０
７

Ｔ
Ｓ

一
９

Ａ
一

ｐ
３

く
十

７
Ａ

Ｔ
１

く
ぅ

一
く
．
，
。
．

く
Ｆ
長
く
Ｌ
く

Ａ
Ｔ

一
ｌ

Ｃ
二
；
団
く

Ｔ
・
，
７
Ｉ

Ｒ
１
Ｓ

。
，
く
１

－
０
Ｊ

Ｅ
Ｆ

Ｆ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ｎ

一
Ｓ

酉
く
５

シ
・，

Ｓ
ｐ

０
Ｎ

，
Ｔ
Ｓ

一
Ｔ
Ｊ
ジ
ン

Ｅ
く
ン
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ｓ
Ｅ

一
０

－
ｌ
Ｓ
Ｓ

十
１

Ｉ
９
Ｘ

Ｓ
十
２

シ
Ｒ

９
一

Ｉ
Ｉ

ｆ
６
４

９
ｐ

ｆ
Ｈ

－
Ｔ

Ｅ
一

Ｋ
５

分
一
・
。

ｊ
５
６
Ｅ

Ｉ
ジ
ー

１
０
４

二
０
．
，
く

く
Ｎ
Ｏ
く
ぅ
Ｘ

う
Ｅ

Ｅ
一

Ｔ
一

シ
シ
く

Ｇ
Ｓ
Ｓ
く

く
１
５

一
Ｓ
１

－
６

Ｊ
Ｆ

Ｉ
Ｌ
Ｆ
１
Ｅ
６

Ｃ
Ｔ

一
５

Ｕ
二
二
１

Ｉ
Ｃ
２

く
く

り
Ｔ
・
・

Ｓ
－

９
く

Ｓ
Ｉ
Ｊ
Ｆ

Ｓ
Ａ
Ｆ
く
く
く

Ｒ
Ａ

一
２

Ｐ
Ｐ

』
Ｓ

Ｎ
ｐ
５
Ｒ

Ｂ
く
１

ｃ
ノ

タ
３

９
，

Ｆ
Ｔ
Ｆ

Ｕ
Ｔ

一
９

Ｍ
う
う
３

く
二

９
１
Ｘ
Ｓ
Ｑ
９

Ａ
Ｙ
１

－
３

・・
ニ
ジ
ジ

雪
ニ
ニ
Ｆ
Ｒ
Ｆ

Ｏ
５

－
１

口
Ｋ

１
２
く

Ｃ
ｌ

Ｓ
Ｅ
９
Ｓ
５

Ｓ
Ｙ
ｊ
ｌ

Ｋ
ｊ

１
１

，
Ｑ

Ｐ
Ｓ

一
亡

仁
，
９
ｓ

シ
Ｓ

４
７

房
二

，
ニ
ジ
Ｓ

Ｃ
Ｏ

０
シ
く
く

シ
シ
ジ
ン
Ｓ
少

岡
Ｅ

ａ
ａ
Ｓ

二
３

＄
諄
き
Ｓ
二
８

１
１

，
Ｅ

・
‐
ｌ
１
１
Ｅ

１
３
５
３
く
ぅ

０
、

Ｈ
く
く

り
く
Ｔ

Ｄ
Ｓ

０
１
Ｎ

３
－
Ｃ

Ｈ
二

く
Ｉ
Ｅ

く
く
く
く
Ｓ

く
Ｌ

Ｒ
、

Ｃ
Ｓ
５
１

１
２

，
３
６
３
９

０
１
１

９
１
く

１
Ｃ

Ｉ
０
１

，
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ｅ

Ｆ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｇ

Ｓ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
Ｃ
Ｙ

Ｉ
Ｔ
１
１

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｅ

Ａ
９

７
６

星
Ｉ

Ｓ
Ｌ

９
，

、
〃

，
６

９
，

り
り

９
Ｙ

，
Ｒ

９
１

．
，

，
分

９
９
少

９
。、

０
１

Ａ
く

Ａ
＃

７
－

Ｉ
Ｌ

Ｉ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
１

Ｌ
Ｌ

Ｉ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

ｌ
Ｒ

く
Ｆ

６
Ａ

Ｒ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ｐ
Ａ

Ａ
Ａ
Ｒ

Ｅ
・・

Ｆ
１

』
Ｅ

Ｎ
１

Ｅ
１

１
１

１
Ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｘ
１

Ｃ
Ｌ
Ｅ

も
Ｇ

Ｆ
二

二
Ｕ

・
‐
Ｉ

Ｒ
Ｓ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ａ
Ｒ

Ｒ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ａ
６

Ｅ
Ｌ
１

Ｌ
Ｌ

Ｋ
一

Ｎ
Ｔ

Ｅ
Ｅ

Ｆ
Ｅ

Ｅ
Ｉ

Ｅ
Ｆ

Ｉ
Ｆ

Ｅ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｐ

Ａ
，
Ａ

Ｓ
一

Ｉ
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｓ

５
５

Ｓ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

Ｇ
Ｓ

Ｓ
Ｔ

Ｓ
Ｎ
Ｅ
０

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

，
』

Ｔ
Ｕ
Ｏ

Ｅ
０

Ｎ
室
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｆ
Ｒ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
Ｐ

』
Ｎ

Ｎ
Ｅ

一
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｌ

一
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｌ

Ｔ
Ｔ

Ｅ
一

Ｏ
１
Ｌ

Ｔ
一

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ
，

Ｔ
Ｔ
Ａ

二
Ｔ

Ｉ
Ｕ
Ｅ
Ｅ

Ｕ
Ｅ
Ｕ
Ｅ

Ｔ
Ｅ

一
Ｃ

Ｔ
Ａ

Ｕ
二

Ｕ
Ｅ

Ｕ
Ｅ

Ｕ
Ｅ
Ｕ
Ｅ

Ｕ
Ｅ

Ｕ
Ｅ

一
Ｕ
Ｅ
く
ｐ
Ｔ
Ｔ
０

ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｔ

Ｕ
Ｎ
Ｕ

Ｐ
。

ｐ
Ｔ

ｐ
Ｔ

ｐ
Ｔ
ｐ

Ｔ
ｐ

Ｔ
Ｐ
二
一
Ｔ

『
ｐ
Ｔ

Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｔ

Ｈ
Ｉ
Ｈ

Ｉ
ｐ

Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｍ
一

Ｍ
１

Ｈ
１

Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
１

Ｈ
１

｜
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

ｎ
一

Ｏ
Ｒ

Ｏ
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｒ

ｎ
ｐ

ｎ
６
Ｒ

一
ｎ
Ｒ
１
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｃ

一
に

Ｎ
Ｃ

Ｎ
Ｃ

Ｈ
Ｅ
Ｎ

Ｃ
Ｎ

に
１
Ｗ

二
Ｃ
Ｎ

Ｇ
に

ノ
Ｓ

ノ
ノ

５
１Ｐ

ｐ

Ｏ
Ｈ

Ｏ
Ｃ

骨
斜
掛
骨

骨
長

骨
長

掛
外

外
受
外

Ｌ
粍

舛
畏

一
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

PAGE 2

－ ‐ ‐ ー ー 一 一 ｰ 旬 ＝ ＝ - －

』
い
←

紐
才
燕
鈷
暗
×
叩
腸
Ｓ
望
調



●
Ｑ
ケ

ー

１
ウ

シ
シ

７
Ｋ

１
Ｔ

一
辞、

■凸
グ、

。ｐ

宝
Ｅ

ｑ０
鴎

Ｉ

、〆
Ｆ』

９
０
千
１

１

Ｋ
３

１
ｊ

く６
０
０

１
く

り
Ｏ

Ｔ
，

０
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｅ
Ｔ

Ｌ
，９

Ｄ
Ｅ
Ｌ

９
Ｎ
’
９

Ｓ
Ａ
１

Ｎ
０
Ａ

Ｏ
ｃ

Ｅ
９

今
１

Ｅ
シ

Ｅ
５

１
Ｔ

Ｔ
こ

り
２
Ｐ

１
０
。

く
り
シ

Ｓ
Ｋ

２
０
く

ジ
ー

日
印

２
受

Ｔ
Ｅ
Ｅ

ｊ
ｊ

１
１

－
Ｔ
Ａ

ＩＬ
Ｌ

言
碁

Ｅ
Ｔ

５
０

Ｎ
一
く

Ａ
２

０
，
１

く
９

く
Ｐ

Ｄ
ｍ

Ｒ
Ｋ

骨
Ｇ
う
Ｒ

Ｙ
Ｏ

Ｐ
一

１
粁

１
Ｗ

ｏ
ｆ

ｆ
Ｈ
Ｎ

Ｔ
・９．９

う
ぐ

Ｙ
１

１
，
Ｐ

Ｐ
Ａ

Ｎ
一

Ｃ
９

Ｅ
・
‐

Ｒ
９

ｐ
Ａ
Ｒ

Ｅ
一

ｃ
ｊ

：
く

Ｅ
０

５
９

Ｒ
Ｄ

Ｍ
シ

１
３

．．
１

１
Ｊ

１
，

２
９
１
．
．
６

。‐
Ｅ

－
９

６
２

１
．，

Ｊ
１

５
０

。。
ｌ
Ｈ

Ｔ
Ｓ

・
く

Ｌ
く

』
＋

ｊ
ｊ

Ｉ
３

ｊ
Ａ

Ｔ
－

Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｔ
Ｋ

Ｏ
Ｌ

ジ
シ

。，
，

Ｓ
９

畑
く
ｊ
州
，
．

ｊ
Ｔ

Ｎ
一

Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｒ

。
Ａ

少
Ｒ
，
８

Ｃ
５

Ｅ
１
１

Ｅ
Ｃ

Ｒ
ｊ

Ｓ
Ｅ

一
く

，
Ｑ

‐
３
Ｅ
１

く
く

Ｙ
Ｉ

Ｓ
０

ｗ
ｉ

ｏ
２
９

Ｎ
』

９
６
２
勺
．
１

５
．
Ｒ
く

Ｉ
Ｉ

ｊ
Ｙ

Ｙ
：
。
二
言
Ａ
Ｄ
，

Ｅ
Ｅ

一
Ｏ
Ｌ

Ｌ
Ｉ
Ｋ

Ｅ
Ｅ

１
１

Ｙ
ｌ

Ｌ
く
０

ｊ
ｏＬ

Ｒ
ｊ

ｊ
ｊ

Ｃ
Ｔ

一
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｔ
Ｋ

Ｇ
Ｅ
Ｅ

く
く

円
く
Ｙ

Ａ
Ｃ
６
０
Ｔ
Ｔ
ジ
。
．
『

Ａ
Ｒ

Ａ
』

Ａ
Ａ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

‘
Ｔ

Ｔ
Ｔ

８
Ｎ

９
０
ｓ
５
１

く
仁
・
。

ｌ
１
１

Ｕ
Ｔ

一
１

Ｑ
Ｆ

ジ
ー
ニ

Ａ
Ａ

Ｎ
Ｃ
。
，

Ａ
・
ｐ
０
１
Ｅ
Ｅ
二
１
Ｐ

畑
Ｙ
・
Ｄ
Ｙ
Ｙ
・
抄

Ｏ
Ｓ

一
ｊ

軍
写

９
ｓ

ｌ
Ｒ

Ｏ
Ｏ

０
１

ｏ
Ｃ
Ｃ
く
６

Ｌ
Ｙ

く
Ｊ
１
く
１

５
－

２
う

う
く
Ｗ

ン
Ｌ
Ｌ

Ｉ
Ｊ
Ｏ

Ｎ
１
０

弓
く

１
７
シ

二
９

Ｅ
１

Ｆ
Ｆ
．
．

Ｔ
５

．
０

Ｈ
１

，
，
ｗ
‐
彫

１
１

－
一
Ｌ
Ｔ
く
６

く
Ｅ

く
Ｉ
く

Ａ
Ｉ
Ｏ

Ｉ
１
Ｔ
Ｔ
Ｄ

Ｐ
く

Ｃ
言

Ｒ
Ｙ

Ｈ
Ｙ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｉ
く

Ｋ
Ｉ

・
・
・
Ｅ

Ｘ
Ｘ
沙

Ｌ
１
８

Ｓ
９
１
Ｓ
Ｎ
Ｄ
く
Ｉ

Ａ
く

Ｔ
く

一
少

Ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｅ

Ｋ
Ｉ

Ｄ
Ｅ

言
１

Ｅ
Ｄ
Ｎ

－
Ｋ

Ｅ
Ｎ
Ｋ

訂
剛
網

則
り
Ｎ
仇

麗
Ｃ
湖
ｍ
ｍ
ｗ
Ｇ
Ｔ
Ｔ

Ｙ
川

叫
叩

１

－
く

り
９

？
？

Ａ
９

１
１
１

Ａ
Ｎ
Ｙ

．
Ｒ

分
１

Ｓ
Ｅ

三
Ｔ

０
－

Ｉ
，

。
，

Ｉ
Ｔ

Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
０
，
Ｎ
Ｍ
弓

筥
Ｓ

９
Ｌ

Ｑ
編
．

』
Ｉ

Ｒ
Ｒ

３
外

外
１

２
Ｅ

Ａ
・
Ｌ
Ｏ

Ｄ
Ｅ

Ｔ
Ｆ

Ｅ
Ｅ

ＯＲ
９０‘

Ｓ
Ｔ
ｊ
ｌ

Ｒ
Ｒ
０
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
諏

副
Ｃ
Ｌ

』
幸
Ｒ
二
二
Ｐ

６
‐．

６．．
０
Ｆ

１
１

Ｓ
Ａ
５
５

Ｇ
Ｂ
Ｉ

Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｆ

Ｒ
鵬
，
ｊ
犯
１
１
駄

一
骨

Ｅ
Ｅ

Ｅ
６

‐．
。
、
二
口
Ｘ
Ｘ

Ｏ
Ｌ
く
Ｉ

Ａ
９
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｔ
９
Ｒ

ら
う
５

Ｔ
Ｌ
Ｃ

Ｔ
Ｃ

・
Ｅ

Ｓ
ニ

ジ
Ｓ

Ｎ
Ａ
Ｒ
５
Ｎ
Ｒ

Ｋ
Ｔ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
馴
詠
Ｎ
Ｘ

印
帥
ｃ
ｃ

擬
餌
幻
韮
山
叩
Ｇ
Ｔ

Ｅ
ｆ
君
く
く
旨

一
１

Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｉ
８

く
Ｎ
Ｆ
Ｃ

Ｕ
Ｒ
ｌ
Ｂ
ｆ
？

Ａ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
７
９
Ｄ

排
距
Ｓ
ｍ
Ｔ
ｊ
Ｔ
Ｔ
ｊ

Ｐ
一

く
Ｔ

Ｒ
Ｔ

Ｉ
Ｔ

Ｎ
Ａ
Ａ

．
Ｔ

Ｉ
異

Ｒ
２
Ｅ
Ｔ
Ｓ

３
１

’
Ｉ

Ｕ
Ｅ

０
Ｕ
Ｆ
ゞ
０

Ｕ
０

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｒ

骨
２

Ｆ
く
Ｔ
Ｉ

弓
幽
淘

側
順
正
駝
電
幅
電
電
喝

Ｅ
一

Ｉ
Ｐ

Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
Ｔ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
Ｔ

Ｔ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
く

付
Ｔ
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
撮

一
く

版
Ｉ
Ｔ

Ｈ
１

Ｔ
将

Ｎ
’
’
三
Ｔ
Ｔ

Ｃ
Ｕ
Ｔ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
一

Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

Ｉ
Ｏ
Ｏ

０
１
１

外
“

沖
骨

師
叩
Ｈ
妬

Ｈ
Ｈ

外
Ｐ

Ｔ
Ｔ

－
Ｉ

Ｃ
Ｎ
Ｒ
６
Ｃ
Ｎ
６

Ｆ
ｐ
Ｃ
幅
、

Ｃ
Ｘ
Ｘ
Ｒ
Ｒ

科
Ｒ

出
亡

０
Ｓ
Ｅ

５
５

外
面
叩
Ⅳ

鴎
鴎

５
Ｎ

Ｉ
Ｈ

Ｎ
Ｘ
Ｈ
Ｎ

Ｃ
升

Ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

一
ノ

ノ
ノ

ノ
器

Ｆ
Ｃ
Ｆ

Ｙ
Ｙ

ノ
骨

一
Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｄ
－

Ｒ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｎ
』

Ｂ
仁

Ｅ

骨
舛

骨
骨
掛

特
側

卦

一
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｌＣＶ
Ｄ

一
８
９
９
１
３
４
５
６
８
９
０
０
２
４
６
７
７
８
９
０
１
２
２
２
２
２
３
う
６
６
６
６
８
９
０
１
２
３
５
７
７
７
７
８
９
９
０
１
２
３

Ｎ
一

９
９
９
０
０
０
０
６
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
？
？
？
．
２
２
２
２
２
２
？
２
？
？
２
２
．
３
可
》
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４

Ｌ
０

－
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
Ｃ

一

０Ｆ

Ｄ
一

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

Ｔ
Ｒ

『
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
－
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４

４
４
４
４
４
４
５

仁
Ａ

一
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ａ
ｃ

－

ＰＨＯＣ

PAGE 3

1－ 一 一 ＝ 一 一 ー 一 一 ＝ ー 一 一 一 ｰ ー ■■ 一

の
目
国
弔
の
蜀
○
胃
ｅ
燕
腓

』
妙
切



■

Ｃ
●
①

写幸
、
■
ｆ
ｇ
《
■

一屋ジ

吟
９

Ｘ
毎

３
Ａ

一
Ｉ

Ｈ
口

Ｅ
画

戸●』

。
Ｎ
Ｎ

一
二
■
８
６
、
二
Ｊ

ｎ
ｖ

５
Ｘ

，

字
３

Ａ
Ｏ

Ｅ
１

Ｍ
９

．
！”

、●〃
，

帥
幸

少
Ｎ

，
Ｔ

１
１

１
０

５
．

Ｈ
２

学
５

く
Ｅ

く
．
，

ＩＬ
》

Ｙ
Ｃ

Ｎ
Ｔ

』
９
１

ｖ
‐

卓
『
“
Ｊ
●
Ｑ
ｐ

Ｔ
Ｃ

Ｙ
Ｎ
・
・

，
１

Ｎ
》

１
１
侭
‐
．

１
Ｅ

二
Ｎ

０
Ｎ

【
Ｈ

０
口
Ｉ

．
，
Ｏ

Ｅ
由

５
ノ

０
Ｏ
Ｔ

く
Ｔ

Ｓ
》

Ｃ
９
２

Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｔ

一
。。

・９
。．

１
Ｎ
６
１
．
‐
Ｙ

Ｇ
Ｔ

Ｎ
二

。，
・９

う
Ｅ

，
一』

Ｓ
Ｅ

『
３
．
９

ｊ
ｊ

１
９
０
１

９
Ｔ

‐，
一二

Ｎ
『

１
１

０
う
；

７
５

一
・
．

・
・
Ｎ
Ｆ

ｏ
Ｎ
Ｇ

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｅ

一
ｊ
ｊ
ｌ
Ｙ

３
Ｘ
Ｃ

く
Ｉ

Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
．
．

Ｓ
Ｔ

Ｃ
Ｔ

』
１
１
Ｙ
く

１
１
１
．
，
．
Ｊ
．
，
．
．

３
Ｃ

Ａ
Ｅ
Ｐ

Ｅ
，
２

‐
，

Ｔ
’
’
二
一
一
二
一
一
一

Ｃ
Ｅ
Ｓ

Ｒ
Ａ

一
Ｙ
Ｙ
Ｉ

９
０

Ｈ
・
か

一
に

Ｉ
Ｙ
Ｔ

２
１
１
１
２

二
Ｃ
Ｅ

Ｕ
Ｔ

一
く
く

Ｒ
Ｐ
２
０
１
１
ｊ
ｊ

く
，

Ｅ
仁

．
，
Ｅ
Ｅ

Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

４
６

０
ｓ

一
Ａ

Ｏ
５
０
０
０
０

Ｅ
５

ｊ
，

０
Ｖ

Ｃ
９
く

Ｖ
９
，
，
，
，
１
５

，
ｓ

Ｅ
０

Ｄ
０
．
，

．
Ｃ

９
５

Ｉ
Ｙ

Ａ
，

Ｃ
Ｒ

ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
Ｎ

寺
Ｎ

・
ｐ
０
ｏ
Ｆ
２
２
２
２

二
Ｎ

く
．？

Ｄ
１

Ｈ
Ｕ

Ｔ
９
Ｇ

ヰ
－

月
」
Ｉ

５
９

Ｉ
Ｃ

革
９

と
り

弓
Ｄ
Ｔ

Ｃ
刺

ｊ
Ｎ

Ｌ
・

Ｅ
Ｔ
Ｌ

１
９

１
，
，
９
９

Ｃ
３
３

Ｎ
Ｘ

り
く
Ｎ
Ｉ

Ｅ
二
Ｔ
ｌ

一
Ｂ
Ｇ
Ｓ

Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ｅ
９

Ｐ
Ｃ

．
，
Ｃ
８

０
Ｎ

Ｄ
Ｒ
Ｙ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｓ
Ｈ

口
Ｕ
Ｏ
Ｅ

二
０
１
１
１

１
１
１
１

Ｔ
Ｃ

Ｂ
Ｎ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
０
Ｔ

Ｅ
Ｔ

Ｉ

一
Ｃ
Ｌ
Ｒ

ｆ
く
Ｉ
Ｄ
Ｉ
く
ｌ
く

Ｓ
，

９
９
Ｎ

Ｐ
，

，
ｎ
Ｔ
ｊ

Ｆ
ｐ

ｎ
ｐ
Ｔ

Ｗ
Ｒ
Ｏ

Ｏ
口

１
Ｒ

く
Ｃ

Ｈ
Ｏ

。
，
Ｃ

‐
Ｏ
ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ

Ｒ
Ｙ
Ｐ
Ｘ
Ｕ
Ｒ

９
く
０

画
芦

宕
言
５

Ｅ
Ａ
８

ｊ
Ｅ
Ｆ
６
Ｈ

Ｔ
Ｅ

Ｆ
１

Ｌ
Ａ
５

Ｔ
Ｌ
１

Ｔ
Ｈ

Ｅ
Ａ

６
Ｌ

Ｍ
Ｆ

菫
く

Ｂ
Ｃ
Ｔ

Ａ
６

，
Ｔ

Ａ
シ

‘
Ｉ
，
Ｕ
Ｅ
Ｎ

く
く
く
く
く
Ａ

５
－
ｊ
１
ｊ

Ｍ
０
１

Ｎ
ｐ

８
，

，
Ｔ

Ａ
Ｌ

ｆ
Ａ

Ｉ
１
Ｌ

Ｌ
Ｒ
Ｒ

，
９

，
，
，
１

，
一
５
５
５
Ｔ

Ｕ
Ｈ
Ｌ
９
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｌ

Ｒ
－
Ａ

９
Ａ
Ｉ
Ｒ

，
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｌ

－
Ｉ
く
く
Ｓ

Ｎ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｅ
Ｉ

Ｌ
Ｅ

Ｆ
｜
く
Ｉ

Ｒ
，
Ｓ
Ｉ
Ｒ
０
Ｙ

冊
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ

Ｓ
Ｅ

０
Ｈ
Ａ
０
Ｓ
Ｓ
５
Ｓ

Ｖ
Ｒ

Ａ
Ｒ

Ｓ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

Ｄ
』
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｙ

Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｈ
ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
‐

鼎
Ａ
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

，
孫

Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ

Ｕ
Ｔ

Ｎ
Ｐ

・
Ｓ
Ｓ
Ｓ

９
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｓ
Ｒ
Ｏ

Ｅ
ノ
５

Ｔ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

Ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｎ

Ｅ
一
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｏ

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｅ
ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

将
Ｇ

Ｅ
Ｔ

Ｃ
Ｓ
Ｓ

０
０

粥
Ｔ

Ｅ
Ｅ

一
Ｙ
Ｙ
Ｙ
＃

Ｒ
Ｕ
ｌ
Ｎ
ｆ
Ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ

Ｎ
Ｅ

Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
Ｉ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｎ

Ｓ
Ｅ

Ｈ
Ｉ
Ｔ

Ｔ
Ｏ

Ｐ
二
Ｔ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｑ

無
Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
ｐ
Ｎ

ｎ
ｐ

Ｔ
』

Ｎ
Ｖ
Ｉ

Ｉ
Ｔ

Ｈ
１

Ａ
Ａ
Ｉ
０
Ａ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｐ

Ｅ
“

Ｅ
外

Ｏ
Ｒ

ｐ
Ｕ

Ｏ
Ｘ
Ｒ

Ｔ
Ｔ
Ｒ

Ｌ
Ｆ

鵲
Ｒ

ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
０
Ｒ

Ｘ
Ｔ

５
６

Ｍ
Ｗ

Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
Ｈ
ｐ
Ｐ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
Ｅ

Ｓ
壷
〕
芦

一』毘

畏
升

骨
舛

畏
畏

受

一
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｉＣＶ
Ｄ

會
４
５
６
７
８
８
８
９
０
１
２
３
４
５
ｂ
６
６
６
６
９
０
０
１
３
３
３
３
５
６
６
１
３
４
６
８
９
９
９
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

Ｎ
一

４
４

４
４
４

４
４
４
５
５
５
弓
５
５
５
５
．
５
５
５
５
６
６
６
６
６
ｆ

Ａ
６
Ａ
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｆ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
“
Ｒ

Ｌ
０

－
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｉ
Ｃ
一

０Ｆ

Ｄ
垂
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

Ｔ
Ｒ

一
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７

７
７
７
Ｒ
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｒ
８
９
９
９
９
９
９
９
Ｑ
９

Ｃ
Ａ

一
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ａ
Ｅ
－

ＰＨＯＣ
一

PAGE 4 』
四
ｍ

剖
涕
顕
難
く
又
叩
腸
ｅ
望
器



基本統計処理システム

- SIMPLE-ATLASS - *

民 野 庄 造

1． は じ め に

経済分析，経営分析の有力なツールとしてコンピュータが多方面で用いられ

るようになり，手法の開拓とともに各種のう。pグラム・パッケージが豊富に蓄

積されるようになった。この分野における分析プログラムの形態，およびプロ

グラムとデータ（一般に統計データ）との関係を発展的にとらえると，三つの

段階に分けられる。

第1は独立う。ログラム方式（とりあえずこの用語を用いる。以下同様）であ

る。この方式のフ･ログラムは，分析を行うための所要の機能なり手続きを特定

化し，専用的なプログラムとして組みたてられる。したがって，①他の分析手

法との関連は考盧されない，②機能が特定化，かつ個別的であるから一過性の

プロク’ラムによる無駄，等の欠点が上げられる。

第2はパラメータ方式である。この方式は，特定の分析目的のために専用的

なフ･ログラムがつくられるのは独立プログラム方式と変わりはないが，分析条

件の変更を可能にしている。たとえば，選択する変数の指定，入力データの形

式・出力情報の指定等の情報をパラメータで与えるようにして汎用化を計り，

使い易いシステムとしたものである。

第3は言語方式である。特定分野ここでは，統計解析手法による経済分析・

経営分析を行うに必要とされる諸機能を具備し，かつ分析のシステム化と能率

化を目ざした独自の専用言語を持つシステムである。言語方式では，各種分析

手法相互間を有機的に関連づけ，またデータの扱いの統一化などによって，フ

＊この研究の一部は，昭和51年度文部省科学研究費補助金試験研究(2)「経営経済データバ

ンクの拡充とデータバンク管理システム」（代表者米花稔教授）によってなされたもの

である。
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イードバックを伴う段階的な分析や，各種機能の自由な組み合わせを可能とす

るなど，人と機械（分析システム）とのインターラクティブな関係が重視され

る。

つぎに，分析の素材として用いられるデータをいかに選択し，いかなる手続

きを経て分析プログラムに結合するかは，分析の能率と密接な関係にあり，分

析プロセスでの重要な部面である。従来は，分析プログラムとデータは別個の

ものとして扱われ，分析プログラムの実行時に外部データとして結びつけられ

ていた。

SIMPLE-ATLASS ( 1) (Simple & All-round Techniques for Linking

Analytical and Statistical Subroutines)は，データ・バンク(2)と分析プログ

ラムが有機的に関連づけられており，問題指向の簡易な言語方式の採用とあわ

せて，分析システムの今後の方向を目ざしたものといえよう。

2． 分析システムとデータ・バンクの結合

この章では，分析過程でとられる基本的な行動，および分析の素材とされる

データ自身の問題を浮き彫りにし，合わせて分析システムとデータとの関連に

触れ，好ましい分析システムの在り方を考察する。

2.1 分析行動と分析プログラム

モデル化→実験→評価，およびその反復を分析の基本的なう。ロセスと考える

ならば，①分析者が分析過程でコンピュータとインターラクティブな接触がで

き，かつ，②反復試行が簡単な手続きによって適宜行えることが分析行動の不

可避の要件としてあげられよう。とくに評価とフィードバック面では分析者に

よる高度の情報処理が行われるから，人とコンピュータとの間の情報のやりと

りは重要な意味あいを持っている。分析行動をこのように理解すると，分析プ

(1)モニタ部分および実行プログラムの一部は,和歌山大･杉浦一平教授開発のdSTEPS'

一本経営機械化シリーズ恥16に掲載一のものを用いた。

( 2 ) BEICAシステムー本経営機械化シリーズ比16に掲載一のデータ・バンク部
分。
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● ● ､ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ､ ● ､ ● ●

ログラムの記述は分析者自身が行うのが望ましい。

2.2 統計データの本質と分析システム

本項では，統計データに課せられている義務・集計基準など，統計データ自

身が持つ本質的な性格と統計データ使用者の立場とを対比し，使用者が統計デ

ータ使用にあたって留意すべき問題と分析システムの方向を考える。

統計データを絶対数で表わされるものと指数で表わされるものに分けてみる

と，一般に，人口，生産額等のように絶対数で表わされるデータは，集計基準

が変わらないかぎり恒常的に使うことができる。したがってデータのアップデ

イトも容易である。

これに対して，物価指数，生産関係指数，輸送活動指数等は，経済状勢・経

済構造との関係が考慮されるから，その指数生成の基盤であった社会体制や経

済環境が変われば，指数の改訂も当然行われねばならなくなる。経済状勢を把

握し適切な措置をとることは，統計生成者に課せられる義務だからである。

一方，統計データを使う側の立場でみると，データは分析の基盤をなす最も

重要な素材であり，可能なかぎり長期にわたって安定していることが望まし

い。たとえば線型モデルを用いて需要予測を行う場合，将来の目標時点での予

測値は，データが実測され，統計データが生成された時の経済環境ないし経済

構造が予測時点まで変わらないと仮定して需要量を予測する。また，いくつか

の分野の統計データを用いて分析を試みる場合，それぞれの統計データはでき

るだけ同じ時点，同じ経済環境で実測された統計データであることが望まし

い。すなわち，分析でよく用いられる指数データが経済状勢に浮動して頻繁に

改訂されると，分析モデルの主要な課題である安定性の面で問題をのこし，

統計データの使用者にとっては好ましくない。

このような統計データの動きへの配慮のほか，統計データ自身の持つ個性，

とくに生成の背景・生成の条件，分散型生成からくる使用統計データ相互の関

連の問題など，統計データの取扱いには相当の時間と労力を要する。

さて，ここでデータ獲得の手続き，そのデータと分析システムの関係，デー
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タ保管等の現状を展望し，問題点のピックアップと分析システムのこれからの

方向について考えてみる。

分析システムで使われるデータは，①所要データが掲載されている資料の探

索，②コンピュータの入力媒体化の手続きないし作業を経て分析システムに結

合される。

資料の探索は，①分析者自身が行うか，または所要資料の調査機関名，発表

資料名，統計表名，抽出期間，クラスに分けられている場合は，その区分等々

を資料探索者に指示して得る場合と，②分析者がデータの使用目的のみを提示

してデータの探索を第三者に任せる場合がある。

うえの手続きによって得たデータは，通常一過性のデータとして扱われ，体

系的に整備・保管されることはなく，特定の分析プログラムと個別的に関係づ

けられ，分析プログラムの実行時に外部データとして入力される。

これらの現状認識と，分析行動で必然とされる”コンピュータとのインター

ラクティブな接触",嘘反復試行の容易性"，およびまえに述べた統計データの本

質的な問題とを突き合わせて問題点を整理してみる。

(a)データ獲得の遅れによる分析能率の低下と，人と機械とのインターラク

ティブな関係への障害。

(b)データの個別使用による無駄，また分析者自身で管理するデータ・ファ

イルを持つ場合でも，データのメンテナンスに相当の労力と時間を割か

ねばならない。すなわち，分析に専念する時間が圧迫される。

(c)データの探索を第三者に任せる場合は，分析者と密接なコミュニケーシ

ョンを必要とし，またコミュニケーションの歪みも伴う。

分析システムと統計データ・バンクが有機的に結合されたシステムでは，こ

れらの課題の大部分は解消される。すなわち，データ・バンクでは組織的にデ

ータの管理が行われることはもちろん，統計データの利用者に対して所要デー

タを得るための各種のツール(3)をデータバンク機関が提供し，利用者自身に

（3）本叢書CCSIMPLE''都藤希八郎・民野庄造，もその機能の一部を持っている。各種
索引の提供，条件検索（分野・資料など）システム，キーワード，統計用語による
検索システム等が考えられる。
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所要データの探索とデータのアクセスを行わせるからである。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ､ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

SIMPLE-ATLASSは，データ・バンクと分析システムが有機的に結合され

ており，かつ問題向きで高水準の言語方式を採用したことによって，コンピュ

ータと分析者との距離が一層接近したものと信ずる。

3．SIMPLE-ATLASSの機能

同システムは，時系列データを中心とした統計解析を行う言語形式の統計分

析システムである。分析プログラムを記述する言語は，人と分析システムとの

コミュニケーションのすべてであり，システム設計の最も重要な領域である。

SIMPLE-ATLASSは，①ステートメントを記述する用語としてコード化を

極力避け，統計解析で用いる専門語ないし日常語を採用している，②ステート

メントの機能を高水準かつ問題向きに設定した，③システムの選択機能を高く

した等により，使い易さと分析能率の向上を目ざしたシステムで, FORTRAN,

PL/Iなどと比較して言語を修得するための教育・訓練を必要としない。統計

解析に関する知識さえあれば十分である。また言語形式であるため，それぞれ

の分析機能相互の連絡，フィード・バックを可能とし分析に必要とされる，試

行一評価一意志決定のプロセスを容易ならしめている。

3.1 言語機能

厩一能｜鑿’ ス テ － 卜 メ ン ト

●制 御 機 能

開 始 指 令

データ仕様

期 間 設 定

終 了 指 令

●データ検索

●分析・加工

回 帰 分 析

START :

DATE,起点日付BY type :

PERIOD ,自年・月(期)TO至年・月(期):

END :

BEICA file-id,ネーム1='系列コード,"……，
ネーム8＝，系列コード,：

(1)

(2)

(3)

側

(4)

(5) | REGRESS,ﾋｾﾂﾒｲWITnｾﾂﾒｲ1,……，セツメイ16：
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’TREND (model [,予測期間J),カンソクチ：

PEARSON,ネーム1,ネーム2,．．･…，ネーム16：

RANKORDER ,ネーム1,ネーム2, ･'･…，ネーム16：

CANONICAL,ネームル,，．…..，ネームだ, 0 WITH
ネーム 加,，……，ネーム瓶,O

COMPUTE,ネーム= arithmetic operations :

ADJUST [ (method) ] ,ネーム1,ネーム2,……
ネーム8

趨 勢 曲 線

相 関 係 数

順 位 相 関

正 準 相 関

㈹
⑭

⑧
⑨

系 列 演 算

季 節 調 整

●作表・作図

作 表 1

作 表 2

プ ロ ッ 卜

散 布 図

●補助入出力

カード入力

⑩

⑪

LIST \SGL,ネーム1,ネーム2, ･･．…，ネーム8

LIST \MPL,ネーム1,ネーム2, ･･････，ネーム8

PLOT ,ネーム1,ネーム2, ･･･…，ネーム8：

SCATTER,ネーム1 WITH ネーム2：

⑫
⑬

⑭
⑮

⑩ READ [ (read-type) ],ネーム1,ネーム2,……
ネーム8

" WRITE\MT[(mode)],ネーム1,ネーム2,･….．
ネーム8

⑬ READ\MT :

READ \MT ,ネーム1,ネーム2, ･･'…，ネーム8：

READ \ MT (LIST ) :

MT書込み

MT読込み

●そ の 他

タ イ ト ル

コ メ ン 卜

TITLE, Gany title'

* colnrnent

⑲
⑳

（記I)

●(2) type :YEAR (年), HALF (半期), QUART (四半期), MONTH (月）。

●(4) file-id :JNA (国民経済), FFS (企業財務), IFS (国際経済)。

●(6) model :POLYN1 (多項式一次), POLYN2(多項式二次), POLYN3(多項式三次),

EXPO1 (指数曲線一次), EXPO2 (指数曲線二次) ,EXPO3 (指数曲線三次),

HYPER (双曲線), GROWTH (成長と平衡), GOMP(ゴンペルツ曲線),

LOGSTC (ロジスティック曲線)。

●0D method :EPA, CENSUS。

●⑯read-type :COL, ROW｡
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●⑰mode :LOAD, ADD ｡

（記I)

●英大文字の単語は，システムで定められているキーワード。

●英小文字の単語は，その機能に定められている単語，または文字列。

●カナ文字の単語は，系列データの変数名（カナまたは英字ではじまり，8文字以内)。

●漢字は，一般に日付・期間を表示する整数値。

3.2 ステートメントの記入規則

ステートメントは，機能部(START, PERIODなど）と，その機能が実行

されるときの条件を指定する記述部から構成される。

●記入欄は限定しないから，1～72欄内の自由な場所に書き込むことができ

る。73～80欄は行の識別としての意味しか持たない。

●単語の区切りは，スペースまたはコンマ（，）による。

●ステートメントの終りにはコロン（：）を書く。セミコロン（；）で区切ると

次の行（カード）を同機能のステートメントとみなす。

●ステートメントで用いるネームは8文字（一部7文字）以内とし，その最初

の文字はカナまたは英字ではじまらなければならない。通常ネームは時系列

データの名前である。

・時系列データのタイム・ラグを表わすには，ネームに続けてく＞記号を用

い，その中にタイム．ラグを整数値で書く。たとえば，シヨトク＜－1＞は

時系列データ侭シヨトク”の前年（または前期）の値をさす。

●コメントを書くときは，行の最初またはコロン（：）のあとにアスタリスク

（＊）を書けばよい。以下，任意のコメントを書くことができる。

●〔 〕内の記入は省略してもよい。

3.3 各種機能の解説

(1) START :

システムの初期化を行うステートメントでプログラムの最初に書かれる。

DATE,起点日付BY type(2)

起点日付：時系列データの起点日付，年は西暦下2桁で表示する。
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type :YEAR (年) HALF(半期) QUART (四半期) MONTH (月）

時系列データのデータ形式と起点日付を定義する。つぎに現われるDATE

文までこの定義が保たれる。

（例) DATE, 51 BY YEAR : .…..……①

DATE, 5501 BY QUART :…………②

① 年次データで1951年が起点日付。

②‐四半期データで1955年第1四半期が起点日付。

(3) PERIOD,自年・月(期)TO 至年・月(期):

分析期間（区間）を指定する。PERIOD文が複数個記述される場合は，同

文が現われる度に設定期間が更新される。年は西暦下2桁で表示する。

{側'… ”。Y YEAR非………露PERIOD, 61 TO 75

…“”。￥…Hi}………・PERIOD, 7101 TO 7512

① 1961年から1975年が分析の対象となる期間。

② 1971年1月から1975年12月が分析の対象となる期間。

(4) BEICA file-id,ネーム1='系列コード',ネーム2='系列コード',……

ネーム8＝，系列コード'：

file-id :JNA (国民経済データ) FFS(企業財務データ）

IFS (国際経済データ）

ネーム ：検索した時系列データにつけられる名前。

系列コード：データ・バンクに収録されているデータに付されているコー

ドをアポストロフィーで囲んで書く。コード表は，本経営機

械化シリーズ16,「経営経済情報制御分析システムのデータ

・バンクの統計資料について」能勢信子，および本叢書・資

料編「企業財務データ・項目コード表，および会社コード

表」に掲載。

本ステートメントは，データ・バンクに収録されているデータを検索する命
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令でSIMPLE-ATLASSの最も特徴的な機能の一つである。この検索命令が

実行された後は，使用者がつけた名前（ネーム）を，以後に説明される各種分

析手法(REGRESS, TREND, PEARSONなど),データの加工(COMPUTE,

ADJUSTなど),作表・う。ロット(LIST, PLOTなど）の中で自由に書くこ

とができる。

（例) BEICA JNA,チンギン='14100000',シヨウヒ= '81211000' :

常用労働者賃金（全業種）と消費支出（全国全世帯）のデータがデータ・バ

ンクから検索され，それぞれ‘チンギン，と‘シヨウヒ，という名前がつけられ

る。

BEICA IFS, GOLD = '1111A', SDR = '1581B' :

米国（国コード：111）の保有金（項目コード: 1A)と日本のSDRがデー

タ・バンクから検索され，それぞれ@GOLD'と4SDR'という名前がつけられ

る。

BEICA FFS,トウザシサン= '13011200' ;

コテイシサン＝'13011500'：

㈱極洋（企業コード: 1301)の当座資産（項目コード: 1200)と固定資産(項

目コード: 1500)が検索され，それぞれ‘トウザシサン，と‘コテイシサン，と

いう名前がつけられる。

(5) REGRESS,ヒセツメイ WITH セツメイ1,セツメイ2,．．．…

セツメイ16
－

ヒセツメイ：被説明変数の名前（7文字以内)。

セツメイ ：説明変数の名前。

（記）被説明変数名の頭に￥印をつけ，その名前のエリアに推定値を入れ

る（変数名はシステムによって自動的に定義される)。

Y=ni+61Jr1 +62･z2+….｡･+βAおﾙ+"

被説明変数Y,説明変数韮11,r21……,韮上とする上式の回帰モデルにしたが

って重回帰分析を行う。

出力は，観測値と推定値とを一つのグラフ上に並べて画く。また,検定の資
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料として決定係数・オ値・ダービンワトソン比等の諸係数も印刷する。

（例) REGRESSショウヒWITHチンギン，ゼンキショウヒ：

‘チンギン，，‘ゼンキショウヒ，の二つの説明変数，‘ショウヒ，を被説明変数

として重回帰分析を行う。‘￥ショウヒ，に推定値が入れられるから，この命令

以後‘￥ショウヒ，を書くことができる。

(6) TREND (model [,予測期間]),カンソクチ：

カンソクチ：時系列データの名前を書く（7文字以内)｡

type :POLYN1 (多項 式・一次) Y#=4+6j

POLYN2 ( 〃 ・二次) Y#=q+62+ct2

POLYN3 ( 〃 ・三次) Y,=q+"+ct2+ar3

EXPO1 (指数曲線・一次) Y#==α･〃

EXPO2 ( 〃 ・二次) Yf=α･〃･Cr2

EXPO3 ( 〃 ・三次) Y#=α,〃･"2･ぬ3

HYPER (双曲線) y*-6\,
a

GROWTH (成 長 と 平衡) Y#=Ke－－f

GOMP (ゴンペルツ曲線) Yi=Kα〆

LOGSTC (ﾛｼｽﾃ/fyｸ曲線) Y'=1千黒二両Ko;極限値
（記）●変数名（カンソクチ）の頭に￥印をつけ，その名前のエリアに推定

値を入れる。

●予測期間を省略すると，年次・半期（5年)，四半期（12期)，月次

（24月）が仮定される。

（例) TREND (GROWTH) ,ショトク：

‘ショトク，に時間を独立変数とする成長モデルをあてはめ，その趨勢曲線を

もとめる。出力は，観測値（ショトク）とその趨勢曲線のグラフが画かれる。

(7) PEARSON, ネーム1,ネーム2,……，ネーム16:

(8) RANKORDER,ネーム1,ネーム2, ネーム16：

（7)はピアスンの相関係数，（8)はスピアマンとケンダルの相関係数をそれぞれ

もとめ，ラインプリンタに出力する。
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（例) PEARSON ショトク，ヒフクヒ，ゴラクヒ：

(9) CANONICAL,ネーム虎,，……，ネーム吃,0 WITHネーム77Z11…．．

ネーム77Z10 :

ネームル,～ネーム々,0：第一集合の変数名。

ネーム加,～ネーム疵10:第二集合の 〃 。

2組の変数間の相互関係の分析を，正準相関分析を用いて行う。出力される

のは，固有値・正準相関係数．X2値等である。

(10 COMPUTE,ネーム= arithmetic operations :

系列演算を行い，その結果を左辺に書かれた変数名に入れる。演算式の記述

はFORTRANの書き方にしたがう。異なるのは, FORTRANの演算式に

書かれる変数名・定数が要素であるのに対して, COMPUTEの演算式に書か

れる変数名・定数は系列データである。

つぎの関数も式の中に書くことができる。

｜関 数｜関数名｜定 義｜国，

（例) COMPUTE,セイチョウ=(ショウヒーショウヒ<-1>)/ショ

ウヒ＜－1＞：

‘ショウヒ,の成長率を計算し，その結果を‘セイチョウ，に入れる。‘ショウ

ヒ＜－1＞’は，年次データならば前年の計数値である。

COMPUTE, RESULT = SQRT (1.2 *ショトク):

‘ショトク，の系列すべてのデータ(PERIOD文で定義した期間）に1.2を

指 数

対 数

平 方 根

三 角 関 数

絶 対 値

EXP

ALOG

ALOG10

SQRT

SIN

COS

ABS

Ｘ
〆

ｅ
ｌ

Ｘ
昭

唱
ｅ

利
１

可
１

1／X

sinX

cosX

lXI

型数
〃

〃
〃

〃
〃

〃

実
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掛け，その平方根をとったそれぞれの値を4RESULT'に入れる。

⑪ ADJUST [ (method) ] ,ネーム1,ネーム2,･･･…，ネーム8

ネーム1～ネーム8：原計数の入れられている変数名（7文字以内）

method :EPA (省略時選択）またはCENSUS

‘ネーム’に書かれた四半期または月次データ系列に季節調整をほどこす。季

節変動調整済計数は，‘ネーム，の右端に￥文字をつけた名前のエリア，すなわ

ち‘ネーム1￥，，‘ネーム2￥'，……，‘ネーム8￥，にそれぞれ入れられる。

（例) ADJUST (EPA) ,セイサン，ザイコ，ハンバイ：

‘セイサン，，‘ザイコ，，‘ハンバイ，に入れられている原計数値をEPA法によ

って季節調整し，それぞれ‘セイサン￥，，‘ザイコ￥，，‘ハンバイ￥，に入れる。

(13 LIST\SGL,ネーム1,ネーム2,……，ネーム8:

‘ネーム’に書かれた系列データについて，ネーム（項目）単位に表を作成す

る。日付の表示は，年次データの場合は表側と表頭，四半期・月次データの場

合は表側に年，表頭に期（月）が印刷される。

（例) LIST \SGL,ソウジンコウ，ダンシ，ジョシ：

⑬ LIST\MPL,ネーム1,ネーム2, ･･….，ネーム8:

8項目までの系列データを縦に並べて作表する。表頭に‘ネーム,を，表側に

日付を表示する。

(10 PLOT,ネーム1,ネーム2,……，ネーム8:

8項目までの系列データをラインフ。リンダでう。ロットし，グラフを作成す

る。縦軸に日付をとり，横軸にはスケールがとられる。スケーリングは，‘ネー

ム’に書かれたデータの最大・最小値を調べ，自動的にとられる。最大・最小

値の絶対値が極端に離れた系列データを混在させると，小さい値を持つ系列デ

ータの表示精度がおちる。

⑮ SCATTER,ネーム1 WITHネーム2:

‘ネーム1，と‘ネーム2，の二つの変数間の相関グラフを散布図の形で画く。

(10 READ [ (read-type) ] ,ネーム1,ネーム2,……，ネーム8:

read-type : COL (データの穿孔順序を年（期・月）順とみなす）
』■■■■■■■■■■
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ROW ( 〃 〃 ネーム順とみなす）

記入しない場合はCOLが仮定される。

カード上に穿孔されたデータを読み，‘ネーム1～8，に害かれた名前をつけ

る。穿孔データの形式は，整数型・実数型いずれでもよく，また欄の位置も限

定しない，データとデータの区切りはブランクによって識別される。

カード上のデータと‘ネーム’との対応は，つぎの（例）で説明する。

（例) DATE 61 BY YEAR :

PERIOD 61 TO 75 :

READ,データA,データB:

カードには，つぎのデータが穿孔されているとする。

'〕 21]11 EO12 ご01:ヨ 2']14 EU15 |、

八
2”9 2U11〕

9咽1$旧q毘別9匹＄4，6 1911恩ⅡlZq3q4旧161?:ｮ耐ﾆﾜﾛT1rZ2P2d肥2$2”0静。U』132ｺ｡]H'13531ﾖｺ5咽414Mｺ““q5j74049咽1$旧司毘別9匹＄”j5Dﾖﾛ的llu28]“脳F66J6ｮ6E?い17ｺ]]JJ1S鹿F7m1M【

DATE文で年次データが定義され, PERIOD文で1961年～1975年が指定さ

れているから，それぞれの系列に15個のデータが入れられる。

‘データA'には, 1961年のデータとして101が, 1975年のデータとして115が

入れられる。‘データB'も同様に, 2001～2015のデータが入る。

⑰ WRITE\MT[ (mode) ],ネーム1,ネーム2,……，ネーム8:

mode : LOAD (磁気テープ。の最初から書く）。

ADD (ENDマークを消し，追加害込み)｡

‘ネーム’に書かれた系列データを所定の様式で磁気テープ｡に書く。modeを

@ADD' (省略時選択）に指定すれば，既成ファイルに新しいレコードを追加す

ることができる。
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●記録フォーマット

lレコードー
－

‐1－
初年 終年

ホーゞ\蝿,噸｝蕊
､8バイト人一一8－ﾉｰ4－ノー4－へ－4－ノ
ー -100バイト－ 一

'

；
／

I
1

ノ

初年

年1月

I(期

終年

年1月

X期）

|データ
1 k

タ
式

デ
形 データ

1

データ

2
ネーム

ｰ4－ノヒ4－－ノ

⑱ READ \MT :……………………………………………･……．．……①

READ \MT,ネ,--ム1,ネ,--ム2,……，ネーム8: ･･･……･･･@

READ \ MT (LIST) :……･･……･･……………………“…………③

WRITE \MTで書かれた磁気テープ。のデータを読む。系列データの時間的

整合は，磁気テープ･に書かれている初年月（期）を参照し，自動的にとられ

る。

①の命令では磁気テープ。に書かれている‘ネーム,がシステムに登録され，

②では，読まれたレコードの順序にしたがい，‘ネーム1，～‘ネーム8，の名前

で登録される。

③は，記録レコードの仕様をラインフ。リンダに出力する。

⑲ TITLE, 5any title' :

@any title'に書かれた文字列をラインプリンタで印刷する。表の識別等に用

いられる。

⑳ ＊comment

第1文字または，：のつぎの文字が‘＊’ならばコメントとみなされる。

⑳ END :

プログラムの終了。

3.4 プログラム例

データ・バンクから全国勤労者世帯・実収入(81310100) ,同じく消費支出

(81211100)と消費者物価指数・総合(33000000)を検索し，実質消費支出の

前年同期に対する伸び率，および消費支出の推定を回帰モデルを用いて行う。

分析の対象期間は，1967年第1四半期から1974年第4四半期までとする。
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4． シ ス テ ム の 概 要

国［
J卜塾zzl』1
1／

部ファイルゴマンド

シ ス テ ム 機 能

構文解析，エラー処理，システム・テーブルの管理

実行プログラムの呼出し等
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4.1図 システムの概念図

図に示すようにSIMPLE-ATLASSは，各種の実行プログラム．モジュー

ル集合と，それらのモジュールの制御，エラー処理等システム全体の統轄を行

うモニタ部，および，これらの機能と有機的に関連がとられている各種データ

・ファイルより構成される。

カード化された分析プログラムは，モニタの要求に応じて逐次システムに入

力される。言語の翻訳はインタプリタ方式がとられており，“ステートメント

入力→構文解析→実行”のプロセスがステートメントを単位として反復され

る。その過程でエラーの検出と対策も併せて行われる。構文解析では，命令文

の分解，命令語の妥当性チェック，各種情報のシステム・テーブルへの登録等

が行われる。
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実行段階は，コマンドの性格により, @ START, END, PERIODのよう

にシステムの初期化，後処理，実行条件の設定など，単にシステム情報の書き

換えを行うものから, @ REGRESS, TRENDのように，まとまった分析結

果を出力するほか，算出された推定値を入れる領域の確保，名前の登録など，

分析機能とシステム機能を併せて持つものまである。

各種の実行プログラム・モジュールは，ディスク装置に入れられており，モ

ニタの要求に応じて主記憶装置に呼び出されて実行される。SIMPLE-ATL-

ASSは，新しい機能の組み入れ，機能の修正が容易に行えるように考盧され

ている。この処理は，“汎用ライブラリ・メンテナンス・システム”(4)によっ

て行われる。

データ・バンクに収録されたデータの検索は, @BEICA'文を用いて行われ

るが，そのための検索用モジュールがシステムに組み入れられている。

データ・ファイルは，つぎの三つに分けられる。

(a) BEICA バンク

(b)外部ファイル

(c)システム・ワーク・ファイル

●BEICAバンクには現在，国民経済データ3,000系列，国際経済データ30 , 000

系列，企業財務データ50 , 000系列余をディスク装置に収容している。これら全

系列がSIMPLE-ATLASSの即時呼出の対象となる。BEICAバンクの管理

は, @(BEICA システム”(5)によって行われている。

・外部ファイルは，カードと磁気テープ｡に分けられる。カード・ファイルは，

BEICAバンクに未収録のデータを補足するときに用いる。磁気テープ・ファ

イルは，データを補足する場合，および私用ファイルとして保存する場合に用

いる。同じデータを繰り返し使うときに有効である。

●システム・ワーク・ファイルは, SIMPLE-ATLASSが管理する記憶空間

（4）当研究所・機械計算室・正井樹を中心として開発したシステムでG:RRMAIN''と
呼ばれ，ディスプレイ装置をつうじて対話的に行われる。

（5）本機械化シリーズM16を参照せよ。
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で, BEICAバンクより検索されたレコード，外部ファイルより読みとられた

レコード, 'COMPUTE文’など分析プログラムで定義づけられたレコード等

をジョブの活動期間中記憶する。これらのレコードの管理はすべてシステムで

管理しているので，使用者は関知する必要はない。

5． 結 び

以上のようにSIMPLE-ATLASSは，時系列を主体とした統計解析の手法

を用いた分析に有効なシステムである。それは，言語方式・コマンド方式の採

用，機能のマクロ化，データ・バンクとの結合，システムの自動選択機能の充

実などで実現されている。

しかし，まだいくつかの課題がのこされている。その一つは，コンピュータ

と使用者間のコミュニケーションを対話方式にすること，とくにパターン指向

の情報交換の問題が重要となろう。また，システム側の問題であるが，使用者

の評価をシステムへフィード・バックし，よりシステムの価値を高めるためシ

ステムのメンテナンスを能率よく行う方法を確立することである。その機能を

システム自身が持っていることが望ましい。



EDP部門の防災について

都 藤 希 八 郎

は じ め に

現在の経営情報の処理は，単独の小型機から通信回線により広域情報網を構

成する大型機まで，各種のEDPSに大きく依存する状態になっている。このよ

うに経営活動が高能率化をEDPSに頼っているため，もしEDPSが短時間停止

しても経営全般に影響を及ぼすことになり，いわんや長時間に及べば，経営活

動の停滞は勿論，経済的損失，信頼性の失墜，場合によっては社会的混乱にも

連らなることも考えられる。

一方現状においては,EDPSが普及するにつれて在来の災害に加えて，情報

そのものの窃盗，ソフトウェアでの悪用，ハードウェア・設備・建物の破壊な

どの人災が増加しつつある。このためEDP部門の施設は，業務能率の向上に

加える「経営への信頼性の獲得」といった目的から一歩後退して，能率の確保

という方向に目標を変えねばならなくなっている。

（1）

本叢耆においては，各所において「防災」の立場でEDP部門の空間関係の

諸問題を逐次明らかにしてきたが，今回は以上の現況を考えて不明瞭なままに

なっている「防災」を主眼にしたEDP部門の在り方について，工学的な見地

から改めて組織的に考察しなおしてみることにしたい。

幸いに, EDP部門の安全対策についての全面的かつ詳細な解説耆があるの
（2）

で，ここでも空間的物理的な面での防災に限定することにした。

（1）拙稿『経済経営研究叢書－経営機械化シリーズ』第8冊～16冊

（2）日本電子計算機株式会社(JECC)『情報処理の安全対策」
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I 災害の種類と対策分野

EDP部門の災害の原因については，多少の問題はあるが「天災」「人災」

「公害その他」に大別される。ここでは主に本稿に必要な災害の原因・対象お

よび対策分野について表示した（第1表)。

第1表に示したようなEDP部門の災害は，その立地・建物・設備における

防災対策によって防止されたり軽減されたりするものが多いので，これらの対

策を実施したうえで，要員の教育訓練，情報のチェックシステム，建物・設

備・EDPS・各種物品の防災管理，および非常時の応急対策・復旧対策を確実

に行なうことによって防災の万全が期待できる。

なお，このほかEDP部門自体に対するばかりでなく， 周辺環境に及ぼす，

日照・騒音・自動車往来・流出水などの被害対策も十分考慮する必要がある。

これらの詳細について，順次検討していくことにしたい。

I 防災上からみた立地

2.1 災害の種類

防災を主眼とした立地計画において，関係のある災害の種類を前章から改め

て抜粋すれば次のとおりである。

地震(震動，不同沈下，火災，山崩・崖崩，津波)，風雨(風圧，塩害，高潮，

山崩・崖崩，洪水)，火災(熱)，事故(停電)，有害空気(工場・自動車の排気，

浮遊粉塵)，航空機事故，電磁波。

2.2 防災からみた立地

次に述べる諸対策は防災の見地からのもので，実際には，経営．運営上の諸

問題，業務能率などを比較検討して決定されるであろうし，またこのような理

想的な立地は少ないため，防災を成功させるには，できるだけ条件に合うよう

努めるとともに，地域的にEDP部門の諸機能を分散し,1箇所での被害を減

少さすという基本的な考え方による必要がある。次に各災害に対する諸対策を

列挙する。
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（1）地震 地震帯とくに断層のある地方にEDP部門の機能を集中させな

い。大都市・工場地帯・家屋密集地帯は避ける。地盤の弱い山際・崖際は避け

る。津波の起こりやすい海岸の低地は避ける。

（2）風雨 台風の多い地方にはEDP部門の主な機能を集中させない。海岸

とか低地は避ける。山際・崖際は避ける。河川の両岸，とくに低地帯は避け

る。

（3）類焼火災 強風地帯，大都市の工場地帯・家屋密集地帯にEDP部門の

機能を集中させない。

（4）停電 電力事情の良好な地区を選ぶ

（5）有害空気 大都市工場地帯，高速自動車道路沿線，飛塵物の多い地区は

避ける。

（6）航空機事故 空港・基地の離着陸コースの直下を避ける。

（7）電磁波 強力な電波を出す無線塔のある地区から離す。

（8）このほか, EDP部門が日照問題・自動車騒音などで周辺地区に損害を

与えるおそれのある人家密集地区は避ける。

Ⅲ 部 門 の 防 災

3.1 災害の種類

EDP部門全体として考慮せねばならない災害原因については，これまでに叢

書の各所で述べているが，ここではIでまとめたものを下に掲げる。

地震(震動，破片，不同沈下，火災，山崩・崖崩，津波)，風雨(風圧，破片，

塩害，漏水，高潮，山崩・崖崩，洪水)，雷(電流，火災,停電)，類焼火災(熱，

煙，ガス，消火水)，故意(暴力破壊，窃盗，爆破一爆風・破片・火災，放火)，

過失(失火)，事故(故障，停電 断水)，有害空気(自動車・工場の排気，浮遊

粉塵)，航空機事故。

3.2 敷地内建物配置

新築の場合においても，市街地の敷地では配置に融通性はほとんどないが，
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郊外・工場敷地内・大学構内など敷地が広い場合には，次の諸事項を考慮する

必要がある。

密集家屋のある境界から遠ざける。造成地・地盤の弱い土地では，崖下・盛

土側をできるだけ避ける。人目につかずに侵入しやすい位置は避ける。自動車

道路，工場排気・浮遊粉塵の風下は避ける。低地，排水溝付近，送電線，巨木

などから遠ざける。

3.3 各室配置

3．3．1 事前調査

新設建物の場合は前述の諸事項をもとに防災の計画ができるが，共用建物，

ことに雑居ビルに類する場合は，隣接建物からの類焼の危険性，上階における

機械・水・化学薬品の使用の有無 同一階・下階における可燃物．有毒ガス発

生物の取扱いまたは貯蔵の有無などについて十分に調査を要する。

3．3．2 平面計画

（1）建物平面の形は第1図のような特質を考盧して計画するのがよい。

｜予三己i:画曹1D-| !/TEj
l 2 3 4 5

第1図 防災上からみた建物の形状

（注）自然風・爆風（→印）に対して，1→5の形状になるほど被害が大きい。

地震動には，3．4．5の（一印）の個所に被害が生じ易い。

(2) EDP部門の全体を鉄筋コンクリート壁で囲むとともに，オンライン装

置とオフライン装置, CPUとI/O装置などに区分し，鉄筋コンクリート壁の

小室に分散設置し，被害の減少を図 第2図

ることを検討する。

(3) EDP部門は，一般階段室と

耐震壁で隔離し，専用階段を設ける

ことなども考え，延焼とか不法侵入

の防止を図る(第2図)。 －
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(4) EDPS室の階位置は，雨水の侵入，航

空機事故，洪水，高潮，空調機の効率，消火

活動，不法侵入などから考えて，最上階・1

階を避けた2F～7Fが適当である（第3

図)｡

(5) EDPS室の平面的位置は外壁になるべ

く接しない所とし，他室を通抜けてEDPS

室に達するのが類焼・不法侵入・外部からの

爆風とか風害などからみて最良である。しか

し実際にはこのような平面は取りにくく，建

第3図

最上階

7F

2F

|GL第1階

物内のわかりにくい位置で階段・廊下に直結しないようにし，廊下があっても

隣接室前までにし，他室を通抜けるようにするのがよい。次に参考に若干の平

面の実例を掲げる(第4図)｡

国 筐
1 2 3 4

第4図 防災上からみた平面例比較

外壁に接せず良い平面であるが，廊下があれば不可。

外壁には1面しか接していないが，階段・廊下に接しているので不可。
外壁に2面が接しているが，通抜方式のため不法侵入防止にはよい。
外壁に接せず，避難階段が確保され，通抜方式で優れた平面といえる。

(注）1．

2．

3，

4．

3.4 構造・材料

3.4.1 構造

鉄骨鉄筋コンクリート．鉄筋コンクリート造りであること, EDPS室を中心

とした上下．横方向は鉄筋コンクリート壁であること, EDP部門全体をなる

べく多くの鉄筋コンクリート壁で区画することなどが考えられる。なお最近の

組立式の鉄筋コンクリート構造・鉄骨構造は，衝撃的外力(例えば，直下地震

・爆発など)に弱いことも考えられるので注意する必要がある。

EDPS室

÷
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3．4．2 材料

主体構造材は上記のような強靱な耐火材であるのは当然であるが，その他の

間仕切・天井・床下地，仕上材料も耐火材であり，万一発火しても有毒ガスを

出さない材料を使用すべきである。

3.5 設備

EDP部門の防災では，敷地・建物に関する以上の対策に加えて，各種の災

害を防止し，万一起った場合にも被害を最小限にし，復旧を速かにするため各

種の設備によらねばならない。その内容は広範にわたるため，ここでは簡単に

項目のみを列挙する。

（1）建物関係 防火シャッター，防火廟，防煙用垂壁，排煙用窓，避難階

段，防水扉，防犯用格子・金網，防火塀。

（2）空調関係 専用空調機，予備設備，警報器，警告灯，有毒ガス除去装

置，集塵装置，非常用ダンパー，排煙装置，複数の外気取入口と侵入防止網お

よび警報装置，配管耐震耐火施工。

（3）防火・消火関係 煙・火災感知機，火災通報装置，スフ･リンクラー，固

定式ガス消火装置，消火栓，非常灯，誘導灯，消火用貯水槽。

（4）電気関係 〔強電〕2系統以上の受電設備，専用配線，自家発電設備，

AVR, CVCF,適切な照明設備，避雷設備。〔弱電〕電話，インターホン，侵

入者感知機，電子キー, ITVなどによる無人箇所の集中監視システム。

（5）水道・ガス関係 貯水槽，水漏・ガス漏警報装置，排水装置，排気装

置，配管耐震装置。

3.6 建物周辺に対する防災

敷地北側の日照を害さない立・平面，自動車騒音を考慮した進入路．遮音

壁 敷地よりの流出水の排水溝，冷却塔・設備機械の騒音防止装置など十分な

対策を実施する。

Ⅳ 各 室 の 防 災
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4.1 災害の種類

部門内の各室の防災を計画する際に関係する災害をIから抜粋すれば，次の

とおりである。

地震(震動，破片，火災，山崩・崖崩，津波)，風雨(風圧，破片，塩害，漏

水，高潮，山崩・崖崩，洪水)，雷(火災・停電)，類焼火災(熱，煙，ガス，消

火剤，消火水)，故意(暴力破壊，窃盗，変造，爆破一爆風・破片・火災，放

火)，過失(失火，操作ミス，破損)，有害空気(自動車・工場排気ガス，浮遊粉

塵)，静電気。

4.2 各室の防災

4.2.1 EDPS室

EDPS室を上記災害から防護し，被害を最小限に止めるには，次の諸対策

を実施するようにする。

（1）建物 周囲壁は無窓または開口部面積をできるだけ小さくし，耐火．防

水工法とする。入口は1カ所とし，他室からも見透しのきく検査用前室を設

け，また正反対側に避難口を必ず設ける。屋上の防水層の立上りは十分にと

る。最上階の場合，漏水防止用二重屋根構造も考慮する。壁・天井には耐火．

防塵材料を使用する。床高は一般床より高く仕上げ，静電気防止のため導電性

の高い材料を使用する。EDPS下のフリーアクセス床は耐震装置を付ける。床

下には排水溝と排水孔を設け，漏水・消火用水の排水をよくする。

（2）設備 EDPS筐体を床へ固定する。室内空調装置などの移動．転倒防止

工事をする。前室扉に電子キーおよび自動施錠装置も考慮する。電源障害時に

自動扉を手動で開閉できるようにする。出入口外側に緊急停電用スイッチを設

ける。警報装置と停電の自動作動も考慮する。床下電源接続部を防水型とし，

浸水感知器も設ける。床下ケーブルには防鼠剤を塗布する。専用アースを必ず

設置する。

4.2.2 機械設置の諸室

一般にEDPS室の防災は注目されているが，その他，穿孔室，通信機室，
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端末機室，設備機械室などは軽く取扱われがちである。しかし，これらの諸室

も一度災害を受ければ，場合によればEDPS室同様の影響を与えることもあ

るので, EDPS室に準じた対策が必要である。このうち「穿孔室」は，人を主

に騒音・採光・照明・色彩・空調を十分に配盧し，未然に作業ミスからくる被

害を少なくする。「設備機械室jは万一被災するとEDP部門のみでなく，事

業所全体の機能を停止させることになるので, EDPS室と|司等に防災処置を行

うとともに，予備設備を別室に設けるなどの十分な対策が必要である。

4．2．3 その他の諸室

機械類の設置されていない諸室においても，次の諸対策が必要である。

(1)事務室 作業ミスの減少を図るため，採光・照明・色彩・空調など空間

の質をよくする。侵入防止のためEDP部門全体，とくに出入の監視ができる

間取りと開口部位置を決める。

（2）う。ログラマ室 業務上のミスを少なくし，資料の盗難を避けるため室内

環境を良好にし，位置を静かなわかりにくい所に取る。

（3）女子休憩室 休息の効果をあげ，間接的にミスの防止を図るため室内環

境，とくに色彩にも注意する。

（4）データ保管室・倉庫 磁気テープ・磁気ディスク・保存用データ類を格

納している諸室は，安全庫としての設計がなされ，耐火・耐水であることが望

ましく，安全性の要求度と業務能率を考慮したうえ，地域・建物・階・室を別

にした予備の室を設けるように努める。

お わ り に

以上EDP部門の防災について，災害の原因に「人災」による破壊を加え，

全般的な考察を行なった。しかしこれも現段階における仮定であって，他の災

害を想定する場合には相当の工学的検討と技術的処理を必要とすることは当然

である。もちろん対策内容は，公共か民間か，大規模か小規模か, EDPSへの

依存度はどの程度か，などの諸条件によって，経済性と安全度を比較検討した
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うえで決定されるだろうが，その実施においては，以上の各項に述べたごと

く，施設・EDPSおよび情報の分散と予備を持つという基本的な考え方で，で

きれば部門を設定または改革する機会にできる限り一度に完成を期した方が，

結果的には経済的に有効な対策が確立されるものである。



＜資料＞

社会科学とデータバンク

－ その資料的側面 一＊

生 島 芳 郎

本研究所では近年，企業，国民経済，国際経済にわたる研究に必要なデータバンクに関

する情報分析システムの共同研究を続け，その成果の一つとして，経営・経済情報制御分

析システム( BEICAシステム) (1)を開発した。本稿では，社会科学領域のデータバンク

と，本システムのBEICAバンクにおける資料面の諸問題を考察する。

1． 情報流通システムとデータバンク

「情報化社会」という語が日常使用されるようになって十年近くになり，この間，情報

の処理と利用の両面で多くの試みが開発され，実用化されている。例えば，旅行，レジャ

ー，交通，医療，不動産，消費者信用，職業紹介，証券市況など，日常生活をとりまく分

野の情報化で，いわゆる生活情報システムと言われるものである。またこれらの中の不動

産，消費者信用，証券市況などの情報は，内外経済，貿易，金融や企業財務などの諸情報

とともに，企業や国の経済活動を支える経済情報システムを構成している。この外，教

育，公害，行政などの各分野の情報を扱うシステムなど，日常われわれの社会行動や，わ

れわれをとりまく社会現象の多くは，これら情報システムの適切な利用に依存する傾向に

ある。

データバンクは，このような各情報システムの中で，大量の情報を収集 加工，蓄積

し，利用者の要求に応じてこれらを検索，提供するという中核的機能を持っている。ま

＊ この研究の一部は，昭和50年度文部省科学研究費補助金試験研究(2)「企業経営の業

績評価分析システム」（代表者米花稔教授）によってなされたものである。

( 1 ) BEICAシステムの概要とBEICA バンクについては，本シリーズ恥16所収の

米花稔「経営・経済情報制御分析システム｣，能勢信子「BEICAバンクの統計資料

について」参照。
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た，データバンクは計数情報，非計数情報のいずれをも処理，提供するものであるから，

インフォーメーション・バンク（情報銀行)(2)と称してもよい。

非計数情報には記述情報，文献情報，図形情報などがあるが，記述情報，文献情報はそ

の内容分析，加工の複雑性に加え，検索サービスの適確性，利用者の満足度などの点で計

数情報サービスには及ばないし，その需要も計数情報に対する程，一般的ではない。これ

に対し計数情報は，情報の収集，加工および処理，提供の技術的容易性や利用者の需要の

多いこと，サービス対価の明瞭性などの要因から，今日実用化しているデータバンクの多

くは，計数情報を処理，提供している。

わが国のデータバンクには，政府機関，公共機関ならびに研究機関，および民間の情報

サービス企業によるものがあり，その提供サービスは部内業務用が多く，一部が一般に提

供されている。これらのうち，コンピュータ利用のサービスを，一般に提供する主なデー

タバンク機関とサービスデータは次の通りである。

労働省労働市場センター （職業紹介のための雇用情報）

国民生活センター （生活相談事例，家計診断）

日本科学技術情報センター （内外の科学技術文献資料）

日本特許情報センター （内外の特許情報）

日本貿易振興会 （海外経済情報，貿易統計）

日本経済新聞社データバンク局 （内外の主要経済統計，企業財務，株価）

市況情報センター （株式市況）

帝国興信所 （企業財務，企業情報）

日本不動産取引情報センター （不動産情報）

2． 社会科学情報とデータバンク

行政，産業，経済や社会生活に関連する情報システムの開発，発展に比べて，学術研究

情報の流通システムは，科学技術や医学領域の一部専門分野で活動しているが，全国的流

通システム(NIST)の構想の具体化は実現をみていない。また人文・社会科学領域にお

（2）ニューヨーク・タイムス社が，1972年に予定した新聞・雑誌記事の抄録のオンライ

ン検索と原記事のマイクロフィルムからのコピ．一・サービスを連繋したシステムは，

New York Times lnformation Bankとして計画，発表された。
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けるこれらシステムの活動はずっとおくれており，今後の開発，発展にまたねばならない

現状である。この原因の一つは学術情報の特性にある。ここでは，社会科学研究における

情報需要の特性とデータバンクの関係について考えてみる。

（1）社会科学研究における情報需要

(a)現時的情報と歴史的情報

学術研究では，主として文献情報と計数情報が求められるが，社会科学ではその研究の

特性上，両情報とも現時的情報（カレント・インフォーメーション）と同じく歴史的情報

（ヒストリカル・インフォーメーション）が必要とされている。ある特定の研究を進める

上で，最近の，また過去の同類の研究や関連の研究を確かめ，参考にするために文献情報

が，またその研究課題を解明するのに必要なデータを得るには，現時的，歴史的な各種統

計数値情報が常に求められる。また歴史的情報は，研究が過去の時点に関連する場合はも

ちろん，現在との対比や，時系列分析，比較研究のデータを得る上で，大きな需要があ

る。

すなわち，情報利用の面で，一般に社会科学の情報は，自然科学のそれに比して寿命が

長いといわれていることは，情報蓄積の面からいって，歴史的情報ファイルの常備が必要

であるということである。

(b)非計数情報と計数情報

社会科学研究で求められる非計数情報は，研究に必要な関連の研究論文や記事などの文

献記述情報（ドキュメント・インフォーメーション）で，これに対する要求は，研究者の

必要な主題に合致する文献情報とその所在の取得を目的としている。この目的を達するた

め，文献情報システムでは，情報蓄積面での総合的包括度と検索面での検索精度が重要で

あり，従来から検索効率を上げるため，主題分析一主題抽出一索引語選択という索引作業

において，種々の手法が試みられているが，事実検索，数値検索における検索精度には及

ばず，要求者の満足度に限界があるのは周知のところである。

一方，計数情報で需要の多いのは，社会・経済統計資料である。社会学，法学，経済学

などの計量的・実証的研究の発展とともに，各種統計とその分析，加工が要求せられ，官

公庁，地方公共団体の指定統計や，一般統計を主とする極めて多種大量のマクロ統計デー

タを始めとして，各種団体や企業のミクロデータなどが必要になっている。そしてこれら

計数データは，時系列(Time Series)と横断面(Cross Section)両方の提供が要求せら

れる。
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このような統計データ以外に，個々の調査，研究で得られた調査データの共同利用につ

いての需要がある。これは科学技術分野ではデータセンター，情報分析センター，社会科

学分野では社会科学データアーカイブなどが取扱うデータであるが，これらデータの処

理，サービスは，わが国の社会科学領域では未着手の分野であり，後節で詳説する。

（2）データバンクとサービス機能の要素

迅速にして有用な情報の提供という，データバンクの目的を達するための基本的前提の

一つは，資料，データの包括的な収集と蓄積である。データバンクには専門分野の大小に

関係なく，特定主題についての専門文献，計数データの総合的，包括的なファイルが必要

であり，これには外部ファイルの利用も補助手段の一つとして考えねばならない。次の一

つはこれら蓄積データの索引目録ともいうべき，トゥールの整備である。ユーザーがデー

タファイルの中から，利用目的に必要な書目，計数データなどを認知するのに必要なサー

ビスであり，統計データを例にとると，各統計データの生成に関連した調査目的，方法，

範囲，項目などの説明，各集計表やデータエレメントの名称，その内容，構成，使用コー

ドなどについてのドキュメントなど，データの基本的性格と形態を明らかにしたレファレ

ンストゥールがこれにあたる。

情報サービスで求められるのは，有用性，迅速性，経済性である。このうち迅速で適確

有用なデータをサービスする機能は，コンピュータの利用で大きな進歩をみたといわれて

いる。しかしこれは，データ処理のコンピュータ化による時間的，労力的な効果を表面的

にとらえたもので，データの処理・提供プロセスにおける根源的な要素は，データベース

の構成と管理，簡易で効率のよいプログラミング言語と検索システムなどの，ソフトウェ

アとシステムの良否である。

これらソフトウェアとシステム面での整備が，サービス機能に有用性と迅速性を与え，

またサービスの経済性の評価に，根本的かつ直接的な影響を持っており，今後のサービス

機能を左右する重大な要素である。

現在，データバンクのサービス内容は，単なるコンピュータによる検索データの再生提

供から，種々の加工・分析の補助システムの併用によるユーザーのニーズをふまえた有用

なデータの提供へ，またサービスの方法・形態では，蓄積データの全部あるいは一部の磁

気テープの提供，又はバッチ方式でのハードコピー，マイクロフィルムによる提供から，

タイムシェアリング方式でのディスプレイによる提供へと発展をみせている。

今後，コンピュータ機器と通信システムの結合面での開発が進むにつれて，サービスの
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内容，方法，形態ともに多様化するであろうが，ユーザー主導型のサービス機能が重視さ

れる傾向にある。

3． 社会・経済データバンクと資料

前章で社会科学領域における情報需要と，データバンクの情報サービスについての問題

点を考察したが，次に，社会・経済分野の諸データバンクの資料，データと，研究用資

料，データとの関連，および研究用データバンクとしての BEICA バンクにおける，資

料問題について検討する。

1． 学術研究とデータバンクの資料

研究分野の細分，深化や学際領域の拡大などによって，社会・経済領域でも文献情報，

計数情報ともに，種々大量の諸情報が要求される。これらの情報需要には，諸資料機関の

ほかに既設のデータバンクの利用が求められる。

現在，経済・経営分野で計数統計データ又は記述情報を主としたコンピュータ・サービ

スを，一般向けに行なっているデータバンクとして次の例がある。

(1) NEEDS (日本経済新聞社) (3)

国内主要経済統計約2,700系列，上場会社財務データ（日経データと興銀データ),

株価などのファイルおよび米国経済統計約8,200系列，米国・カナダ主要会社財務デー

タ(4)，米国株価などのファイルを持つ。磁気テープ｡・サービス，ハードコピー・サー●

ビス，タイムシェアリング・サービスを行ない，それぞれデータの加工，分析データの

作成提供も行なう。

（2）帝国データバンクCOSMOS (帝国興信所) (5)

中小企業の決算財務データ（5万企業）と非財務重要項目データ（25万企業）を持

つ。磁気テープ・サービスとハードコピー・サービスを行ない，財務経営分析比率デー

タの作成提供も行なう。

(3) JETAC ･ IRサービス（日本貿易振興会) (6)

Nikkei Economic Electronic Data Serviceの略称。

Standard & Poor's社が作成する財務データファイルでCompust atと称される。
COSMOSはComprehensive Survey for Managerial Operation Systemの略称
で，1976年よりサービスを開始した。

JETACは日本貿易振興会(JETRO)の情報検索専用コンピュータの略称。

ｊ
ｊ
ｊ

３
４

５

く
く
く

(6）
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諸外国の経済．産業．商品等に関する記述情報（約160万件）と米国商務省の輸出入

統計（品別・国別・税関地区別の月計と年計，1968年以降分）を持ち，ハードコピーサ

ービスを行なう。

(4) Interfile (世界貿易センター) (7)

世界貿易センター連合(8)が，各国の世界貿易センターで作成するその地域の経済，

産業，貿易等に関する情報の抄録（約2万件）ファイルを持ち，現在，東京，ロンド

ン，ニューヨーク，インディアナポリスの各センターがオンライン検索を利用してい

る。抄録とその情報源のハードコピー・サービスを行なう。

上記のデータサービスは，マクロ経済統計では経済動向，経済分析，経済予測，ミクロ

経済データでは信用分析，投資分析，企業動向調査，外国経済データでは貿易動向，産業

・商品動向など，一般経済活動，企業活動，産業活動のための利用を目的としており，特

に学術研究用として設けられたものではない。そのため，（ｲ)蓄積データの種類と量，（ﾛ)加

工・分析用補助システムの点で利用上の限界があるのはやむを得ない。

例えば, NEEDSの経済統計データは，国内の主要全国統計データを収録し，そのカレ

ントデータは，研究上有用であるが，その収録期間は最近の約10年分であって，地域分

析，長期分析にはデータ不足であり，外国経済統計データは米国以外は未収録であるの

で，国際経済分析，国際比較分析などに必要な欧州諸国，開発途上諸国の現時的，歴史的

データは，別の情報源で補完しなければならない。企業財務データでも収録期間は最近

20期分で，それ以､上にわたる長期の時系列分析にはデータの補充を要する。

また，すでに NEEDSでは，加工，分析用としてコマンド形式の汎用性のあるソフト

ウェア・パッケージ（モデル分析用，計量分析用など）が用意されているが，個別研究毎

に必要な特定の分析プログラムやユーザー・ファイルの使用が簡便なように，それぞれの

データサービスにおけるデータベースの整備が望まれる。

( 7 ) InterfileはInter-Trade Center File of lnformation Servicesの略称, Calla-
han, R. E､: "Developing a world trade information system", SPgciαノ〃6-
"y, Vol. 66, No. 12, pp. 575-78, 1 975,五十嵐専介：世界貿易センターのインタ
ーファイル，「情報管理」18(7) , 565-70頁(1975年10月）を参照。

（8）世界貿易センター連合(The World Trade Centers Association)は，世界39カ
国，約94の世界貿易センターを下部にもつ国際団体で，世界貿易を促進し，世界平
和に寄与することを目的としている。本部はニューヨークの世界貿易センターにあ
る。インターファイルのデータベースは，クリーブランドにおかれている。
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2． 調査データとデータアーカイブ

科学技術領域では，各部門や特定の目的のための数量的学術データの収集，評価を行な

い，有効なデータを公表，利用に供する組織としてデータセンターの設置が，国際的な

規模で進められている。わが国の地震観測データセンター，日本赤外線データ委員会，

高圧データ委員会, JNDC核データ委員会などが，国際学術連合会議技術データ委員会

(ICSU-CODATA)の活動に協力しているのがこれにあたる。

社会科学領域でも，計数データの中には，いわゆる統計数値データのほかに，種々の研

究調査で得られたサーベイデータがある。地域的な世論調査，選挙行動調査，社会調査，

市場調査などのデータがこれで，政治学，社会学分野に多く発生する研究副産物としての

調査データであって，これらデータの収集と量的測定が，研究の理論的信頼性を強化し，

比較政治学や比較社会歴史学などを発展させてきたといえるのである(9)。

このようなサーベイデータを収集，保管し，共用し得るための組織の必要は, 1960年代

から欧米諸国で求められ，データアーカイブ，アーカイブセンターなどと称せられてい

る。例えば，米国のローパー世論研究センターやカリフォルニア大学（バークレイ）のセ

ンターなどは，各国の世論サーベイデータを大量に集めており，ミシガン大学の大学間政

治研究協会(ICPR)は,50以上の大学をメンバーとする政治行動のサンプルサーベイ･

データ，西ドイツのケルン大学の社会研究中央アーカイブは，経済行動，政治行動を主と

する社会研究のデータなどに特色をもっている。また英国では1967年に大学研究機関，民

間調査機関および政府をメンバーとする社会経済アーカイブ委員会(SEAC)が組織され

ているし，これら各国のアーカイブの業務的，技術的問題についての開発，研究，調整

などを，国際社会科学協議会(ISSC)の社会科学データアーカイブ常置委員会(SCDA)

が，国際的見地から進めていることは知られている。

しかし，わが国ではこのようなサーベイデータは，調査後公表されずにおかれたり，研

究者のもとに死蔵されており，学界の共用資産としての有効な利用サービスの方法は確立

されていない。去る昭和45年，日本学術会議の「社会資料センター」設立勧告害に，同セ

ンターにデータアーカイブの機能をも具備することが記されたに止まっている。

データアーカイブは，（1）社会科学の調査，研究で得られた諸データの異なる研究者によ

( 9 ) Rose, Richard, "The dynamics of data archive3, SOCjαノScjg"" I"/り""α"0〃
Vol. 13, No. 6, pp. 91-107, 1975.
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る将来の分析のための共同利用，(2)原データを使用した二次分析，(3)異なる地域，外国の

調査データによる比較研究などの出来る機能を持ち，それには蓄積される原データのマシ

ンリーダブルなフォームでの利用サービスが可能なことが望ましい。このようにデータア

ーカイブは，その蓄積データの種類は異なるが，データバンクに似た機能を持っている。

社会科学領域のデータバンクを，文献記事データ，統計数値データ，調査データの三種

のデータのサービス機関と広義に解すれば，学術研究におけるデータバンク構想には，デ

ータアーカイブの機能を抜かしてはならない。

3. BEICAパンクの今後

当研究所が設立中の経営・経済データバンク(BEICA バンク）は，種々の計数データ

を管理，制御するBEICAシステムを中心として，季節変動調整，経済予測モデル分析，

統計分析，企業財務評価分析などの加工，分析システムをふくむ補助システムの利用可能

なBEICAシステムのデータベースである。

BEICA バンクのデータは, (1)国民経済データ, (2)企業財務データ, (3)国際経済データ

の三種で，すでに次記が収録され，利用されている。（1)は主として政府機関，日銀発表の

各種統計表からの約3,000系列の時系列データで昭和30年以降，（2)は上場会社1,200社の

営業報告書，有価証券報告書による社別，期別（1期につき61項目）の財務諸表計数で昭

和30年以降, (3)は国際通貨基金の国際金融調査(IFS-International Fin ancial Survey)

データの磁気テープを再編集し，収録した世界約200カ国の国際金融，国際収支を主項目

とした国別，時系列データ3万系列で昭和32年以降の分が利用できる。

現在，これらのデータは，本研究所の研究部門の一般的な需要を充たすことに目標をお

いており，順次これらデータの種類と系列を増加する計画をもっているが，今後，データ

の収集・蓄積面で，(1)収集データのカバレッジ，(2)歴史的データの処理，(3)経費などの諸

点が問題となる。

（1)は地域統計，特殊主題統計など未収統計の収集範囲と，時系列データの長期整備にお

ける遡及期間の検討，（2)はこの長期整備での異なった調査法によるデータ間のリンクェー

ジや，企業財務データでの項目の相違，欠除などの処理に関連するデータの斉合性に関

する問題である。（3)はデータの収集，蓄積に要する労力，費用の経済性の検討である。

データの収集，蓄積をすべて自機関で行なうには，労力，費用ともに大きな投資を要す

る。主要なカレント・データを常時整備し，さらに上記(1)，(2)を進めるには，すでに国際

経済データでIFSファイルを利用しているように，国内経済のカレント・データ用には
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NEEDS など他のデータバンクが作成した磁気テープ。ファイルを備え，これを BEICA

バンク用に再編成する方法を採るのも一案である。これら市販データファイルの当初価格

は高額なものもあるが，次年度以降の年更新料は通常の図書資料費でまかなえる程度であ

る。これによって主要なカレント・データの蓄積が円滑に行なわれ，資料源の調査，デー

タの点検・保守，入力の労力などを，市販ファイルで調達出来ない諸外国の経済データ，

特殊データ，歴史的データの収集や蓄積，および加工・分析などの補助システムの充実へ

向けうると，研究上の便益は大きくなるであろう。

情報サービスは複数の情報機関の協力がなければ，十分な効果はのぞめないものであ

り，この意味で例えば, BEICA バンクと同分野の国内経済データを大量に取扱う総理府

統計局や経済企画庁のデータバンクのサービスとの関連なども検討すべきことである。今

後，データファイルの有効な利用と情報流通の迅速化，自由化をはかるには，データバン

クをはじめとする諸情報機関の相互協力体制が必要であり，これらを結ぶネットワークの

形成が望まれるのは言うまでもない。

4． 結 語

以上，データバンクの問題点を，社会科学研究における情報需要と資料面から述べてき

た。現在，わが国の大学関係ではわれわれのBEICA バンクを除いては，僅かに一，二

の大学が NEEDSの一部を利用しているにすぎないが，学術研究にコンピュータの利用

が欠かせなくなった今日，次は学術情報の需要・流通面でコンピュータのデータバンク的

利用が進むことが期待される。そしてデータバンクの発展には，蓄積データの充実とソフ

トウェアの一層の進歩が必要なことは，今まで述べたように言うまでもないが，学術研究

における情報の価値と情報サービスの対価についての認識が広まることが，その基本的要

因の一つであろう。





＜資料＞

汎用簡易作表プログラム

CROTAB について

下 條 哲 司

1． 表 を つ く る 手 順

ものには互いに区別できるいくつかの属性があり，それぞれの属性によって幾通りかの

カテゴリーに区分できる。一つめの属性では全く同じカテゴリーに入るものであっても，

二つめの属性によってそれはいくつかに区分される。こうした区分は属性があるかぎりい

くらでも続けることができるが，それだけでは何の役にも立たない。どのような分類を行

ない，その結果をどのように配列することによって，属性相互間の関係や各カテゴリーの

分布状態をより適確に知ることができるかが，表をつくることの最初の目標である。

一つの個体に関して，いくつかの属性についての評価を記録したデータが，たくさんの

個体について得られるとき，われわれはこれを適当に分類して，この個体群の共通の性質

を観察しようとする。そのときどの属性について，どのような区分法によって，これを分

類してゆくのが適当であるか，それが未知の個体群であればあるほど容易には定めがた

い。分類と集計とを何度となくくり返してゆくことによって，それがはじめて可能になる

ことさえしばしばある。

このような作業は多くの場合，非常に単純な作業ではあるが，個体数が多ければ多いほ

ど，属性の数が多いほど，より退屈な作業でもある。しかも分類方法の若干の変更や，属

性の組み合わせなどによって，何度となく分類集計の作業をくり返すことは，とても人間

にとっては耐えられない仕事となる。このような作業に対しては，コンピュータというキ

カイが全くうってつけのものであることは早くから気づかれてはいたが，この種の作業の

汎用化が非常に困難であったために，その都度プログラムを作らねばならないことが多

く，人間にとっての厄介さは，ほとんど解消されなかったといえる。
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キカイに対して，キメの細かい作業を要求するためには，より多くの情報を与えなけれ

ばならない。作表という一見単純な作業が，実は非常にキメの細かい作業の積み重ねであ

ったことが，そのひとつの理由であったのかも知れない。データの加工，属性ごとの分類

方法の確定，いくつかの属性による区分と集計，そしてその結果の配列表示，作表の手順

はほぼこの四つの段階に分けられる。これらの作業を詳細に記述するためには，相当の情

報量を要するであろう。何とかしてそこでの情報量を，より簡略にできないものであろう

か。

CROTAB (Cross Tabulation)プログラムに与えられた課題はここにあった。加工，

分類，集計，作表の四つの過程をひととおり網羅した上で，より少ない情報量でわれわれ

の意図が指示でき，そのために手軽に試行錯誤がくり返せるような汎用のプログラムであ

ること，これである。

したがってCROTABは，次のような機能を備えている。

A)カードあるいは磁気テープ･から入力された個体別のデータについて，まず属性値相互

間のデータ加工，または属性値の修正を行なう。この修正や加工はすべて通常の算術式

で指示される。

B)加工され修正された属性値は,6種類の分類法によって区分される。

C)この区分にしたがって,3次元のカテゴリーに分散集計される。この段階で属性値相

互間の相関係数行列や分散共分散行列をも作成できる。

D)この結果にタイトルや見出しを付して,30×30×30までの表を印刷する。

こうした機能は作表プログラムには最少限要求されることではあるが，これらの機能を

使用者の意図通りに忠実に発揮するにあたって，できるだけ少ない情報量で実現できるよ

うにしたのが, CROTABの特色といえる。以下, CROTABの各機能に対応しながら，

そこで要求される制御情報の表現方法について説明する。

2． コ ン 卜 ロ － ル カ － ド

CROTABのコントロールカードは，次の12種類である。

Fカード データの形式やデータセットを指定する

Nカード 各属性に与える名称を指定する

○カード 削除すべきレコードの条件を指定する

(Format)

(Names)

(Omit)
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Pカード データ加工に必要なパラメータを与える (Parameter)

Cカード データの加工方法を指定する (Compute)

Dカード 加工後の個別データの印刷を指定する (Display)

Rカード データの分類方法を指定する (R anking)

Lカード 区分値に名称を与える (Label)

Tカード 表の形式を指定する (Table)

Mカード 多次元分布表を指定する (Multi-Dimension )

Hカード 表の標題を与える (Heading)

Eカード コントロールカードの終りを示す (End)

どのコントロールカードもすべて共通の形式をもっており，次の三つのフィールドから

なる。80欄カードにおいて

第1宇目 コントロールカードの種別を示す文字 L部

第4～5字目2ケタの整数（番号または個数を示す) N部

第7～78字目コントロールメッセージ M部

第2，3字目，第6宇目，第79,80字目は使用しない。

なお全体の展望がより簡潔に得られるように，各カードの表現のしかたを一覧表にして

かかげておく。ここで用いられる記号の意味は，一覧表の注に付してある。より詳細は，

それぞれの説明を参照されたい。

説
明

L部|N 部 部M

レコード数＊データセット番号（1レコード分のフォ

ーマット）

8字ずつの名まえの並び，または＃ローマ字の並び

αE〃またはaGUまたはαL〃または‘N〃の並び

10コ以内を，で区切る。最後は；

F |デ ー タ コ 数
3．

入

名まえの．数

条 件 の 数

Ｎ
Ｏ

力

数値の並び

へデータ名称（8文字まで）′算術式；

‘，，α2，．･…･, dj; j≦10
一 ー ■■■■■ ー

パラメータの数

デ ー タ 番 号

デ ー タ コ 数

４
加

工

Ｐ
Ｃ

，
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’R ラ ン ク 番 号 αE"1_L'Z) "2_iまたは哩".L" '一似2－……÷"蝿+'_L
5．

または‘A〃；またはdS") ",, 112 ,……，z1”ラ
ー ー ー ー ー 一 分

または"G"1_L 2ﾉ2 / U3 , ･･････ ;またはγPz'1, "2/

ひ3， 〃4’.｡…ｦ

類
8文字ずつの名まえの並び，または＃ローマ字の並びL|ラ ン ク 番号

T テーブル番号 ''1*7"2*7'3/N ;またはγ1*"2*''3/fJA ;またはγ,＊

"2*"3/dM(/) ;またはγ,*''2*(x) ;ただし，好は

NまたはdAまたはaMまたはasの並び，またはγ＊

R(y) ;ただし,yはα1, d2,……，α『j≦30

γ,＊吃＊……／応；ただし，節は上に同じ。

タイトル名

6．

作

M テーブル番号

H テーブル番号

表

私
構
成MAPまたはなにもなし

1■■■■■■■■■

E

(注）α：データ番号，γ：ランク番号，/：テーブル番号，〃：カテゴリー数，〃：数値

アンダーラインの文字はそのままカード上に表われる文字または記号である。

3． デ 一 夕 の 入 力

CROTABが扱うことのできるデータは，個体がもついくつかの属性値を一定の順に並

べたものを，個体の数だけ集めたものである。個体の数や属性の数はどれだけあってもよ

いが，1回の作業で扱うことのできる属性の数は60コ以内である。一つの個体についての

属性値の組をレコードという単位で呼ぶならば，1枚あるいはそれ以上のパンチカードが

1レコードを構成するし，磁気テープならばたくさんのレコードが1巻に格納されている

ことになる。

CROTABがデータを入力する場合，最小限必要になる情報は，このレコードの形式，

少なくともその作業で用いられるデータが，レコード中のどこに納められているかという

こと，そしてその数が何個であるかということおよび入力機器として何が用いられている

かということ，この三つである。データ入力に際して用いるべきこのような情報はFカー

ドが供給することになる。N部のデータ数というのは今の作業で用いられる属性値データ
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が何個であるかを伝えるものである。M部のレコード数はMカードを使用する場合のみ必

要になる情報で,Mカードを使用しないときはこの数とそのあとの＊記号は省略してよ

い。またレコード数の数字は大きい目の概数でよい。次のデータセット番号は5か11で，

カードリーダー（データセット番号5番）からカードをよむべきか，磁気テープ（データ

セット番号11番）からよむべきかを知らせる。データセット番号につづけてFORTRAN

のFORMAT形式で耆かれた1レコード分の形式指定が与えられる。ここには，使用し

ない文字数にXをつけたものと，使用する文字数nをFn.0の形にして示したものとによ

って形式を指定する。4文字以内であれば Anの形でもよい。これらをコンマで区切っ

た並びの両端をカッコで囲んだものがここでいうフォーマットである。

入力された属性値データは，入力された順にひとまず属性値エリアに格納され，その後

はその番号で参照される。一覧表でdで示したものがこの番号である。キカイにとっては

これ以上の情報は必要ないが，これをあとで印刷するときには，それぞれの属性を示す名

称がないと人間にとっては不便であるので，この段階で必要のあるものには名称を与えて

おいた方がよい。このために使用されるのがNカードである。

属性値エリアは60個分用意されているが，後に説明されるように加工されたデータもこ

こに格納されることになるので，入力された属性値の数よりも多くの名称を，加工方法の

指示に先立って与えておいてもよい。したがってNカードのN部に書かれる数は,Fカー

ドのN部に言かれる数より多くてもよい。NカードのM部にはそのN部に書かれた数だけ

の属性の名称が並べられる。

一つの属性に対して8文字ずつの名称を与えることができるので,NカードのM部には

8文字ずつでこれを与えなければならない。8文字に足りない名称は，で区切っておく

と，後に空白が補われて8文字の名称とされる。8文字の名称の場合は，を使用してはな

らない。7字目から78字目までの72文字を使っても,1枚のコントロールカードでは必要

な名称が与えきれない場合には，必要な枚数だけ追加カードを使用することができる。た

だし，2枚目以降では，6字目までをブランクのままとして，1枚目と同様に，1枚目の

つづきを必要なだけ書き並べる。これらの名称はそのまま印刷されるから，一見してわか

りやすい名称が望ましい。

一見してわかりやすいという意味では，カナ文字の方がよい場合も多い。そこでCRO-

TABでは，こうした印刷用の名称にはカナ文字を使えるようにした。とはいっても，力
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ナ文字をパンチするためには特殊なパンチ機を使うか，コードの重ね打ちによってパンチ

するしかないので，訓令式ローマ字綴りで名称をパンチしておけば, CROTAB の内部

でこれをカナ文字に変換する機能をもたせることにした。すなわち，カナ文字化したいロ

ーマ字名称の場合は，第1文字にシャープ記号＃を付しておき，最後をコンマで終るよう

にすればよく，結果的にカナ文字で8文字になるようにしておけばよい。訓令式ローマ字

では使用されない英字や記号はそのままとすることにしているので，ローマ字としては不

自然でも，目的のカナ文字になるように書くことは容易である。次のような少数の例を見

れば十分であろう。

#KOUBE,はコウベ #SAP PORO,はサツポロ

#KONT ENA-,はコンテナー #SEN'IN,はセンイン

ひとつのレコードが入力された段階で，そのうちに含まれるデータの値をチェックし

て，ある属性値が特定の値よりも大きいか，小さいか，または等しいか，等しくないか，

いずれかの場合には，このレコードを削除するという風な条件を付することができる。こ

のために用いられるのがoカードである。これには10コまでの条件を書きこむことがで

き，そのひとつひとつは

データ番号 E, G, L,Nの1文字 値 ，または；

という形であり，それらは順にEqual, Greater, Less, Not equalの頭文字であることは

いうまでもないであろう。

4． デ 一 夕 の 加 エ

入力された属性値データは，レコードに並んでいた順に属性値エリアに並べられるが，

それらがすべてそのまま集計や分類に利用されるとは限らない。ある属性値に何らかの加

工をほどこしたり，二つ以上の属性値を組み合わせて新しいデータを作ったりする作業が

これにつづく。生年月日から年齢を計算したり，夫婦の年齢差を計算したりするなど，こ

れである。こうした計算に用いられる算術式は，通常の四則演算でほとんど間にあうが，

対数や真数の関数程度は使えることが望ましいと思われる。

Cカードはこのような計算方法を指定するために用いられる。N部の数はこの計算によ

って新しく作られるデータを格納すべき属性値エリアのデータ番号であり，入力され，ま

たこの計算に用いられたデータとはちがった番号をもつのがふつうである。もちろんその
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後は入力されたデータと全く同じように参照されることができるが，属性値エリアの大き

さからいって60番をこえてはならない。入力されたデータが計算に用いられ，もはや再び

それが利用されないなら，同じデータ番号のところに計算結果を入れることはもちろんか

まわない。

CカードのM部にはデータ番号と四則演算記号十一＊／および（）を自由に用いて計

算式を書き，最後は；で終る。対数関数はL()で，真数関数はE()で表わす。定

数を用いるときは，通常の書き方で値を書いた直後にcという文字をつけておく。データ

番号を適当に使って数例を示す。

CL ,, ,, ,8-1 975C－1； データ1が生年であれば, 1975年現

在の年齢を計算して，これをデータ

8とする。

C, ,, ,,｣9－(3+4)/2. C; データ3とデータ4の平均をデータ

9とする。

CUU10:IE(L(3*4)*O. 5C) ; データ3とデータ4の幾何平均をデ

ータ10とする。

定数のうち，何回もの試行のたびに変更するようなものが度々出てくると，その都度カ

ードをパンチしなおさねばならないので，これを一括してPカードで与えられるように

した。たとえば先の例の1975 Cなどは, 1976Cとなることもあるかも知れないので，これ

はパラメータとして別に与えておき,Pカードの第1番目に出てきたパラメータという意

味でこれを1Pと示すことにする。すなわち1Pとは,Pカードで定義された第1番目の

パラメータという意味である。これを使うと先の例は

C旦旦－8u1 P-1 ;

となり，そのためのPカードは

PU旦旦1－1975；

となる。これはパラメータを一つ定義するという意味のコントロールカードである。パラ

メータはCカードで用いられるCつきの定数をふくめて合計30コまで使用できる。そのと

きM部には数値をコンマで区切っていくつか並べ，最後は；で止めた上,N部にそのコ数

を書いておけばよい。ここでも2枚目以降のカードは7字目から78字目まで有効である。

計算によって作られた新しいデータに名称を与えるには,Nカードで前もって与えてお
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いてもよいが,Cカードで計算と同時に与えることもできる。その時はM部の計算式の前

に8文字以内の名称を，引用符で囲んで書いておけばよい。もちろんこのときも引用符の

内側の第1文字が＃なら，ローマ字をカナ文字に変換して印刷用に用いられる。例えば次

のごとくである。

C! !! 1,｣8旦、#NENRE Iノ1P－1；

入力したデータに対して加工が行なわれた段階で，入力されたものおよび加工された結

果をレコードごとに印刷したいならば，ここでDカードを用いることができる。Dカー

ドはM部に印刷したいデータ番号をコンマで区切って書き並べ，最後を；で止めておけば

よい。そしてN部にはそのコ数を書いておく。lレコードについて印刷は1行分を使用す

るので,10コまでしか書いてはならない。

5． デ 一 夕 の 分 類

さて，入力され加工されたデータを分類する段階に来た。CROTABでは分類は6種類

の方法でRカードによって行なわれる。これを例をあげながら説明しよう。一般形は一

覧表を参照されたい。なお，いずれの分類も30区分まで許される。

1） 等間隔区分

R－－－1u8EO(15)75) 0から75の間を15等分した区画で，データ8の

値を区分する。つまり1区画は5ずつの幅をもつので，もしデータ8が年

齢ならば，5歳きざみで分類することになる。そしてその結果，何番目の

区画に入るかという情報＝区分値が，区分値エリアの第1番目に格納され

る。

2） 境界値区分

RL",,,2LI784)1,15,20,35,50; 1～14.9,15～19.9,20～34.9,

35～49.9という四つの区画で，データ7を区分する。データ7の値が1未

満であったり，50以上である場合は，どれにもカウントされない。結果は

区分値エリアの第2番目に格納される。この場合，四つの区画ができる

が，そのための境界値はそれよりひとつ多いことに注意。

3） 直接区分

R－－U3LI1 0A7 ; データ10の値は1から7の範囲であるので，その値をその
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まま区分値とする。データ10の値がその範囲にない場合は，カウントされ

ない。

4） 特定値区分

RU－LI4LI1 1S2)、YES', ､N○′； データ11は文字型データで YES

または NO という値が入っているものとすると，それぞれに対して区分

値1および2が与えられ，結果は数値で区分値データ4の値となる。

5） 群区分

R昌一LI5LI6G1/2, 5/3, 4, 6/7, 9/8; データ6の値が1である

とき第1グループに，2または5であるとき第2グループに，3または4

または6であるとき第3グループ･に，……というふうに値によってグルー

プ分けする。そして第何グループに属するかの情報が5番の区分値として

格納される。

6） 再群区分

R邑旦且6LI2 P 1, 4/2/3 ; 区分値2の値によって群区分と同じような分類

をする。これは先に2）の境界値区分をしたあと，その結果としての区分

値2についてグループわけするところに特色がある。

区分値エリアは属性値エリアとは全く性質を異にする。後者は入力されたり加工された

りしてできる値であるから一般数であるが，前者は分類によって定められる整数である。

このことは表の定義に際しては重要な区別となる。

区分値にもまた名称が与えられる必要がある。これのためにはLカードが用いられ

る。LカードのM部はNカードのそれと全く同じであるが,LカードのN部の数値は区分

値データの番号であり,RカードのN部の数値と対応していなければならない。Rカード

で分類が定義されていれば，その区画の数はすでにわかっているので，名称を与えるべき

数も自ら定まってくる。

6． 表 の 定 義

CROTABでは，原則として3次元までの表が定義できる。すなわち，タテとヨコに広

がる2次元の表を，さらにオクユキとして必要なだけくり返す。この場合，表の形は次の

ような三通りが考えられる。すなわち，
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l)オクユキ，タテ，ヨコとも区分値がくる形 分布表型

2）オクユキ，タテが区分値で，ヨコには属性値が並ぶもの 一覧表型

3）オクユキのみ区分値で，タテ，ヨコが属性値であるもの 共分散型

である。これらをそれぞれ右のような呼び名で説明する。さらに4次元以上の分類表も用

意されている。これについては,Mカードの項を参照されたい。

表の定義を行なうTカードも，この区別にしたがって三通りのものがある。ただし，

説明の便宜のため，分布表型をさらに二通りにわけ，整数型と実数型とを設ける。これは

主として印刷された形の上での区分である。

1a)整数分布表型

TUUu1U3*6*7/N; 3,6,7はいずれも区分値(Rカードで定義され

たもの）であり，オクユキに3，タテに6，ヨコに7の区分が並ぶ。1枚

目の表は3の区分値が1であるものについて，6と7の区分による2次元

分布表が印刷されることになるが，各コマにはその3次元の分類に落ちる

個体の数が整数で示されることになる｡N部の1はこれが第1番目の表で

あることを示す。（付表5参照）

1b)実数分布表型

T昌一－2U3*6*7/1 0A ; 上と同じ分類であるが，前表で個体の数が示さ

れた各コマの代りに，それらの個体の属性値10の合計が示される。

TLILIU3U3*6*7/1 0M( 1 )； 同じ分類によるが，上で合計が入ったと

ころに，そこに入るべき個体の属性値10の平均値が入れられる。この場

合，平均を計算するために個体数を数えておかねばならないが，すでに第

1表にそれがあるので，これを利用するべきことが示唆されている。つま

り，カッコの中の1は表番号である。（付表6参照）

2）一覧表型

T当旦旦4LI2*5*(N4A6A6M6S); 2と5は区分値であり，オクユキ

を2の区分で，タテを5の区分で分けた後，ヨコには個体数，属性値4の

合計，属性値6の合計，同じく6の平均，同標準偏差が並べられる。平均

の計算には個体数が必要なので,Mを使用するときはカッコの中はNで始

まっていなければならない。また標準偏差を計算するためには平均が必要

なので,Sの直前には同じ番号のついたMが来なければならない。なおこ
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の表の場合，表の下部に各列の合計および平均が印刷される｡(付表7参

照）

3）共分散型

T－皀旦5－1*RI(2, 3, 5, 6, 7); オクユキは区分値1によって区分し

ながら，属性値2，3，5，6，7について分散共分散行列を作り，それ

が対称であることを利用して，主対角要素よりも下側の半分には単相関係

数行列を表示する。（付表4参照）

これらはいずれもフルに3次元を利用しているが，オクユキのないものを定義してもか

まわない。その場合は，オクユキを示す区分値番号は省略してもよいが，次の＊は省略し

てはならない。

各表に表見出しを与えるにはHカードを用いる。Tカードで定義された同じ表番号を

N部に書いた上,M部全体を用いて表見出しとして出したい文字を並べる。このときM部

の第1宇目が＃であれば，そのあとのローマ字はカナ文字に変換されて印刷される。

4次元以上の分類を行なってこれを表にすることは，印刷が尼大になるばかりでなく，

その内容の大部分が0であることが多くなるため，無駄な場合が多い。そこでCROTAB

では4次元以上（9次元まで）の分類をも行なえるようにしたが，その印刷には別の形式

を用いることにした。その指定にはMカードが用いられる。MカードはL部にはM,N

部にはテーブル番号（これはTカードのそれと共通）を書き,M部には区分値の組み合わ

せと一覧表型の書き方を用いて記入する。例えば次のようになる。

M, ,, ,,)6U1 *2*3*4*5/N3A3M5A5M;

これは区分値1，2，3，4，5によって5次元の分類をなし，その各分類に属する個

体について，その数と属性値3の合計と平均，および属性値5の合計と平均を印刷せよと

いう意味となる。この結果としては，5次元の区分表に散在する数値のうち，個体数がO

でないコマに属するもののみが，その区分値とともに印刷されることになる。Mカードの

制約としては，ここで用いられる区分値の数と属性の集計値との合計が10以下であること

だけである。容易に想像できるように，次元が高くなればなるほど，必要なコマの数は非

常に大きくなって通常のやり方ではとても記憶容量の面から可能ではない。しかし，どん

なにぜいたくな分類であっても,0でないコマはレコード数を超えることはないことに着

目して，付表3に見られるような形の表が採用された。
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7. CROTABの構成など

CROTABのコントロールカードは，大体上に述べた順序で必要な枚数だけ並べた上，

最後にEカードを添えて完成する。これが1組の作業を構成することになる。CROTAB

プログラムはまず以上のコントロールカードを入力して，これを課訳して実際にデータを

入力して作業をするときに必要な情報を一定のしかたで貯える。しかる後，実際の作業が

始まるのであるが，そのときデータがどこにあるかをFカードで知るので，データセット

番号を5（カードリーダー）と指定しているときは，コントロールカードのあとにデータ

カードを続けて入れておかねばならない。つまり,Eカードの次にデータカードの第1枚

目が来る形となる。データセット番号が5以外のときはEカードで終りとなる。

EカードのM部にMAPという文字がパンチしてあると，コントロールカードの訊訳が

終った段階で実行用の情報を一通り出力する。これには使用されるパラメータ，計算式（

逆ポーランド方式)，分類のための情報，作表のための情報などがある。ここまでのすべ

ての作業が終ってから，また別の，多分同じデータを用いる作業についてのコントロール

カードの組があるときには，そのことを知らせる意味でR EP EATと書いておけばよい。

これによってCROTABは直ちに次の作業を開始する。EカードにREPEATがある限

り何回でも作業が連続して行なわれる。

コントロールカードを課訳している途中，および実行中に見つかったエラーについて

は，次のような処理が行なわれる。コントロールカードの雛訳は，コントロールカードを

入力しながら行なわれるので，各カードのコピーを印刷した直後にエラー表示が出れば，

エラーの種類はその場所によって判断できる。

◇第1宇目(L部）にカード名以外の文字がきた （このカード無視）

◇RカードでE,B, S,A,G,P以外の文字がきた （ 〃 ）

◇TカードまたはMカードで＊がない （ 〃 ）

◇TカードまたはMカードで定められた形式でない （ 〃 ）

◇Tカードで一覧表型のときまたはMカードでN,A,M, S以

外の文字がきた （ 〃 ）

◇Tカードで30区分以上になった （ 〃 ）

◇TカードまたはMカードでMのとき第1項がNでない （ 〃 ）

◇TカードまたはMカードでSのときその前がMでない （ 〃 ）
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◇Mカードで次元数と集計値の合計が10を超えた （ 〃 ）

◇OカードでG, E,L,N以外の文字がきた （ 〃 ）

以上のエラーではCONTROL CARD ERROR *****と表示される。

またTカードで全体の必要領域が制限をこえたとき

OVERFLOW DDIM AREA *****と表示される。

Cカード中で演算式に誤りがあるとARITH ERROR *****と表示される。

またデータ処理中演算不能のときDATA ERROR *****と表示してそのレコードを無

視する。

付 表CROTABの 使 用 例

以下に掲げる付表は，たまたま手もとにあった世界のフリータンカーについての500件

のデータを, CROTABを使用して分析したものである。付表1の CROTAB CONT－

ROL CARD のうち，とくにMカード,Tカードが各表と対応しているので対照してい

ただきたい。付表2はEカードの MAPという文字によって出力された分析表などの内

容である。付表3はMカードによる多次元分類の表の一部であり，付表4は共分散型，付

表5は整数分布表型，付表6は実数分布表型，付表7は一覧表型のそれぞれ一部である。

本文の説明と付表1の CONTROL CARD とを参照しながら見比べると, CROTAB

のほぼ全貌がわかると思われる。
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付 表 2
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BEICAシステムの初心者用利用マニュアル

- SIMPLE - *

都 藤 希八郎

民 野 庄 造

SIMPLE (A System for lnternational and Macroeconomic Data Plotting, Listing

and Editing)は，逐次解説していくが，ごく簡単な手続のみで全くコンピュータの知識

を必要とせず，各種統計の，作表・作図・編集・計算ならびにデータの保守を行なうこと

を目的として開発されたシステムである。

このシステムは，本研究所設置のHITAC-8350の磁気ディスクにすでにファイルされ

ている統計データを基礎データとして使用しており, BEICAシステムの一環をなすもの

である。

1． 機 能 の 概 要

1.1 使用データとファイル名

このシステムの使用可能なデータは表1のとおりである。データの種類とコード・包括

範囲および内容の詳細は，本経営機械化シリーズ16ぅ能勢信子「経営経済情報制御分析シ

ステムのデータ・バンクの統計資料について」－以下，資料と略称する－のコード表

などに示されている。

表1

統計区分|年次,四半期,月涜｜収録範鮒｜収録開始年
ファイ ル名~‐

国民経済統 資料p. 90の統計データの 年次(資料p. 113

計(JNA) JNAA JNAQ JNAM コード表, p. 113の収録デ による）
四半期，月次(19

－タリストのとおり
55年前後）

*この研究の一部は，昭和50年度文部省科学研究費補助金試験研究(2)「企業経営の業績評

価分析システム」（代表者米花稔教授）によってなされたものである。
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資料 p. 104の国別コード

表, p. 107のIFS データ

IFSA IFSQ IFSM 蓄積系列名一覧（ただし，

日・米・英以外はIMF編

集のIFSによる）

国際経済統

計(IFS)

年次
(1948年以降）

四半期
(1957年以降）

月次
（1964年以降）口

企業経営

(FFS)
－

資料p.98 (対象企業),本|年次
= p. 316(収録項目) | (1955年以降）

FFSA

1．2 システムの構成と機能

SIMPLEは，前述のごとく貯蔵されたデータを用いて自動的に各種統計データの，作

表・索引表の作成･LPによる作図・一般に用いられる統計計算。ならびにファイルの保

守を行なえる諸機能を具備しており，その構成を次に示す。

i-INDEX － INDX1ユ ム 可 一 ユ ユーL

-LIST - LIST1, LIST3, LIST4

|SIMPLE |- -PLOT - PLOT 1 , PLOT2, PLOT3

'二説三自説も説…．
｜

-EDIT 一 EDIT1, EDIT2, UPDT1, UPDT2

個々の機能の概要は，下記のとおりである。

●INDX1 データバンクに収録されている，系列コード・系列の名前．資料コード．

単位・収録開始時点・基準時など，データの仕様を出力する（例l)。国民経済データの

場合は，系列コードの頭2桁（資料p. 90参照）ないし頭4桁で指定する。国際経済デー

タの場合は，国単位（系列コード頭3桁）または国と分野（4桁：国コード3桁と項目コ

ード頭1桁）を指定することができる。

●LIST1 多項目の統計データを国別・分野別などにまとめて作表する（例2)。国民

経済データでは，卸売物価指数（資料p. 90参照）に関する全ての項目を一つの表にして

出力する。国際経済データでは，指定する国の全項目とか流動性に関する項目の作表を行

なう。

●LIST3, LIST4, PLOT1, PLOT3 6項目までのレコードを検索し所定の様式で，

LIST3では1項目単位で表をまとめ, LIST4．PLOT1では6項目までのレコードを並

べて作表または作図する（例3．4．5)。例えば，国際経済データでは，各国の計数値を
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対比して表わす。また原計数と季節調整済計数とを並べて表わすこともできる。PLOT3

は棒グラフで表わす。

●PLOT2 2変数間の相関グラフをプロットし，散布図として表わす。

●STAT1 平均・最大・最小値，標準偏差，相関マトリックスなど，初等統計の基本

的なものを出力する。

●STAT2 独立変数を時間とする下記(1)(2)(3)式の単純回帰モデルによってパラメータ

を推定し，趨勢曲線と観測値とを並べてプロットする（例6）。決定係数とダービン・ワト

ソン比も算出プリントされ，推定値は2年先までプロットする。グラフは1系列（1項目）

についてモデルの数だけ作られ，季節調整を指定することもできる。

Yl=C+A/+" ･…．.………(1)

YI=C+A1/ j +〃…･…･…･ (2)

log YI=C+A/･…．．……．．.(3)

●EDIT1, EDIT2 データバンクに収録されているデータの指定する系列（項目）を

検索し，磁気テープ。(EDIT1の場合）または磁気ディスク(EDIT2の場合）に書き

出す（例7)。

●UPDT1, UPDT2 これはシステム機能としてデータ・レコード（記述部とデータ

部からなる）の追加・修正・削除を行なうものである。UPDT1は，データ・レコードの

データ部を部分的に修正する場合に用いる。修正開始年（月）から連続する5データ以内

の修正または追加を行なう。ただし，コマンド・カードのデータ・フィールドが空欄なら

ば，それに対応するデータ部のデータは修正されない。UPDT2は，検索キーに関する情

報（系列コードなど）を除く記述部の修正またはデータ部の大幅な修正追加を行なう。



2．SIMPLEの 使 用 例 四
つ
つ

2.1 カード様式と記載

ここでは実際のカード様式を示し，これによって記載方法を解説する。
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、

①1～5 M LIST1, LIST3 ...…などコマンドの区分を記入する。

②7～10欄JNAA, IFSA,……など表1のファイル名を記入する。

③④ 71年01月～74年12月などと記入する。

⑤20, 29, 39, 49, 59, 69, 79,の各欄は「季節調整」の指定。、1〃は EPA法，蝋2〃はCENSUS局法によるものとし,20欄



に指定すれば全検索レコードに及ぶ。

⑥21～28, 31～38, 41～48, 51～58, 61～68, 71～78,各欄はう

(a)国民経済統計(JNA)の場合は，資料p. 113のコードを記入する。ただし，右側に続く、0〃は省略できる。

(b)国際経済統計(IFS)の場合は,3桁の国コード（資料p. 104)と項目コード（資料p. 107)を続けて記入する。

(c)企業経営(FFS)の場合は,4桁の企業コード（資料p. 98)と項目コード（本書p. 316)を続けて記入する。

ただし，三者とも，系列名2～6の大分類（頭より3～4桁）が，系列名1の大分類と同じならば，その部分の記入は省略可。

なおINDX1, UPDT1, UPDT2の場合は，次のように使用する。

INDX1 :

八
噸
藩
▽
国
国
ｏ
Ｐ
時
×
叩
陽
Ｓ
芭
一
。
蝿
亜
謹
囲
‐
剣
い
い
刊
ぞ

1 5 7 10 2124 〕1 34 71 74

／ 、

薑
系列名 系列名

→ ノ

ノーノ"'1

ル名

コマンド

UPDT1

1 5 7101215 21 28 31

／ 踵ｨ購

リリ禍髪…ﾘ､，UPI〕Tl

4041 5051 6061 7071

訓
一

／
修 正
開 始

年III
I(期）

ファイ
ル名 、

修正(追加)データ
1

修正(追加)データ
2

修正(追加)データ
4

修正(追加)データ
3

修正(追加)データ
5

系列名UPI〕Tl

画
今
』

(註）データの穿孔形式は整数型，実数型いずれでもよい。またフィールド内の位置も指定しない。
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(データの修正）

次・月次： 810年 807071606150514041303121’

ﾐ003〃
I

データ6データ1 データ5データ4データ2 データ3

八
噸
童
Ｖ
国
四
○
シ
鷲
ｘ
叩
腸
ｅ
雪
ロ
雌
迎
望
亜
４
１
い
訓
号

四半期；
81〔 60505121 40413031

ﾐ剛〃
I

データ3 データ4データ1 データ2

一一

(註）データの穿孔形式は，整数型，実数型のいずれでもよい。またフィールド内の位置も指定しない。

2．2 使用例

例1 1NDX1国民経済・年次データ(JNAA)を用いて，卸売物価指数(320)と家計調査・支出の部(812)の年次収録系列を

求める。
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例2 LIST1国際経済・月次データ(IFSM)を用いて,74年1月から74年12月までの，米国のFund Position (1112)と日本

のInterest, Prices and Production (1 586)を求める。
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例3 LIST3国民経済・四半期データ(JNAQ)の，総人口(11000000)とEPA法による季節調整済労働力人口・就業者数

(12100100)の計数を1961～1 973年にわたって出力する。
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(例2出力）

（OUNTRY ： UNITED STATES

（二ODE NAME UNIT 1974
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例4 LIST4国民経済・四半期データ(JNAQ)の，国民総生産(41000100) ,個人消費支出(41100200) ,政府の財貨サービス経

常購入(41200200) ,国内総固定資本形成(41310200) ,在庫品踊加(41320200) ,のEPA法による季節調整済計数を求める。
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例6 STAT2国際経済・四半期データ(IFSQ)の, 1968年第1四半期～1 974年第4四半期の間の，日本(158)のForeign Ex-

change (1d)のデータを用いて，趨勢曲線を出力する。
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(例6出力）
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例7 EDIT1国民経済・年次データ(JNAA)を用いて, 1963年～1974年の間の，国民総人口(110) ,人口・男子(11001) ,個

人財産所得賃貸料(42131)と国民総支出(410001) ,産業設備資金新規供給状況・資金形態別(611001) ,家計の消費支出・人口5

万以上の都市の勤労者世帯(812113) ,の諸系列（項目）を検索し，磁気テープ。(EDIT1)に書き出す。
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ただし，ここで；

(a)磁気ディスクのエリアはKWORKO2Aが指定されるので，データ・セット参照番号22を用いて読み込むことができる。

(b)磁気テープ・磁気ディスクへの書き出しは, FORTRAN語フォーマットなし（コア・イメージ）の浮動小数点方式で行なって

いるので，読み込みもフォーマットなしで行なう必要がある。

(c) 6個をこえる系列を書き出す場合は，連続ステートメントを用いる。この場合, Co1. 1～19に書かれた情報は意味を持たない。

(d) EDIT14ENDをシステムが検出すると､END′マークを書き，当該ファイルを完結する。ディスクへの書き出しは, EDIT2,

･･････, EDIT2AENDを用いる。
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3． 入 力 の た め の カ ー ド処 理

おわりに，このようなシステムを実際に利用する場合のカードの並べ方を，グループ。別に図示する。

(a) UPDT1, UPDT2

を除いた全ての場合
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(b) UPDT1の場合（ただし，
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＜資料＞

SPSS利用者のための手引き＊

定 道 宏

1． は じ め に

SPSS (Statistical Package for the Social Sciences)はもともと，アメリカのスタン

フォード大学の社会科学者たちによって編成された社会科学研究における統計解析のため

のプログラム・パッケージである(1)。

昨年より京都大学大型計算機センターに導入されているSPSSとは別に，中型機用に

作られたミニSPSSをHITAC用に書換える許可を NORCより得，作業を行なって

きた。SPSSの原版はIBM 370/360用に書かれ, IBM 特有の機能を使用している所も

少なくない。HITAC-8350用に書換えるにあたり，原版の機能を忠実に再現することに

重点を置いて作業を行なってきた。一部OSの違いにより, IBM 版ではJCLで行なわ

れている機能を実行時のデータとして読込むように変更した点を除けば原版と違いはな

い。この書換え作業も一部のプログラムを除いてほぼ完了したのを機会に，上記した違い

を含めてSPSSを利用するのに必要なJCLの書き方，そしてSPSSのコントロール・

カードの一部について解説する。

2. SPSS と は

SPSSは, FORTRANなどでプロク、ラムを作る場合とことなり，計算のこまかいステ

＊本研究は，昭和50年度文部省科学研究費補助金総合研究(A ) ｢SPSSのレベルアップと
適用機種の拡大」（代表者三宅一郎教授）によってなされたものである。なお，本資料
の作成に当っては，同志社大学安田聖氏の全面的な協力を得た。

（1）後にSPSSの管理は，スタンフォード大学からシカゴ大学の NORC (National
Opinion Research Center)に移った。現在はNORCの中にSPSS社を置き，
そこで管理されている。
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ツプを追って組立てる必要はない。CROSSTABS (クロス集計表), FACTOR (因子分

析), FREQUENCIES (度数分布）のように，求めたい集計や行ないたい解析の英語名

を書くだけで，その集計や解析を計算機が自動的に行なってくれる。つまり，データの集

計や解析などでよく用いられる手法のためのプログラムがひとまとまりに集められ，それ

らを簡単なキー・ワードで自由によび出して利用できるようにしたものである。

2－1簡単なSPSSによるフ･ログラム例

(1)プログラムの構成

SPSSを用いて簡単な処理をしてみよう。図1は30人の生徒の数学と国語の期末テス

ト，そして数学の実力テストの結果である。この成績の平均点，標準偏差，分散などを計

算することを考えてみる。最初に計算機に成績の点数を読ますために，図2に示すように

カードにパンチする。このデータ（カード）をSPSSを用いて計算するには，図3のよ

うになる。

このプログラムは，大きく九つの部分にわかれる。第1は，当研究所が指定するジョブ

名（名前)，アカウンティング番号などをパンチしたJOBカードで, SPSSを用いる場合

でなくても常に必要なカードである。第2の部分は, SPSSが常に使用するファイルの定
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義部分であり，第3の部分は, SPSSをよび出す部分である。第4の部分の"/*''のカー

ドは, SPSSのモニター部分に初期値情報を与える部分であり，標準機能を用いるときは

"//4EXECASPSS"とパンチしたカードのすぐ後に$G/*"とパンチしたカードを置く（図

3の例は，標準機能を使用している)。

ここまでは，いわばSPSSを用いるための下準備といってよい部分である。本格的な

プログラム部分は，第5から第8の部分である。このうち第5の部分は，集計や解析に用

いるデータ状態を指示するものであり（データ定義部)，つづく第6は，計算の内容を

（課題定義部)，第7は計算に用いるデータの部分である。

(2)データの状態を指示するには一データ定義のために－

まず，データの状態を定義する部分から説明していこう。8枚目のカードは

@CVARIABLEALIST''という英語からもわかるように，データのそれぞれに対応してつ

けられた名前（変数名）を示すものである。いま一度，図2のデータカードをみて戴きた

い。カードの最初には，生徒番号がパンチされている。つぎに数学，国語の期末テストの

点，そして数学の実力テストの点がパンチされている。いまそれらの各データに名前をつ

けることにする。英字で始まり，8字以内であれば自由につけてよい。図2のように，生

徒番号にはNO,数学の期末テストにはSUGAKU,国語の期末テストには KOKUGO,

そして数学の実力テストにはSUGAKUJIとつけることにする。それらの名前（変数
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1

→(1)ジョブ名など

１
２

３
４

５
６

７

{//KO B EKEN4J OB41234,A,140000,M,,N

定
義
部
分

フ
ァ
イ
ル

ー２

１

{//4RSV4L0,,SL

{//4VDC4FTO1F1,26,EDOS .SYSUT1A,KENOOO

r//4VDC4FTO2F1,26,EDOS .SYSUT3A,KEN000,N

}";;s &を呼び出＃
→(4)初期値を指定する部分

{//4CHANG&SYS PGM,C3

{//4EXEC4S P S S

｛／＊

1 16

8

|VAR [ ABLE4L ST NO,SUGAKU,KOKUG･,Sg"2M→変数名の指定

→データの媒体の指定

９
ｍ

皿

IINPUT&MEDIUM CARD

→データの桁数などの指定II NPUT&F FREEFEI LDORMAT

→ケース数の指定,/N40F4CAS E S 30

(5)データの状態を指定する部分（データ定義部）

２
３

１
１

{CONDESCRIPTIVE SUGAKU ,SUGAKU J,KOKUGO I

ISTATI STICS ALL

→汎用記述統計の指示（6）計算内容の指示（課題定義部）

→データの始まり
４

５
６

７
８

９
１

１
１

１
１

１

、

{READ41 NPUT4DATA

{1 805379

{2 764073

｛3756067
’
(7)データ部分ｲ4716373

’｛5714870

３
４

５
６

４
４

４
４

{29 20 29 14

,/30144910

→(8)SPSSう。ログラムの終り

→(9)ジョブの終り

{FINISH

{//4END S

図 3
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名）を，データのパンチされている順に, "VARIABLE4LIST"のあとに空白かコンマ

で区切って書いていけばよい。

9枚目のカードはldINPUTAMEDIUM'',つまりデータを計算機に入力するための媒体

が何であるかを指示するものである。図3の例では,カードにデータがパンチされている。

したがって, @｡INPUT4MEDIUM''のあとにCCCARD''と書けばよい。10枚目のカード

は, &6INPUT4FORMAT'' (入力書式）の言葉どおり，データが文字か数値か，またその

桁数はいくつかなどをあらわす部分である。しかし，大変便利なことにデータとデータと

の間が一つ以上の空白か‘‘，”で区切られている時には, c:FREEFIELD''と書きさえす

れば，数値の桁数などにわずらわされることなく計算機によみこまれる。

11枚目のカードは, @GN40F4CASES'',すなわち処理する対象の数（この例の場合には

人数）である。SPSSの場合には，ケース毎にデータがまとめられていることを前提とし

ている。図2の場合は，各生徒毎にひとつのケースであり，そのケース毎に生徒番号，数

学，国語，数学の実力テストのデータがまとめられている。ともあれ，このカードには，

ケースの数（計算対象の人数), 30を指示するのである。

(3)計算内容の指示とデータの記述

いままで述べてきた4枚のカードは，データの状態を定義するために最少限必要な情報

を与えるものであった。このあとは，計算の内容を指定するカードがくる。図1のような

点数の平均値，分散，標準偏差を求めるには, "CONDESCRIPTIVE''というサブプロ

グラムが役立つ。したがってこの呼び出し語を記し，そしてそのあとに，どの変数を計算

するのかを示せばよい。この例では，数学，国語の期末テスト，そして数学の実力テスト

であるから，それぞれを示す変数名SUGAKU, KOKUGO, SUGAKUJIを，

4CCONDESCRIPTIVE''のあとに空白かコンマで区切って書けばよい。そして，その次

のカード, C<STATISTICS''でもって，どのような値（平均値，標準偏差など）を求める

のかを数字（ただし，全部の時は, $CALL''でもよい）で示す（各々のサブプログラムに

よって，このカードがなくても標準値があり計算がされるものや，なければなにもしない

ものもある)。

カードの14枚目からあとは，計算に用いるデータに関する部分である。第14枚目の

G4 READAINPUT4DATA''と末尾の<6 FINISH ''の間に，すべてのデータをケース毎に

並べていけばよい｡

さて，いままでのプログラムによって計算した結果を示したのが，図4である。
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2-2 SPSSの多様性

前節で述べたプログラムの構成を，図3でもう一度振り返ってみよう。第1から第4の

部分は，当研究所でSPSSを用いて計算する場合，きまりきったルーチン・ワークであ

る。集計や解析のために頭をつかってプログラムする部分は，第5と第6の部分だけとい

える。それとても単純きわまりなく，だれにでも容易にマスターできる内容である。

当然，ここでつぎのような疑問が生じるであろう。データの集計や解析には，千差万別

の変化がある。それにうまく適合できるような多様性と柔軟性をSPSSはもつのだろう

かと。これにたいする答は，次章以下によって与えられるであろう。ここでは，さきに示

したデータを用いて汎用記述統計(CONDESCRIPTIVE)以外のデータ処理をいくつか

行なってみることにより，その多様性の片鱗を示すことにしよう。

たとえば，数学の期末テストと国語の期末テスト，そして数学の期末テストと数学の実

力テストの相関図を作ってみよう。それは図3の12枚目，13枚の2枚のカードを下のよう

なカード1枚に変えることによって，図5のような図が自動的に計算機によって描き出さ

れる。

1 16

rSCATT["G"AM :UGAKU4W|TH4KOKUGO
また，次章以下で説明するC6OPTIONS''カードにより相関図を作る上記のカードで

も，図6のような図にすることも可能である。

SPSSによって計算可能なのは，これだけではない。その覆う範囲は，広範囲にわたっ

ている。組込まれているサブプログラムを大別すると，次のような内容となる。

1． 原データの加工と変換

2．多様なクロス集計およびデータのパターン化(2)

3．度数分布，棒グラフの作成

4．各種統計量の計算および検定と推定

5．相関係数や相関図の作成

6．多重回帰分析

7．尺度解析

（2）このサブプログラムは, IBM 版にはないプログラムで現在使用できないが，順次

使用できるようにする予定である。
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8． 因子分析

9．多重判別分析

10．正準相関分析

11．多元配置分散分析

12.林の数量化理論(2) (第1類～第4類）

13.クラスター分析(2) (BMDP1M, 2M, 3M に相当）

さらに，その各々のなかも，実際の場合に適合するように実に柔軟なしくみになってい

る。たとえば，さきの図5，図6からもわかるように同じカードでオプションを変更する

だけで，目的とする図を求めることができる。さらに，相関係数，回帰係数，切片などの

数値を図とともに求めることもできる。

3．SPSSプログラムの基本構成

前章においては, SPSSのきわめて概括的な内容についてふれた。本章以下の章では，

その内容の詳細について述べていくことにする。まずこの章では，う。ログラムを作成する

際に用いることのできる多種多様なカードのうち，プログラムを構成する基本となるカー

ドについて説明することにする。

ここで再び前章の図3をみて戴こう。この図のカードに注目するなら，三つの異なった

種類があることに気づくであろう。第1はカードの最初の欄が“//”で始まるものであ

る。これは"JCL"とよばれるもので，計算機に計算ジョブ処理の手順を指示するための

ものである。

第2の種類は，カードの第1欄と第16欄とから，それぞれアルファベットまたは数字が

パンチされているものである。それらは, ｢SPSSのコントロール・カード」とよばれ，

SPSSで処理するデータ内容の定義や計算課題の定義を行なうためのものである。前章の

例は，このコントロール・カードのきわめて一部分だけを示したにすぎない。

最後に残った第3の種類は，「データ・カード」であり，80欄あるカードの任意のとこ

ろに，数字や文字などのデータをパンチしたものである。

さて，これら3種類のカードの配列は，図3に示すように，データ・カードを包んで，

その前後にSPSSのコントロール・カード，さらにそれを包んでJCLが配されるよう

になっている。以下，どのような機能をもつSPSSのコントロール・カードがあるか，
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またそれらの書式，制限，使用上の注意事項などを通常用いられるカードの配列順に従っ

て説明していこう。

3－1 ジョブの初めに置かれるJCL

図3に示すように，計算ジョブの最初におかれるジョブ制御のためのカードは，ジョブ

名（名前）やアカウンティング番号がパンチされているJOBカードから"//AEXEC4

SPSS"までである。

(1) JOBカード

このカードは当研究所で指定した計算依頼者のジョブ名（名前)，アカウンティング番

号，ジョブの種別などを指示するものである。その書き方は次の通りである。

｜
’

1 3

//xxxxxxxx△JOB4NNNN,X,NNNNNN,M,,N

XXXXXXXX (8文字）

NNNN (4桁）

x (1文字）

ジョブ名（当研究所が指定する名前）

アカウンティング番号（当研究所が指定する番号）

ジョブ・クラスであり,A,B, Cの何れかであ

る。SPSSを使用する場合はAとする。

メモリの大きさをバイトで表わす。SPSSを標準機

能で使用する場合は, 140000とする(3)。

NNNNNN (6桁）

(2) //4RSVカード

1 4

//4RSV4L0,,SL ’

機能：このカードはライン・う°リンターを使用することを示すものである。

このカードが省略されたときは, SYSOUTに出力される。

(3) FTO1F1カート

’
1 4

//4VDC4FTO1F1,26,EDOS.SYSUT1A,KENOOO’
(3) SPSSは実行時に作業領域をプログラムの残りのエリアから取るように作られてい

るため，メモリの大きさは次のようになる。

SPSSのプログラムの大きさ(108K) +作業領域の大きさ（標準値は20K) + '､

ッファエリアの大きさ（約5K)これより大きい値を指定すること。
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機能: SPSSのワーク・ファイルの一つで，ラベル情報(4)を書込むファイルの定義カ

ードである。

注意：通常のジョブでは，このカードのままパンチすれば十分であるが，実行時にファ

イルのエリアが不足するようであれば(SPSSのエラー番号1778) ,他のファイ

ルに割当てること。ただし，単一エクステントのファイルであること。また，26

は必ず書くこと。

(4) FTO2Flカード

1 4

//4VDCaFTO2F1,26,EDOS.SYSUT3A,KEN000,N

機能: SPSSのもう一つのワーク・ファイルで，データ・エリアとして使用する。

注意：データのケース数が多くなければ，このままパンチすれば十分である。実行時に

ファイルのエリアが不足するようであれば，他のファイルに割当てる。ただし，

FTO1F1の時のように単一エクステント・ファイルでなくてもよい。この時は26

を変更すること。また，最後の4@N''は必ず書くこと（この指定がないと，実行

時にファイルが割当てられていないというエラーがでる)。

(5) CHANGカードとEXECカード

、

1 4

//4CHANG4SYS PGM,C3

//4EXEC4S PSS

機能: SPSSのう○口グラムが入っている装置の指定と実行を指示する（5）。

(6)／＊カード

1

／＊

機能: @c//4EXEC4SPSS''と"/*''カードの間にSPSSのモニターに初期値を与える

カードを入れる。“/*”カードは，このカードの最後を示す。間になにもカード

がなければ，標準値となる。

注意：このカードがないとSPSSのコントロール・カードは，すべて読み飛ばされ（

（4）サブプログラムによっては，データのワークとして使用しているものもある。
( 5 ) "//4CHANG4SYSPGM, C3"は，変更される事がある。
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すべて***41NVALID4CARD.***と印字される),最後に

***△､/*'△CAR D4NOT4FOUND4***と印字される。

3－2 SPSSのコントロール・カード

SPSSのコントロール・カードの第1桁から第15桁は命令領域,16桁から80桁までは明

細指示領域と名付けられている。命令領域には，命令語(control word)を第1桁目から

記す。命令語は最も長いものでも，空白を含めて15字であって，すべて命令領域に1行で

納まるようになっている。この命令語は必ず第1桁から，また綴りも空白も定められたと

おりに正確に記さなければならない（6）。

第16桁から始まる明細指示領域には，命令語によって要求される機能を果たすため必要

な明細指示の内容を記す。明細指示は，名前，値，キー・ワード，ラベル，区切り記号，

演算子またはその組み合わせによって行なわれ，第16桁以降ならば，カードのどの位置か

ら書き始めてもよい。また，必要ならば次のカードに書き続けることができ，何枚のカー

ドにわたっても差支えない。ただし，この場合には，常にカードの第1桁から第15桁まで

を空白のまま残さなければならない。

以下，通常用いられるカードの配列順序にそって，コントロール・カードの説明を行な

うが，データの変容に関するカードは第4草において，システム・ファイルなどに関する

カードは第5章において述べる。

(1) EDIT カード

l

E D lT

機能: SPSSのコントロール・カードの最初に置くと，以降のカードのエラー検出だけ

が行なわれる。

注意: GETAFILE ､ GET.ARCHIVE カードがあると，実際にファイルを読み，

次のカードのエラー検出を行なうので，ファイル定義文(JCL)などを忘れない

ようにしなければならない。また，データをカードで入力する場合は，データ・

カードを除かなければならない。

（6）もし，命令語の最初の8文字（空白を含む）に誤りがあれば，エラーとなり，計算
は行なわれない。
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(2) NUMBERED カード

16

Y E S

1

N U M B E R E D

機能: SPSSのコントロール・カードには，必要であればその第73～80桁に識別のため

の文字や配列順を示す通し番号などをパンチすることができる。このときは，こ

の NUMBERED カードを用いる必要がある。このカードを用いると，このカ

ードの次のカードからは，第73～80桁には何が言いてあっても，すべて空白とし

て取扱われる（ラインプリンターによる出力は，カードのまま印刷される)。こ

のカードがない時か，またはGCYES''のかわりに@4NO"とパンチされた場合に

は，73～80桁は SPSSの明細指示領域とみなされるので，そこに文字や番号を

パンチするとエラーになる。

カードの省略：第16から第80桁まですべて明細指示領域として使用することができる。

注意：このカードの明細指示領域は, ･CNO''だけしか識別していないので, @GNO'' (7)

以外がパンチされているとCCYES''とみなされる。

(3) PRINT.BACK カード

16

1寵w冊‘
1

PRINT&BACK

、
‐
ｌ
も
’
１
１
１
Ｊ

機能: SPSSのコントロール・カードは結果出力に先だって印刷されるが，この印刷を

省略させることもできる。この目的に<･PRINT4BACK''カードが用いられる。

明細指示部に:(NO''とパンチすると，このカードとfGCOMMENT''カード以

外のカードは印刷されない。6<CONTROL''とすると，コントロール．カード

は，すべて印刷されてccINPUT.FORMAT ''カードの解析結果(8）は印刷され

ない。また<cFORMAT''とすると, @CCONTROL''の逆となる。

カードの省略：省略されると，全コントロール・カード，そして

cCINPUTAFORMAT''カードの解析結果を印刷する。

(4) PAGESIZE カード

（7）空白の場合もf4YES''とみなされる。

( 8 ) "INPUT.FORMAT"項参照。
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1

P A G E S I Z E

16

{A"』ﾋcr}

機能: SPSSは通常1ページに55行印刷するが，これを変更したいとき，また改ページ

することなく印刷したいとき，このカードを用いる。"NOEJECT''とすると，

改ページすることなく印刷される（本来改ページすべき位置に“一”による横線

が印刷される)。また数字（整数）をパンチすると，その行数で改ページされ

る。

カードの省略：1ページを55行として印刷される。

(5) RUNANAMEカード

’ ’
l

R UN4NAME

16

利用者が与える64文字以内の任意のラベル

機能：計算処理を行なう場合，その課題について標題をつけ，あとの整理の便に供した

い場合が多い。このカードは，そのようなときに用いるものである。このカード

によって，入力されたラベルは，出力の第2ページ以後の各ページ最上欄に印刷

される。

カードの省略：このカードを省略すると，ラベルは KOBE4UNIVER SITYASPSSA

(LEVEL.G)4VERSION403 .0 (12/01/75)となる。G :RUN.NAME''カード

を用いたときは，出力の第1ページ最上欄にのみにこのラベルが印刷される。

注意：ラベルの長さは64文字まで，計算機で使用される文字（記号）ならば何を用いて

もよい。ただし，先行する<CNUMBERED''カードがあるときは，ラベルは第

16桁から第72桁までの56文字の範囲に記す必要がある。

(6) FILE4NAMEカード

’
1 16

FILE4NAME ファイル名[,64文字以内のファイル・ラベル〕

機能: SPSSの利用のひとつの形態に磁気テープやディスク上にデータやそれに関する

情報を記憶させておき，それから任意に呼び出して用いる方法がある（第5章参

照のこと)。そのようなとき，記憶装置内の自分のデータなど(SPSSのシステ

ム・ファイルと呼ぶ）に名前をつけておく必要がある。このカードはそのための
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ものである。名前は8字以内，第1文字は必ずアルファベットでなければならな

い｡システム・ファイルを呼び出すときにはこの名前を用いる。ファイル名の次

に64文字までのファイル・ラベルをつけることができる。ファイル・ラベルはフ

ァイル名の註釈であって，ファイル名とともに結果出力に印刷される。

カードの省略: ｡GFILE･NAME''カードを省略すると，自動的にgcNONAME''という

ファイル名が与えられる。

注意：システム・ファイルを作ろうとするときは，このカードを省略しない方がよい。

(7) VARIABLEaLIST カード

l 16

VARIABLE&LIST 変数名のリスト ’
機能：入力するデータに関して，利用者が与える変数名を定義するためのカードであ

る。SPSSのデータは，すべてこの変数によって引用されるので，必須のカード

である。このカードに言き並べる変数名の順はデータ・カードにおける変数の順

と対応していなければならない。

変数名のつくり方：変数名も，8文字までで最初の文字が英字であることなど，名前の

つけ方の一般規則に従う（次節参照)。

変数名のつけ方には, VAROO14TO4VARO10のように英字の部分が同じで，

そのあとに数字をつけた変数名を<GTO''で結ぶ方法もある。たとえばAAO14

TO4AAO5とすれば, AAO1, AAO2, AAO3, AAO4, AAO5の五つの変数が自

動的に作成される（最大100個まで)。

(8)名前のつけ方の制限

ファイルの名前のほか，変数名などの名前は，利用者が記憶に都合のよいように自由に

つけてよいが，つぎのように共通した条件を満たしていなければならない。

（ｲ）長さは8文字以内。（9文宇目以下は読み捨てられる｡）

（ﾛ）第1文字は英字（アルファベット）であること。

ヤウ 英字と数字のみで構成されていること，他の記号(9)や空白が含まれてはならな

い。（名前をカードにパンチするとき，ひとつの名前が2枚のカードにまたがって

はならない｡）

（9）正確には／，＊，（，），＋，－，＝，コンマ，、（引用符）である。
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㈲ また，次の語を名前とすることはできない。

（キー・ワード) BY, TO, WITH

（論理演算子) AND, OR, NOT

（関係演算子) EQ, NE, LE, GE, LT, GT

（関数略号) SQRT, EXP, LN, SIN, COS, ATAN, RND, LG10, ABS,

TRUNC, MOD10

(9) INPUTAMEDIUM カード

’
16

'|戟距1
18M R|

1

INPUT4MEDIUM

！

機能：このカードは，データの入力媒体が，何であるかをシステムに知らせる。いうま

でもなくCCCARD''はカード, <GTAPE''は磁気テープ, @CDISK''は磁気ディス

クを示す。

注意：入力媒体がカード以外のものであるときは，別にファイル定義文(JCL)が必要

であるが，これについては第5章で述べる。

⑩INPUTAFORMAT カード

1

I NPUT4FORMAT

｝
機能：このカードは，データ・カード（その他の媒体のこともある）にパンチされたケ

ース毎のデータの書式を示すものである。その書式の示し方には三つの方法があ

る。ひとつはCCFREEFIELD''形式（自由領域書式）であり，他のひとつは

<4FIXED''形式（固定コラム書式）である。もうひとつはG:BINARY''形式で

あり，このカードにより，バイナリー・データを入力することができる。

書き方：(ｲ)データが自由領域書式でデータ・カードに書かれている場合は，明細指示領

域に単に4dFREEFIELD''と1語記すだけでよい。自由領域書式というのは，

データとデータとの間を，1個以上のスペースまたはコンマで区切って記すもの

である。

（ﾛ)データが固定書式でデータ・カードに書かれている場合は，明細指示領域に
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ddFIXED''と記し，続いてかっこに包んだフォーマット・リストを書く。固定書

式とは，各ケースのデータをそれぞれのデータ・カード上の同じ位置に記すもの

である。

このフォーマット・リストの書き方は, FORTRAN の書式文のFORMAT

指定の方法と同じである。ただし，欄記述子のうち, F,E,D,G,A,X,

T,Pは使えるが,I変換を用いることはできない。

例このカードについては，3－3で説明する。ただし, "BINARY''については，

別の機会に説明する。

⑪DATA4LIST カード

1

DATA&LIST

16

FIXED [(1ケースあたりのレコード数)]/ﾚ

ｺｰﾄ番号{蕊fｽﾄ}最初のｺﾗ4番管〔-最後

のｺﾗﾑ番号〕〔(変数の型)〕{蕊;ｽﾄ}最初のコ
ラム〔－最後のコラム〕〔(変数の型)〕…･･･

機能: {｡VARIABLE4LIST''カードとGdINPUT4FORMAT''カードを統合したカー

ドである（3-4参照)。

⑫NA0F4CASESカード

1

N40F4CASE S

16

{箙謂｡wN}

機能：このカードは，データのケース数を表わすものである。SPSS人でいうケースと

は，次のようなものを指している。例えば，ここに個人別の英語，国語など学科

別学業成績に関するデータがあるとしよう。この学科別の成績（変数）に対して

生徒のひとりひとりがケースである。

入力媒体がカード以外の場合は，明細指示領域に4GUNKNOWN''とパンチす

れば，ファイルの終りまで読まれる。そして，読込みが完了したときに実際のケ

ース数がセットされる。

注意: G4INPUT4MEDIUM''カードで<:CARD''を指定したとき, @4UNKNOWN''と

するとエラーとなる。また，ケース数をパンチするときは，正確にパンチしなけ
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れぱ，読み残しや読みすぎによるエラーが発生する。入力媒体がカードの時に

は, SPSSのコントロール・カードと区別がつかなくなり，エラーとなる。

⑬VAR4LABELSカード

’
1

VAR4LABE LS

16

変数名，変数ラベル／変数名，変数ラベル／….

機能：変数に40文字以内の範囲でその明細を示すラベル（拡大ラベル）をつけるための

カードである。すでに述べたように，変数名は8字以内に限られていて，この制

限の範囲では十分意を尽くした変数名を与え難い場合が多い。しかし，このラベ

ルをつけると，そのラベルが変数名とともに印刷され，コメントとしての役割を

はたす。

位置：変数が定義されたあと，課題定義カードの前であればどこでもよい。また，何度

あらわれてもよい。

注意：(ｲ)字数は変数ラベルの最初の文字から数えて，途中のブランクもすべて数えて40

文字以内でなければならない。字数の制限を越えた部分は入力されない。

（ﾛ)変数名の順序は，入力順(VARIABLEALIST 上の順序）であることを要し

ない。

制限：拡大ラベルは40文字までで(,),/は使えない。

書き方：2枚以上のカードにわたってパンチしてもよい。ただし, NUMBEREDカー

ドを用いたときは，第73桁以降は空白として入力されるので注意すること。

⑭VALUE4LABELSカード

16

{蕊fｽﾄ}(順')ﾗﾍﾙ』(値2)ラベ
ル2"……･･ (IEn)ﾗﾍﾙn /{"fｽﾄ｝
（値1）ラベル1（値2）ラベル2……

l

VALUE4LABE LS

機能：社会調査などの場合，変数の値はコード化されるのが普通である。たとえば男は

1，女は2などがそれである。このカードはその値の内容を入力し，結果の印刷

の際にコードと共にその内容も示さすためのものである。定性的変数に，このラ

ベルをつけて置くと非常に便利である。
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書き方：(ｲ)変数値ラベルが同一となる変数があれば，変数リスト〔'0)としてまとめて書

くことができる。

（ﾛ)変数値の順序は任意でよい。

し’ひとつの変数（または変数リスト）のラベル群のあとに／を入れ，さらに次

の変数（変数リスト）のためのラベルを書いて行くことができる。

制限：ラベルの長さは20字まで(,), /は使えないが，その他の文字記号はすべて使え

る。

位置：その変数が定義されたあと，課題定義カードの前であればどこでもよい("VAR

ALABELS''カードと同じ)。

注意：(ｲ)20文字を越えるラベルをあたえると，越えた部分は入力されない。サブプログ

ラムによっては，出力に最初の16文字しか印刷しないものがある。

（ﾛ)文字の数え方は，ラベルの第1宇目からブランクを含めて数える。入力の際，

変数値の右側のかっこのあとにブランクがいくつあってもこれは無視される。

㈱異なった変数については"VALUE4LABELS''カードは何度にわけて入力し

てもよいが，1変数のラベルは必ず一度に入力しなければならない。二度に分け

て入れると，前に入力したものは消え，あとから入力したものだけが採用され

る。

㈲変数ごとに区切りを入れるための．､／”を忘れると，次の変数のためのラベル

も，前の変数のためのラベルとみなされる。

⑮ MISSING4VALUEカード

1

MISSING4VALUE

16

{蕊fｽﾄ}(火掴順)/……/{"fｽﾄ｝
(欠損値）

機能：社会調査データの場合など，すべての対象について完全なデータがそろっている

(10)変数リストの書き方

いくつかの変数を同時に指定するとき，変数をリストにして入力することができ

る。リストの書き方は，ファイル上の順序で連続している場合には, VARAATO

AVARXのように，両端の変数名をキー・ワードTOで結んで表わす(TOによ

る省記法）ことができる。変数が隣り合っていないときには，ひとつひとつを区切
り記号（，または空白）をはさんでパンチすることが必要である。
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ことは珍しい。各変数毎にデータが欠損しているケースがあるのが普通である。

そのような場合は，欠損値として適当な数種（例えば999）をパンチしておくこ

とがよく行なわれる。このカードは，各変数毎にその欠損値を示すコードがあら

われたとき，それを計算処理から除外することを指示するためのものである。1

変数にたいして3個までの欠損値を指定することができる。

書き方：変数名（あるいは変数リスト）に続けて，かっこにくくって3個までの欠損値

を書く。たとえば(999), (0, 9)あるいは(7.0, 99.9, -99.9)。さらに次

の変数（あるいは変数リスト）のための欠損値指定を続けるときは“／”で区切

ればよい｡

文字型変数にも欠損値を指定することができる。このとき欠損値を，、一'，、＆′

のように引用符で囲むこと。

注意：複数のCGMISSINGAVALUE''カードをおくことができる。また1組の

"MISSING4VALUE''カードは複数のカードにわたってもよい。カードの位置

は<cVAR.LABELS''カードと同じ。

制限：1組のカード上に151以上の語（名前，欠損値，かっこ，スラッシュ）を書くこ

とはできない。

⑯PRINTAFORMATSカード

l
l
l

16

{蕊fｽﾄ}(値)/{蕊ｻｽﾄ}(値)/

1

PRINT4FORMATS

機能：このカードは，統計サブプログラムの結果出力に印刷される変数値の印刷書式（

数値の場合は小数以下の桁数，文字の場合は文字型であること）を指定するため

のものである。

書き方：文字型データのときは，変数名（変数リスト）に続けて(A)と書き，数量デ

ータのときは小数点以下の桁数をかっこに入れる。この桁数は0から5まで指定

できる。

カードの省略：このカードによって印刷書式を指定しない変数は，小数点以下は印刷さ

れない。カードを省略すれば，全変数に(O)を指定したことになる。文字型デ

ータをもつ変数があるときは，このカードは省略できない。
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⑰COMMENT カード

l

COM M E N T

16

コメント文（利用者が書く任意の文）

機能：プログラムの途中でその内容を示すメモ書きを入れたいときがある。その際用い

るカードである。このC@COMMENT''カードには利用者が任意の文を書くこと

ができ，これに書かれた文はデータ処理とは無関係で，単にカードの内容が出力

リストに印刷されるだけである。

書き方：文はすべて空白でもよく，何枚ものカードに亘ってもよい。数枚のカードに亘

るときは，2枚目からは命令領域は空白にして，16桁以降に続ける。

位置：データ・カードの間や<CREAD41NPUTaDATA''カードの直後においてはなら

ない。それ以外ならば，どこにおいてもよい。また何度現われてもよい。

注意：他の命令カードの途中に入れると，命令の継続は切れるので，再度命令語を害く

必要がある。これがないとGGCOMMENT"カード以後の文は，コメント文とし

てあつかわれる。

(13 DOCUMENT カード

16

利用者が書く任意の文

l

D O C U紬E N T

機能: @4COMMENT"カードに似ているが，このカードはシステム・ファイルの一部

として保存することができる。

位置：最初の課題定義カードの前ならどこにおいてもよい。

注意：このカードは，一組しか挿入することができない。

(19 TASK4NAME カード

’
’1

TASKaNAME

16

利用者が与える64文字以内の任意のラベル

機能: @<RUN.NAME''カードと同じような目的のためのカードであり，各々の課題定

義別にc<RUN4NAME''によるラベルとは別のラベルをつけることができる。

このカードによるラベルは:<RUN.NAME''によるラベルの下に印刷される。

位置: $4COMMENT''カードと同じであり，その他に課題定義カードと@gOPTIONS''

･GSTATISTICS''カードの間には，おけないという制限がある。
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カードの省略：何も印刷されない。

”課題定義カード（手続きカード）

機能：課題定義カード（手続きカード）は，利用者が必要とするサブプログラムを呼び

出し，指定した変数を計算させるためのカードである。この課題定義カードは多

様であるから，個々の説明はマニュアルにゆずることとする。

注意: SPSSでは，課題定義カードなしのデータ処理は通常考えられない。通常のラン

は，少なくとも1組の課題定義カードが必要である。統計解析サブプログラムの

ほかGGTRANSFORM'', ;fWRITE.CASES''カードなども課題定義カードの資

格をもっている（以後の章参照)。

⑳ OPTIONSカード

’’
l 16

OPTIONS オプション番号リスト

機能：課題定義カード上の明細指示のほか，用意されたオプションーたとえば欠損値

の処理をどうするのかなど－のうち，必要なものをサブプログラムに知らせ

る。具体的なオプションについてはマニュアルを，参照していただきたい。

書き方：命令語はCGOPTIONS"であって，オプションを1個だけ選択したときも

dfOPTION''としてはならない。

各オプションには番号が与えられている。第16桁目以降に選択したオプション番

号を記す。2個以上のオプションを空白またはコンマで区切って列記する。2枚

のカードに亘ってはならない。

位置：課題定義カードまたは, <GSTATISTICS''カードの直後に置く（'1)。

カードの省略：用意されたオプションの中に選択すべきものがなければ，このカードは

省略する。

" STATISTICSカード

16

{輔苓号ﾘｽﾄ｝

1

S T A T I S T I C S

機能：課題定義カードによって呼び出されたサブプログラムに，必要な追加統計を出力

(11) .GSTATISTICS''カードの項参照。



現代情報システムの研究242

する指令を与える。各サブプログラムは，それぞれにいくつかの追加統計が用意

されている（マニュアル参照)。

書き方：命令語はc<STATISTICS"カードの第16桁目以降の明細指示領域に選択した

統計の番号を記す。2個以上の統計を選択するときは，空白またはコンマで区切

って列記する。必ず1枚のカードに記し，2枚目のカードにわたってはならない。

用意された統計全部を選択するならば，番号にかえて<GALL''と書くことがで

きる。

位置：課題定義カードまたは, "OPTIONS"カードの直後に置く（12)。つまり，課題

定義カード<COPTIONS", "STATISTICS''の3種類で一組となる。

カードの省略：追加統計を必要としないときは，このカードは省略できる。ただし，サ

ブプログラムによっては，省略することができないものもある。

" READ41NPUTADATA カード

1

READ4INPUT&DATA

機能：システムに入力データの読み込み開始を指令するものである。

書き方：命令語に:4READ41NPUTADATA''のみを記す。明細指示はない。

位置：データ・カードの直前におく。このカードのあとには，データ・カードのおわり

まで一切他のカードを挿入することはできない（最初の課題定義カードの組の直

後に置く)。

注意：サブプログラムの一部には，マトリックス入力ができるものがある。マトリック

ス・データを入力する場合は，命令語をG@READaMATRIX''にかえる。

3－3 データ・カードの作り方

ここでは，データ・カードの作り方と共に，フォーマット文の書き方についても解説す

る。SPSSのデータ・カードの記入書式には, INPUT4FORMAT カードの項で述べた

ように，自由領域書式と固定領域書式（バイナリーについては別の機会にする）とがあ

る。はじめに，共通した注意事項を列記して，次に，両者を具体的に説明する。

(12) "OPTIONS'', <@STATISTICS''のどちらが課題定義カードの次に置かれてもよい
し，省略されてもよい。



＜資料>SPSS利用者のための手引き 243

1． データ・ケースの総数とNA0FaCASES指定との対応に誤りの無いこと。

2．文字型データ値は4文字(A4相当）以内とする。

3． 数値データは10桁(F10. d相当）を越えないことが望ましい〔'3)。

(1)自由領域書式(FREEFIELD)

下の図のように, :4VARIABLEALIST''で示された順序にデータを配列し，データと

データとの間を1個以上の空白またはコンマで区切っておくことが，この書式の基本であ

る。新しくデータ・カードを作成するときには，この指定を用いうるようなデータの配列

にすることが良いであろう。なお，数値以外のデーターつまり文字データをこの形式で

よみこませるためには，文字データの前後を、で区切らなければならない。そして，この

､と他のデータとの間には，ひとつ以上の空白かコンマを置かなければならない。

／ 1 6． 1 3 5 1 6 35 6 、Aグ データ・カード

この耆式の注意事項を列記すれば，次の通りである。

1． 新しくデータ・カードをSPSS専用に作る時に簡便である。

2．ケース内の変数リストの順番にデータ値のパンチをくり返す。

3． データ値毎に区切り記号として1カ所以上の空白（またはコンマ）を適当にはさ

む。

4． データ値を分断して次のカードにまたがってパンチしてはいけない。別々な二つの

データ値と見なされる。カード1枚の終りも区切り記号の一種である。

5． データの1ケース分がカードの半分（40コラム）を越えるなら，その残りは次のケ

ース用に使わない方がチェックの時には見やすい。

6． データ・カードにSEQ (順序）番号などをパンチした場合には，そのための変数

を宣言しておいて，その中に読み込ませればよい。

7．数値データでは，＋一符号は可。整数データ，小数点付データいずれも可。

8． 文字型データは，4文字以内を引用符、でかこむ。

例、S′や、SPSS '

9． 次節に述べる固定書式のデータ・カードも，本節に述べた条件を充たせば

6eINPUT4FORMAT''カードにCGFREEFIELD''と指定するだけで，書式文を書

(13）これを超過すると，印刷出力時などに指定幅オーバー・フローのエラーを起こすこ
とがある。
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かずに読み込ませることができる。

(2)固定コラム書式(FIXED)

データの配列順だけでなく，データ・カードの位置も一定にする書き方が固定書式であ

って，このデータ・カードの作り方では，常にデータの位置が正しくパンチされていなけ

ればならないが，データとデータの間に，空白やコンマを置いて区切りを設ける必要もな

く，またカード上の不要なデータはフォーマット文の指定によって読みとばすこともでき

る。また文字型データをいちいち、でかこむ必要はなく，単にフォーマット文で指定する

だけで足りる。

この書式によるデータ・カードの作り方を，それに対応するフォーマット文の害き方と

ともに説明しよう('4)。まず，文字データの場合から述べる。

●1個の文字データ

いま，かりにKOBEという文字データが下図のようにあるとき，この4文字を読ませ

るには, <cINPUT4FORMAT''カードの指定は"FIXED (A4) ''とすればよい。

1 4

/ KOBE データ・カード

l－z事
I ↓16

|/ INPUT4FORMAT FIXED(A4)

Aは，データが数字以外の文字データであることを示し，4は，その文字数である。この

文字数は4まで許されている。

●1個の数字データ その1

つぎに数値データを示すフォーマットは，つぎの規則にしたがう。

FIXED ( F全桁数．小数点以下の桁数）たとえば，カードの第1欄から第6欄までに

次のようなデータがパンチされているなら全桁数は6，小数点以下は2であるから

"FIXED (F6.2) ''となる。

1 6

データ・カード123

兵）－１
４
４
」

2桁
竺 苧 三

6桁

(14) SPSSでは, INPUT4FORMATカードでFIXEDを指定すると，書式の解析結
果が印刷される。この表は，見ればすぐ理解できるので，説明は省略する。
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コントロール・カードは次のようになる。

1 16

|/ INPUT4FORMAT
●1個の数字データ その2

1 5 10

FIXED(F6．2)

／ 352．93 データ・カード

’ －－‐ －F1 0 ．2

このような場合，データ・カード上の1欄から4欄まで空白になっている。そこでフォ

ーマット指定を"FIXED (F6.2) ''としてはならない。空白の部分にOが入っていると考

え，従って，このデータの全桁数を10桁とみなし，そのうち小数点以下が2桁と考える。

つまり@.FIXED (F10.2) ''としなければならない。すなわち，下図のようになる。

1 16

|/ INPUT&FORMAT
●2個以上の数字データの場合

1 5 10

FIXED(F10.2)

15

／ 53．1 61．3 84．5 データ・カード

上図のように，5桁ずつ，三つのデータがあるとしよう。このときのコントロール・カ

ードは次のようになる。

l6

FIXED(F5.1,F5.1,F5．1)

l

I NPUT4FORMAT
／

’

つまり，三つの数がそれぞれ5桁ずつカードの欄を占めており，それぞれの小数部分が

1桁である。この際，全く同じフォーマット指定が3回くり返されている。

それゆえ, @GFIXED (くり返し数F5.1)"の形式であらわすこともできる。

すなわち

1 16

r !N,UT4F0oMA｢
としても良い。

●データのよみとばし

FIXED(3F5.1)

巧
５３７

，
３

■

２６

５
３

●

３５

１

データ・カード／

’
等 寺 －

F5 ． 1 5 X

一一

F5 ．1
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今，62.3というデータをよみとばしたいとする。そのときのコントロール・カードは

1 16

／

INPUT4FORMAT FIXED(F5．1,5X,F5.1)

とすればよい。つまり，よみとばしたい桁数（この場合は5桁）をXの前に記せばよいの

である('5)。

●文字と数字がいりまじっている場合

1 4 10 16 20

/ KOBE 8．32 5.2 データ・カード
|s-Z-マテ 南壺Fr言

このデータのためのコントロール・カードは

1 16

/ |NPUT4FORAAAT FiXED(A4,6X’ F6.2,F4．1)

とすればよい。

●整数データの場合

8 16

／ 383 879 データ・カード
｜下－5で－5下-承－5

このデータに対して，次のようなコントロール・カードを使うことになる。

1 16

1/ INPUT4FORMAT FIXED(2F8.0)
FORTRANに通じている読者のために，この書式による注意事項を次に列挙しておく。

1. FORTRAN用の既成のデータ・カードをSPSSで入力用に転用する時には，特に

便利である。

2．新しく固定コラム書式でデータ・カードを作る時には，データの値のみならず，桁ず

れの有無をも含めて，検孔を念入りに行なう必要がある。

3．SPSSの入力用に使える変換は, F,G,E(Dも使用できるが,Eとしてあつかわ

れる),A,X,T, Pである。I変更は不可。不用なデータ項目はX変換または，

T変換でスキップさせればよい。整数データはそのままパンチし，書式だけをF1．0

(15）よみとばした場合には, VARIABLEALIST カード変数との対応に注意しなけれ
ばならない。つまり，62.3に対応する変数は, VARIABLE.LIST にあらわれて
はならない。
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などのようにする。E変換を新しく指定する理由はうすい。文字データは引用符で囲

まずに，書式A1などのように指定する。SPSS用のデータを新しく用意するなら，

F変換とA変換だけで十分であろう。

4．書式内の項目の個数は明確であること，かつ，変数リスト（並び）より少なくないこ

と。

i)かっこまたは／による不定反復は許されない。

ii)群反復数を用いた欄記述群，たとえば(4 (3 F6.2))などは許されるが，かっこ

のネスティング（左カッコの使用数）は2重までである。今の例では書式項目，す

なわちデータは12個用意されているはずである。なお，次の5．iを参照。

5． 変数リスト（並び）とデータ・レコードについては，並び優先の原則があり，並びが

尽きればデータ・レコード（カード）内の残りの項目は無視される。従って，

i)数ケース分のデータを1レコード（カード）内においても，最初のケース分以外は

無効。

ii)データカードに整数用のIDまたはSEQ番号をパンチすることは構わない。

6．1ケース分のデータが複数のカードにわたることは差支えない。

i)ただし，不定反復は許されないから，スラッシュ／で区切った後に次のデータ・カ

ードの書式項目を書くこと。

ii)書式内の文字数は最大800まで許される〔16)。

7．スラッシュ／やかっこ）の前後のコンマ，は，あっても無くても機能的には同じであ

る。

8． データ・カードの読み飛ばしは，前述のスラッシュ／のあとに何も書かなければよ

い。たとえば(3F6．2/)では，データ・カードは1枚おきに読まれる。

3-4 DATA4LIST カード（17）

このカードは，データ定義文中の@<VARIABLEALIST''とfCINPUT4FORMAT ''カ

ードを統合した機能を果たすカードで，カードの書式がデータ構造によってやや繁雑とな

ることがあるが，間違いが少なく，前述の FORTRANの入力書式文についての知識も

不要という特色をもっている。ただし，データは，カード（他の媒体でも可）上で固定さ

(16）空白は除く。

(17) @lADD.DATA4LIST"カードの書式も，このカードの書式と全く同一である。
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れた位置に，パンチされていることが必要である。一般書式を再度書くと，次のようにな

る。

1 16

DATA4LIST FIXED[(1ケースあたりのレコード数)]/レコード番号

｛蕊fｽﾄ)最初のｺﾗﾑ番号〔-最後のｺﾗﾑ番号〕〔(変数
の型)]{"fｽﾄ}最初のｺﾗﾑ番号……

説明のために，簡単な例をあげる。

1 16

DATA4LIST FIXED(2)/14SEX411(A)4AGE428-
294INCOME434-40 (2)/24CHILD,
S POU S E46-7

FIXEDの直後の"( 2 )''は，ケースあたり2レコード（カード）であることを示す。も

し（3）であれば，ケースあたり3レコード（カード）となる。ケースあたり1レコード

のときは省略可。“／”の直後の“1”は，第1レコード（カード）に次の“／”もしく

は，明細指示領域の終りまでに示される変数が，パンチされていることを表わしている。

変数名cGSEX''の値は，第1レコード（カード）の11桁目にパンチされ，その型はA(文

字）であることを示している。また, fdAGE"は第1レコード（カード）の28-29桁目に

あることになる。つまり，“／”の後にデータの位置するレコード番号を書き，そして，

続けて変数名，その変数が位置する桁（2桁以上になる変数の場合は，最初のコラムと最

後のコラムを“－”で結ぶ)，かっこで包んでデータの型を表示する。データの型は，数

値の場合で小数点以下がないときは，省略でき，小数点以下がある場合は，小数点以下の

桁数を書く。文字型の場合は, :<A''をかっこで包む。以下，同レコード（カード）にあ

る変数を同じように，変数名，位置，データの型の順に書く。レコードが変われば“／，

で区切り，その次に，レコードの番号を書き，以下同じように変数名，位置，型の順に繰

返す。前記の例ではc<AGE''は，数値で小数点以下はないことになる。次の｡GINCOME'

は34-40桁間に，小数点以下2桁で位置する。第2レコード（カード）は, <<CHILD''と

@@SPOUSE''が6－7桁目に，つまり6桁目にC<CHILD'', 7桁目に4GSPOUSE"が位置す

ることを示している。

これを通常の<fVARIABLE.LIST''カードとcgINPUT･FORMAT''カードを用いて

記述すると，次のようになる。

l 16

VARIABLE4LIST SEX,AGE,INCOME,CHILD,

S P O U S E
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1 16

INPUT4FORMAT FIXED(10X,A1,16X,F2．0，

4X,F7.2/5X,2F1.0)

変数リストには, VX14TO4VX50のような省記法を用いることが許されるが, FOR-

TRAN入力書式のような繰返しの指定記法はない。

3－5 データのあとに置かれるSPSSのコントロール・カード

(1)多くの課題を連続処理するためのカード配列

データのあとに置かれるSPSSのコントロール・カードは計算処理を行なおうとする

課題が一つならば，通常は4 CFINISH''カードだけである。計算処理の課題が二つ以上あ

るときには，第1課題の課題定義カード群のあとに"READ41NPUT&DATA''カード，

そしてデータ・カードをおき，これに続けて第2課題の課題定義カード群（必要ならば続

けて第3課題以下のものも順次）を置けばよい。ここでは2章の例題について，三つの課

題を1回のランで計算する例をあげておく（図7参照)。

(2) FINISH カード

I
161

F l N lS H

機能：このカードは, SPSSによる計算処理の終りに入れるきまり文句のカードであ

る。これによりSPSSシステムから計算機のモニター・システムに制御が戻さ

れる。

耆き方：命令語の<CFINISH''のみを記す。

位置：つねにコントロール・カードの末尾におかれる。

注意：このカードは省略できない。このカードを忘れると，課題が1個のときは，計算

は行なわれない〔18)。課題が2個以上あるときは，最後の課題は計算されない。

(3) //AENDSカード〔19）

l

//4END S

機能：当研究所の計算機を用いて，計算処理を行なう際，必ず最後に入れなければなら

ないカードである。これにより，ジョブの終了を計算機のモニター・システムに

(18）システム・ファイル入力以外の時は，計算される。

(19) //4ENDS以外に//AENDカードもあるが，当研究所では使用しない。
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知らせる。

位置：カード・デックの最後に置かれる。

4. SPSSのプログラムによるデータ変容とケースの選別

現実の問題を処理する際に，原データをそのまま解析に用いず，その変数のコードを適

当に変換して用いたい場合が多い。たとえば，成績の点数を80点以上を1，70点～79点を

2，60点～69点を3，0点～59点を4として，新しいコードに変換して集計に用いるなど

である。

また，調査対象の全ケースは解析に用いず，そのなかから適当な方法で抽出して解析す

る必要もよく生ずる。SPSSは，このような作業を実行するためのいくつかの機能をもっ

ていて，前者をデータの変容，後者をケースの選別とよぶ。それらを行なうためのSPSS

のコントロール・カードを説明しよう。

4－1 データ変容のいろいろ

SPSSには，統計処理にさきだって原データのコードのつけかえ（再コード）やデータ

変換を行なう機能が備えられており，それらを用いるなら，原データをきわめて柔軟に加

工した上で解析を行なうことができる。したがって，分析の便を考えて，あらかじめデー

タを加工して簡単なコードにまとめておいたり，合成変数を作っておいたりした上で計算

機に入力することは，まったく不要である。かえって，そのような入力は，データの活用

範囲を制約するとともに，コード・エラーを招くもとにもなる。SPSSでは，原則として

加工しないデータ（原データ）をそのまま入力し，必要な加工値は，データ変容カードを

用いて作業過程で作りだすのがよい。

SPSSに準備されているデータ変容カードの種類は，次の表に示す4種(20)で，これと

課題手続きカードと同じ性質をもつGGTRANSFORM''カードとの組合わせにより，デー

タ変容が行なわれる。

(20)この他に<<TR ANSFORM''カードと組合わされるカードは, ･&TMISS'', ･･SAM-
PLE'', CCSELECT41F", GdWEIGHT"がある。これらについては，次節以降に説明

する。
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算術式による変数の変換 C O M P U T E

条件文による変数の変換

再コード

I F

R E C O D E

|ｲﾝﾃｯｸｽ(尺度)の作成 |COUN｢

これらのデータ変容カードは，変換された値をもとの値に代えて保存し，あるいは新た

な変数〔21)を作成するもので，その効果は一回のランのすべての課題に有効で，システム

・ファイルに保存して繰返し利用することもできる。

(1) COMPUTEカード

’
1

COM P U T E

16

変数名＝算術式

機能：このカードは一般的な変数変換の機能をもち，右辺の算術式を用いて計算した結

果が“＝”サインの左側の変数に入る。この左辺の変数は既存の変数でもよく，

未定義の新しい変数でもよい。既存の変数ならば，この変換によって，このカー

ドがおかれたプログラム上の位置で変換される。また新しい変数ならば，その変

数はこのカードがおかれたプログラム上の位置で定義されたことになる。即ちこ

のカードは，新しい変数を創設する機能をも含んでいるのである。

注意: (f)"COMPUTE"カードには，一組のカードに一つの変換しか書けない。

（ﾛ)"＝”記号は等号ではなく，その右側の算術式の結果を左側の変数の値とせよ

という意味である。

例 NME N＝NME N＋1

算術式：算術式としては，加・減・乗・除およびべき乗の算術演算子（＋，－，＊，

／，＊*）により，変数あるいは定数を結合したものである。式の中で計算の順序

を提示するためにかっこを用いることができる。かっこのない場合は，演算の優

先順位は次のようになる。

①関数の計算 ②べき乗（**） ③乗除算（＊，／） ④加減算（十，一）

同一順位内での計算は，左から順に行なわれる。

関数: SPSSに用意されている関数は次の11で，関数略号のあとにかっこで包んだ式を

(21）新たに作成される変数を含めて100を越えることはできない。



＜資料>SPSS利用者のための手引き 253

書く。この式は，単一の変数名でも，多数の変数や定数を含んだ複数な式でもよ

い｡

|意味’ 味関数略号 ’ 意関数略号

平方根 ATAN* | 逆正接関数S Q R T

小数点以下四捨五入

絶対値

自然対数 R N DL N

L G10 常用対数

指数関数

正弦関数

余弦関数

A B S

小数点以下切捨てT R U N C

M O D10

E X P

10を底とする剰余SIN*

’COS*

＊引数は弧度（ラジアン)。

(2) IFカート

’
16

(論理式）変数名＝算術式

1

1 F

機能：このカードは条件文に基づいて変数の変換を行なう。論理式で示された条件が満

足されるならば，算術式で示された計算を実行し，満足されないケースに対して

は何も実行しない。<fCOMPUTE''文と同様に，新しい変数をこのカードで定義

することができる。

論理式: SPSSで用いられる論理式は，変数および定数と関係演算子，論理演算子，計

算の順序を指定するかっこで組立てられる。

|意 味’ 論理演算子 ｜ 意 味関係演算子

論理和

論理積

否 定

＞ O R

＜ A N D

NOT＝＝＝

≧

’

く
一
一
一
キ

lNビ
例 1

1F

16

(VARA4LT41 0)AGE=1

G T

L T

E Q

G E

L E
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VARAの値が10未満のケースについては, AGEという変数に，変数値1を

与える。

1 16

1F (VARX4EQ4140R4VARX4EQ42)VARXX=10

VARX の値がlか2の場合のケースについては, VARXX という変数に，

変数値10を与える。

注意：(ｲ)演算子の両側には空白を置くこと（“．”で区切って, VAR.EQ.Oとすると

エラーになる)。

（ﾛ)条件文が起こりうるあらゆる場合をつくしていないと，新しい変数の値が不定

となることが生ずる。このためSPSSでは，次の方法によって初期値を与え

る。

i ) "COMPUTE"カードによって，新しい変数に利用者があらかじめ初期値を

与えておく。

ii ) "TMISS''カードによって利用者が初期値を与える（次項参照)。

iii)上記した方法によって初期値が与えられていないときは，欠損値の定義があ

れば，自動的に第1欠損値を初期値とする。

iv)欠損値の定義もなければ,0を初期値とする。

㈱条件文に現われる変数の値が欠損値に該当するとき，結果変数に特定の値を与

えることができる(ASSIGN4MISSING)。

(3) TMISSカード

’ ’
l

T M l S S

焔
値

機能: CGIF''カードによってつくられる新しい変数に初期値を与える役割をはたす。こ

のカードはデータ変容カード群の前でも，その間にでも置くことができ，このカ

ードを置けば，新しい変数の初期値はすべてこのカードで示された値をとる。ま

た，このカードは何個所に置いてもよいので，異なった変数に別々の初期値を与

えることができる。

(4) ASSIGNAMISSING カード

l 16

Ass'GN4M! ss'NG.{"fｽﾄ} (I")/{"fｽﾄ}(値)/"
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機能：欠損値をあらわす特殊なコードを含んでいる変数を:dCOMPUTE''カードや

GdIF''カードなどの変数変換カードで変換すると，変換結果の値を示す変数（結

果変数）には無意味な値が生まれる場合がある。このようなとき，この

dGASSIGNAMISSING"カードを変数変換カードのあとに置くなら，欠損値の結

果変数に特定の値を自動的に与えることができる。

注意：このカードに先行するdGMISSINGAVALUES''カードによって定義されている

欠損値は無効になり, :4ASSIGN4MISSING''カードで定義された値が欠損値と

なる。d( ASSIGN4MISSING"カードによって定義された欠損値も，のちの

GGMISSING4VALUES''カードにより変更できる("MISSING.VALUES" "

ードで新しい値を入れればよく，空白をかっこで包めば欠損値の指定は解除され

る)。

(5) RECODE カード

16

{蕊fｽﾄ}(値ﾘｽﾄ=新しい値)(値ﾘｽﾄ=新しい値）
……/{蕊;ｽﾄ}(値ﾘｽﾄ=新しい値)……/……

1

R E C O D E

機能：このカードは，ある変数の値を任意の他の値に変更（再コード）するためのもの

である。この再コードは，数量型の値をもつ変数でも文字型の変数でも行なえ

る。たとえば，文字や記号を含む変数を数量型変数にかえたり，連続量を区分し

て離散量に変えたりするなど，利用範囲はきわめて広い。

書き方：命令語<cRECODE''に続いて，第16桁目以降にコードをつけかえたい変数名

（または変数リスト）を書き，そのあとにかっこに包んで現在の値（原データの

値）“＝”サイン，新しい値（1個だけ）を書く。この指示を必要なだけ続けて

ひとつの変数（または変数リスト）に対する指示が終ったならば“／”で区切

り，次の変数（変数リスト）に移ればよい。なお，キー・ワード<CTHRU''を用

いるとその間のすべての値が再コードされる。また最小値，最大値を示すキー・

ワードdCLOWEST" (2 2) , G6HIGHEST'' (2 3 )がつかえる。

(22) "LO''でも可。

(23) @6H1"でも可。
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例 1 16
RECODE SEX(、F'=0) ('M'=1)

SEX (男女）という変数は，現在FとMという文字型の値をとっている。これ

を,Fを0,Mを1に変換するための指示である。なお，文字型データは必ず

、でかこむこと。

例 1 16
RECODE AGE(LOWEST4THRU417=0)(18,19

＝1）

(20,21=2) (224THRUA28=3)
(294THRU4HIGHEST=4)

AGE (年齢）という変数の値は，年齢そのものである。これを17歳以下を

0, 18, 19歳を1, 20, 21歳を2,そして22歳から28歳までを3, 29歳以上を

すべて4と変換する例である。

例 1 l6
RECODE SEX('F'=0)(、M'=1 )/AGE (L○△T H R U

41 7=0)

(18,19=1) (20,21=2) (224THRU4
28＝3）

(294THRU4HI=4)

上記した二つの例をひとまとめにしたものである。

注意：(ｲ)変数リストとC:TO''による省記も，キー・ワードGGALL''の使用も可能であ

る。

（ﾛ)指示のない値は，そのままもと通りの値で残される。

㈱連続量を離散量に再コードする際，再コードもれがないように，次の例のよう

に数値は重ねて用いるとよい。

(LOWEST4THRU45.15=1) (5.154THRU4

HIGHEST=2)

（二)変換されるべき値のリストに同じ数値が二度現われると先に現われたほうが優

先する。

㈱文字型の値をリストに書くときは，必ず引用符で包んで、F'，、1′のように

しなければならない。

CONVERT :文字型数値を数量に変換する特別な方法がある。次のようにキー・ワー

ド: :CONVERT''をかっこで包んで示すだけで，自動的に文字型データとして

よみこまれたデータ、O′から19′までを数値データの0から9に、＆′を12

に，、－′を11に，の他の文字型値を13に変換する。
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1 16

RECODE VARX(CONVERT)

BLANK(24) :調査データの場合など，データをカードにパンチする場合,0と空白を

区別したいことがある。この目的のために値リストにcGBLANK''と書くことが

できる。

l 16

RECODE VARX(BLANK=-1)

ELSE :キー・ワードELSE を用いることにより，前記した注意の再コードもれを防

ぐことができる。ELSE の英語の意味のように，その他残りの値に再コードす

ることができる。

例 1 l6

RECODE VARZ(LOWEST&THRUA5.15=1)

（6．1 84THRU49．1 5=2)

(E LSE=3)

この例ではVARZという変数に対して，最小値から5.15までに1を, 6.18か

ら9.15までに2を，残りの5.15より大きくて6.18より小さい値と，9.15より大

きな値に対して3として再コードすることができる。

(6) COUNT カード

1

C O U N T

16

結果変数-{"fｽﾄ}(値ﾘｽﾄ) {"fｽﾄ}(値ﾘｽﾄ）
…/結果変数､"fｽﾄ}(値ﾘｽﾄ)……

機能：いくつかの変数が一定の値をとったとき1,さもなければ0として累計し，イン

デックス（結果変数）を作成する場合に用いられる。

例
1 l6

COUNT MAGAZINE=HEIBON,PLAYBOY,COMIC

（5）

HEIBON, PLAYBOY, COMIC という変数名で雑誌の購読の有無を調べたと

き（ただし，購読ありのものを5，その他を8とコードしてある)，購読雑誌数

(24) SPSSでは，空白データを<4- 0 ''として扱っているため，データとしてGG- 0''

がパンチされていると，このデータと空白が区別できなくなる。
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をMAGAZINE という変数名として集計することができる(25)。

書き方：上の例で明らかなように，累計の結果を入れる結果変数の次に“＝”記号を書

き，ついで作業の対象とする既存の変数とかっこに包んだ変数値を書く。

（ｲ)結果変数は1個の変数名で，既存のものでも未定義のものでもよい。

（ﾛ)変数リストはGGTO''による省記法を用いることができる。

ﾚｳ値リストにはキー．ワード<GTHRU'', :@LOWEST", "HIGHEST'', "BLANK''

を用いることができる。

㈲一つの結果変数に対する指示が終れば“／”で区切って，次の結果変数につい

ての指示を続けることができる。

注意：(ｲ)"＝”の右側に同じ変数を二度以上記せば，その数だけ加算される。

（ﾛ)意味のある場合には“＝”記号の両側に同じ変数を置くことができる。

ﾚｳひとつの変数値リストに同じ値を二度害いても累積はなされない。

4-2 ケースの選別とウェイトづけ

ケースの選別とウェイトづけには，次の3種のカードがある。

(1) SAMPLE カード(26〕

16
偽←

恒

l

S A M P L E

機能：入力されたデータからランダム・サンプリングを行ない，その結果得られたケー

スについてのみ計算を行なう。このカードは，このようなランダム・サンプリン

グの機能を果たす。ケース数が多すぎる場合，特に有効である。

書き方：書式は第1桁目から命令語CCSAMPLE''をパンチし，第16桁目から抽出比率

の値をパンチする。この値は1．0より小さい数字でなければならない。例えば

0．2と書くと，20％抽出を意味する。

(2) SELECT.IFカード

(25）との例をGGIF''と<GCOMPUTE''で作ると次のようになる。
1 16

COMPUTE MAGAZINE= 0

IF (HEIBON4EQ45) MAGAZINE = MAGAZINE + 1
1F (PLAYBOY4EQ45) MAGAZINE= MAGAZINE + 1
1F (COMIC･EQ.5) MAGAZINE = MAGAZINE + 1

(26）実行しているときの時刻を初期値とする，ランダム・サンプリングのため，毎回同
じ値がサンプルされるとはかぎらない。
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’
16

(論理式）

l

SELECT4I F

機能：かっこ内の論理式の基準に合致したケースのみを抽出して処理の対象とする。

例えば，性別がSEXという変数名であらわされ，男はM,女はFとコード化さ

れているとき，男性のみのケースを抽出して処理したい場合には，

1 16

SELECT4IF (SEX4EQ4<M')

とすればよい。

書き方：命令語GCSELECT41F''を第1桁目からパンチし，第16桁目以降の論理式につ

いてはG4IF''カードと同様である。

(3) WEIGHT カード

1

W E I G H T

16

変数名

機能：あるグループのケース数が少ない場合，そのグループ｡にウェイトを与え，サンプ

ル数を増して集計する。

書き方：命令語は第1桁目から4@WEIGHT"とパンチする。第16桁目からはウェイト

変数名を書く。

例 1 16
COM P U T E W T F A C T O R＝1

1F (SEX4EQ414AND4(AGE4GE4204

AND4AGE4LE429) )
W T F A C TOR＝2

W E l G H T W T F A C TOR

この例は，調査の都合で20歳代の男性についてのケースが少なかったため，これ

らのケースについてウェイト2を与えて計算を行なわせるようにしている。

注意；(ｲ)ウェイト値は整数でも実数（小数を伴う値）でもよい。

(D)<<WEIGHT"カードとG6SAVE4FILE''カードと結びつけると，ウェイトづ

けられたシステム・ファイルになる。このシステム・ファイル(27)を使うと，常

にウェイトづけされたケースが使用される。

㈱新しいdcWEIGHT"カードを挿入すると, CASWGT は新しい値におきか

えられる。

(27) CASWGTという変数名でシステム．ファイル中に記録される。
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㈲G4WRITE4CASES''ルーチンと"NONPARaCORR''サブルーチンでは整数

ウェイトづけがなされる。すなわち，ウェイト値のうち，整数部分だけまずウェ

イトづけされ，次に小数点以下の数値は，これを％値とするランダム・サンプリ

ングによって,さらに1のウェイトが加えられるか,無視されるかが決定される。

(4) *SELECT41Fカード

いままで述べてきたデータ変容および選別カードは，入力されたデータそのもの

を加工してSPSSのワーク・ファイルに登録するものであるが，このカードは

一時的（このカードの次にくる課題定義カードの処理だけ）にケースを選別した

いときに使用する。

16

(変数名EQ変数値）

l

*SELECT4I F

機能：このカードの次にくる課題定義カード〔28〕の処理のとき，変数名の値が，変数値

に等しいケースだけ処理される。

注意：次の課題定義カードがCGTRANSFORM"カードの場合，その次の課題まで効果

は続く。<: SELECT･IF''とはことなり，論理式は"EQ''だけである。

(5) TRANSFORM カード

データ変容カードおよび選別カード(G<*SELECTAIF"は除く）は，これらのカ

ード群に続くfGTRANSFORM''カードにより，実際にデータの変容，選別を

行なう。

勺

l

T R A N S F○R M

機能：データの変容，選別を実際に行なう。

注意: (f)G<COMPUTE'', cGIF", $6RECODE", <6TMISS'', $@SAMPLE", <GWEIGHT''

cfCOUNT ''命令を使用するときは，これらのカード群の最後に課題定義カード

と同じ性質をもつこのカードを，最初の課題定義カードの前に置く（29)。

(28）ひとつの課題定義カードの前に2枚以上の*SELECT41F カードがあるときは，
最後のカードだけが有効となる。

(29）第一課題定義カードの位置に置く。つまり，システム・ファイル入力以外のとき

は，かならずこの後に(c READ41NPUT4DATA''カードが置かれる。



＜資料>SPSS利用者のための手引き 261

例 1 l6
C O M P U T E S U G A K U X＝S U G A K U

RECODE SUGAKUX(804THRU4H1=1)(704

THRU479=2) (604THRU469=3)

( LO4THRU459=4)
T R A N S F O R M

READ4INPUT4DATA

； データ

（ﾛ)上記した7種類のカードと6GTRANSFORM"カードとの間には，この他に

"ASSIGNAMISSING", #lDOCUMENT", 6CLISTaCASES", (GMISSINGA

VALUES", :4PRINT4FORMATS'', :C*SELECT･IF'', @4VALUEALABELS'',

"VAR4LABELS"の8種類である(30)。これ以外のカードが現われるとエラー

となる。これ以外の命令を使用したい場合は，このカード群の前に置く（図8参

照)。

4－3 データ変容カードおよびデータ選別カードに関する制限

データ変容カードおよび選別カード("*SELECT41F"カードは除く）については，次

に示す各項目の制限がある。なお，用語について説明しておく。

c@l組のカード”とは，ひとつの命令語(RECODEなど）とそれに続く明細指示領域

であって，何枚ものカードに亘る場合を含む。また“語”とは，変数名，キー・ワード

(THRU, LOWESTなど),個々の値，左かっこ，右かっこ，＝記号であって，いずれ

も一つずつ勘定する。また“変数リストの数”は，単一の変数名でも，数個の変数名で

も，あるいは TO を用いた省記法でも，すべて1として数えられる。

(1) 1組のC｡RECODE''カードに151語以上をパンチすることはできない（この制限

から逃がれるには，1組の長いカードをいく組かの短いカードに分割すればよい)。

（2）1組のC:SELECTalF''カードに250語以上をパンチすることはできない。

(3) "RECODE"カードの数, cGCOUNT''カードの数, @CCOMPUTE''カードの数

に, :GIF''カードおよびCG SELECT･IF''カードの数の2倍を加えた数が実行時に確

保したワーク・エリア（コアー）のバイト数の始4より小さいこと。

(4) "RECODE"カードの変数の数（省記法によりパンチされていないものも含む),

CGRECODE''カードおよびGCCOUNT''カードのキー・ワードである BLANK,

ELSE, CONVERTのパンチされた数，範囲を 指定した数，それにd<COUNT''力

(30）例外としてcfCOMMENT''カードがある。
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一ドの変数リストの数（結果の変数を含む）の合計がワーク・エリアのバイト数の

殖,より小さいか，または10,000以下であること。

(5) <GIF"と:4SELECTalF''カードの数の2倍に, @dCOMPUTE"カードの数と演算

子（算術，論理を含む）および関数の合計がワーク・エリアの↓f 0.5より小さいか，

もしくは20,000以下であること。

（6）変容および選別カードにパンチされている定数（文字定数）の数が192以下である

こと。

以上の制限がある。これらの制限から逃げるには，制限内で一度変容および選別をおこ

ない，これをシステム・ファイルとし，次にこのファイルを入力として残りの変容などを

行なう方法がある。

なお，データ変容カードとデータ選別カードとは，自由にさまざまな組合わせを作り，

その効果を累積させることができるが，課題定義カードのあとに置くことはできない

(3')。また，これ以外に前節で述べたCGTRANSFORM''と組合わせるという制限がある

("TRANSFORM"の項参照)。

5． 磁気テープ・磁気ディスクの利用

いままでSPSSで処理するためデータは，カードから，その都度読みこまし，また結

果はライン・プリンターに出力するものとして話をすすめてきた。しかし，データの入出

力は，カードとライン・プリンター以外の形式をとる場合も多い。たとえば，磁気テープ

に入った既存のデータを持参して SPSSにより処理したい場合もあるだろう。また，計

算結果やその中間結果を磁気テープや磁気ディスクに保存したい場合もあるだろう。

さらには, SPSSのコントロール・カードによりケース数，変数名や変数値の指定をし

た結果をデータと共に磁気テープや磁気ディスクに保存しておき（これを SPSSのシス

テム・ファイルと呼ぶ)，つぎつぎと新しい計算を行なっていく場合もあるだろう。

ここでは，前者のデータや結果をそのまま磁気テープ･や磁気ディスクに入出力する場合

と, SPSSの様式によりデータに関する情報が付加された形式，つまりSPSSのシステ

ム・ファイルの形式で磁気テープや磁気ディスクに入出力する場合とに区別して，その方

法を説明していこう。

(31 ) @@*SELECT41F"は除く。
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5－1 記憶装置を用いたデータの入出力

（1）磁気テープ°・磁気ディスクからのデータの読みこみ

すでに磁気テープや磁気ディスク(32)に記憶されているとする。このデータを用いて，

SPSSによる処理を行ないたい。そのためには, @GINPUT4MEDIUM''カードで記憶装

置の種類を指定するほか, JCLが必要となる。

l ) "INPUT4MEDmM"カードのキー・ワードを，磁気テープなら T APE に，磁

気ディスクならばDISKとする。

2 ) "//aRSV''カードと"//aEXEC.SPSS''カードとの間にJCLを入れる（図9を

参照)。

注意: (1) "READAINPUT4DATA"カードは省けない。

(2) @:N40FACASES"カードのキー・ワードにUNKNOWNが使用できる。

(3) SPSSへの入力に用いるデータ・ファイルのレコード長は限定されない（33）

("INPUT4FORMAT"カードで80桁より大きくできる)。

3）磁気テープなどのレコード形式をSPSSに指示する初期値設定カードを

@@//4EXEC4SPSS''カードと"/*"カードの間に入れる（図9を参照)。

（2）データを出力するにはd@WRITEaCASES"カード，またはGcLISTACASES''カ

ードを用いる。いずれも，すでに変数名が定義されているデータであれば，すべて

出力できる。

i ) LISTACASESカード

@CLIST4CASES''カードは，第1ケースから指定したケースだけ，固定された書式で

出力されるものである。これはライン・う。リンターのみに出力可能であって，他の媒体へ

の出力はできない。

LIST4CASESカードの一般書式は，次の通りである。

16

[CASE S=ケース数/] [VARIABLES=

変数リスト〕

1

LIST4CASES

書き方：(ｲ)出力したいケース数をCASES =ケース数で示す。この部分を省略すると，

(32）現在, HITAC-8350 FORTRANで磁気ディスクに書かれたデータは読めない。
他の言語（アセンブラー，コボルなど）により，順編成ファイルとして作られたデ
ータは読める。

(33）バイナリー型データも読むことができる（マニュアル参照)。
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CASES= 10となる。

（ﾛ)変数リストは,TOによる省記法を使うことも,ALLを使うこともできる。

VARIABLES =変数リストを省略すると, ALLを指定したことになる。

カードの位置：課題定義カードの前ならどこでもよい。

注意：このカードは課題定義カードと併用する。単独にリスト作業を実行させるには，

G: READ41NPUT4DATA''カードをつける。ただし，データ変容などがある場

合は, 6dTRANSFORM''の直前に置く。

ii) WRITE.CASESとRAWaOUTPUT.UNITカード

cGWRITEACASES''カードを用いるときは, GlRAWAOUTPUT4UNIT''カードによ

り出力装置を指定する。指定しなければ9となる。一度指定すれば，再度指定されるまで

有効である。

1 16

RAW40UTPUT4UNIT 出力装置番号

注意：現在，出力装置番号としては6（ライン・う。リンダ)，9（カード・パンチ)(34)，

20（ダミー）の3種類である。

16

{F,情熱士様)}変数ﾘスト

1

WRITEACASES

書き方：明細指示領域には，かっこで包んだ出力書式を書き，そのあとに変数リストを

書く。キー・ワードBINARYのときはバイナリー出力となる。

変数リストは,TOによる省記もALLを使用することもできる。また，特定の

変数を何度も出力させることもできる。

出力書式文は，フォートランのFORMATを除く左かっこから右かっこまでの

仕様と同じである。

このカードの出力書式要素としては,A,F,Xの変換だけが使用できる。ま

た，文字型定数を記述するためには，引用符を用いることもH変換を用いること

もできる。

制限：出力仕様の長さは320桁まで。

(34）当研究所では使用できない。
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注意：数量データの出力はF変換によるが，出力桁数には，小数点を計算に入れないこ

と（出力には小数点は書かれない)。

5-2 SPSSのシステム・ファイルを利用した処理

通常の場合，計算は一回で終らない。同じデータに対して種々の方法で，ある場合には

試行錯誤的に何回も解析が行なわれる。したがって, SPSSの処理に用いたデータや，

SPSSのコントロール･カードによって定義されたデータに関する情報がそっくりそのま

ま記憶装置に保存され，容易にそれを取り出せるなら大変便利である。SPSSにおいては

"システム･ファイル”として（データに関する情報十データ）を取り扱う各種の機能を

もっている。

イルの中味を調べる方法，第4は，システム・ファイルの内容の一部変更や追加の方法に

ついてである。

(1) SPSSシステム・ファイル作成

このためには@CSAVE4FILE''カードと記憶装置名のためのJCL が必要である。

GGSAVEAFILE''カードの書式は，次の通りである。

’|

’

16

〔ファイル名，ファイルラベル〕

1

SAVE4FILE

書き方：ファイル名が省略されると, c@FILE4NAME''カードのファイル名が採用され

る。このカードもない場合は, NONAMEという名前がつけられる。

位置: (CFINISH''カードの直前に置く。

システム・ファイルの出力媒体は，磁気テープ･でもディスクでもよい。媒体の指定に

は, FTO4F1というファイル定義名（記号名称も同じ）をもつJCLを用い，

$$//4RSV"カードと<C//4EXEC"カードの間に置く。このカードをおとすと，

<C SAVE4FILE"カードは無効となる。

●磁気テープの場合

//4ASSGN4FTO4F1,00

（または//4ASSGN4FTO4F1,01)

//4FILES4FTO4F1,nnnn (省略可，nnnnはスキップするテ
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一プ・マーク数 ファイルの数＊3）

//4VOL4FTO4F1,FTO4F1

//&T PLAB△､XX,･･X' (XX･･･Xは，ファイル名称(35) 17文字と，それに続

くファイル情報を書く）

(ﾛ)磁気ディスクの場合

//4VDC4FTO4F1,26,XX…X,YY…Y

XX...X :ファイル名称

YY…Y:ボリウム名称

(2) SPSSシステム・ファイルを用いるデータ処理

iGGETAFILE"カードと，とり出す記憶装置に関するJCLが必要である。

1 16

GETAFILE ファイル名

機能：指定されたSPSS システム・ファイルを呼び出す。

書き方：ファイル名は，システム・ファイルを形成したRUNの:gFILEANAME''カ

ードで指定した名前("SAVEaFILE"カードで指定があれば，これが優先す

る）である。そのRUNで指定しなかった場合は, NONAMEという名前が自

動的に与えられているのでそれを記す。

位置: G:GETAFILE''カードはCdRUNANAME"カードの直後に置く

("RUN4NAME''カードを省略して，先頭に置いてもよい)。

システム・ファイルから読みこむためのJCLは，次のようになる。

●磁気テープの場合

//4ASSGN4FTO3F1,00

（または//4ASSGNAFTO3F1,01)

//4FILES4FTO3F1,nnnn

（省略可，nnnnはスキップするテープ・マーク数）

//4VOL4FTO3F1,FTO3F1

//AT PLAB△$ファイル名'(36)など

(35) :CSAVE4FILE"カードのファイル名とは異なる(JCLのファイル名称)。
(36) JCLのファイル名称。
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●磁気ディスクの場合

//4VDC4FTO3F 1,26,XX…X,YY…Y

XX…X:ファイル名称

YY…Y:ボリウム名称

とれらは, 4:SAVEAFILE''のときのJCL のFTO4F1を FTO3F1に変更しただけ

で，他は同じでなければならない。

(3) SPSSシステム・ファイルに貯蔵されている情報の検索

●データ定義の検索
，

SPSSシステム・ファイルに保存されているデータ定義の情報はP5､LIST.FILEINFO'

カードを用いて書き出させることができる。出力はそのまま文書として保存できるようデ

ザインされている。:dLISTAFILEINFO''カードは，必ずしもシステム．ファイルとして

保存されているものだけでなくて，データをカードなどで入力する場合にも使えるので，

システム・ファイルを作成しようとするときは，適当なキー・ワードを与えて出力を保存

して置くと便利である。

’ 1 ’6
LIST4FILEINF○ キー・ワード

キー・ワードとそれに応ずる出力は，次の通りである。

( i ) VARLIST 全変数の入力順リスト

(ii ) SORTVARS アルファベット順に並べた全変数（入力順の番号がつけられて

いる）

(iii) VARINFO 全変数についての印刷書式と欠損値のリスト

(iv ) LABELS 変数ラベルと変数値ラベル

( v ) COMPLETE 全変数の完全な辞書

(vi) DOCUMENT 全ドキュメント文

位置：このカードは, C<GETaFILE''カードのあとであれば，どこにおいてもよい。置

かれた位置における情報を書き出す。

●データ自体の検索

データ・ケースも，すでに述べたCcWRITEACASES''カードまたはGGLIST.CASES''

カードを用いて利用者が検索できる。なお, :@LIST.CASES''カードを用いるとき，

･cREAD41NPUT4CARD''カードを併用すれば，課題定義カードがなくても出力できる
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ことは, ･4GET4FILE"カードでシステム・ファイルを呼んだ場合でも同じである。

（4）システム・ファイルへの変数の追加と削除

●システム・ファイルへの変数の追加

システム・ファイルへの変数の追加は，次のカードによって行なわれる*。

｜
1 16

ADD4VARIABLES 変数リスト

＊この他に$GADD4DATA.LIST"による方法もある(3-4 DATAALISTの

項参照)｡

位置: fGGET4FILE"カードのあとに置く(RUNの途中におくことはできない)。

制限：追加する変数の数と既存の変数の合計が100を越えてはならない。

注意：(ｲ)追加すべき変数ファイルのケース数とケースの順は，システム・ファイルのケ

ース数とケースの順に対応していなければならない。

(D)<GINPUTAMEDIUM", "INPUT4FORMAT", GcREAD41NPUTADATA''

ードが必須である。新しい変数のためCGMISSINGaVALUES",

GGVALUE4LABELS", GdVARALABELS", "PRINT.FORMAT3カードを加

えることができる("N40F4CASES''カードは挿入してはならない)。

""SAVE4FILE"カードとJCL を加えると，新しいシステム・ファイルが保

存される。

（5）ファイルからの変数の削除

ファイルが大きくなりすぎると，計算機の使用時間も増加し，計算機内のデータ保存フ

ァイルも大きな容量が必要となる。大きなファイルから，一部の変数をとりだして，新し

いシステム・ファイルを作るには, :GDELETE4VARS" (または<GKEEP4VARS''カー

ド）と@<SAVEAFILE''カードとを組合わせて用いればよい。どちらも変数を消去するカ

ードである。

1 16

{腱職部:'s} {蕊ｻｽﾄ｝

機能：システム・ファイルから指定した変数を消去する。その変数に関する拡大ラベ

ル，変数値，欠損値，印刷害式など一切の定義情報も同時に消去する。

@CDELETE4VARS''の場合は指定した変数を消去し, <GKEEP4VARS''の場合
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は指定したものを残して他の変数を消去する。

書き方：変数リストはTOによる省記ができる。

位置: G:SAVE4FILE''カードの直前に置く。

注意：このカードの挿入されている RUN でも，削除を指定した変数を引用して分析

することはできる。

（6）データ情報の改訂と追加

SPS Sシステム・ファイルに保存されているデータに関する情報の多くは，それを入力

したのと同じカードで新しく定義情報を入力すると更新される。どんな RUN にでも，

必要なデータ定義カードを挿入し, RUN の終りにG<SAVE4FILE"カードを置いて，

ファイルを更新すればよい。

ただし，ドキュメント文は，追加はできるが，訂正することはできない（ドキュメント

文は，追加した日付が自動的につけられる)。また，変数名を変更するには，新しいカー

ドを挿入するわけにはいかないので, C4COMPUTE''カードを用いて，次の例のように

すること。

1 16

COM P U T E N E WV A R＝○L D V A R

DE LE TE4VARS

SAVE4FILE

FlN l S H

O L D V A R

それぞれのデータ定義情報について述べれば，次の通りである。

(i)ファイル名とファイル・ラベル

新しいf@FILE4NAME''カードは，古いファイル名とファイル・ラベルを消して，

新しいファイル名とファイル・ラベルを改める。ファイル・ラベルが書かれていなか

ったときには，この方法でラベルを与えることができる。新しいカードにラベルがな

いときは，もとのラベルは消える。

(ii)変数名ラベル

ー組のGGVARALABELS''カードで入力された場合でも，変数ごとに独立して保存

されているので，新しいカードで入力したものだけが更新され，その他の変数につい

ては，そのまま保持される。

(iii)変数値ラベル
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変数値ラベルは，ひとつひとつの変数のそれぞれの変数値が独立して保存されている

ので，新しいカードで入力した変数の言及された変数値のラベルだけが更新される。

(iv)印刷書式

これも変数ごとに独立して保存されている。新しく言及されなかったものは，もとの

まま保存される。

(v)欠損値

1変数の個々の欠損値は独立ではない。新しいカードは，該当する変数の既存の欠損

値をすべて削除し，新しい値に置換する。全部を消すときは，空白をかっこで包んで

入力すればよい。

(vi)ドキュメント文

新しいカードは，既存のドキュメント文のあとに追加される。

6． 初期値認定カードについて

このカードは, HITAC-8350用SPSS特有の命令である。SPSSは実行時に使用する

ワーク・エリア（コアー）を実行時に外部からの（パラメータ・カード）指定により確保

する。このために:lWORKSPACE"カードを用いる。

’
l

WO R K S P A C E

16

コアーの大きさ

書き方：16桁以降に確保すべきコアーに大きさを，バイト数で書く。この書き方には，

20000または20Kと6GK"を使う書き方も可(Kは, 1024バイトを示す)。

注意: JOBカードのメモリー指定の大きさからプログラムの大きさ(110K)を引いた

残りが，この値より小さいと***4WORK4AREAANOT4ASSIGN.***と印

字し,4Kバイトだけ確保できるか試み，だめならば，異常終了となる。4Kバ

イトだけでも確保できれば，先に進むが，多くのサブプログラムでは，エラー・

チェックのみで処理は行なわない。

すべてのサブプログラムは，与えられたワーク・エリアの大きさで処理できる変数の数

か，または指定された処理に必要なワーク・エリアの大きさを，処理に先だって印刷す

る。この時必要なワーク・エリアがなければ，エラーのチェックのみで処理は実行されな

い。この印刷された値により，各自処理に必要なワーク・エリアの大きさを
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GGWORKSPACE''カードにより確保する。ただし，これと同時に, "JOB''カードのメモ

リの大きさも変更する必要がある。

このカードの他に入力ファイル（システム・ファイルではない）の形式を指定する次の

カードがある。

l

F T O8F1

16

BLKSIZE=nnn,LRECL=mmm,RECFM

=X,LABEL=(n,X)

機能：カード入力以外の媒体のときは，ファイル定義名称（記号名称も同じ) FTO8F1

から入力される。このファイルの形式をSPSSに知らせるカードである。

書き方：1桁目からCCFTO8F1''とパンチし,16桁目以降にパラメータを，順次パンチ

する（順序は任意で省略は可)。また，途中に空白があるとそこでこのカードは，

終了したものとみなされる。このカードが省略された時の標準値は，次の通りで

ある。

BLKSIZE=808,RECFM=VB,LABEL=(0,SL)

BLKSIZE : (G = ''記号の後にブロック長をバイト単位で書く。

LRECL :<c= ''記号の後にレコード長をバイト単位で書く。

RECFM : :$ = "記号の後にF(固定長非ブロック), FB(固定長ブロック),

V(可変長非ブロック), VB(可変長ブロック), U(未定

義）のどれかを書く。

これらのパラメータをコンマで区切って書く。この他にLARFL= も使用でき

る。これは非標準ファイルやラベルなしのファイルの時使用する（標準ラベルの

時は，省略可)。

LABEL=(n,X)

n：スキップするテープ・マーク数

X:NL (ラベルなし), NSL (非標準ラベル), SL(標準ラベル）の3

種のうちのどれかを書く。

これらのカードを"//AEXEC"カードと"/*"カードの間に置く。

例 京都大学大型計算機センターでFORMAT付で書かれたテープの場合

1 16

FTO8F1 RECFM=F,BLKSIZE=136,LRECL=136
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となり, JCLは

//4ASSGN4FTO8F1,00

（または//4ASSGNAFTO8F1,01)

//4VOL4FTO8F1,FTO8F1

//4T P LAB△､ファイル名等′

の3枚となる（ファイルをスキップするときは//AFILESが必要) (37)･

例 当研究所でFORMAT付で11番でWRITEした場合

1 16

FTO8F1 RECFM=F,BLKSIZE=250,LRECL=250

, LABEL=(0,NL)

となり,JCLは

//4ASSGN4FTO8F1,00

（または, //4ASSGNAFTO8F1,01)の一枚となる。

例 当研究所でFORMAT付で12番で WRITEした場合

l 16

FTO8F1 RECFM=U,BLKSIZE=1000,LABEL=(0

,NL)

となり, JCLは上記例と同じになる。

7． お わ り に

SPSSを利用するのに必要なコントロール・カードの一部とJCLについて説明してき

たが，これですべてではない。使い方によっては，さらに高度な使用法が考えられる。本

文では利用するのに最少限必要なカードのみを説明し，サブプログラムなどの説明は省略

した。これらについての説明は，下記のマニュアルを参照していただきたい。

Norman H. Nie and others (1975), Statistical Package for the Social Sciences,

2nd ed., McGraw－Hill Book Co., 675pp.

京都大学大型計算機センターで使用されているSPSSについては，次のマニュアルが

ある。

(37) VOLカードの前に置く。
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三宅一郎（1974)，社会科学のための統計パッケージ，東洋経済新報社, 304pp.旧版用

のものである。

三宅一郎・山本嘉一郎(1976), SPSS統計パッケージI基礎編，東洋経済新報社，

263PP･

三宅一郎他(1975), SPSS概説⑫,(13.京大大型計算機センター広報, Vol. 8, No. 3,

No. 4。他に旧版について概説(1)～伽がある。

この他に, SPSSの実行中のエラーを解説した下記の文献がある。

山本嘉一郎他(1976), SPSSエラーメッセージ集。京大大型計算機センター利用の手

引(K-UG-014-1) ｡

これら上記したマニュアルは，大型機用に作られたSPSSについてのものであって

（英文マニュアルには，一部ミニ版についての解説がある)，ミニ版についての解説はさ

れていない。ミニ版と大型機用SPSS (以後，親版と呼ぶ）との違いについて列挙すれ

ば，次の通りである（命令一覧表を表1に示す)。

1． 変数の数が500個から100個に変更されている。

2．サブファイル構造を持たない(38)。

3．データ変容のためのカード<@TRANSFORM''が新設され，データ変容も一課題とし

て処理される("ALLOCATE''命令はない)。

4． 一時的データ変容はない。また，選別についても, *SELECT･IFは$6EQ"のみし

か使用できない。

5． データ変容に:$DO4REPEAT'', ::END4REPEAT''命令は，使用できない。

6．c<SAVE4ARCHIVE''命令は，使用できない。

この他に，各命令カードに書ける語の数（変数名，キー・ワード，個々の値，特殊記号

を各々一語と数える）に，表3に示すような制限がある。この表でSPACE は，実行時

にワーク・エリアとして確保したメモリの大きさを，バイト単位で示したものである。表

示のないものは，制限がないことを示す。また, SPSSでプログラムを書くときの各々の

命令の優先順位の一覧表を，表2に示す。

(38）使用できるように変更する予定である。



現代情報システムの研究276

表1－1 デ 一 夕 定 義

｜
’

カード

の状態

条件付

’ 菫
ロロ

ファイル名

令
ヘ

ロロ

FILE NAME

備 考

システム・ファイルに名前を与える
とき必要

VARIABLELIST

または
DATA LIST

変数リスト

データ・リスト
必 須

必須| INPUT MEDIUM |入力データ媒体

必 須| N OF CASES |ケース数 システム・ファイル入力のとき不要

条件付|"UT rORMAT |入力ﾃｰﾀ書式|豊瀞B平△LISTを使用したと
MISSING VALUES|欠損データ任 意

任 意

任 意

条件付

VAR LABELS |変数名ラベル

VALUE LABELS 変数値ラベル

文字型データまたは印刷書式を変更
するとき必要

PRINT FORMATS印刷書式

表1-2 RUN に 関 す る 命 令

｜

’
力

ド

鍜態｜ 命
任 意, RUN NAME

言五
口口

|ランﾈーム

令 備 考

任 意| EDIT

任 意| PAGESIZE 標準値55

必須|§爵R INPUT システム・ファイル入力のとき不要

必 須| FINISH

＝迄

,忌

三
,己

任
一
任

COMMENT

DOCUMENT ドキュメント文

表1－3 課 題 定 義

カード

の状態
命 令 語

TASK NAME |課題名

備 考

OPTIONS オフ｡ション

任 意
STATISTICS |追加統計

5fW OUTPUT |出力機番UNIT 標準値は9

エディット

カード印刷

カード識別番号

ページ印刷行数

データ読込み開
始

終了

コメント行
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表1－4 ファイルの作成・維持・検索

カード

の状態
へ

ロロ

SAVE FILE

令
三五
回口

システム・ファ

イルの作成

備 考

ム・ファイルを作成するとき

条件付
システム・ファ

イルより入力

IVE アーカイブ・フ
ァイルより入力

GET FILE

GET ARCHIVE

WRITE CASES |ケース出力

WRITE FILEINFO|ファイル情報出力任

一唇

’ケースの印刷
ファイル情報の
印刷

LIST CASES

LIST FILEINFO

表1－5 デ 一 夕 変 容 命 令

’ ｜ 備
カード

の状態
考令

三五
口口

へ

pp

RECODE ’再コード文
計算文

*SELECTAIF以外の命令は，

TRANSFORM 命令と組合わせ

てデータ変容が実行される。これ

らのカード群の最後に

TRANSFORM 文を置く（第一

課題定義カード群の位置に置く）。

COMPUTE

条件文IF

累積インデックスCOUNT

欠損値割当て任 意 ASSIGN MISSING
SELECT IF

*SFTFCT IF

ケースの選択

|蔀ｽの一時的
サンフ。リングSAMPLE

ウェイトづけWEIGHT

データ変容の実行|データ変容が行なわれる場合必須条件付 TRANSFORM

表1－6 フ ア イ ル 変 容 命 令

カード

の状態
考令

三五
口口 備

〈叩

DELETE VARS |変数の削除 SAVE4FILE文と組合わされて使

用される。ソートはワークファイル

が必要。

KEEP VARS |変数の保存

REORDER VARS |変数の亜び替え

SORT CASES* |ケースの並び替え GETAFILE文と組合わされて使用

される。
任 意 ADD VARIABLES|変数の追加

または データ・リストに
ADD DATA LISTよる変数の追加

ケースの追加ADD CASES

’複数のシステム
ファイルの併合

MERGEFILES

システム・ファイル入力をするとき
必須

ファイル定義名としては，
FTO3F1～FTO3F5である

外部媒体へ出力
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表1－7 統 計 サ ブ ・ プ ロ グ ラ ム

｜内 容
ヘ

ロロ

HAYASI 2

令 内 容

数量化分析第I類

今叩

令

アグリゲートデー
タの産出

｜
｜

’

AGGREGATE

多元配置分散分析 HAYASI 3ANOVA 数量化分析第Ⅲ類

BREAKDOWN |ブレーク・ダウン HAYASI 4* 数量化分析第Ⅳ類

癖
Ｒ

Ａ
Ｒ

醒
Ｍ
ｍ

Ｅ
Ｒ

、
Ａ

Ｌ
Ｐ

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

ノンリニアー・ﾏ

ｯﾋﾝｸﾞ
正準相関分析CANCOR R

クラスター分析 順位相関係数CLUST ER*

CONDESCR IPTIVE|記述統計 ONEWAY 一元配置分布分析

PARTIAL CORR |偏相関係数CROSSTABS | クロス表

PEARSON CORR |ピアスン相関係数DISCRIMINANT |判別関数

Qモード・因子分
析

QFACTOR*FACTOR 因子分析

頻度 REGRESSIONFR EQUENCIES 回帰分析

散布図GUTTMAN SCALE| : 'ﾄﾏﾝ尺度解 SCATTERGRAM

T-TESTHAYASI 1 数量化分析第I類 平均値の差の検定

＊現在作業中である。

表 2 制 御 カ ー ド 優 先 順 位 表

優先
順位

15

16

厩
嘩
－
０
１
２

|儲｜命 令
7 N OF CASES

8 SAMPLE

WEIGHT

9 COMPUTE

IF

SELECT IF

COUNT

RECODE

10 VAR LABELS

VALUE LARFT･S

DOCUMENT

1 1 *SELECT IF

1 2 ASSIGN MISSING

1 3 MISSING VALUES

PRINT FORMATS

14 LIST CASES

へ 今

ロロ 一口

EDIT

NUMBERED

RUN NAME

PRINT BACK

PAGESIZF

GET FILE

GET ARCHIVE

MERGE FILES

FILE NAME

ADD VARIA RT .FS

ADD DATA LIST

ADD CASES

DATA LIST

VARIABLE LIST

INPUT MEDIUM

INPUT FORMAT

全 一
ロﾛ 一p

TRANSFORM

RAW OUTPUT

UNIT

procedure card

OPTIONS

STATISTICS

READ INPUT

DATA

READ MATRIX

DELETE VARS

KFFP VARS

REORDER VARS

SORT CASES

SAVE FILE

FINISH

７
８

１
１

3

19

４
５ 20

１
２

３

２
２

２

6
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表 3 各カードの語数の制限

ADD CASES

ADD DATA LIST

ADD VARIABLES

AGGREGATE

ANOVA

ASSIGN MISSING

BREAKDOWN

CANCORR

CLUSTER

COMPUTE

CONDESCRIRTIVE

COUNT

CROSSTABS

DATA LIST

DELETE VARS

DI SCRIMINANT

DOCUMENT

EDIT

FACTOR

FILE NAME

FINISH

FREQUENCIES

GET ARCHIVE

GET FILE

GUTTMAN SCALE

HAYASI 1

HAYASI 2

HAYASI 3

HAYASI 4

1F

INPUT FORMAT

INPUT MEDIUM

K FRP VARS

LIST CASES

LIST FILEINFO

MERGE FILES

MISSING VALUES

NONLINEAR MAP

NONPAR CORR

N OF CASES

NUMBERED

ONEWAY

OPTIONS

OSIRIS VARS

PAGESIZF

PARTIAL CORR

PEARSON CORR

PRINT BACK

PRINT FORMATS

QFACTOR

READ INPUT DATA

READ MATRIX

READ VECTORS

RECODE

REGRESSION

REORDER VARS

RUN NAME

SAMPLE

SAVE FILE

SCATTERGRAM

s硬LECT IF

*SELECT IF

SORT CASES

STATISTICS

T-TEST

TASK NAME

TRANSFORM

VALUE LA RFLS

VAR LABELS

VARIABLE LIST

WEIGHT

WRITE CASES

WRITE FILEINFO

SPACE/8

151

SPACE/8

SPACE/8

151

SPACE/8

SPACE/8

SPACE/8

250

151

250

SPACE/8

SPACE/8

20

８
８

’
ノ
ノ
ノ

Ｅ
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ａ
Ａ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
Ｓ

151

SPACE/8

151

SPACE/8

250

SPACE /8

SPACE/8SPACE/8

SPACE/8

150 SPACE/8

250

6

SPACE/8

24

SPACE/8

SPACE/8

SPACE/8

SPACE/8

SPACE/8

SPACE/8

250

151

１
１

５
５

１
１０

１

５
５

１
１
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付 録

ミニSPSSを用いたプログラム例を(JCL も含む）結果の一部とともに，示してお

く。前半の例は，システム・ファイルを作成する例である。これには，各種ラベル情報を

与える命令と，データ変容に関する命令が含まれている。後半の例は，前半で作成したシ

ステム・ファイルを入力として使用して，各種の処理を行なっている。この二つの例題に

より，ほぼ全命令が使用されているので，一度最初から順を追って読まれると，参考にな

ると思われる（一部コントロール・カードを結果とともに示してある)。最後に，コント

ロール・カードの一般書式の表を付け加えておく。
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b, CREATED VARIA8LEINCOHER － A COLLAPSED VERSION OF OOO49000

VARIABLE INCOHE. 00050000
7． CREATED VARIABLE CONST － A C0NSTANT, 000ぅ1000

8． CREATED VARIABLE RESLTH － AN EXpANDEpVERSION OF OOOぅ2000
9． CREATED VARIA8LE HELpHEH BY DIVIDING NNEH INTO NHELp、00053000

10.CREATED VAR1ABLE NEHRES8Y DIVIDING RESLTH INTO NHEH､00054000

11.CREATED VARIABLE HELpRES BY DIVIDING VARIA8LE RESLTH OOO55000

【NTo NHELp, 00りう6000
12.CREATE､ VARIABLE QUARTILE BASFD ON SEQNUH. 000ぅ7000

HISSING VALUES LpE5(9)／NHELp〔－1)／LOこV0TE（09ﾛ9,-!）ﾉ 000う8000

INCOHE(88,99)/EDUC(9)/RACE〔11) 000う9000

ASSIGN HI5SIN6INCONER(0）/HELPHEH（－1)/RESLTH(O）/HEHRE5（－1）/ 00060000
HELpRES(－1) OOO61000

VAR LA8ELS LRES LENGTH OF RESIDENCE IN COHHUN【TY／ 00062000

NHELP NuHBER oF REcEIpTS OF HELFARE SERVICESﾉ 00063000

LOCVOTE FREQUENCY OF VOTIN6IN LOCAL ELECTIONS/ 00064000
INCoHE ANNUAL FAHILY1NCONE／ 00065000

EDUC LA5T YEAR OF SCHOOLE0HPLETED／ OOob6000
RACE RACE OF RE5PONDENT/ 00067000

NHEM NUHBER OF ORGANIZATIONAL HENpER5HIP5/ 00068000
INCONER E0LLAPSED ANNUAL FAHILY INCOHEノ OOO690CO

c0NST CO1STANT l.O/ OOO70000

HELpNEH NHELp DIVIDED9Y NHEN/ OOO71000
RFSLTH ESTIHATED LENGTH OF RESIDENCE IN YEARSﾉ 00072000

HENRES NHEH DIVIDFD BY RESLTH／ 00073000.

HELpRES NHELP DIvIDED BY RESLTH/ oOO74000

GuARTILE QUARTILE BA5ED ON SEQNUH/ oOO75000

VALUE LAPELS LRES(1)く ぅ YRS(2)4-lO YRS（3）> 10YRS（9）NOT APPL/OOO76000

LOCVOTE（11G）ALL ELEcTIaNS《'2，）SOHETIHES HISS OOO77000
(9Jﾛ）RARELY VOTE('4，〕NEVER VOTE<090)DON9T KMON OOO78000

【‘-f)NDT ANSNERED／ OOO79000

EDUC(1)NONE(2)PR【MARY(3)JUNIOR HIGH OOO80000

(4)CCHp 鼎I5CHOOL(ぅ)COLLE6E INCOHp OOO81000

(6)cDLLEGE GRAD（7）GRADUATE SCHOOL(9)REFUSED/ OOO82000

RACE〈ユ〕WHITE<2〉NON－wHITE(9)REFUSED／､ 000串o00

INCnHER<l】 く \2,000(2)\ 2，000 － 3,999 00084000

(3) ￥ 4，000 － 5，999（4） \ 6pOOO = 6?999 00065000

（5）￥ 79000 － 7，999（6）V 89000 － 89999 00086000

(7)y 9,000 - 9,999《8)\10，000 －147999 00087000

（9）\lぅ90000R MORE 《0)REFUSED OOO68000

pRINT FOqHATS NEHRR1TO HEM9R8，LOCVOTE《A)/ 00089000 1
・LRES9NHELp,INC0HE TO RACEDNNEHゥINCOMER,CONSTｩ 00090000
RESLTH9QUARTILE（O)ﾉ 00091000

HELpHEH,HENRE5，HELpRES（2）/ OOO92000

LIST CASF5 CASES= う 000”OOD
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０

０

０
０
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Ｈ

Ｒ
Ｓ
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０
０
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Ｓ
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Ｘ
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１

骨刊
Ｆ０

畳
ｌ

併丹
Ｅ
Ｅ

Ｈ
Ｇ

Ｈ
０
Ａ
Ｅ
ｐ

Ｎ
ＮＩ

外
外

Ｙ

骨
Ｌ

骨
Ｉ

骨
Ｈ

丹

Ａ

Ｈ
Ｆ

Ｈ

Ｈ
Ｌ

卦

Ａ

骨
Ｕ

憾

Ｎ

Ｎ
Ｎ

骨

Ａ

骨
掛

り

外
Ｅ

賛

Ｓ

骨
Ｐ

側

Ａ

Ｈ
Ｌ

特

ＬＯ
針

Ｃ

Ｆ
側

０
Ｈ

ＲＥ
側

Ｈ

Ｎ
Ｏ

Ｈ

Ｃ

Ｏ
Ｎ

卦

Ｉ
封

Ｔ
Ｙ

冊

８

Ａ
科

Ｌ
卦

Ｕ
冊

８
掛

Ｓ

Ａ
Ｎ

升
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Ｔ
Ｉ

器

Ｔ

Ｓ
Ｅ

骨
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Ｓ
Ｌ
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Ｏ
外

Ｌ

Ｒ
Ａ

卦

Ｃ

Ｃ
Ｃ
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Ｌ

受

Ｎ

外
Ｉ
外

丹
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掛

Ｎ

粥
Ｉ

Ｎ

Ｔ

醤
、

弐八

Ｖ

粍
饗

Ｆ

孫
ｎ
．
播

纂
Ｙ

外

仁

例
脚
寸
號

Ｅ

器
Ｕ

刊

Ｑ

料
Ｆ
、
憐
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Ｆ

丹

糾
長
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Ｅ
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Ｔ

受
０
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Ｈ
Ｃ

卦

０
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判
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骨
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Ｌ
Ｏ
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９
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Ｏ
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０
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０
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０
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Ｏ
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Ｔ
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０
０
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０
０
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０
．
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０
０
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０
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９
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４
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ｇ
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Ｔ
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Ｔ
４
Ｔ
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Ｆ
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７
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Ｈ
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Ｒ
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Ｒ
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Ｒ
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－
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０
●
『
■
Ｇ
ｄ
『
１
と
。

Ｂ
４．
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３
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司
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０
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０
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Ｔ
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Ｔ
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Ｔ
６
Ｔ
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Ｔ
ｌ
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０
０
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０
０
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２
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２
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６
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４
７
６
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０
９

二
９
０
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９
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９
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０

，
－
１

．
．
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．
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．
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９
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０
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９

－
７
２
６

』
７

２
－

３
３

－
２
１

－
３
３

－
１
２
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Ｔ
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Ｔ
ｌ
７
ｊ
６
ｊ
守
り
今
？
ｊ
Ｔ
↓
Ｔ
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Ｔ
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Ｌ
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Ｆ
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Ｒ
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６
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Ｆ
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４
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Ｒ
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９
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０
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３
７
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２
２
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６
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ｌ
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Ｔ
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Ｃ

二
Ｎ

Ｌ
Ｎ
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ｐ
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Ｔ
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ノ

ー
４

－

Ｒ
Ｏ
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』

Ｉ
ＥＴ

《
０

Ａ

Ｅ
Ｏ

軸

ＴＡ
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』
Ｄ

Ｅ
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Ｔ

Ｒ
Ｉ
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ｃ
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Ａ
－

１
Ｒ
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Ｒ
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Ｃ

Ｆ
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Ｓ

』
Ｒ
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Ａ

Ｈ
Ｔ
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』
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Ｒ
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Ｈ
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Ｅ
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Ｎ
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５
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Ｒ
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Ｏ

Ｒ
Ｆ
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Ｏ
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Ｏ
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Ｎ
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Ｏ
Ｎ
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０
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Ｏ
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Ｒ
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又
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Ｒ
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０
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Ａ
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０
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Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｈ
Ｈ
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８
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９

８
９

０
０

R EDUE

Ｌ

Ｌ
ｐ

Ｏ

Ｏ
Ｈ

Ｏ

Ｈ
ｎ
Ｏ

Ｄ
Ｈ

Ｄ
Ｇ
Ｈ
Ｃ
Ａ
Ｃ

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
弓
画

Ｔ
Ｈ
Ｓ
Ｉ
Ｇ

Ｅ
Ｆ

Ｌ
Ｙ

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｄ

Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｈ
６
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ｈ
Ａ
Ｏ

Ｅ
Ｅ
Ｕ
５

ｎ
ｒ
Ⅱ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｆ

ｎ
Ｒ
Ｕ
ｎ
ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

Ｌ
Ｎ
Ｐ
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｇ
Ｒ

ｎ
》

、
ｑ

・
日
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■

ｏ
Ｕ

ｏ

Ｈ
１
２
３
４
５
内
７
９

ＣＳＦＯＲＡＥＹＴ
５

ｓ
Ｓ

ＡＬ
判

9 RACE

ＥＴＨ

Ｅ
Ｎ

Ｔ
』

Ｉ
Ｉ

Ｈ
ｎ

Ｈ
Ｎ

ＴＮ
０

０

Ｅ
１
２

ＤＯｐＳＦＲＦＯＦＣＡＲ

lユ 0

い
つ
『
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A.非手続きカード

非手続きカードは，データ定義や変容カードで，それ自身ではなにも処理しないカード

のことである。以下，｛｝はその中から選択を，〔 〕は必要な時のみ，書くことを意味

する。

1 16

ADD4CASES n

ADD4DATA&LIST FIXED[(1ケース当りのレコード数)]/レ

コード番号{蕊ﾃｽﾄ}先頭ｺﾗﾑ〔-最後の

ｺﾗﾑ〕〔(変数の型)〕{識ﾃｽﾄ}先頭ｺﾗﾑ
〔－最後のコラム〕〔(変数の型)〕･…・・

AOD｡vA '､､[.､ {"fｽﾄ）

AS$,GN.M,SS,NG {"fｽﾄ}(値）
COMME N T 任意の文

COMPUT E 変数名＝数式

COUN T 変数名＝基準変数リスト（値リスト）

DATA4LIST FIXED((1ケース当りのレコード数)]/レ

コード番号{蕊fｽﾄ}先頭ｺﾗﾑ〔-最後の

ｺﾗﾑ〕〔(変数の型)'{"fｽﾄ}……/……
DE LETE4VARS 変数リスト

DOCUME NT 任意の文

E D l T

F ILE&NAME ファイル名〔ファイル・ラベル〕

F l N I S H

GET4ARCHIVE FILE=入力ファイル名1, VARIABL

ビs ={" Mスト}/F '[E=入力ファイル

名2, VAR|ABLES={瀞ﾋｽﾄ}/

GET4FILE ファイル名
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16

（論理式）変数名＝数式

{FIXED I

{BINARYI『ﾛﾋﾋ『,ﾋﾋDI [(人力書式)]

|蕊．｜
変数リスト

[CASES=n/] [VARIABLES

＝変数リスト〕

{聖い;蝶『E}
FILE=ファイル名1, VARIABLE

s ={"Mスト}/｢ ![E=ﾌｧｲﾙ名

2, VAR,A8L[S-{"lスト}/

{蕊ﾃｽﾄ}(欠損値ﾘｽﾄ)/……

{O N ,< N｡WN}

{N: s}
オプション番号リスト

{&｡E ｣ "T}

催剛?‘｝
{蕊fｽﾄ}(値)/……
、

1

1F

I NPUT4FORMAT

INPUT4MEDIUM

KE E P4VARS

LIST&CASES

LIST4FILEINFO

MERGE4FILES

MISSING4VALUES

N40F4CAS E S

N U M B E R E D

OP TIO N S

P A G E S l Z E

PRINT4BACK

PRINT4FORMATS

RAW40UT PUT4UNIT

READ41NPUT&DATA

READ4MATRIX

R E COD E {蕊fｽﾄ}{腱討請評る値）

変数リスト

64文字以内の文

比率

〔ファイル名〕，〔ファイル・ラベル〕

}／

REORDE RAVARS

RU N4NAME

S A紬 P L E

SAVE4FILE



現代情報システムの研究310

1 16

SELECT4IF (論理式）

so"『△CA§ﾋ‘ 変数ﾘｽﾄ{制……
｛輔菅号ﾘｽﾄ｝STATISTICS

TA S K4NAME ラベル

｛蕊fｽﾄ}(値｣)ﾗﾍﾙ｣(値2)ラベルVALUE4LAB E LS

2……／･…”

VAR&LAB E L S 変数名1,ラベル／変数名2,ラベル2/･…・・

VARIABLE4LIST 変数リスト

WEIGHT 変数名

WRITE△『!‘ゞ'NFO [VAR,ABL[S={"Iスト}/]
{fr [ﾜｰﾄ群}/[NUM@ﾋRED]

*SELECT4IF (変数名EQ値）

B.手続きカード（課題定義カード）

手続きカード（課題定義カード）は，そのカードを解釈した時点で指示された処理を行

なうカードである。

l

A G G R E G A T E

16

G'｡' 'VA:S-{"fｽﾄ}/VAR |
ABLES=変数リスト/AGGS TAT S=

キー・ワード群[/RMI SS=値]/……

従属変数リストBY独立変数リスト（最小，最

大）……[WITH共変数リスト]/……

VARIABLES=変数リスト（最低値，最

高値）……／

TABLES=変数リストBY変数リスト[B

Y……〕／〔変数リストBY変数リスト[B Y･･･

…〕／･…．．〕

TABLE S=変数リストBY変数リスト[B

Y･…･･]/

〔変数リストBY変数リスト[BY……]/……〕

VARIABLES=変数リスト/RE LAT

E=(パラメータ群）変数セット1WITH変

A NOV A

B R E A K D○WN

(Infeger mode)

B R E A K D O WN

(Generdl mode)

C A N C O R R
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11

’
16

数セット2 [/CANVAR[=比率]]/

R E L A T E＝･…・・

変数リスト

VARIABLES=変数リスト/TYPE=

{§雛}〆〔‘上“‘'ﾍ､-ヶ-翼・
PF

D A T A

C O V A

ﾍﾙ用変数名/' NPUT=#:8:R'/M[
S l Ml

DIS ''

鵬:"|/“ASU REMENT=

IEUCLID ノ

A GAMA, !｡N_IMAWI/｡ 1$MlIAV E

I;鵬‘･し"'"『‘‘ソヘN C E＝

L=n1, n2,……/NPAS S=n/TH R

ESHOLD=x,, x2,．…･･]

VARIABLES=変数リスト（最低値，最

高値）．．…．／

TABLE S=変数リストBY変数リスト[B

Y･…･･]/[変数リストB Y変数リスト[B Y･･･

･･･〕／･….．〕

TABLES=変数リストBY変数リスト[B

Y･…．.]/

〔変数リストBY変数リスト[BY……]/･…｡．〕

GROU P S=変数名（最小，最大)/VA R

IABLES=変数リスト[(レベル)]……／

D｣RECT 1
W l L K S

[ME THOD={'紺鮒kX '/TOL
M I N R E S l D

‘､RAO ',

E RANCE=値/MAXSTE P=値/FI

N=値/FOU T=値/PIN=値/POU T

C O N D E S C R l P T I V E

C L U S T E R

C ROS S T A B S

(Infeger mode)

C ROS S T A B S

(Generol mode)

DlS C RlM l N A N T

{
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16

＝値/vIN=値/FUNCT IONS=パラメ

ー霞辮，"'｡､‘-|悪溌,｝

1

ES=変数ルスト/[TYPE=V A R l A B LF A C T O R

Ｄ〃／
、
Ｉ
Ⅱ
１
－
Ⅱ
１
‐
１
１
‐
Ｊ

Ｓ

Ｅ
Ｓ

Ｈ
Ｇ
Ａ

１
２
０
Ｐ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ａ
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ｙ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ａ
ｌ
Ｂ

１
１ I AGONAL=値リスト／

NFACTOR S=値/MINEIGEN=値／

I TERATE=値/STOP FACT=値／

｜恥鮒判MAXI

風｡『A\ [~1烈轆i/
DE LTA=値/FACSCORE [=比率]]/

GENE RAL={"Iスト｝

'NT EGE R={"lスト}(最低値｡最高値
）……
ノ

スケール名＝変数名（分割点）変数名（分割点）

．．…｡／･…”

VARIABLES=変数リスト（最小値，最大

値）／……/CRITERION=外的基準変数

WITH説明変数リスト／……

VARIABLES=変数リスト（最小値，最大

値）／……/CRITERION=外的基準変数

(最小値，最大値)WITH説明変数リスト／･…“

VARIABLES=変数リスト（最小値，最大

値）／･･･…/GROU PVAR S=変数リスト／

NDIMENSION=n/]

VARIABLES=変数リスト[/GROU P

S=グループ変数/ITE RAT E=n/LAB

E LVARR=ケースラベル変数l[,ケースラベ

ル変数2〕〕

F R E Q U E N C l E S

(Generol mode)

FREQUENCIES

(Infeger mode)

GUT TMAN4SCAL E

HAYASI41

HAYASI42

HAYASI43

NONLINEAR4MAP
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l

NONPA R&COR R

O N E WA Y

16

変数リスト[WITH変数リスト]/……

従属変数リストBY独立変数リスト（最小，最大

)/[POL YNOMIAL=n/CONT RAS

T=係数リスト/RANGE S=テスト名（有意

水準)〕／

相関リストBY制御リスト（次数)/･…”

変数リスト[WITH変数リスト]/……

VARIABLES=変数リスト[/MINPc

T=n/NROTATION=n/LABELV

AR=変数名1[,変数名2]/T RANS FOR

M={; : R:MMGE}]
VARIABLES=変数リスト/REGRE S

SION=従属変数リスト[(パラメータ群)]w

ITH変数リスト（インクルージョン・レベル）

……[RﾋS !D={*}]/
変数リスト〔(最低値，最高値)] ･･････ [W I T H

〕変数リスト……／

GROU P S=グループ。変数/VARIABLE

S=変数リスト

{弛捲野}変数ﾘスト

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ｃ

△
△

Ｌ
Ｎ

Ｒ

Ａ
○

○

Ｉ
Ｓ

Ｔ

Ｔ
Ｒ

Ｃ

Ｒ
Ａ

Ａ

Ａ
Ｅ

Ｆ

Ｐ
Ｐ

Ｑ

R E G R E S SlON

S C A T T E R G R A M

T－T E S T

WRITE4CASES
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－ド表＊企業財務デー タ の ．

道
野

宏
造

定
民

庄

(1)項目コード表

(2)企業コード表（証券コード）

＊この研究の一部は，昭和51年度文部省科学研究費補助金試験研究(2)「経営経済データバ

ンクの拡充とデータバンク管理システム」（代表者米花稔教授）によってなされたもの
である。
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（1）企業財務データ・項目コード表

項 目
コード

項 目
コード

項 目 名 項 目 名

流動資産

当座資産

現金・預金

受取手形

売掛金

棚卸資産

製品・商品

原材料

仕掛品

貯蔵品

短期貸倒引当金

引当金

退職給与引当金

価格変動準備金

貸倒引当金

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

２
３

０
１

２
３

４
９

１
２

２
２

２
３

３
３

３
３

３
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

０
０

０
０

０
１

２
３

４
４

４
４

２
２

２
２

資本

資本金

新株式払込金

資本準備金

再評価積立金

利益剰余金

利益準備金

剰余金

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

２
０

１
２

５
６

６
７

７
８

８
８

２
２

２
２

２
２

２
２

固定資産

有形固定資産

建物，機械等

土地

建設仮勘定

減価償却累計

無形固定資産

投資

長期貸倒引当金

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

２
３

９
０

０
９

５
６

６
６

６
６

７
８

８
１

１
１

１
１

１
１

１
１

受取手形割引残高

減価償却実施額

金融費用

従業者

人件費

０
０

０
０

０
１

２
３

４
５

９
９

９
９

９

２
２

２
２

２

純売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

受取利息・割引料

受取配当金

支払利息・割引料

社債利息

当期純利益

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

２
１

２
０

１
２

３
４

５
６

６
８

８
９

３
３

３
３

３
３

３
３

３
３

繰延勘定

資産合計

０
０

０
０

９
０

１
２

流動負債

支払手形

買掛金

短期借入金

1年以内償還社債

０
０

０
０

０
０

１
２

３
４

１
１

１
１

１

２
２

２
２

２

固定負債

社債

長期借入金

０
０

０

０
１

２
３

３
３

２
２

２

法人税

配当金

役員賞与金

当期利益

０
０

０
０

２
３

４
９

７
７

７
７

４
４

４
４
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Ｉ
Ｉ
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一
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Ｆ
１
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Ｇ
一
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－
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水
拉
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－

鉱
１
１
－

１２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

く

ＤＴＬ

７

０
ｏ

－

Ｃ
Ｄ
－

Ｇ
Ｔ

－

Ｄ
Ｐ

，
Ｌ

－

Ｔ
Ｉ

Ｄ

Ｌ
Ｈ

Ｔ
９

－
Ｓ

Ｌ
’

一

９
Ｍ

。
０

－

．
Ａ

９
Ｄ
Ｃ

－

ｏ
０
Ｅ

６
Ｔ

一

Ｄ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
Ｌ
Ｇ

－

Ｔ
Ｓ

ｃ
Ｎ

－

Ｌ
Ｇ

９
１

－

Ｎ
８

Ｇ
‐
Ｎ

一
９
７
１

Ｎ
０
１

｜

，
Ｎ
Ｙ

Ｉ
Ｃ
Ｎ

一

Ｄ
Ｉ
Ｒ

Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｅ

Ｉ
６
Ｌ

－

Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ａ

一

６
Ｌ
Ｌ

Ｉ
Ｏ

『

Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｌ
Ｎ
Ｃ

－

Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ａ
１

二

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ

－
Ｉ

Ｎ
Ｃ

Ｍ
－

Ｍ
０
０
Ａ

Ｕ
Ｉ

ｌ

Ｍ
Ｄ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｈ

－

Ｉ
Ｏ
Ｉ

Ｈ
Ｔ
Ｓ

－

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｕ

－

Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｔ
Ｓ

－

Ｔ
Ｍ
Ｋ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｔ

書

Ｉ
Ｕ
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ａ

－

Ｈ
Ｓ
Ｈ
Ｎ
Ｋ
Ｎ
艸

一

１
３
５
８
０
５
８

－

０
０
０
０
１
１
１

－

５
５
５
５
５
５
５

』

１
１
１
１
１
１
１

’

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

一 一 一 ＝ 一 一 一 ー 一

函一一

ｑ
－

Ｄ
ｌ

Ｔ
－

Ｌ
』

９
－

■
一

Ｏ
－

Ｃ
－

Ｔ
二

Ｎ
『

Ｅ
－

Ｈ
－

ｐ
ｌ

Ｏ
－

Ｌ
－

Ｅ
－

．
，
Ｖ

－

Ｄ
Ｄ
Ｅ

ｌ

Ｔ
Ｔ
Ｄ

－

Ｌ
Ｌ

－

５
【

９
９
Ａ

－

，
，
６

－
０
０

一

Ｃ
Ｃ
Ｌ

『

Ａ
－

Ｌ
Ｌ
Ｒ

－

Ｉ
Ｉ
Ｕ

－

Ｏ
０
Ｔ

－

Ａ
－

Ｕ
Ｎ
Ｎ

－

Ｋ
Ａ

－

０
１
０

－

Ｋ
３
Ｔ

－

Ｉ
Ａ
Ｍ

－

Ｅ
Ｒ
Ａ

－

Ｔ
Ａ
Ｋ
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’

I1701I SHONA MININ6tq，，｛.T、、
I l702 I KYORITSU CERAHI C MATERIAL5CO｡，LTD0
11732I NITTf〕NETAL MINING CO.,LTD･
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建鼓業

l18011TAI5EI CORP･

l1802 10HBAYASH1－GUMIjLTD･
l1803l SHIMIZU CON5TRUCTION CO｡， LTD･

'1‘804 1SATJ KOGYO CO.,LTD.

|l8C5 1TOBISHIMA CONSTRUCTION Cq.，LTDD
ll806 1FUJ1TA CORPORATION

l1808 1HASE6AWA KOHUTEN CO。,LTD･
l1809 1 FUJIKO CO.，LTD,

l1810 1HATSUI CON5TRUCTInN CO･’LTD･
'18ユl l THE ZENITAKA CORP,

l1812 1KAJ1MA CORPORATIOM
11813 1 FUDO CDNSTRUCTION CO‘9LTD･

118141DAI5UE CON5TRUCTION COo9・LTD,
ll815 1TEKKEN KENSETSU CO，,LTD･

'1816 1 ANDO CONSTRUCTION CO.DLTD･

l l817 1KATSUNURA KENSETSU CO｡,､LTD,
11818 1 NISSAN CONSTRUCTION CO，，LTD･
I1819I TAIHEI KOGYO CO｡,LTD,
l l820 1 NISHINATSU,c0NSTRUCTION CO｡，LTD･
l l821I NITSUI CONSTRUCTION CO･ｧLTD･
I18221DAIHO CONSTRUCTION C0．9LTD,
L1823.I SUMTTOMO CONSTRUCTION〔0．，LTD．
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11824＄NAEOAE0NSTRUCTION CO｡，LTO･

Iユ825I1SHIHARA CON5TRUCTION CO,，LTD｡
118261 SATA CONSTRUCTIONCq｡，LTD･
l1827 I NAKANO GUMI Cn.，LTDo

l l829I DAINA CONSTRUCTIONに0.3LTDq
l l“210KAzAKI Ko5YO Co･ﾂLTD.

'エ833l0KUⅦURA CORPORATIqN
|" |:MIAc;"WI:M c｡,)LT｡.
l l8351TOTETSU KO6YO Co.，LTD･

I l836I DAIMIPpON OOBOKU CO．’LTD，

l l8371HAZA》1A－GUMI LTD･
I1838 I KOKUNE CONSTRUCT10N CO，，LTD,
I l8391NAGARA CON5TRUCTIDNE0,，LTD

l l8421 SHI洲ATOc0NSTRUCTI0M CO･'LTDo

l l843I TADA CON5TRUETInN CO．,LTD･
' 18451，NORlMOTD-GUNI CO･jLTD,

118461SUZUNUI lNOUSTRY CO.，LTDo

lユ8471DAIICH1CONSTRUCTION NORKS m・ﾛLTD｡

1184Q、lTOKA1KOGYO CO．，LTD．

’ﾕ8501NANKAI CDNSTRUCTInN CO.，LTD･

l1851I OHKI CONSTRUCTION CO・'LTD･
I18521ASANWA6UMI CO.ｼLTD｡

l1853 1NORI-GUMI CO，，LTD,

11854.1 ARA1．．6UHI，LTD･
l l855 1TOKYU CONSTRUCTION CO,91－TDG

I1857I HATSUHURA－6UNI9LTD,

118581INOUE KO6YOc0，ｳLTO‘
I1859I TATSUMURA GUHI CO,，LTO，

118601TODA CONSTRUCTION CO.，LTD,
I18611KUHAGA1-GUMI CO･ｿLTD･

l l862I OHBA CO･'LTD,

I l8631NIPpON TETRAPOD CO･p LTD9
11864I ASAKANA6UH1C0.，LTD,
ﾘl8651 KOHATSU CONSTRUCTION CO･ｿLTD,
I1866I KITANOc0NSTRUCTIDN CORP,

Iﾕ867I UEKIGUMI CO, ，LTD･
l l881I NIPPON HODO CO.,LTD,

l l8821TOA DORO KOGYO CO.，LTD･

I1883I HAEDA ROAD CONSTRUCTInN CO。,LTDo
I18841THE NIIPPON ROAD C0．7LTD’
11885 1 TOA HARBnUR NORKS CO.，LTD･

118861AOKI CONSTRUETION CO｡,LTD,
l l8871JAPAN DEVELOPNENT8にON5TRUCTION CO,7
11888I HAKACHIKU CONSTRUCTIONE0｡,LTD,

l1889I SAEKI KENSETSU KO6YO CO.'LTD･

l l890I TOYO CON5TRUCTION CO,，LTD･

j l8911pAITO HO6YO CO｡，LTD･

I1892I TOKURA CONSTRUCTION CO｡，LTD･
l l893I PENTA－0CEAN CONSTRUCTION C口。,LTDo
118951TA1SFI ROAD CONSTRUCTION CD｡，LTD･
l l896 I pHBAYA5HI ROAD CON5TRUCTIDN C0，3LTDo

118971THE KANESHITA CONSTRUCTION CO｡，LTD､

118981SEIKI KENSETSU CO,，LTD,
'－－－1－－-一一一一一一一---－一一一一一一一一一一一一画
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119271 0A【NICHI KO6YO CO.,LTD,
I l928I SEKISUI pREFAB HOMESｦLTD,

l l929I NICHIH0PRE-FAB CO,，LTD･

I19351 THE TOHOKU TELECONHUNICATIONS CONSTRUCTIONC0q，LTD･
I l9361 CHUBU COMNUNICATION CONSTRUCTIONE0.p LTD､
1 1”71SEIBU ELECTRIC1NDUSTRIAL CO｡,LTD｡

119381CHITO5E ELECTRICAL CON5TRUCTION C0，，LTD，
l l939I SHIKOKU DENKIKOJI CO.,LTD,
'19401 KITANIHON T5USHIN KENSETSUc0･’LTD･
I19411CHUGOKU ELECTRIEAL CoNSTRuCTION Co,

I1942I KANTO ELECTRICAL〔oMSTRUETION CO｡,LTD‘

l l943I DAIHE1DENNA KOGYO CO.,LTD・
' ’944I KINKI ELECTRICAL CONSTRUCTION C00，INCo

l l945I THE TOKYO ELECTRIC ENGINEFR1NG CO,,LT0．
1 19461TOKAI ELECTRICAL INSTALLATION CO,，LTD･

l l9471 THE NIpPON TELECOMNUNICATIONS CONSTRUCTION COo,LTD･

l1948I THE KODENSHA CO.ｼLTD,

ll9491 TAIYO-KUDO ELECTRIC CON5TRUCTION CO，, LTD,
l19501 NIpPON DENSETSU KOGYOc0.，LTD･

l19511 KYOWA DENSETSU KAISHA.，LTD,

l l954I NIPPON KOEI〔0．9LTD･
l l955I TOYO TELECOMHUNICATIONS〔oN5TRUCTIN6CD.,LTD･

l l956I JApAN TELEPHONE INSTALLATION･〔0．，LTD･
I l9571 HOAN KO6YO CO., LTD,

ll9581SANWA DAIEI DENKI KOGYO〔、.,LTO,

ll9591KYUSYU DENKIKOJI CO,'LTD､
11960I SANY口ELECTRICAL CONSTRUCTIONc0.9LTD‘
119611 SANKI FNGINEERIN6CO.，LTD･

ll962 I RIKEN KOKI CO･'LTD,

I l963 l JApAN6ASOLINE CO､9LTD，
I l964I CHU6AI RO KO6YO KAISHA，LTD･

’ '9671YAHATO SETSUB1c0NSTRUCTION COq，LTD･

l l968 I TAIHEI DENGYO KAISHA LTD,

'1969 1 TAKASAGO THERMAL FNGINEERIN6c0･'LTD･

l19701 HITACHI PLANT EN6INEERIN68〔ONSTRUCTION CO．，LTD･
l19711CHUq BUILD INDUSTRY CO,ｳLTD･

Il972 1 SANKjNETAL INDUSTRIAL CO.,LTD･
ll9741 MIYAJI KENSETSU1K〔16YOc0,､ L、TD･

I l9751ASAﾄl1KO6YOSHA CO,，LTD･
l l976 I NEISEI INDUSTRIAL CO.，LTD,

I l977 1 NIHON NETSUGAKU KOGYO

I l978IATAKA CONSTRUCTION 8ENGINEERING CO･ウLTD･
ll9791TAIKISHA LTD,

｜･-.-.-.--=｜･－－----.-.-.-.---.--.-=･-･-､-...--.--..--.---------.-.-.-.-.--,.-.--.-.--一一一一・-.-----.-.-.-.-.-.-.-.-｡--.-.-.-.---.｜

製造業 食料品
1 2001 1 NIPPON FLOUR HILLS C0.' LTD｡
l2002 1 NISSHI N FLOUR NILLIN6EO，，LTD･

I2003I NITTO FLOUR HILLIMG CO,,LTD･
l2004 1SHONA SANGYO C0.,LTD,

l2006I TOFUKU FLOUR MILLS CO,，LTD･

I2007I FUJI FLOUR N1LLIN6CO.,LTD,

l2008 I NASUDA FLOUR HILLIN6CO，,LTD‘
l2009 1 TORIGOE FLOUR NILLIN6CO,,LTDo

l20511 NIlｲﾛN NDSAN KOGYO K.K･

I2052 1 KYODO SHIRYO CO.，LTD・

I2053 1 CHU8U SHIRYO CO･'LTD･
I20551 NICHINA SAN6YO CO,,LTD･

l2056 1 NIPPON FORNULA－FEED HFG,COC9LTD,

トー－－1－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一=一一一一一一一一一一一一一一一一一I
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! 23Ql l KIgKOMAN SHOYU CO., LTD, I
l2802I AJImMOTO CO．,INC. 1
I2803 I HARUKIN SHOYU CO.' LTD. I
I2804I BULL-DO6SAUCE CO., LTD, l
! 2995 1 .4 3SHQWHIN CO.' LTD･ i
I2806I YUTAKA SYOYUE0，，LTD． I
! 299Z I \INKELEOqQS INEORPnRATED i
I2808 I SAN81SHI CO･'LTD, ’
128091 G.P･CPRPOR4TION i
l2810I HOUSE FOOO INDUSTRIAL CO，,LTD｡ I
I2871I NIpPDN REIZO K，K, I
l28721NII6ATA REFRIGERATORE0.' LTD･ I
| 29Z4 1 XQKUH4H4_R[ITD K.K. i
| 23Z5 I TOYo SuIsAM KAIsHA' LTD. i
! 2921 1 p91EMT4L_YF"T CO,' LTD･ _ i
I2892 I NIHON SHOKUHIN KAKO CO.，LTD.(JAPAN NAIZE PRODUCTS CO､9LTD.） I
l2893 1 TEIKOKU SHOKUHIN CO･ｿLTD｡ I
I2894I1SHI I FOOD CO．,LTD. I
I2897I NISSIN FOOD PRODUCTS CD｡，LTD･ 1
| 2898 1 SONTON FOCD INDUSTRY CO.' LTD, i
1－－－．－－－1－－－－－－－－－－－－一一一一一－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1

繊維業

I3001i KATAKURA INDUSTRIES CO.,LTD,
l3002I GUNZE LINITED

l30031 SHOEI CONPANY9LIMITEO.
|ぅ004 1 SHINYEI KAISHA

I3007I KOBE KIITO Cロ・9 LTD' I
I3009 I KANASHIMA TEXTILE NILLSｩLTD･
l30101 JOHO TNISTIN6THREAO CO．，LTD･
13011I SAITAMA SENI KOGYO CO.，LTD,

1．－－．－．－－1･‐-----..---.-.--．-.---.---F一・-.-.---.-.--..---.-.一一､--..--.----.--.-一一一-..-.-.-.-.----.一一・一一一・-.-.--.1

13101．l TOYO80CO･分LTD,
l31021 KANEBO9LTO･
I31031 UNITIKApLTD･

I31C4 1 FUJI SpINNING CO.，LTD･
l31051 NISSHIN SPINNIN6CO.，LTD,

l31061 KURA801NDU5TRIES LTO,
I310710AMA SplNNIN6CO.,LTD,
l3109 I SHIKIBO LTO･

l3110 1 NITTO BOSEKI CO.，LTD,
I3111 1 0MIKENSHI CO.，LTD．

l3113 I HIRATA5plNNING CO,，LTD,

l3ll4 I DOKO SPINNING CO,，LTD･

l3115 1 TEIKOKU SAN6YO CO.ｼLTD，
l3116I TOYUDA SPIMNIN6 8 WEAVIN6〔0．9LTD､

I31171 KOI4A SPINNING CO,,LTD･

l3119 1 DAIICHI SPlNNING CO.，LTD･
l31211 NISHINIPPnN5PINNING CO.》LTD･

I3122I ASA卜lIKANA SPINNING CO．，LTD･
l3123 I SAI60 COo，LTD･

l3125 I SHINNAI6AI TEXTILE LTD,

l3128 1 TERADA COTTON SPINNIN6C□.，LTD‘
I3129I TOYAMA SPINNING CD.，LTD,

’------1-一一一一一一一一一一・・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一I

l3201I THE JAPN NOOL TEXTILE CO.， LTD･

I32021DAITn NooLEN spINNTNG 8NEAvING co.，LTD. I
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l4903 1 0RIENTAL PHOTO INOUSTLIAL C0.9LTD,
I4911 I SHISEIDO CO｡,LTD・

I4912I THE LION DENTIFRICE CO.，LTD･
l4913 I SUNSTAR，INCQ

l4914 I TAKASA60pERFUNERY CO.，LTD･

l49891IHARA CHE卜I1CAL INDUSTRY CO･’LTD･

'49901SHOWAにHEMICAL INDUSTRY CO・'LTD8
14+991 I THE TOYDFI8RE CO.,LTD･

l49921 HOKKOにHENICAL INDUSTRY CO,，LTD･

l4994I LIO1V KATORI

l4995I SANKEI CHENICALS〔0.,LTD･

l4996 I KUMIAICHEMICAL INDUSTRY C0．，LTD･
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1”O11NIpPON OIL CO.，LTD,
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'うOO31HARUZEN OIL,CO.,LTD･

I5OO4 1 HITSU8ISHI OIL CO.，LTD,

I50051 TOA NENRYO KOGYO K‘K,
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l5101I THE YOKOHAMA RUBBER CO.，LTD｡.

l5102I DAIKI ENGINEERING C0．9LTD･

l5103 I SHOHA RU88ER CO.，LTD､

l5104 1 NITTO TIREc0.，LTD,

l5105 1THE TDYO RUBBER INDUSTRY CO，,LTD･
l5lO6 1THE OHTSU TIRE & RU8BER CO,，LTD｡ 1
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I5341I ASAHI EITO COo9LTD.
' ”421NISHIURA SEITO CO･’･LTD･

1 5351 I SHINAGAMA RETRACTDRIES CD,, LTD･
'5ヨ521 KUROSAKI RETRACTORIES CO,9LTD･
I5353I THE（〕SAKA YO6YQに0，，LTD･
I5355 I NIPPON CRUCIBLE CO，，LTD･
I5356I MINO YO6YO Cα，LTD･
l535710SAKA YOGYO F･TRE BRICK CO,' LTD.
l5358 11SOLITE INSULATIN6 PRODUCTSc0GpLTD･

I53591HARIMA REFRACTpRIES CO., LTD･
I53611 TOKAI KDNETSU KOGYO CO｡、 LTD･
I弱621KYUSHU REFRACTORIES CO｡，LTD･
l53631 TOKYO YOGYO CO‘，LTD･

I53901 UBE CHEM1[AL INDUSTRIES CO｡，LTDQ
I5391I ASAHI ASBESTOS CO･フLTD,

15ヨ93 I NIPPON ASBESTOS COoｼLTD･
l53941 NITTO6YpSUH CO｡,LTD､

153951 RIKEN CORUNDUM CO,ｻLTD･
'5”71HIE HORO CO｡， LTD･

l5398 1 NIHON KENSHI CO.，LTD･
’一一一－’一一一一一一一一一一一一一・－------－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一I

鉄 鋼

l54011 NIPPON STEEL CORPORATION
l5403I KANASAKI STEEL CORPORATION
154041 NIPPON KOKAN K,K,

l54051 SUHITOMO NETAL INDUSTRIES9LTD･

l54061 KOBE STEEL7LTD･

I54071 NISSHIN STEEL CO.，LTD･
I5408 1 NAKAYAMA STEEL WORKS’LTD･

I5410 I OSAKA IRON8 STEEL CO･ヵLTD・
l54221 AZUMA STEEL CO,9LTD･

l5423I TOKYO STEEL MANUFACTURING CO･DLTD･
l5426 I TOSHI N5TEEL COo9LTD･
l5431I YAHATO STEEL WORKS?LTD･

l5441I JAPAN IRON-SAND sTEELc0.，LTD･

l5442I KOKKO STEEL NORKSﾂLTD･

’5“31TOYO STEEL MFG･CO,，LTD，
15“4IYAHATO KO6YO CD.,LTD･

I5445 I TOKYO TEKKO CO.，LTD･

I5446 1 HOKUETSU NETAL CO．,LTD.

’う447 1 TDSA STEEL NORKS,LTD･

l5451I YODO6AWA5TEEL WORKS，LTD･

l54521TOKAI STEEL NORKS，LTD･
15453l TOYO KOlIAN CO‘pLTDb

l54541 DAIOO STEEL SHEET HFG.C0.9LTD･
l5457 I THE NIPPON plPE.､MFG･CO.，LTD･

l5458 I TAKASAGO TEKKO K‘K･
'5460 1DAITETSU STEEL INDUSTRIAL CO･’LTD,
I54611CHU8U STEEL pLATE CO･’LTD･

Iぅ462 I TO5HIBA STEEL TUBE CO.，LTDo
I54631－NARUICHI STEEL TUBE,WORKSD LTDp

l5464 1 NORI INDUSTRIES INC,
l54711DAIOO STFEL･CO､9LTn,

Iぅ473I TOKUSHU SEIKO CO‘，LTD･

I5476 1 NIpPON KOSHUHA STEEL CO｡，LTD･
l5478 1 NIPPON､STAINLESS STEEL COo9LTD･
I54791 NIPP0N NETAL lNDUSTRY CO･勺LTDo
I5480 1 NIPPON YAKIN KOGYO CO.,LTD､
l5482 1 AICHI STEEL WORKS，LTD･
'5484 I TOHOKU SPECIAL STEEL NORKSp LTD･

l5486 I HITACHI METALS,LTDo

I5491I NIPPON KINZDKU CO.,LTD･

’----－’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一I



＜資料＞企業財務データのコード表 329
’
’
’
’
’
’

一一一口一一竜一寺一

Ｄ

ＤＴＬ

９

９

０
？

Ｃ
９

－

０
－

●
Ｓ

Ｔ
－

Ｄ
Ｌ

Ｌ
－

Ｔ
Ａ

Ｃ
一

Ｌ
ｏ
Ｃ
Ｄ

９
－

Ｄ
Ｉ
Ｔ

・
一

，
Ｔ
Ｍ
Ｌ
Ｏ

－

・
Ｌ
Ｅ

仁
一

Ｏ
Ｈ

７
一

Ｃ
９
Ｃ

・
０

－

，
Ｏ
Ｙ

－

Ｓ
Ｏ
８
Ｃ
６

－

Ｌ
に

０
－

Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｋ

－

Ｔ
Ｎ
Ｌ
Ｋ

一

Ｅ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ

－

Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｋ

－

Ｉ
Ｅ
Ｄ
Ｎ

－

Ｃ
Ｍ

Ｅ
－

Ｉ
Ｉ

Ｎ
Ｄ

－

Ｆ
６
Ｎ
０

一

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｐ
０

－

Ｃ
Ｈ
ｐ
Ｐ
Ｕ

ｌ

Ａ
Ａ
Ａ
Ｉ
Ｈ

－

Ｐ
Ｙ
Ｊ
Ｎ
ｃ

一

１
４
２
３
６

－

４
４
６
６
６

，

５
５
５
５
５

『

５
５
弓
－
５
５

－

１
１
１
１
１
１

l 5602 I KURIMDTO IRON NDRKS, LTD, I
l 5603 I KDBE C45T_IRON MORKS, LTD, i
I5605I AUTOHOBILE FOUNDRY CO．' LTD, 1
I 5606 I ASAHI MALLEABLE IRON CO. ' LTD･ i
I5607I CH“MALLEA8LE IRON CO･'LTD｡ I
I5609 1 KANA6UCHI METAL1NDUSTRIES CO･pLTO. I
l S609 1JApAN CASTING CO.’LTD, 1
I 5610 I OAINA HEAVY INDuSTRY CO,' LTD, I
l 5611 I OKUMA FDUNDRY9 LTD, 1
I56121NIpPQM CA5T IRON plpE CO･'LTD. I
I5631I THE JAPAN STEFL WORKS,LTD｡ I
l5632 I MIT5U81SHI STEEL MFG.〔0．，LTD｡ I
1g6弱 lKANTO SpECIAL STrEL NORKSp LTD･

I 5641 I TOKYn DRDP FORGING CO.' LTD･ 1
l5642I JApAN DROp FOp6E 〔0．，LTD･

'う644160m『)ROP FDRGING CO.，LTO･

l5655 1 KOKl~IKl､j STEEL WIpE，LTD,

1 56S7 I SUZUKI METAL INnU5TRY CD.' LTD. I
I 5658 I NICHIA STEEL NORKS' LTD. I
I5659 1 NIPPON SEISFN Cn.，LTD･

I56bOl SHI則Kn NIRE CO.,LTn. I
156911 TOKYl]SHEARIN6CO.，LTD･

トー--1--.-------．－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－1

非鉄金属

1 5701 1 NIPP(1N LIGHT METAI_ (EONPANY9 LTD, I
l57061 MITSUI HINING AND5MELTING CO．，LTD. l
l 5707 I TOHO ZINC CO,9 LTD, 1
I5711I NITSU81SHI METAL CO.,LTD， l
l5712 1 NIPPON NININGc0HpAI1Y，LTD,

I57131 SUNI｢oMO NETALMINING CO｡，LTD. 1
1 5714 I THE DOWA MINIMG CO,' LTD･ I
1 5715 1 FURUKAWA･.CO,9 LTD･ l
l5721 I SHIⅥURA KAKO CO･'LTD. I
l5725 I OSAKA TITANIUM CO.，LTD, I
l5727 I TOHO TITANIUH CO.，LTD･

'57’8 1 TOKYn TUNGUSTEN CO.，LTD,

l5729 1 THE NIHON NINING 凡 CONCENTRATING（二0.,LTD. l
l5734 1 SHONA ALUMINIUM K．K､ I
l57j7 1 TOYO ALUHIMIUM K.K･

I5738 1 5UMITOMO LI6HT METAL INDU5TRIE5TLTD･

I5739 I NIPPひN FOI L HFG･CO.，LTD･

l5752 1 NITTO METAL INDUSTRY COo，LTD｡

157531 NIPP0M SHINDO CO.，LTD. ･1
157うS I MITANI SHINDO CO.,LTD,

l5771 1TANA6ANA MFTAL 8 HACHINERY C0．，LTD,

I5781 I TOHU KINZOKU CO,,LTD･

'-.--‐一－'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一I
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159101 0AIICHI DENKO CO.，LTD･

'58111 TOYOKUNI SASAKI DFNSEN

I58121 HITA（.H1CA8LE’･LTD,
Iう813 I HANASHIMA ELECTRIC N1RE CO.，LTD･
l5814I KYO5AN ELECTRIc NIRE CO,，LTD･

I5815I OKI ELECTRIC NIRE CD,，LTD･

l58511 RYO91，LTD｡

15852 I FUSO KEI50KI N CO.，l－TD､

I58531 KYOTO OIE CASTING CQ.,LTD･
158541TOKYQ RIKA HAMUFACTURIN6CO｡，LTD･
'5855I TEIKOKU DICASTING INDUSTRY CO･FLTDo
I----l----'-..---一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一‐一一一一一一一再－．．－－一一一一一一一一一一一一一一一一l

金属製品

159011 TOYO SEIKAM KAISHA9LTD･

l59021 HOKKAI CAN CO.,LTD･

I59041 SHI8AZAKI SEISAKUSHO LTD･
l59C5 1 NIHON SEIKAN K．K･

l59111YqK〔〕GANA6RIOGE N【1RKS，LTD･
I5912 1JApAN BRIC5E CO.，LTD・

I59131HATSUO8RIOGE CD’7LTD･

I5914 I MIYAJI IRON NORKS Cn.，LTD･
l59L51 KOMAI IRON WORKS CO･ｦLTD･

l5916 I HARJI10TO IRON NORKS,LTD･

l59L7 1 SAKURAOA IRDN NnRKS CO.,LTD・

I5918 I THE TAKIGAHI STEEL 〔ONSTRUCTICN CO･'LTD・

I5919I JAPA淵STEEL mNER m･ｯLTD･

I5920I FUJI5ASHINDUSTRI眉5，LTD‘

Iぅ9211 KAWAGISHI RRID6E wOQKS CO.，LTD･
I5922I NASU DENKI-TEKKO CO,，LTD･
I59231TAKﾍoA KIK9CO､9LTn､

15925 I SAKAI IRON NORKS CO,，LTD･

I59261AJIKANA IR【〕N NORKS8CONSTRUCTION 印｡，LTD,
l59231 5AK(jRAI IRON NORKS，LTD･

l5929 1SANNA SHUTTER HFG.C0．7LTD,

l5930 I BUNKA SHUTTER CO.’LTD･

15931I KANADA INDUSTRIAL CO.，LTD･

l59321 SANKYO ALUHINIUM INDU9TRYCO｡，LTD･
'5”41THE NIPPON ALUMINIUM MFG・c0･ﾂLTD･

I59j5 1 HOKU5EI ALUMIN．IUH COMpANY，LTD・

I59421 NIppON FILCON CO.，LTD･
I59521ANATEI INCORPORATED

I59” l TOKYO SCREN CO･’LTD,
I5954 1 TOpURA CO，，LTD･

I5955I YANASHINA SEIKOSHO，LTD･
'5956 1SANKYO SPECIAL STEEL BOLT 8 NUTC0･’L~『0･
l5957 1NITTO SEIKO CO,9LTD･

I5958 I SANYO INDUSTRIESDLTD･

I5959I OKA8E E0，9LTD,

I5961 1 NIKKo cO,, LTD･

I5962 I ASAKA INDUSTRIAL CO･フLTD'
l59b3 I NIPPON TOOL HORKS9LTD･

’59“ I TOYO KNIFE CO,､ LTD,
l59671NAEDA NETAL INDUSTRIESD LTD･
l5968 I TOHO KOKI CO｡，LTD･

I5969 I NIPPDN RIKI CO‘pLTD.
|5972I JApANC0NSTRUCTION METAL PRODUCTS C0．7LT[〕･
l5974I CHUGOKU KOGYO CO・'LTD･

I5975I TOKYO PRESS8DIE C0．，LTD･
l5976 1 NETUREN CO｡, LTD･
l59811TDKYO SE1KO

I59851 SANKO STEEL NIRE MFG.に0，9 LTD･
l59911NHK5pRIN6CO･P LTO,

l5992 1CHUO SPRIN6CO,，LTO･
I5994lTOKYO ROpE HFG･CO．，LTD。 I
l59941TqKYO SINTERED HETAl_CO.,LTD｡ I
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I69521CASIO COMPUTER CO.，LTD･
I69551FUJI ELECTROCHEHICAL CO｡，LTDo

l69691MATSUO ELECTRIC CO,､ LTD｡ .l
I69701NIPPON COINCO COo，LTD･
’697］I KYOTO CERAHIC CO.，LTD･

I69721 ELNA CO｡，LTD･

l6973I KYOEI SANGYO CO｡，LTD､

1697411NTERNATIONAL RECTIFIER CORpORATION9JApAN9LTD･

l6975I SUMITONO5PECIAL METALSCO｡，LTD｡、
I6976I TAIYO YUDENc009LTDo

l69771 JApAN RESISTOR HFG･CO･’

l69781 AIDEN CO，，LTD･

I6980I HITACHI CONOENSER CO，，LTD｡ , I

l 6981 I MURATA MFG・CO,' LTD, I I
I6982I THE LEAD CO｡，INC｡ ’ 1
16984.I ASAHI NATIONAL LIGHTINGC0，，LTD･
l69851 YUHSHIN CO･'LTD,

I69861CHUKYO ELECTRIC Co･ｿLTD･
I69871 TONA CHIKUDENKI COoP LTD・

l69881NITTO ELECTRIC INDUSTIAL〔0.,LTD･
l6989 1 HOKURIKU ELECTRIC INDU5TRY CO｡，LTD･
l6990I YAGISHITA ELECTRIC CO.，LTD･

'69911 HATSUSHITA ELECTRIC WORK51LTn。

I6992I KOKUSAN DENKI CO.，LTD｡，

I6993I MORI DENKI MFG,CO.，LTDG

l69941SHIZUKI ELECTRICAL MF6･CO｡，LTD,

I6995I TOKAI RIKA CO･'LTD･

l69961 NICHICON CAPACITOR，LTD･
I6997I NIPpON CHEHICAL CDNOEN5ER CD｡，LTD,

l69981 NIppOM TUNGUSTEN CO0,LTD･

I4999 1 KOA DENKD C0，DLTDo

l-----l-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一=一=－－－－－－－－一一一一I

輸送用機器

170031MITsuI5HIPBuILDING&ENGINEERING Co.，LTD･
I70C41 HITAこHI SHIPBUILDING 8ENGINEERING CO,，LTD･

l7007 1 SASEBO HEAVY INOUSTR1ES CO｡，LTDo

l7009 lTHE HAKODATE DOCK Cn 9LTD･

'70111 NITSU81SHI HEAVY INOUSTRIES，LTDo

l70121KANASAKI HEAVY INDUSTRIES，LTD，

17013 1『SHIKANAJIMA-HARIMA HEAVY INDUSTRIES CO.，LTD,

I7014 I NAMURA SHIPBUILD1NG CO.，LTD･

l7018 I NAIKAI SHIPRUILDING 8 EN61NEERING CO,,LTD･
l701Q l HASHIHANA SHIp8UILDIN6CO｡，LTDo

l7020I SANOYASU･DOCKYARD CO.，LTD,
'70211 NIT<二HITSU INOUSTRY CO,DLTDo

l------I一一一一一一一一一一一一一一一一・－－－一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一！

l71021NIpPON SHARYO5EIZO KAISHA，LTD。（JAPAN ROLLIN6STOCK NF6･COo9LTD＊）
l71041FUJI CAR MANUFACTURING CO,,LTD｡

171051 NIPPON YU50KI CO.，LTD。 l

I7122lTHE KINKI sHARYO CO.，LTO p I
I712弓I TOKYU CAR NANUFACTURING CO･9LTD P 1
I7124I NIPpoN YuSOKI Co･'LTD, I
i7124 I YUSOKI KO6YO KoK. I
l71421THE NIpPON AIR RRAKE COoサLTDo

l=一一一'一一一一一一一,--一一一,･一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一I

l 7201 1 NISSAN HOTOR CO.' LTD, 1
I72021ISUZU NOTORS,LTD. 1
172031TOYOTA NOTOR CO．，LTD， 1
I7204I XENOAH CO. I

1 7205 I HINO'MDTORS' LTD, 1
I 7205 I HIN[1 AUTO 60DYD LTDo 1
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l74041SHOWA AIRCRAFT INOUSTRYc0.9LTD･

l7407I JAPAN AIRCRAFT MF6，CO･LTD，
1－主＝－－1－一一-------------－－－=一一一一一一一一・-－－=--
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182411 THF HANSHIN DFpARTHENT STORE，LTD,

I8242 I HANKYU DEPARTHENT STORES,INC･

'8243 1 50G．]STORES，LIMITED

I R244 I HARJBUTSU DEPARTHENT STROE CO・'LTD･

l82451 MARLjE1DAPARTMENT STROE（nNpANY9LlNITED

18246 I1NATAYA DEPARTNENT STORE,INC･

l82471DAINAE0．，LTD,

18249 I KOBAYASHI DEPARTNENT STRDE9LTD･

I8252 1MARI」I DEPARTMFNT5TnRFS

l825､うI HI､ﾘRIYA DFpARTMENT STORES9LTD･

l8254 1 SAIくAYA CO,，LTD､

l8256 I FUJIGO CO.,LTD･

l8258 I MARUKO CO,,LTD,

I8259I JUJIYA CO.，LTD,
I82601 DEpApTMENT STnRE1ZUTSUYA CO｡，LTD･

l8261I MElT1皇TSU HYAKKATEN 8 CO.，LTD･

I8262I NAGASAKIYA CO.,LTD･
I8263 I THE OAI，F1，INC，

l8264 11TO..YOKAD〔1CO･91．T、.

l8265I KOTI1BUKIYA CO､9LTD・

l826611ZUIｲIYA CO.，LTO,

l8267I JUSCI1C0･'LTD･

l8268 1 THE SEIYU STORES7LTD･
l8269 I NICﾄ{I I CO.’LTD,

182921，AI←ICHI KATEI DENKIc0｡,LTD･

I8293I JDSi+I N DENKI CO.，LTD,

I82941 NIH〔]N 6ASC0.，LTn･

I82951BEST DENKI[0.9LTD･
'一一一一一一1-----→------－一一一一一一一---→－－-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一,

金融・保険業
l8302I THEINDUSTRIAL BANK OF JAPAN，LTD･

I8303 I THE LONG-TERM CRFOI T BANK OF PJAPAN9LTD､
I8304 1 THE NIPPON FUnOSAM3ANK，LTD･

I83111 THE DAI－ICH1KANGYO BANK, LTD･

I8312 1 THEﾄ+oKKAIOO TAKUsHOKU BANKp LTD･

I8313 1 THF8ANK OF TOKYO，LTD･

I8314 1 THF MIT5UI8ANK，LI沖ITED･

I8315I THE NITSUaISHI8ANK9LTD･

l8317 1 THE FUJI8ANK,LTD,

l8318 I THE SUMITOMO BANK，LTD･

l8319 I THE OAINA BANK，LTD・

l83201 THE SANNA 9ANK，LTD･

I83211 THE T9KAI RANKpLTD,

I83221 THE KYONA BANKp LTD･

I8323I THE TAIYO KOBE BANK，LTD,

I8324 I THE DAISHI BANK,LTD,

l8325I THE HOKUETSUBANK9LTD,
I8326 I THE 8ANK OF FUKUOKA，LTD､

l83301 THE SAITAMA BANK，LTD･

l8331 1 THE CHI8A BANKPLTO･

l8332 1 THE3ANK OF YOKOHAHA,LTD･

'8兎31THE JOYO BANK,LT0.

I8334 1 THE 6UNMA RANK9 LTD･

I8335 I THE ASHIKAGA9ANK9LTD,

l8336 1 THE MUSASHINO BANK,LTD･

I8336 1 THE KANTO8ANKP LTD､
18麺7I THE CHI8A KOGYO8ANK，LTOo

I8339 1 THE TOKYO TOMI N BANK9LTD.

'､83411 THE77BANK,LTD･

l8342 1 THE AOMORI8ANK9LTD･

I83431 THE AKITA BANK9LTD･
l8344 I THE YAMAGATA RANKp LTD･

’8345I THE BANK OF IwATE9LTD･

l83461 THE TOHO8ANK，LTD･
l8353 I THE｝IqKKAIDO.RANK,LTD.

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
Ｉ
１
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１
１
１
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

１
１



現代情報システムの研究342

■
。

、
Ｏ

Ｔ
Ｔ

。

Ｌ
Ｌ

ＤＴ
。

。
■
■
〃
Ｑ
Ｐ

Ｌ
０
－

。
・

Ｄ
Ｋ

Ｋ
・

・
．

，
Ｔ
一

、
、

Ｔ
Ｎ

Ｎ
，

，
、

、
，

・
Ｔ

・
Ｌ
－

Ｔ
。
Ｔ

・
Ｌ
Ａ
Ａ

Ｄ
Ｔ

Ｔ
‘
Ｔ
Ａ

Ｄ
Ｌ

．
Ｄ

－
Ｌ
Ｄ
Ｌ
Ｏ

９
日

．
Ｔ
，
，
Ｌ

Ｌ
Ｄ
Ｌ
Ｍ

‐
Ｔ

Ｏ
Ｔ

，
一

Ｔ
Ｔ

ｆ
Ｄ
Ｌ
Ｄ
Ｄ

‐
Ｔ

Ｉ
Ｄ
Ｌ

，
Ｔ
，
ｆ
Ｌ
Ｋ
－

Ｆ
Ｌ
，
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｔ
Ｔ
９
Ｄ
９
Ｌ
？
Ｈ

・
Ｔ

・
Ｋ
Ｌ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
一

Ｋ
Ｋ

Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ｌ
，
Ｌ
Ｌ
０
Ｔ
Ａ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｌ
９
Ｄ
Ｎ

Ｔ
Ｔ

７
Ａ
｝

Ｎ
ｐ
Ｎ
９
Ａ
Ｈ
Ｔ

Ｋ
Ｔ
Ｌ
Ｋ
？
Ｄ
Ｏ
Ｔ

Ｋ
Ｔ
Ａ
９
Ｌ
Ｌ
Ａ
９
ｌ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｂ
ｃ
Ｉ
７
Ｎ
り
７
０

Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
，
Ｎ
Ｌ
Ｂ
Ｋ

６
－

８
Ｎ
Ｂ
Ｎ

Ｒ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｙ

９
Ｓ
Ｎ
Ｋ
Ｉ

Ｋ
Ａ

Ｎ
９
７
Ａ
Ｈ
』

Ａ
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｎ
Ｎ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｈ
，
Ｎ
Ｂ
９
Ａ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
－

Ａ
８
Ｕ
Ｂ
Ｎ
Ｈ
Ｙ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｎ
８

Ｋ
Ａ

Ｋ
Ｍ
Ｂ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
一

Ｋ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ｋ
Ｂ
Ｕ
８
Ｂ
Ｆ
Ａ
Ｆ

Ｆ
Ｆ
Ｎ
８
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ａ
Ａ
Ｆ
Ｅ
－

Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ｊ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｂ
８
０
Ｅ
－

Ｕ
Ｋ
Ｒ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｈ

Ｈ
８
Ｈ
Ｏ
８
Ｓ
Ｎ

Ｔ
－

Ｚ
０
Ｕ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
０
Ｋ
Ｓ
Ｋ
Ｋ

Ｔ
Ｋ

Ｄ
Ｎ
Ａ
０
Ｋ
Ｈ
ｌ

Ｉ
Ｒ
Ｋ
Ｒ
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｎ
５
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
０
４
Ｉ
Ａ
６
１
Ｔ
６
Ｎ
Ｇ
－

Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｕ
Ａ
Ａ
Ｇ
Ｕ
０
Ａ
０
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｙ
１
Ｈ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｉ
－

Ｓ
Ｊ
Ｈ
Ｓ
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｆ
Ｈ
Ｎ
１
Ｂ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
８
Ｂ
Ｉ
１
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｂ
Ｅ
－

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
｜

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
－

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
－

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

５
６
７
８
９
０
１
２
３
７
８
９
０
１
２
５
９
５
６
７
８
０
１
２
４
５
６
－

５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
一

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
－

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
一

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

｜

I

■
’
１
．
１
１
．
１
１
１

１
・
’
１

‐
‐
’
’

１
．
１
１
１

１
．
１
１
・
・
１
１
■
Ⅱ
ｊ
・
’
１
．
１
１

ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｆ凸や

■
●
ｑ
ｑ
ｆ
二

Ｄ
ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｏ

一

Ｔ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

’
一

Ｌ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｄ

－

Ｃ
Ｔ

一
９

，
，

７
Ｌ

一

‐
６

０
，

，
一

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
９

－

ｃ
ｌ
Ｃ
ｃ
Ｃ

’
一

Ｋ
Ｏ

－

Ｇ
Ｎ
６
Ｇ
Ｇ
Ｃ

－
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

一

Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｇ

－

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ
Ｎ

二
Ｎ
Ｄ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｉ

－

Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｋ

－

Ｂ
Ａ
８
Ｂ
Ｂ
Ｎ

－

Ａ
－

Ｄ
Ｔ
８
Ｄ
Ｄ
Ｒ

－
Ｎ
５

Ｎ
Ｎ

一

Ａ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｄ

－

Ｒ
Ｓ

Ｎ
－

Ｔ
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ａ

－
Ｓ

Ｒ
Ｓ
Ｓ

』

Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｕ
Ｔ

－

Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｒ
Ｓ

二
Ｔ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｕ

－
・
１
Ｍ

Ｒ
－

Ｉ
８
０
Ａ
Ｎ
Ｔ

－

Ｕ
Ｕ
Ｔ
Ｄ
Ｏ

一

Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｕ
Ｐ
０

｝

Ｔ
Ｔ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｙ

－

Ｉ
Ｉ
Ｕ
Ａ
Ｉ
Ｏ

－

Ｍ
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ｔ

－

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

『

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

『

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
－

ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
２
３
４
５
７

－

０
０
０
０
０
０

－

４
４
４
４
４
４

－
８
８
８
８
８
８

－

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

１
２
３
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
６
７
８
９
０
１
３
４
５
６
７

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

８
８
８
８
Ｒ
８
８
８
８
８
８
８
８
Ｒ
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
Ｓ
８

１
１
１
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

ＤＴＬ

，

ＫＮ

〔
Ｕ

Ａ
Ｒ

０
日
〒
Ｉ

【郷〕
Ｄ
Ｄ
Ｌ

Ｔ
Ｔ

Ｓ
Ｌ
Ｌ

，
Ｏ

Ｇ
Ｔ

Ｎ

７
９
０

Ｌ
Ｉ

●
ｐ
ｒ
」

９
ＭＶ

Ｏ
ｎ
Ｕ

ｎ
〕
《
Ⅷ
》

Ｐ
ｎ
Ｕ

八
Ａ
《
Ｕ

Ｔ
１

■
▽

Ｃ
Ｃ
Ｇ

。
・
Ｋ
Ｔ

‘
Ｓ
Ｔ

Ｌ
９

０
，

，
Ｄ

ｃ
Ｄ

ｏ
Ｎ
Ｄ
，
Ｏ
Ｎ
Ｌ

Ｄ
Ｌ

．
。
Ｄ
・
Ｔ
Ｔ
Ｄ

．
Ｔ

・
Ｄ
Ｔ
Ｄ

Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｔ

Ａ
，
．
７
８

Ｄ
７
Ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｔ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
Ｌ
Ｂ
９
Ｄ
Ｄ
Ｌ

９
Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｌ
Ｔ

Ｌ
Ｔ

Ｔ
Ｌ

Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｌ
Ｋ
Ｔ
Ｔ

Ｎ
Ｋ
Ｌ
Ｎ
Ｌ

Ｌ
，
‐

Ｌ
７
Ｌ

９
Ａ
Ａ
Ａ

，
，
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｌ
７
Ａ
Ｎ

Ａ
‐

Ｋ
Ｋ

７
Ｋ

９
Ｋ
９

Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｋ
，
Ｋ
Ｇ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ａ
７
８
，
Ｋ
，
Ⅱ
Ｎ
Ｋ
，
Ｎ
９
Ｋ
Ｎ
Ｋ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
‐
，
Ｎ
Ｌ
Ｂ
Ｋ

Ｋ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｎ
９
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｂ
９
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｎ
Ａ
８
Ａ

Ｂ
Ａ
８

Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

８
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ａ

Ａ
Ｇ
８
０
Ｂ

９
０
０

Ｂ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
８
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｏ

５
０

６
６
０

６
０
６
０

１
１
１
Ｇ
Ｏ
６
Ｐ
Ｓ

Ｇ
Ｔ
Ｓ
０

０
Ｇ
Ｏ
Ｏ
０
Ｇ
Ｏ
０
０
６
０
Ｇ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｕ

Ｇ
Ａ
６
０
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
６
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
５
０
Ｓ
Ｉ
Ｕ
Ｇ
Ｇ
５
Ｍ
０
０
Ｍ
０
Ｓ
０

ｓ
ｏ

Ｏ
Ｓ

Ｓ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｓ
Ｎ
Ｋ
０
０

Ｄ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ａ
Ａ

Ｓ
Ｎ
Ｓ

１
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ａ

Ｏ
今
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｉ

Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｋ
Ｎ

Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｙ
Ｉ
Ｙ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｙ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｋ
Ｋ
６
０
Ｙ
１
Ｋ
６
Ｕ
Ｋ
Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
６
Ｎ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｈ
０
Ｙ
Ｉ
０
０
Ａ
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｏ

Ｎ
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｈ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
６
Ｄ
Ｃ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｓ
Ｅ
Ｈ
Ｃ
Ｋ
Ｄ
Ｔ

Ａ
Ｋ
８

Ｐ
Ａ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ



＜資料＞企業財務データのコード表 343

●
二
■
■
〃
■
Ｏ
Ｐ
Ｄ
■
己
■
Ｂ
ｆ
■
Ⅱ
■

Ｉ
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ

一

画
一一

一
”

『。
句二

一一
つ

一
一

軍』
》

一
一

年
写

一
》

』
宙

画
一

』一

一一

ジ
噂

ＤＴＬ
Ｆ

，

６
４

０
守

仁Ｓ
Ｏ

Ｅ

ｎ
Ｕ

。Ⅱ４

－，０
．
一
‐
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｉ

Ｔ
Ｒ

Ｏ

９
１
」
Ⅱ
〕

■
や

、
〕

〆
Ｌ

ｆ

０
、
‐
Ｄ
Ｔ

９
Ｅ

‐
◇
一

Ｃ
Ｔ
Ｄ
Ｔ

Ｌ
，
Ｓ

Ｄ
Ｄ

－
Ｌ
Ｔ
Ｌ

，
０

‐
Ｔ
Ｔ

『
６

Ｌ
ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｕ

Ｄ
Ｌ
Ｌ
』

Ｎ
９

７
．
Ｔ

Ｒ
，
Ｔ

Ｔ
４

Ｇ
Ｂ

一
■

９，
Ｃ

ｎ
ｕ
ｌ
』
ぐ
り
Ａ
Ｒ
ｎ
ｕ

ｌ
』
▲
７

１
－

，
Ｌ
Ｄ
Ｄ

一
０

．
０
Ｃ

Ｅ
Ｍ
Ｔ

，
Ｓ
』

Ｄ
Ｌ
Ｔ
Ｔ

』
Ｃ
Ｏ
Ｅ

９
１
Ｕ
Ｌ
７
０
Ｔ

－
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

－
Ｃ

ｓ
，
Ｔ

Ｋ
‐
Ｃ
Ｎ

－
Ｌ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
Ａ

，
０

Ｅ
－

，
，

一
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｋ

・
Ｃ
Ｓ
Ｇ

一
，
Ｔ

・
・

一
Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
０

Ｅ
Ａ

－
，
ｌ
Ｏ
Ｏ

－
Ｔ
１
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
Ｉ

－
０
Ｄ
Ｅ
Ｃ

一
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｙ

Ｅ
Ｔ
Ｓ

－
Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｅ

－
Ｒ
６
Ｅ

－
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｔ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
－

Ｎ
ｃ
Ｎ
Ｃ

』
Ｃ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ａ
ｌ
ｌ
Ｕ
Ｔ

一
Ａ

１
Ｎ

一
Ｅ
ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｉ
－

ｐ
Ｎ
Ｓ
Ａ

→
Ｓ
Ｅ
Ｓ

Ｕ
ｐ

ｌ
Ｕ
Ｅ
Ｒ

ｌ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｎ

尋
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｓ

Ｕ
－

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ

－
Ａ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｊ
０
Ｕ
Ｅ

Ｃ
－

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｆ

｝
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
ｌ

Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｋ
Ｎ

Ｈ
Ｐ
Ｅ

Ｎ
Ｓ

－
Ｎ

Ｔ
Ｔ

－
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｎ
Ａ

一
Ｄ
Ｈ
Ｎ
Ｎ

－
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｎ

Ａ
Ｔ

Ｎ
－

Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｅ

垂
Ａ

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ａ
－

ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｉ

－
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｈ

ｐ
－

Ｉ
０
Ｒ
Ｒ

－
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ａ
雪

Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ

士
Ｔ
Ｙ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ｊ

－

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

３
４
１
１

－
１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
－

８
８
９
９

『
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
９

言
５
５
５
５

空
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

－
８
８
８
８

｝
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

Ｂ
《

Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

| 9" ! JWI9KA9_WABIfAND_EI9F_!"UBAN" CO,' LTD. 1
1 8752 1 TAISHO IWARINE AND FIRE INSURANCE CO．' LTD, I
I 6Z53 I THE SUMITOMO MARINE AND FIRE INSURANCE~CO.，LTD9
1 8754 I THE NIPPDN FIRE AND HARINE INSURANCE CO.,LTD･
1 6755 I THE YASUDA FIRE AND MARINE INSURANCE CO, , LTD.

l aZ" ITHE NI8SAN FIRE 8 NARINE INSURANEE CO,, LTD． l
| 8757 1 THE NISSIN FIRE 8 HARINE INSURANCE CO,' LTD.
1 8758 I THE CHIYODA FIRE 8 MARINE INSURANCE CO,, LTD,
| 8759 I THE DOwA FIRE AND MARINE INSURANCE CO09LTD. I
l eZ4O I IHE NIEHIDO FIRE & MARINE INSURANCE CD.' LTD,｡ I
! :Z.L I IHE D4! -I9KIq FJRE AND MARINE INSUREANCE CO5 ' LTD, i
| @ZE I IHE Kq4.F19E_AND MARINE_ INSUR4NCE CD., LTD. i
| 8763 I THE FUJI FIRE AND MARINE INSURANCE CO,7 LTD. 1
1－－－－－1－－－－…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一声一一＝－－－1

不動産業

l eePL I MITSUI REAL ESTATE DEVELOPNENT CO! ' LTD． I
| 8802 I MITSUB1SHI ESTATE CO．，LTD． I
188031HE1wA REAL ESTATE CO，，LTD, I
1 8804 I TOKYO TATEMONO CO．，LTD。 I
| 8806 I OSAKA BUILDING CO., LTD. I
l88091THE SANKEI BUILDIN6CO，，LTD, I
! "2 ! 228M-W41_sHlNKO_ __ i
! "42 II9KYM.LAN9' E9RepRAT!" i
l! 8817 I HANKYU REALTY CO, ' LTD｡ I
l88181KEIHANSHIN REAL ESTATE CO。2TD' i
| 9" I I4FWI_ENEBPBEEcQ｣' LT92 i
18826 1 KAKUEI CONSTRUCTION COo' LTD' i
I 8829 I DAINA DANCHI CO,' LTD. ’
! "29 I @UNImMD_BgjLTY_ & DEVELOPMENT CO, ' LTD, i
1 8831 I HANSHIN REAL ESTATE CO,, LTD． I
l8832100AKYU REAL ESTATE CO･P_LTD' I
! "" I IQHQ BE4L EI41E 2q･2 LIO2_ __ i
! "22 I IQW_224L_"TATE DEVELPPNENT CO, ' LTD, i
! "\ I WHqyQ K9MTSU' IMC.t i
I88371HOKKAIDO SHINKO CO．2_LTD･__ i
! 8838 1 YURAKU REAL ESTATF CO, ' LTD, i
'------1------------------------------------------･･･-----････-･･--･･･････････｡･･,･-･｡･･････Q､･,･･-=･･ i

運 輪・通僧莱，陸運業
| 9001 I TOBU RAILNAY CO.9 LTD.
l 9002 I SEIBU RAILNAY CO,' LTD,
l90031SAGANI RAILNAY CO，，LTD･

| 9004 I HAKONE TOZAN RAILwAY CO, f LTDG

1 9005 ! TOKY!! CDRPDRATION I
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’9006I KEIHIN ELECTRIC EXPRESS RAIL乢AY CO。，LTD・
I900710DAKYU ELECTRIC RAILNAY CO。,ビTD・
I90C8 1 KE10TEITO ELECTRIC RAILNAY CO｡，LTD･

l9009 I KEISEI ELECTRIC RAILNAY CO｡，LTD･

l9010I FUJI KYUKO CO.pLTD･

I QOll I ENOSHIMA-KANAKURA SI6HTSEEING SERVICE SYSTE材，INC･
l9013 i IZU HAKONE RAILNAY CO.，T、｡

|qO141SHTN-KEISEI ELECTRIC RAILNAY CO｡，LTD,

l9017 1NIIGATA KOTSUc0.,LTD‘

l9019 1IZUKYU CORpCRATION
l90j11 NISHI－NIPpON qAILROADc0,，LTD･

’9033 1 HIRO5HIMA FLECTRIC RAILNAYc0｡，LTO･
l9041I KINKT NIPPON RAILWAY CO.，l－TO･

l qO42 I HAMくYU CORPORATIOM

I9043 1 HAN5HI N ELECTRIC RA1LNAY CO｡，LTD.
I oO44 I NANKAI ELECTRIC RAIl NAY CO･'LTD･

l9045 1 KEIHAN ELECTRIC RAILNAY CO｡,LTD・

I9046 1 KO8上ELECTRI C RAILWAY〔0,,LTD,

1904Rl NAGI]YA RAILROAD Cn．，LTn･

l9049 1 KEIFUKU ELFCTRIC QA1LROAD〔､,，LTD,

19050 1 HIE KOTSUE0.,LTD･

'905? 1 SA卜｣YO ELEC「RIC RAILNAY CO・91_TD･

'900? ｜ NIpPON EXPRE5S〔0．，TLD･

'ワO64 1 YAIｲATO TRANSPDRT E0.， LTD｡

|”651SANKYU INE･

l9066 1 NIS5I N TRAMSPORTATInN 8 NAREHOUSING CO.，LTD,

l9067 1 HAQuUN LTO･

l9068 1 MARUZEN SHOWA UNYU〔0．9LTD･

I90691SENK3CO，,LTD,

l9070I T〔〕NAMI TRANSPORTAT mN CO･'LTD‘
l90711 SAPPORO EXpRESS CO.ｼLTD･

l90721 NIPPdM KONpO UNYU SOKO CO,9LTD‘

'90741 JApAN CIL TRANSPORTATION C(〕｡，LTD､

190751FUKUYAMA TRANSpnRTING m｡，LTD'

19076 1 SEII19TRAN5pORTATION〔0,,LTD｡

190811 KANAGANA CHUO KOT5U CO.,LTD･

19082 1DAINA NOTOR TRANSPORTATION CO｡，LTD｡

19083 1 SHI,lKI BUS CO.,LTD,

190851 HOKKAIDO CHUO BUS CO.，LTD･

’一‘－－－－－1－－－－一一一一一一一・－－－－－－－一一一一一－－－．－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一｜

海運業

I91011 NIpPDN YUSEN KABUSHIKI KAISHA

l9103I JApAN LINE9LTD,
I91041 NIT5UI O・5，K,LINFS，LTD‘

'91051 YAMASHITA-SHINNIHnN STEAMSHIP C0.9LTD･
l91071 KANA5AKI KISEM KA1SHA，LTD,

l9108 1SHI M YEISTFAMSHIp CO.，LTD･

I9110 I SHINNA KAIUN KAISHA，LTD,

l91111 NIHONKAI STEAMSHIPc0，,LTD･

I91121THE SANKO STEAHSHI P CO･ｿLTD，
l9113 I IMUl STEAHS卜|I P CO．,LTD‘

I9114 I HINr】DE KISEN CO,7LTD・

l9115 1 MEIJl SHIPPING CO.，LTD,

l9119 111h旧 KAIUN KAISHA，LTD,

191ど31TAIHEIYO KAIUN CO.，LTD‘

l9125 1 NISSI N KISEN KAISHA， LTD･

l9126I SHO州A LINE，LTD･

l91271 TAMAI STEAMSHIP Cn,，LTO‘

l9129 I THE1ｺCFAN TRAMSpORT CO･ｩLTD･
l9130I THE KYOEI TANKER CO,，LTD･
lo132 1 0AIICHI CHUO KISEM KA1SﾄlA

l9151 I TOKYO SENPAKU KAISHA，LTD・

191521 KANSAI STEAMSHI PCO,’LTD･

l9171I KURIBAYASHI SHOSEN CO･T LTD0
l9173 1 TOKAI KI5EN CO,，LTD.
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I 9174 I FUJI KISEN KAISHA' LTD･ l
I91771ANAJI FERRY80AT仁0．，LTD。 I
l9193I TOKYn KISEN CO,，LTO. l
l－－－－－－l－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．-－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

．空運業

| 9201 I JAPAN AIR LINES CO,' LTD, I
I92021ALL NIpPON AIRWAYS CO．,LTD｡ i
l92311 KOKUSAI AERIAL SURVFYS CO・’LTD。 I
l9232I PACIFIC AERO SURVFY CO．' LTD, I
’92率 I ASIA AIR SURVEY CO．,LTD， ’
’－－－－-'-----一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一I

倉庫・ 運輸関連業

l 9301 I NITsuBIsHI wAREHousE 8 TRANsPDRTATIoN Co･ ' LTD. I
l9302I THE MITSUI NAREHOUSE CO.,LTD. I
l93031THE SUNITOHO WAREHOUSEc0.,LTD｡ 1
1 9304 I THE SHIBUSANA WAREHOUSE C0･ ' LTD, 1
19ヨO5I TATSUMI NAREHOUSE CO･pLTD1

I9306 1 TOYO WAREHOUSE CO｡，LTD･･ 1

l 9307 I SUGIMURA WAREHOUSE CO･ P LTD, l
l93O8I THE INUI WAREHOUSE CO｡，LTD，

l93091KEISHI N NAREHOUSE CO･'LTD･
’9弧O1YOKKAICHI WAREHOU5E CO，，LTD・

l9311I ASAGANI KDUN SOKO CO.'LTD･

'9ヨl21 KEIHIN NAREHOUSE CO.，LTD,

1931ョI NARUHACHI NAREHOUSEE0‘9LTD･

I”l710NAMI UNYU SOKO CO．，LTD･

l9318 1 NIHONBASHI NAREHOUSEc0．，LTDq

I93l9I CHUO WAREHOUSE CO･ﾛLTD･
’93511 TOYO HHARF AND NAREHOUSE CO｡,LTD･

l9352I NITSUI NHARF CO･'LTD. 1
193531SAKURAJINA FUTO KAISHA,LTD、

193551NIIGATA RINKO KAIRIKU UNSO CO｡,LTD・

l93571 NEIKO KAIUN KAISHA，LTD,

l93581UTOKU EXPRESS CO･'LTD･
I9359 1ISEWAN TERHINAL SERVICE CO｡，LTD・
l9360I3S SHINNA CORpORATION
l93611FUSHIKI KAIRIKU UNSO CO，,LTD･

l9362I HYOKI KAIUN KAISHA，LTD,
l93631DAIUN CO｡､､LTD0

l9364 I KANIGUNI CO･pLTD,

l9365I DAI付ICHI TSU-UN CO，，LTD,

'------1－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1

通信業

l94011TOKYO8ROADCA5TIN6SYSTEHD INCo
I9402 1 CHUBU－NIPPON BROADCASTING CO07LTD,

’9404 1 NIPPON TELEVISION NETNORK CORPORATIDN l
I94051 THE ASAHI8ROADCASTING CORP･

l9407 1 RKB MAINIcHI BROADCASTING CORPORAT･ION
I94311 KOKUSAI DENSHIN DENNA CO.,LTD･

1----.-1--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一＝－－－－凸－1

屯気・ガス業

I95011 THE TOKYO ELECTRIC pONER COo7INC. 1
I95021 THE CHUBU,ELECTRI C PONER CO･pINC o I
l9503 1 THE KANSAI ELECTRIC POWER CO｡，INC･

l9504 1THE CHUGOKU ELECTRIC pONER CO･'1N仁.

l9505 1THE HOKURIKU ELECTRIC POWER CO.p INC･

I95C6 1TOHOKU ELECTRIC PONER CO.'INC･

l95071SHIKOKU ELECTRI C pONER CO‘，INC･
I95081KYUSHU ELECTRIC POWER CO,，INC･

’95091THE HOKKAIDO ELECTpRI C POwER CO｡,INC､

I9531 I TOKYO6AS COo，LTD,
l9532 1 0SAKA GAS”CO･p LTO.
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195羽 I TOHO GAS CO，，LTD･
I9534I HOKKAIDO GAS CO，,LTD・
19535I HIROSHIHA6AS CO･ヮLTDo
19536I SAI8U6AS CO,，LTD,
l95371HOKURIKU GAS CO.,LTD､

195391KEIYO6AS COo,LTD‘

I95401CHUBU GAS COo,LTD,
'－－－－1－－-一一一一一一一一一一一一一一一＝一=一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一I

サービス､業

196011SHOCHIKU COo9LTD，
l9602I TOHO CD.，LTD..
1.960ｮl DAIEI
I96051 TOEI CO” LTDo

I9606I N1KKATSU CORPORATION
l9631ITOKYU RECREATION Co.，LTD･
I9632I SUBARU ENTERPRISE CO,ヲLTD･

l9633I TOKYO THEATRES CO.,INC,
l9634ITOKYO RAKUTENCH1CO.，LTD,

19635.l HUSASHINO CINEMA THEATRE CO｡,LTD,

196361 KINKI EIGA GEKIZYOE0.,LTD･

'9“7I OS CINEMA THEATRE CO，，LTD・・

l9642I KOMA5TADIUN CO｡，LTD･

l9643I NAKANIHON THEATRICAL CO,，LTD･
l96611 KA9UKITHEATRICAL CORpORATION

l9662I SHINBASHI ENBUJO

I9664I MISoNOZA THEATRICAL CORpORATION
l96651YOSHIHOTD THEATRにAL C0，，LTD,

l 9666 I NIPPDN DREAN KANKO K,K,
I96711 YOMIURI LAND‘CO.，LT0．
196721TOKYOTOKEIBAと0，，LTD･
l96731KOSHIEN TOCHI KIGYO CO,，LTD,

19674I KAGETSUEN KANKO Cp.，LTD，
I96751JOBAN KOSAN CO.,LTD,
I96811KORAKUEN STADIUM〔0.,LTD,
I9683I THE OSAKA STADIUM Cn．，LTD,
196911THEDSAKA ICE-INDUSTR1AL CO・'LTD・

'－－－－1－－､｡－=一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一=－1

。
１
１
．
１
１
．
ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
９
ｌ
８
Ｔ
‐
９
１
Ｆ
・
’
’
’
’
’
１
．
１
１
．
１
１
０
１
１
・
Ｉ
Ｌ
。
ｈ
‐
・
’
１
．
１
１
．
１
１
‐
ｌ
Ⅱ

江

ＤＴＬ

Ｏ
ｌ

９
９

Ｄ
一

Ｄ
Ｔ

－

０
Ｔ

Ｌ
一

仁
Ｌ

Ｑ
ｐ
寺

戸『）
●

、
〕

，
９

。
一

Ｆ
し
』

、
〕
Ｔ
や

ｇ
ｎ
ｕ
ｎ
〕

一

・
Ｓ

Ｔ
Ｌ
０

Ｃ
Ｔ

－

Ｄ
Ｉ

Ｌ
Ｃ

Ｌ
－

Ｔ
Ｒ

９
Ｙ

一

、
Ｌ

０
Ｐ

ｏ
９

Ｕ
令

Ｒ
９

－

Ｔ
Ｄ

Ｄ
Ｒ
Ｄ

ｏ
ｎ
－
Ｔ

Ｔ
“

→

Ｌ
Ｔ

，
，
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
ｃ
５

’
Ｓ
Ｏ

－

Ｌ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｔ
Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
．
←

９
．

Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｔ
Ｄ

二

，
Ｋ

Ｌ
Ｔ

９
Ｅ

９
Ｕ
Ｉ
Ｕ
Ｌ
Ｎ
Ｓ

－

０
。

０
，

Ｏ
Ｌ

Ｌ
Ｙ
Ａ
Ｏ

Ｉ
Ｌ
－

Ｃ
０
０
Ｋ

Ｌ
Ｈ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ｔ

９
０

－

Ｏ
Ｔ
Ｃ

Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に

‘
Ｌ
Ｒ

－

Ｎ
Ｋ
Ｌ

０
Ｔ
Ｉ
０
１
０
Ａ

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｔ

－
Ａ
Ｎ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｈ
Ｈ
Ｒ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ａ

－

Ｋ
Ａ

７
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｃ

Ｕ
Ｅ
Ｐ

Ｉ
Ｐ

－

Ｉ
Ｋ

ｑ
Ｎ
Ａ
Ｋ

・
Ｉ
Ｌ
０
０
Ｎ
Ｔ
ｐ
Ａ
Ｍ

一

Ａ
Ｏ
Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｌ
－
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ｙ

－

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ａ
Ｉ
Ｙ

Ｏ
Ｎ
Ｈ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｔ

－

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｙ

ｎ
Ｅ
Ｉ

－

Ｏ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｅ

Ｒ
Ｄ
Ｒ
Ｔ
Ｋ
Ｌ
Ｕ
Ｉ
Ｙ

Ｒ
－

Ｙ
Ｕ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｉ
－
Ｅ

Ｉ
Ｅ
Ｙ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｕ

－

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｊ
Ｊ
ｐ
Ｅ
》
Ｅ
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｃ
－

Ｏ
０
０
０
Ａ
Ｕ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
Ｈ
０
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｏ
Ｅ

二

Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｔ
Ｇ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
・
Ｔ
Ｆ
Ｔ
Ｈ
Ｔ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
Ｓ

－『

１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

－

１
２
３
４
５
７
８
０
３
２
３
４
５
６
１
２
５

』

０
０
０
０
０
０
０
１
１
２
２
【
毎
２
２
３
３
３

－

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

国

９
９
９
９
９
９

Ｑ
ゞ
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

二一

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１
１



執 筆 者 紹 介

稔……教 授･経営機械化部門・経営学博士

花
道

條
藤

島
野

米
定

下
都

生
民

宏……助教授･経営計測部門・経済学修士

哲 司・･…･助教授・海事経済部門

希八郎……講師･経営機械化部門

芳 郎……講師･附属経営分析文献センター

庄 造……助 手・経営経理部門

杉 浦 一 平……和歌山大学教授・
神戸大学経済経営研究所非常勤講師



経 営 機 械 化 叢 書（既刊）目 次

第1冊 経 営 機 械 化 技 術 論 昭和27年刊
第2冊 会 計 機 械 化 研 究 昭和31年刊
第3冊 経営事務機械化の諸問題 昭和35年刊
第4冊 経 営 機 械 化 と 経営機構 昭和36年刊
第5冊 経営機械化とシステム研究 昭和37年刊
第6冊 EDPSの発展と経営上の課題 昭和38年刊
第7冊 経営機械化研究の新動向 昭和39年刊
第8冊 デ ー タ 処 理 と 情報検索 昭和40年刊
第9冊 経営機械化と管理情報システム 昭和42年刊
第10冊 経営機械化システムの諸研究 昭和43年刊
第11冊 情 報 シ ス テ ム の 展 開 昭和44年刊
第12冊 電子計算機室の構造と管理 昭和47年刊
第13冊 経営機械化の発展とデータ処理 昭和47年刊

第14冊 経営機械化の発展と情報システム 昭和48年刊
統経営機械化前史（試論）…･…･………･……“･･……･……･…………"…････米 花 稔
電子計算機室からみた情報システム･･…･”･…………“．．…･･･……･････“･…･･･小 野 二 郎
パターン・サーチについて……･･……･･“…．．………･……･･……･･…･…･…“･伊 藤 駒 之
EDP部門のレイアウトに関する検討（その2)･………･…･･･…･･･………･都 藤 希八郎
人間／機械系における対話型言語の課題･………･･･……．．………．．…………･民 野 庄 造
経営学文献情服処理における不確定検索の椛造……･･……･…･…･……･……塩 田 卓 和

第15冊 経営機械化の発展と情報検索 昭和49年刊
経営機械化の前史から第3世代への展開（試論）…･………………………･･米 花 稔
ソフトウェア・システム論(1)...…..…．....．．………….….…………･……･…･定 道 宏
ED 1)部門の面積計画…“･…････”…………･･……．．…･…………･･…………･･都 藤 希八郎

生 島 芳 郎
会計学用語と索引語…“･ ･………“･…･“……．．…･……”……”･……………．． ’對 口 秀 子

く研究会要旨＞

意志決定の科学……｡……･……．．…………････････…･…・・…………“････……横 山 保
経営機械化文献目録（Ⅸ）“･……･…………………･…………･“…“…･･……機 械 計 算室

第16冊 経営・経済情報分析システムの新展開 昭和50年刊
わが国の経営樅械化研究の展開･･･……････……･･…･…･･･……･…･･………･…･米 花 稔
経営・経済情報制御分析システムーーBEICA- ..…….…．．…･･･……………･米 花 稔
経営・経済データ・バンクとその制御システムーBEIC-……･…“…･…･･民 野 庄 造
経営経済情報制御分析システムのデータ・バンクの統計資料について･･…･能 勢 信 子

杉 浦 一 平
計量経済模型分析のためのプログラム・システムーSTEPS-･･･……･･･…布 上 康 夫

視覚ﾌﾟﾛｸﾗﾐﾝｸ･ｼｽﾃﾑｰSPEED-…………""……………………藍鼻 藺
杉 浦 一 平

HITAC-10の通信制御モニターの開発 …“･………･･…･……･“……………布 上 康 夫

HITAC-10 (小型樹を端末機または衛塗機とする利明方典と交信用……罷豊 鳶FORTRAN サブルーチンの開発

HITAC-EDOS用簡易I・b Control Languageについて………………藍募 鳶
EDP 部門平面の試作･･･…．．……………････…･･………………………………･都 藤 希八郎
く資料＞

民 野 庄 造
HITAC-8350システムおよびEDOS-JCLの一般解説．.………･…･････…･安 藤 昭 治



昭和51年10月28日発行 （非売品）

神 戸 市 灘 区 六 甲 台 町 2

編集者
神戸大学経済経営研究所発行者

神戸市生田区中山手通7丁目66

印刷所 有限会社 興 文 社

電 話078-341-4113 ･ 4740




	目次
	オーストラリアにみる情報システムに関する若干問題　―視察メモ―
	STEPS FOILの構造
	基本統計処理システム　―SIMPLE-ATLASS―
	EDP部門の防災について
	＜資料＞社会科学とデータバンク　―その資料的側面―
	＜資料＞汎用簡易作表プログラムCROTABについて
	＜資料＞BEICAシステムの初心者用利用マニュアル　―SIMPLE―
	＜資料＞SPSS利用者のための手引き
	＜資料＞企業財務データのコード表
	（1）項目コード表
	（2）企業コード表（証券コード）

	執筆者紹介
	経営機械化叢書（既刊）目次

